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工事番号 改工-1  工事箇所 可児市 虹ケ丘 地内

工 事 名 虹ケ丘配水池建設（場内配管・電気機械室築造）工事

 工    事    概    要 

GXφ200 95.5 ｍ

GXφ300 81.5 ｍ

ドレン φ100 1.0 ヶ所

ドレン φ50 1.0 ヶ所

鋼管φ300 12.2 ｍ

仕切弁 22.0 基

植生ﾏｯﾄ工 130.0 ㎡

電気・機械室築造 1.0 式

不断水ｽﾄｯﾊﾟｰ 2.0 基

不断水丁字 2.0 基

(空白) 0.0

総計 348.2

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

内消費税相当額 円

施 行 理 由

耐震性の劣る鳩吹台配水池を廃止し、鳩吹
台配水区を虹ケ丘配水区に統合するため、
虹ケ丘に新たな配水池を建設する。

金     額 円



１．一般事項
（１）

（２）
（３）

（４）

（５）

              ロハンマ、油圧式鋼管圧入・引抜機

              掘削機）

２.産業廃棄物の適正処理について
（１）

　　　　　　　（

３.使用材料
　　　　 （１）

　　　 　（２）

　　　 　（３）

受注者は、「工事請負契約書」「可児市水道工事共通仕様書」「可児市建設工事共通仕様書」「岐阜県上水・工業用水道工事標準仕様書」「公共建築工事標準仕様書」「建築物
解体工事共通仕様書」及び「特記仕様書」に基づき施工するものとする。なお、特記仕様書は、共通仕様書に優先する。

特  記  仕  様  書  ①

受注者は、産業廃棄物が搬出される工事にあたっては、監督員の指示に従い、産業廃棄物関連書類の提出及び確認並びに処理施設の現地確認並びに建設廃棄物処理状況の管理を
行い、産業廃棄物が最終処分に至るまで適正に処理されていることを確認しなければならない。

受注者は、受注時、変更時、完成時の各時点において工事請負代金額が500 万円以上の工事について、工事実績情報システム（コリンズ）に基づき、受注・変更・完成・訂正時
に工事実績情報として「登録のための確認のお願い」を提出し監督員の確認を受けた後に、受注時は契約後、土曜日、日曜日、祝日等を除き10 日以内に、登録内容の変更時は変
更があった日から、土曜日、日曜日、祝日等を除き10 日以内に、完了時は完成後、土曜日、日曜日、祝日等を除き10 日以内に、訂正時は適宜登録機関に登録申請をしなければ
ならない。　　　　変更登録時は、工期、技術者に変更が生じた場合に行うものとし、工事請負代金のみの変更の場合は、原則として登録を必要としない。ただし、工事請負代
金500万円未満に変更する場合には変更時登録を行うものとする。なお、変更時と完成時の間が10日間に満たない場合は、変更時の提示を省略できる。

本工事において以下に示す建設機械を使用する場合は、「特定特殊自動車排出ガスの規制等に関する法律（平成17年法律第51条）」に基づく技術基準に適合する機械、または、
「排出ガス対策型建設機械指定要領（平成3年10月8日付建設省経機発第249号、最終改定平成22年3月18日付け国総施第291号）」、「排出ガス対策型建設機械の普及促進に関する
規定（平成18年3月17日付け国土交通省告示第348号）」もしくは「第３次排出ガス対策型建設機械指定要領（平成18年3月17日付け国総施第215号）」に基づき指定された排出ガ
ス対策型建設機械（以下「排出ガス対策型建設機械等」という。）を使用しなければならない。
　　 　排出ガス対策型建設機械等を使用できないことを監督員が認めた場合は、平成７年度建設技術評価制度公募課題「建設機械の排出ガス浄化装置の開発」、またはこれと同
等の開発目標で実施された民間開発技術の技術審査・証明事業もしくは、建設技術審査証明事業により評価された排出ガス浄化装置を装着した建設機械を使用することができる
が、これにより難い場合は、監督員と協議するものとする。
　　 　排出ガス対策型建設機械あるいは排出ガス浄化装置を装着した建設機械を使用する場合、現場代理人は施工現場において使用する建設機械の写真撮影を行い、監督員に提
出するものとする。

機　　種　　　・バックホウ　・トラクタシャベル　・ブルドーザ　・発動発電機（可搬式）　・空気圧縮機（可搬式）　・ロードローラ　・タイヤローラ　・振動ローラ
　　　　　　　・ホイールクレーン　・その他ディーゼルエンジン（エンジン出力7.5kw以上260kw以下）を搭載した建設機械

生コンクートについて
本工事に使用する生コンクリート（均しコンクリートを除く）については、水セメント比60％以下とし、品質を証明する書類を提出して、事前に監督員の許可を得ること。

コンクリート二次製品について
本工事に使用するコンクリート二次製品については、ささゆりクリーンパーク溶融スラグ混入資材を使用するものとし、施工前に溶出試験結果等の品質を証明する書類を提出
し、監督員の許可を得ること。

            ・オフロード法の基準適合表示が付されているもの又は特定特殊自動車確認証の交付を受けているもの

受注者は、本工事が「可児市工事品質証明実施要領」の対象となる場合、要領に基づき品質の証明を実施しなければならない。

提出・提示書類は別添「可児市建設工事における取扱い書類一覧表」に基づき実施するものとする。また、工事打合簿（指示、協議、承諾は除く）、夜間・休日作業届けの書類
を提出する場合は、別添様式に基づき、電子メールにて提出するものとし、書面には署名または押印する必要はないものとする。これらに定めのない事項については、監督員と
協議する。

　　　　　　　　油圧式杭圧入引抜機、アースオーガ、オールケーシング掘削機、リバーサーキュレーションドリル、アースドリル、地下連続壁施工機、全回転型オールケー
シング

建設発生土については、工事間流用とし、流用先は監督員が指示する。都合により工事間流用ができなくなった場合は、別途協議する。ただし、建設発生土が100m3未満の場合は
この限りではない。また請負者の都合により処分場を変更する時は監督員に報告するものとする。

アスファルト再生合材について
本工事の本復旧で使用するアスファルト再生合材には「ささゆりクリーンパーク溶融スラグ」を混入するものとし、使用にあたっては、「溶融スラグの土木資材への利用に関す
るガイドライン（可児市）」によること。

　　　　　　　・油圧ユニット（以下に示す基礎工事用機械のうちベースマシンとは別に、独立したディーゼルエンジン駆動の油圧ユニットを搭載しているもの：油圧ハンマ、
パイプ

　　　　　　・排出ガス対策型建設機械として指定を受けたもの



４.工事施工について
　　　 　（１）
　　　 　（２）
　　　 　（３）

　　　 　（４）

　　　 　（５）
　　　 　（６）
５.工事保険について

６.ワンデーレスポンスの取り組みについて
　　　 　（１）

　　　 　（２）
　　　   （３）
　　 　　（４）
７.電子納品について

８.暴力団等による不当介入における通報義務について
　　  　 （１）

　　　 　（２）

９.仮復旧・本復旧について
　　　 　（１）

　　　 　（２）
　　　 　（３）
　　　 　（４）
１０.現場代理人の兼務について

受注者は、工事着手に先立ち、現場付近の地元住民等に対する周知、説明、説得等を行い、トラブルの生じないよう努めること。
契約書18条第1項第1号から5号に係る設計図書の照査を行い、監督員の確認を受けて施工を行うこと。

施工区間と現道との取付については、交通の支障とならないよう充分留意すること。

請負契約の締結後、現場施工に着手するまでの期間（現場事務所の設置、資機材搬入、仮設工事等が開始されるまでの期間）については主任技術者または監理技術者の工事現場へ
の専任を要しない。なお、現場施工に着手する日については、請負契約締結後、監督職員と打ち合わせにおいて定める。
また、工事完成後、検査が終了し（発注者の都合により検査が遅延した場合は除く。）事務手続き、後片付け等のみが残っている期間については、主任技術者または監理技術者の
工事現場への専任を要しない。なお、検査が終了した日は発注者が工事の完成を確認した旨、受注者に通知した日とする。

工事による既設構造物の破損については、未然に防止するよう予め十分調査をし、また、支障を及ぼさないよう相当の防護工を施工しなければならない。なお、誤って損傷を与
えた場合は、受注者の責任において復旧しなければならない。調査に際しては、記録保存の必要を認めた場合は写真撮影、測量等を行わなければならない。

本工事において、発注者、受注者及び全下請人を被保険者として、工事着手から工事目的物の引渡しまでの期間について、賠償責任保険（保険対象：第三者に与えた損害）及び
工事保険（保険対象：工事目的物、工事材料及び仮設物等）に加入するものとする。

この工事は、ワンデーレスポンス実施対象工事です。
「ワンデーレスポンス」とは受注者からの質問、協議、報告、承諾願、立会願等への回答は、基本的に「その日のうち」に回答するよう対応することです。ただし、即日回答が
困難な場合は、いつまでに回答が必要なのかを受注者と協議のうえ、回答期限を設けるなど、何らかの回答を「その日のうち」にすることとする。
実施にあたっては、可児市工事監督におけるワンデーレスポンス実施要領に基づき実施する。
受注者は工事施工中において、問題が発生した場合や計画工程と実施行程を比較照査し、差異が生じた場合は速やかに監督員へ報告すること。

工事着手前に、可児市基準点（世界測地系）を用い、境界（座標）を確認すること。また、特に指示しない限り、構造物を官民境界とするため、官民境界と構造物の位置を示し
た図面等にて施工した構造物が民地を侵していないことを報告すること。

必要に応じ交通誘導警備員を配置し、安全を期さなければならない。また、夜間の安全確保についても十分な対策を施すこと。

受注者は、施工計画書に基づいて適正な計画工程を作成し、工事の先々を予見しながら、施工するものとする。

「岐阜県電子納品要領」等に基づき、電子納品を行うこと。なお、電子納品の内容については、監督員と事前に協議し、決定すること。

受注者は、契約の履行に当たって、暴力団又は暴力団員等から、事実関係及び社会通念等に照らして合理的な理由が認められない不当若しくは違法な要求又は契約の適正な履行
を妨げる妨害を受けたときは、警察へ通報するとともに、可児市が行う契約からの暴力団排除に関する措置要綱（平成２２年可児市訓令甲第４７号）に定める様式第９号により
可児市に報告しなければならない。なお、通報・報告がない場合は、可児市建設工事請負契約に係る指名停止措置要領に基づき、指名停止等の措置を行うことがある。
受注者は、暴力団又は暴力団員等による不当介入を受けたことにより、履行期間内に工事等を完了することができないときは、発注者に履行期間の延長変更を請求することがで
きる。

仮復旧は、毎日、管布設及び埋め戻しが完了した範囲を行うものとする。

交通量が少なく路盤での開放が可能な箇所は、監督員と協議し、一週間以内に仮舗装を行うこと。また、本復旧までに不陸や破損が発生したときは、速やかに補修をすること。
監督員の検査により、車両走行に対して危険性があると判断されたときは、速やかに仮舗装をめくり取り、再施工とすること。
本復旧は、１ヶ月以上の養生期間を経てから行うこと。

現場代理人は、工事請負契約約款第１０条第２項の規定により、契約工期内の現場常駐が義務付けられているが、契約締結後、現場事務所の設置、資機材の搬入又は仮設工事等
が開始されるまでの期間や、工事の全部の施工を一時中止している期間については、監督員との連絡体制を確保した上で、常駐義務を緩和するものとする。
また、以下の条件を全て満たす場合に、他工事の現場代理人又は専任でない主任技術者を兼務することができる。
1. 他工事は、可児市発注の建設工事で、工事現場が市内であること。
2. 他工事においても、本工事と同様に現場代理人の兼務を認めていること。
3. 兼務を行う工事の総数が、本工事を含めて３件までであること。
4. 兼務を行う工事の請負代金額の合計が２，５００万円未満であること。
5. 発注者又は監督員が求めた場合には、工事現場に速やかに向かう等の対応ができること。
なお、工事現場における運営、取締り及び権限の行使に支障がある場合、及び、発注者との連絡体制が確保されていないと監督員が認めた場合は、兼務を取り消すものとする。
現場代理人が兼務となった場合は、本工事の監督員及び他工事の監督員の双方に、現場代理人兼務届を提出しなければならない。

１１.主任技術者又は監理技術者の専任を要しない期間について



工事名 明示項目 明示事項 制約条件等
■ Ａ．運搬距離（ Ｋｍ）

（条件明示） １．発生土砂等の有効利用、適正処理あり □ Ｂ．投棄料計上あり
施工条件 ［場所が未確定］ □ Ｃ．整地（押土、敷均、締固等）必要
明示項目 明示事項 制約条件等 ■ Ｄ．整地（押土）必要

工 程 ■ Ａ．工種（ 機械・電気設備 ） ■ Ａ．盛土、埋戻
■ Ｂ．期間（ ～ ） ２．発生土砂等の有効利用、適正処理あり □ Ｂ．ストックヤード利用あり（ ）
□ Ａ．工種（ ） ［自工事へ流用］ □ Ｃ．仮置場必要（ ）
□ Ｂ．期間（ ～ ） □ Ｄ．運搬距離（ Ｋｍ）
□ Ａ．協議済機関及び内容（ ） □ Ｅ．仮置場の用地借上費計上あり
□ Ｂ．未協議機関及び内容（ ） □ Ａ．場所（ ）
□ Ａ．許可済 □ Ｂ．盛土、埋戻
□ Ｂ．申請中　　 □ Ｃ．整地（押土、敷き均し、転圧）あり
■ Ａ．許可済 ３．発生土砂等の有効利用、適正処理あり □ Ｄ．ストックヤード利用あり（ ）
□ Ｂ．申請中　 ［他工事へ流用、または処分地指定］ □ Ｅ．仮置場必要（ ）
□ Ａ．許可済 □ Ｆ．運搬距離（ Ｋｍ）
□ Ｂ．申請中　 □ Ｇ．仮置場の用地借上費計上あり
□ Ａ．協議済内容（ ） □ Ｈ．処分料計上あり
□ Ｂ．未協議内容（ ） □ Ａ．他工事名（ ）

□ ８．その他 □ Ａ．その他 ） □ Ｂ．請負者運搬あり（運搬距離
用 地 １．用地補償物件撤去まで着工制限あり □ Ａ．区間（ＮＯ． ～ＮＯ． ） ４．発生土砂等の有効利用、適正処理あり □ Ｃ．盛土、埋め戻し

□ Ｂ．着工見込時期（ ） 建 設 発 生 土 ［他工事からの流用］ □ Ｄ．ストックヤード利用あり（ ）
□ Ｃ．内容（ ） 建設（産業）廃棄物 □ Ｅ．仮置場必要（ ）

２．工事用地の未買収 □ Ａ．場所（ ） 関 係 □ Ｆ．仮置場の用地借上費計上あり
□ Ｂ．処理の見込み時期（ ） □ Ａ．種類（ ）
□ Ｃ．未買収地への立ち入り可否（ ） ５．産業廃棄物の処理条件あり □ Ｂ．場所（ ）

３．仮設ヤードの有無 □ Ａ．官有地 [特別管理産業廃棄物］ □ Ｃ．中間処理施設までの運搬距離（ Ｋｍ）
□ Ｂ．民有地 □ Ｄ．処理費計上あり
□ Ｃ．その他 ） □ Ａ．槽内洗浄必要
□ Ｄ．別途協議 □ Ｂ．可児市環境課と打合せの必要あり

□ ４．その他 □ Ａ．その他 ） ■ Ａ．産業廃棄物管理票（マニフェスト）
公 害 対 策 １．施工方法の制限あり □ Ａ．騒音 ） ■ Ｂ．建設発生土処理地の関係図書

□ Ｂ．振動 ） ■ Ｃ．クレダス
□ Ｃ．水質 ） □
□ Ｄ．その他 ） □ Ａ．移設時期（Ｈ 月頃）

□ ２．事業損失防止に関する調査あり □ Ａ．調査の項目（ ） □ Ｂ．移設しない
□ ３．環境影響調査あり □ Ａ．生物・植物調査あり □ Ａ．移設時期（Ｈ 月頃）

□ Ａ．アスベスト含有材あり □ Ｂ．移設しない
４．その他 □ Ｂ．フロン回収あり □ Ａ．移設時期（Ｈ 月頃）

□ Ｃ．その他（ ） □ Ｂ．移設しない
安 全 対 策 １．交通規制あり □ Ａ．全面通行止め □ Ａ．移設時期（Ｈ 月頃）

□ Ｂ．片側通行止め 工 事 支 障 物 件 □ Ｂ．移設しない
□ Ｃ．時間制限あり（ ） □ Ａ．移設時期（Ｈ 月頃）

２．通学路あり □ Ａ．迂回路あり □ Ｂ．移設しない
□ Ｂ．仮設歩道必要 □ Ａ．管理者による高さ調整 ( ）

２．交通整理員 □ Ａ．区間（ ）配置人員 人/日 □ Ｂ．移設しない （ ）
□ Ｂ．区間（ ）配置人員 人/日 □ Ａ．移設時期（Ｈ 月頃）
□ Ｃ．区間（ＮＯ，～ ）配置人員 人/日 □ Ｂ．移設しない
□ Ｄ．交替要員あり □ ８．その他 □ Ａ．その他（ ）

３．鉄道等の近接作業制限あり □ Ａ．工法制限あり（ ） □ １．濁水、湧水処理条件あり □ Ａ．方法（ ）
□ Ｂ．作業時間制限あり（ ） □ ２．その他 □ Ａ．その他（ ）

４．バス路線（運行者との協議） □ Ａ．協議済内容（ ） ■ Ａ．ＲＣ
□ Ｂ．未協議内容（ ） □ Ｂ．アスファルト再生合材（30％再生）

□ ５．その他 □ Ａ．その他 ） □ Ｃ．アスファルト再生合材（100％再生）
工 事 用 道 路 １．一般道路（搬入路）の使用制限 □ Ａ．搬入経路指定あり □ Ｄ．溶融スラグ使用あり（ ）

□ Ｂ．時間帯制限あり □ Ｅ．再生材を使用できない場合別途協議
２．仮設道路の設置条件あり □ Ａ．一般交通供用あり □ ２．その他 □ Ａ．その他（ ）

□ Ｂ．安全施設必要（ ） □ Ａ．品名（ ）
□ Ｃ．路面工（ ） □ Ｂ．納入場所（ ）
□ Ｄ．工事完了後存続又は撤去（ ） □ Ａ．品名（ ）
□ Ｅ．構造（ ） □ Ｂ．引渡し場所（ ）
□ Ｆ．用地（借地） □ Ａ．仮設費（ ）
□ Ｇ．用地（公用地） □ Ｂ．安全費（ ）
□ Ｈ．用地（その他） □ Ｃ．営繕費（ ）

□ ３．その他 □ Ａ．その他（ ） □ Ｄ．特別なイメージアップ（ ）
指 定 仮 設 備 □ １．仮設物の指定又は一部指定あり □ Ａ．工種（ ） □ ４．「可児市工事品質証明実施要領」該当あり Ａ．品質証明員の配置あり

２．仮設構造物の転用、兼用あり □ Ａ．工種（ ） □ ５．その他 □ Ａ．その他（ ）
□ Ｂ．内容（ ）

□ ３．その他 □ Ａ．その他（ ）

2016/10/28

虹ケ丘配水池建設（場内配管・電気機械室築造）工事
下記項目、事項のうちレ印または■印該当欄は、工事施工にあたって制約等をうけることになるので明示する

なお、明示事項に変更が生じた場合及び明示されていない制約等が発生したときは、市と協議し適切な処置
を講ずるものとする。

19.5

□ ２．他機関協議による工程条件あり

■ １．関連する別途発注工事あり
2017/12/15

■ ５．建築確認

□ ６．河川区域、保全区域内作業あり

□

□ ３．他機関との協議状況

□ ４．占用許可状況（　　　　　　　　）

７．「可児市が発注する公共工事から発生
する産業廃棄物適正処理について」に基づ
く提出・提示書類あり

□

７．文化財協議（教育文化財課）

年

□ ３．占用支障物件あり（水道）
年

□ １．占用支障物件あり（電気）
年

□ ４．占用支承物件あり（下水道）
年

□ ５．占用支障物件あり（ガス）
年

特記仕様書②

□ ６．占用支障物件あり（ﾏﾝﾎｰﾙ蓋、仕切弁蓋等

□ ２．占用支障物件あり（電話）

□

６．浄化槽、汲み取り便槽の取壊し処分あり

年

□

■

■

□

□

■

□ ７．占用支障物件あり（その他）

２．支給材あり

再生材使用及び溶融
スラグ

■ １．再生材使用指定あり

そ の 他

□ １．現場発生材あり

□

□

□

□

□ □

排 水 工 関 係

□ ３．イメージアップあり

□

□

□

□

□

□

□



費目・工種・種別・細別・規格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁1

本工事費内訳書
【場内配管】虹ケ丘配水池建設（場内配管・電気機械室築
造）工事

式
本工事費内訳書（場内配管）

費目行 1

式
場内配管工

工種行 1

式
資材費（場内配管） 1号明細書

7頁1

式
労務費（場内配管） 2号明細書

15頁1

式
土工費（場内配管） 3号明細書

19頁1

式
植生工

工種行 1

式
植生マット工 4号明細書

20頁1

直接工事費

共通仮設費計

共通仮設費(積上分計)

式
技術管理費 1号内訳書

3頁1

式
共通仮設費(率分) 2号内訳書

4頁1

純工事費

式
現場管理費 3号内訳書

5頁1



費目・工種・種別・細別・規格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁2

本工事費内訳書
【場内配管】虹ケ丘配水池建設（場内配管・電気機械室築
造）工事

工事原価

式
一般管理費等 4号内訳書

6頁1

％
契約保証

一般管理費等計

工事価格

％
消費税相当額

設計価格



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁3

内訳書
技術管理費

1号内訳書

ｍ通水試験工 2000m/日
既設管と連絡して給水車が不要

61号代価表
85頁254 800

計



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁4

内訳書
共通仮設費(率分)

2号内訳書

式　 率　分　表　示
1

計



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁5

内訳書
現場管理費

3号内訳書

式　 率　分　表　示
1

計



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁6

内訳書
一般管理費等

4号内訳書

式　 率　分　表　示
1

計



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁7

明細書
資材費（場内配管）

1号明細書

本GX形 ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄管 S種
Φ300 内面ｴﾎﾟｷｼ粉体塗装 L=6000 2

本GX形 ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄管 S種
Φ200 内面ｴﾎﾟｷｼ粉体塗装 L=5000 7

本GX形 ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄管 S種
Φ300 内面ｴﾎﾟｷｼ粉体塗装 L=6000 11

本GX形 ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄管 S種
Φ200 内面ｴﾎﾟｷｼ粉体塗装 L=5000 12

個GX形 ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄異形管 曲管
Φ300*90°内面ｴﾎﾟｷｼ粉体塗装 4

個GX形 ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄異形管 曲管
Φ200*90°内面ｴﾎﾟｷｼ粉体塗装 2

個GX形 ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄異形管 曲管
Φ300*45°内面ｴﾎﾟｷｼ粉体塗装 3

個GX形 ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄異形管 曲管
Φ200*45°内面ｴﾎﾟｷｼ粉体塗装 3

個GX形 ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄異形管 曲管
Φ300*22°1/2 内面ｴﾎﾟｷｼ粉体塗装 2

個GX形 ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄異形管 曲管
Φ200*22°1/2 内面ｴﾎﾟｷｼ粉体塗装 5

個GX形 ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄異形管 曲管
Φ300*11°1/4 内面ｴﾎﾟｷｼ粉体塗装 10

個GX形 ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄異形管 曲管
Φ200*11°1/4 内面ｴﾎﾟｷｼ粉体塗装 9

個GX形 ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄異形管 両受曲管
Φ300*45°内面ｴﾎﾟｷｼ粉体塗装 4

個GX形 ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄異形管 両受曲管
Φ300*22°1/2 内面ｴﾎﾟｷｼ粉体塗装 2



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁8

明細書
資材費（場内配管）

1号明細書

個GX形 ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄異形管 両受曲管
Φ200*22°1/2 内面ｴﾎﾟｷｼ粉体塗装 1

個GX形 ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄異形管 二受丁字管
Φ300*Φ300  内面ｴﾎﾟｷｼ粉体塗装 1

個GX形 ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄異形管 二受丁字管
Φ300*Φ100 内面ｴﾎﾟｷｼ粉体塗装 1

個GX形 ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄異形管 二受丁字管
Φ200*Φ200 内面ｴﾎﾟｷｼ粉体塗装 2

個GX形 ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄異形管 短管1号
Φ300 内面ｴﾎﾟｷｼ粉体塗装 1

個GX形 ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄異形管 短管1号
Φ200 内面ｴﾎﾟｷｼ粉体塗装 1

個GX形 ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄異形管 短管2号
Φ300 内面ｴﾎﾟｷｼ粉体塗装 1

個GX形 ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄異形管 両受短管
Φ300 内面ｴﾎﾟｷｼ粉体塗装 1

個GX形 可とう管　U*U
Φ300 7.5k 偏心量200㎜　ﾀｲﾛｯﾄﾞ含 2

個GX形 可とう管　U*S
Φ300 7.5k 偏心量200㎜　ﾀｲﾛｯﾄﾞ含 1

個GX形 可とう管　U*U
Φ200 7.5k 偏心量200㎜　ﾀｲﾛｯﾄﾞ含 2

個GX形 栓　直管用
Φ300 内面ｴﾎﾟｷｼ粉体塗装 1

個GX形 栓　異形管用
Φ200 内面ｴﾎﾟｷｼ粉体塗装 1

個GX形 ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄異形管 継輪
Φ300 内面ｴﾎﾟｷｼ粉体塗装 3



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁9

明細書
資材費（場内配管）

1号明細書

個GX形 ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄異形管 継輪
Φ200 内面ｴﾎﾟｷｼ粉体塗装 2

組GX形 ﾗｲﾅｰ
Φ300 内面ｴﾎﾟｷｼ粉体塗装 10

組GX形 ﾗｲﾅｰ
Φ200 内面ｴﾎﾟｷｼ粉体塗装 12

組GX形 切管ﾕﾆｯﾄ G-Link
Φ300 内面ｴﾎﾟｷｼ粉体塗装 26

組GX形 切管ﾕﾆｯﾄ G-Link
Φ200 内面ｴﾎﾟｷｼ粉体塗装 20

組GX形 接合部材
Φ300 内面ｴﾎﾟｷｼ粉体塗装 25

組GX形 接合部材
Φ200 内面ｴﾎﾟｷｼ粉体塗装 17

個GX形 接合部材
Φ100 内面ｴﾎﾟｷｼ粉体塗装 2

基耐震GX形ｿﾌﾄｼｰﾙ仕切弁(両受口ﾀｲﾌﾟ)
Φ300 内外粉体塗装 1

基GX形ｿﾌﾄｼｰﾙ仕切弁(受挿し口ﾀｲﾌﾟ)
Φ300 内外粉体塗装 1

基GX形ｿﾌﾄｼｰﾙ仕切弁(受挿し口ﾀｲﾌﾟ)
Φ200 内外粉体塗装 2

基GX形ｿﾌﾄｼｰﾙ仕切弁(受挿し口ﾀｲﾌﾟ)
Φ100 内外粉体塗装 1

基ｿﾌﾄｼｰﾙ仕切弁(内ﾈｼﾞ式) ﾌﾗﾝｼﾞ
Φ300 内外面粉体塗装 9

基ｿﾌﾄｼｰﾙ仕切弁(内ﾈｼﾞ式) ﾌﾗﾝｼﾞ
Φ200 内外面粉体塗装 4



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁10

明細書
資材費（場内配管）

1号明細書

基ｿﾌﾄｼｰﾙ仕切弁(内ﾈｼﾞ式) ﾌﾗﾝｼﾞ
Φ100 内外面粉体塗装 2

基ｿﾌﾄｼｰﾙ仕切弁(ﾎﾟﾘ挿し口ﾀｲﾌﾟ)
Φ100 内外面粉体塗装 1

基ｿﾌﾄｼｰﾙ仕切弁(外ﾈｼﾞ式) ﾌﾗﾝｼﾞ　手動式
Φ50 内外面粉体塗装 1

個不断水丁字管 鋳鉄管用　耐震K形
Φ300*Φ300 1

個不断水丁字管 鋳鉄管用　耐震K形
Φ200*Φ200 1

組特殊押輪 ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄管接合部品　耐震
Φ200 1

個不断水簡易ﾊﾞﾙﾌﾞ 鋳鉄管用
Φ300 1

個不断水簡易ﾊﾞﾙﾌﾞ 鋳鉄管用
Φ200 1

本片ﾌﾗﾝｼﾞ長管　ﾊﾟﾄﾞﾙ付き　RF-ﾒｶｻｼK形
300A*1208L 1

本片ﾌﾗﾝｼﾞ長管　ﾊﾟﾄﾞﾙ付き　GF-ﾒｶｻｼK形
300A*1300L 1

本片ﾌﾗﾝｼﾞ長管　ﾊﾟﾄﾞﾙ付き　GF-ﾒｶｻｼK形
300A*1394L 1

本三ﾌﾗﾝｼﾞ丁字管　NCP鋼管　GF-GF-GF
300A*300A 3

本両ﾌﾗﾝｼﾞ丁字管　NCP鋼管　GF-GF-GF
300A*50A 1

本両ﾌﾗﾝｼﾞ曲管　NCP鋼管　RF-RF
300A*90° 2



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁11

明細書
資材費（場内配管）

1号明細書

本両ﾌﾗﾝｼﾞ曲管　NCP鋼管　GF-RF
50A*90° 1

本両ﾌﾗﾝｼﾞ片落管　NCP鋼管　GF-RF
300A*150A 1

本両ﾌﾗﾝｼﾞ片落管　NCP鋼管　RF-RF
300A*150A 1

本両ﾌﾗﾝｼﾞ長管　NCP鋼管　GF-GF
300A*862L 2

本両ﾌﾗﾝｼﾞ長管　NCP鋼管　RF-GF
300A*664L 2

本両ﾌﾗﾝｼﾞ長管　NCP鋼管　RF-RF
300A*498L 1

本両ﾌﾗﾝｼﾞ短管　NCP鋼管　GF-GF
150A*500L 1

本ﾌﾗﾝｼﾞｱﾀﾞﾌﾟﾀｰ
Φ300 1

本ﾌﾗﾝｼﾞｱﾀﾞﾌﾟﾀｰ
Φ150 1

本水道配水用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管 HPPE 片受直管
Φ100 10

本水道配水用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管 HPPE ﾌﾟﾚｰﾝｴﾝﾄﾞ直管
Φ100 15

個水道配水用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管 EF両受ﾍﾞﾝﾄﾞ90°
Φ100 2

個水道配水用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管 EF両受ﾍﾞﾝﾄﾞ45°
Φ100 10

個水道配水用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管 EF両受ﾍﾞﾝﾄﾞ22°1/2
Φ100 5



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁12

明細書
資材費（場内配管）

1号明細書

個水道配水用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管 EF両受ﾍﾞﾝﾄﾞ11°1/4
Φ100 6

個水道配水用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管 EF片受ﾍﾞﾝﾄﾞ11°1/4
Φ100 5

個水道配水用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管 EFﾁｰｽﾞ
Φ100*Φ100 3

個水道配水用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管 EFﾌﾗﾝｼﾞ短管(G形)
Φ100 4

個水道配水用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管 EFｿｹｯﾄ
Φ100 7

個水道配水用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管 EFｷｬｯﾌﾟ
Φ100 1

個PVｼﾞｮｲﾝﾄ
Φ100 1

個ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄管用異種管継手(GX形-HPPE)
Φ100 1

組ﾌﾗﾝｼﾞ材料 GFﾊﾟｯｷﾝ
Φ300 7.5k 25

組ﾎﾞﾙﾄ・ﾅｯﾄ(SUS)
Φ300 7.5k M20*85*10本 25

組ﾌﾗﾝｼﾞ材料 GFﾊﾟｯｷﾝ
Φ200 7.5k 5

組ﾎﾞﾙﾄ・ﾅｯﾄ(SUS)
Φ200 7.5k M16*80*8本 5

組ﾌﾗﾝｼﾞ材料 GFﾊﾟｯｷﾝ
Φ150 7.5k 2

組ﾎﾞﾙﾄ・ﾅｯﾄ(SUS)
Φ150 7.5k M16*75*6本 2



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁13

明細書
資材費（場内配管）

1号明細書

組ﾌﾗﾝｼﾞ材料 GFﾊﾟｯｷﾝ
Φ100 7.5k 2

組ﾎﾞﾙﾄ・ﾅｯﾄ(SUS)
Φ100 7.5k M16*75*4本 6

組ﾌﾗﾝｼﾞ材料 GFﾊﾟｯｷﾝ
Φ50 7.5k 2

組ﾎﾞﾙﾄ・ﾅｯﾄ(SUS)
Φ50 7.5k M16*65*4本 2

組仕切弁用鉄蓋(受枠共)
円形1号Φ250 T-25 13

個ﾚｼﾞﾝｺﾝｸﾘｰﾄ製ﾎﾞｯｸｽ 上部壁
Φ250 H=150 13

個ﾚｼﾞﾝｺﾝｸﾘｰﾄ製ﾎﾞｯｸｽ 底版
Φ250-Φ350用 H=40 13

個ｻﾄﾞﾙ付分水栓 鋳鉄管用
Φ300*Φ20 1

個鋳鉄管防錆挿入ﾘﾝｸﾞ
Φ20 1

個分止水ﾃｰﾊﾟｰ
Φ20*Φ13 1

ｍﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾊﾟｲﾌﾟ2層管
Φ13 4 500

個ﾒｰﾀｰﾕﾆｵﾝ PP用
Φ13 2

個甲止水栓
Φ13 本体のみ 1

個ｵｽﾈｼﾞﾃｰﾊﾟｰｿｹｯﾄ PP用
Φ13 1



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁14

明細書
資材費（場内配管）

1号明細書

計



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁15

明細書
労務費（場内配管）

2号明細書

ｍ鋳鉄管吊込み据付(機械)
管径300mm

1号代価表
21頁81 500

ｍ鋳鉄管吊込み据付(機械)
管径200mm

2号代価表
22頁95 500

ｍ鋼管吊込み据付(機械)
A種 呼び径300mm

3号代価表
23頁12 200

ｍ鋼管吊込み据付(人力)
呼び径50mm

4号代価表
24頁0 700

ｍﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管(融着接合) 据付
呼び径100mm

5号代価表
25頁131 400

口GX形継手接合 P-Linkを使用しない 据付
直管 呼び径 300mm

6号代価表
26頁13

口GX形継手接合 P-Linkを使用しない 据付
直管 呼び径 200mm

7号代価表
27頁19

口GX形継手接合 G-Linkを使用しない 据付
異形管 呼び径 300mm

8号代価表
28頁26

口GX形継手接合 G-Linkを使用しない 据付
異形管 呼び径 200mm

9号代価表
29頁18

口GX形継手接合 G-Linkを使用しない 据付
異形管 呼び径 100mm

10号代価表
30頁2

口GX形継手接合 G-Linkを使用する 据付
異形管 呼び径 300mm

11号代価表
31頁26

口GX形継手接合 G-Linkを使用する 据付
異形管 呼び径 200mm

12号代価表
32頁20

箇所ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管継手(融着接合) 据付
呼び径100mm 1口継手

13号代価表
33頁62

箇所ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管継手(融着接合) 据付
呼び径100mm 2口継手

14号代価表
34頁7



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁16

明細書
労務費（場内配管）

2号明細書

口鋳鉄管ﾒｶﾆｶﾙ継手工 据付
φ100mm

15号代価表
35頁2

口ﾌﾗﾝｼﾞ継手 据付
鋳鉄管 JWWA7.5K 呼び径300mm

16号代価表
36頁25

口ﾌﾗﾝｼﾞ継手 据付
鋳鉄管 JWWA7.5K 呼び径200mm

17号代価表
37頁5

口ﾌﾗﾝｼﾞ継手 据付
鋳鉄管 JWWA7.5K 呼び径100mm

18号代価表
38頁6

口ﾌﾗﾝｼﾞ継手 据付
鋳鉄管 JWWA7.5K 呼び径65mm以下

19号代価表
39頁2

口鋳鉄管切断工
300mm ｴﾝｼﾞﾝｶｯﾀｰ

20号代価表
40頁22

口鋳鉄管切断工
200mm ｴﾝｼﾞﾝｶｯﾀｰ

21号代価表
41頁19

口ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管切断
呼び径100mm

22号代価表
42頁33

基鋳鉄製伸縮可とう管据付
呼び径300mm (U*U接合)

23号代価表
43頁2

基鋳鉄製伸縮可とう管据付
呼び径300mm (U*S接合)

24号代価表
44頁1

基鋳鉄製伸縮可とう管据付
呼び径200mm (U*U接合)

25号代価表
45頁2

基鋳鉄製仕切弁設置 縦型
呼び径300mm

26号代価表
46頁11

基鋳鉄製仕切弁設置 縦型
呼び径200mm

27号代価表
47頁6

基鋳鉄製仕切弁設置 縦型
呼び径100mm以下

28号代価表
48頁5



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁17

明細書
労務費（場内配管）

2号明細書

個所不断水丁字取付穿孔工　耐震K形
Φ300*Φ300 1

個所不断水丁字取付穿孔工　耐震K形
Φ200*Φ200 1

個所不断水簡易ﾊﾞﾙﾌﾞ取付工 鋳鉄管用
Φ300 1

個所不断水簡易ﾊﾞﾙﾌﾞ取付工 鋳鉄管用
Φ200 1

個鉄蓋設置
円形(1号) 250mm 30kg未満

29号代価表
49頁13

個ﾚｼﾞﾝｺﾝｸﾘｰﾄ製ﾎﾞｯｸｽ設置 円形(1号)
上部壁 内寸250mm 高さ150mm

30号代価表
50頁13

個ﾚｼﾞﾝｺﾝｸﾘｰﾄ製ﾎﾞｯｸｽ設置 円形(1号)
底版 内寸250mm 高さ40mm

31号代価表
51頁13

ｍﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｽﾘｰﾌﾞ被覆工 固定用ｺﾞﾑﾊﾞﾝﾄﾞ
呼び径 300mm

32号代価表
52頁81 500

ｍﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｽﾘｰﾌﾞ被覆工 固定用ｺﾞﾑﾊﾞﾝﾄﾞ
呼び径 200mm

33号代価表
53頁95 500

ｍ管明示ﾃｰﾌﾟ工 (鋳鉄管布設工)
φ300*6000 4箇所/本 天端明示無

34号代価表
55頁81 500

ｍ管明示ﾃｰﾌﾟ工 (鋳鉄管布設工)
φ200*5000 4箇所/本 天端明示無

35号代価表
56頁95 500

ｍ管明示ｼｰﾄ工 36号代価表
57頁308 400

m3【施Ｐ】鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ
打設量10m3/日未満 24-12-25B種W/C=60%以下 一般養生

37号代価表
58頁1 700

m2【施Ｐ】型枠
一般型枠 鉄筋･無筋構造物

38号代価表
59頁9 700



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁18

明細書
労務費（場内配管）

2号明細書

式スクラップ処分工 39号代価表
60頁1

m3【施Ｐ】無筋ｺﾝｸﾘｰﾄ
打設量10m3/日未満 18-8-40(高炉) 一般養生

40号代価表
61頁2 700

m2【施Ｐ】型枠
一般型枠 鉄筋･無筋構造物

38号代価表
59頁2 900

m3【施Ｐ】勾配ｺﾝｸﾘｰﾄ
打設量10m3/日未満 18-8-40(高炉) 一般養生

41号代価表
62頁0 100

箇所ｻﾄﾞﾙ分水栓建込み
分水栓径20mm 鋳鉄管300mm

42号代価表
63頁1

箇所ｺｱ取付工
呼び径13mm~50mm

43号代価表
64頁1

ｍﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管据付工
13mm

44号代価表
65頁4 500

箇所止水栓取付 止水栓+筐 PP用
口径13mm

45号代価表
66頁1

口ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管継手工 据付
管径13mm

46号代価表
67頁3

口鋼管小口径管ねじ込み接合 据付
呼び径13mm

47号代価表
68頁3

口ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管切断
呼び径13mm

48号代価表
69頁2

計



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁19

明細書
土工費（場内配管）

3号明細書

ｍ【施Ｐ】舗装版切断
ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装版 Co:15cm以下

49号代価表
70頁37

m2ﾊﾞｯｸﾎｳ舗装版直接掘削･積込
舗装厚0cm超え10cm以下

50号代価表
71頁64

m3【施Ｐ】掘削
硬岩 片切掘削 有り(50,000m3未満) 集積押土無し

51号代価表
72頁170

m3管路掘削ﾊﾞｯｸﾎｳ掘削積込
ｸﾛｰﾗ型･山積0.28m3(平積0.2m3)

52号代価表
74頁40

m3管路埋戻(機械埋戻･ﾊﾞｯｸﾎｳ)
機械投入+締固め 再生砕石

53号代価表
75頁51

m3管路埋戻(機械埋戻･ﾊﾞｯｸﾎｳ)
機械投入+締固め　流用土

54号代価表
77頁40

m3管路埋戻(機械埋戻･ﾊﾞｯｸﾎｳ)
機械投入+締固め ｻﾝﾄﾞｸｯｼｮﾝ用砂

55号代価表
78頁99

m3Co殻処分工 ﾀﾞﾝﾌﾟ4t BH0.45m3
7.6km Co塊(鉄筋) 良好 DID無

56号代価表
80頁6

m3残土処分工
硬岩

57号代価表
81頁170

ｍ軽量鋼矢板土留
ﾊﾞｯｸﾎｳ建込+ｸﾚｰﾝ引抜

58号代価表
82頁4 200

ｍU型側溝[市場単価] 再利用撤去･据付け
鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄU型300*240*600 50m未満 砕石有

59号代価表
83頁6 300

計



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁20

明細書
植生マット工

4号明細書

m2人力施工による植生工
植生ﾏｯﾄ工 500m2未満 制約無

60号代価表
84頁130

計



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁21

代価表
鋳鉄管吊込み据付(機械)
管径300mm 1号代価表 10 ｍ当り

人配管工

人普通作業員

時間ﾄﾗｯｸ
ｸﾚｰﾝ装置付･積載質量4t積･2.9t吊

1号単価表

式諸　雑　費
調整金 1

計

1 ｍ 当り

配管材の据付･撤去区分 : 据付

管径の選択(75mm以下~2600mm) : Pi=300； 300mm； 管径(mm)

ｸﾚｰﾝの規格選択 : ｸﾚｰﾝ付ﾄﾗｯｸ4t積2.9t吊

ｸﾚｰﾝ付ﾄﾗｯｸ運転費 : ﾄﾗｯｸ； ｸﾚｰﾝ装置付･積載質量4t積･2.9t吊

歩掛割増係数(割増なし=1.00) : W=1

資材計上区分 : 施工費のみ



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁22

代価表
鋳鉄管吊込み据付(機械)
管径200mm 2号代価表 10 ｍ当り

人配管工

人普通作業員

時間ﾄﾗｯｸ
ｸﾚｰﾝ装置付･積載質量4t積･2.9t吊

1号単価表

式諸　雑　費
調整金 1

計

1 ｍ 当り

配管材の据付･撤去区分 : 据付

管径の選択(75mm以下~2600mm) : Pi=200； 200mm； 管径(mm)

ｸﾚｰﾝの規格選択 : ｸﾚｰﾝ付ﾄﾗｯｸ4t積2.9t吊

ｸﾚｰﾝ付ﾄﾗｯｸ運転費 : ﾄﾗｯｸ； ｸﾚｰﾝ装置付･積載質量4t積･2.9t吊

歩掛割増係数(割増なし=1.00) : W=1

資材計上区分 : 施工費のみ



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁23

代価表
鋼管吊込み据付(機械)
A種 呼び径300mm 3号代価表 10 ｍ当り

人配管工

人普通作業員

時間ﾄﾗｯｸ
ｸﾚｰﾝ装置付･積載質量4t積･2.9t吊

1号単価表

式諸　雑　費
調整金 1

計

1 ｍ 当り

配管材の据付･撤去区分 : 据付

管種選択 : A種 呼び径  80mm~ 600mm

歩掛(呼び径80mm~600mm) : S1=0.09,S2=0.17,R=300； 300mm:6.0m； 鋼管吊込み据付(機械)(10m当り):配管工(人),普通作業員(人),呼び径係数

現場状況による割増(割増なし=1) : K=1

鋼管計上区分 : 計上しない

吊込機械選択 : ｸﾚｰﾝ付ﾄﾗｯｸ4t積2.9t吊(標準)

ｸﾚｰﾝ付ﾄﾗｯｸ運転費 : ﾄﾗｯｸ； ｸﾚｰﾝ装置付･積載質量4t積･2.9t吊



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁24

代価表
鋼管吊込み据付(人力)
呼び径50mm 4号代価表 10 ｍ当り

人配管工

人普通作業員

計

1 ｍ 当り

配管材の据付･撤去区分 : 据付

施工歩掛 : S1'=0.18,S2'=0.18； 50mm； 吊込据付(人力) (10m当り):配管工(人),普通作業員(人)

現場状況による割増(割増なし=1) : K=1

鋼管計上区分 : 計上しない



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁25

代価表
ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管(融着接合) 据付
呼び径100mm 5号代価表 10 ｍ当り

人配管工

人普通作業員

計

1 ｍ 当り

施工区分 : ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管(融着接合)

配管材の据付･撤去区分 : 据付

歩掛 : 100mm

資材計上区分 : 施工費のみ



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁26

代価表
GX形継手接合 P-Linkを使用しない 据付
直管 呼び径 300mm 6号代価表 1 口当り

人配管工

人普通作業員

％諸雑費
諸雑費 

計

1 口 当り

配管材の据付･撤去区分 : 据付

管区分 : 直管

施工歩掛 : 300mm

接合方法 : P-Linkを使用しない



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁27

代価表
GX形継手接合 P-Linkを使用しない 据付
直管 呼び径 200mm 7号代価表 1 口当り

人配管工

人普通作業員

％諸雑費
諸雑費 

計

1 口 当り

配管材の据付･撤去区分 : 据付

管区分 : 直管

施工歩掛 : 200mm

接合方法 : P-Linkを使用しない



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁28

代価表
GX形継手接合 G-Linkを使用しない 据付
異形管 呼び径 300mm 8号代価表 1 口当り

人配管工

人普通作業員

％諸雑費
諸雑費 

計

1 口 当り

配管材の据付･撤去区分 : 据付

管区分 : 異形管

施工歩掛 : 300mm

接合方法 : G-Linkを使用しない



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁29

代価表
GX形継手接合 G-Linkを使用しない 据付
異形管 呼び径 200mm 9号代価表 1 口当り

人配管工

人普通作業員

％諸雑費
諸雑費 

計

1 口 当り

配管材の据付･撤去区分 : 据付

管区分 : 異形管

施工歩掛 : 200mm

接合方法 : G-Linkを使用しない



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁30

代価表
GX形継手接合 G-Linkを使用しない 据付
異形管 呼び径 100mm 10号代価表 1 口当り

人配管工

人普通作業員

％諸雑費
諸雑費 

計

1 口 当り

配管材の据付･撤去区分 : 据付

管区分 : 異形管

施工歩掛 : 100mm

接合方法 : G-Linkを使用しない



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁31

代価表
GX形継手接合 G-Linkを使用する 据付
異形管 呼び径 300mm 11号代価表 1 口当り

人配管工

人普通作業員

％諸雑費
諸雑費 

計

1 口 当り

配管材の据付･撤去区分 : 据付

管区分 : 異形管

施工歩掛 : 300mm

接合方法 : G-Linkを使用する



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁32

代価表
GX形継手接合 G-Linkを使用する 据付
異形管 呼び径 200mm 12号代価表 1 口当り

人配管工

人普通作業員

％諸雑費
諸雑費 

計

1 口 当り

配管材の据付･撤去区分 : 据付

管区分 : 異形管

施工歩掛 : 200mm

接合方法 : G-Linkを使用する



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁33

代価表
ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管継手(融着接合) 据付
呼び径100mm 1口継手 13号代価表 1 箇所当り

人配管工

人普通作業員

％諸雑費
諸雑費 

計

1 箇所 当り

配管材の据付･撤去区分 : 据付

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管継手工歩掛 : 100mm

資材計上区分 : 施工費のみ

1箇所当りﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管用継手材数量 : K=0.7； 1口継手； 補正



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁34

代価表
ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管継手(融着接合) 据付
呼び径100mm 2口継手 14号代価表 1 箇所当り

人配管工

人普通作業員

％諸雑費
諸雑費 

計

1 箇所 当り

配管材の据付･撤去区分 : 据付

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管継手工歩掛 : 100mm

資材計上区分 : 施工費のみ

1箇所当りﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管用継手材数量 : K=1； 2口継手； 補正



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁35

代価表
鋳鉄管ﾒｶﾆｶﾙ継手工 据付
φ100mm 15号代価表 1 口当り

人配管工

人普通作業員

％諸雑費
諸雑費 

計

1 口 当り

配管材の据付･撤去区分 : 据付

管径区分(75以下~2600mm) : PA=100； φ100mm； 管径(mm)

離脱防止継手の歩掛割増(鋳鉄管ﾒｶﾆｶﾙ継手) : 割増なし: ； 労務割増率(%)

特殊押輪の歩掛割増 : 割増なし:: ； T頭ﾎﾞﾙﾄに対する押しﾎﾞﾙﾄの数に係る労務割増率(%)

資材計上区分 : 施工費のみ



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁36

代価表
ﾌﾗﾝｼﾞ継手 据付
鋳鉄管 JWWA7.5K 呼び径300mm 16号代価表 1 口当り

人配管工

人普通作業員

％諸雑費
諸雑費 

計

1 口 当り

配管材の据付･撤去区分 : 据付

鋼管･鋳鉄管区分 : 鋳鉄管

管種別 : JWWA 7.5K

呼び径 : 300mm

資材計上区分 : 施工費のみ



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁37

代価表
ﾌﾗﾝｼﾞ継手 据付
鋳鉄管 JWWA7.5K 呼び径200mm 17号代価表 1 口当り

人配管工

人普通作業員

％諸雑費
諸雑費 

計

1 口 当り

配管材の据付･撤去区分 : 据付

鋼管･鋳鉄管区分 : 鋳鉄管

管種別 : JWWA 7.5K

呼び径 : 200mm

資材計上区分 : 施工費のみ



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁38

代価表
ﾌﾗﾝｼﾞ継手 据付
鋳鉄管 JWWA7.5K 呼び径100mm 18号代価表 1 口当り

人配管工

人普通作業員

％諸雑費
諸雑費 

計

1 口 当り

配管材の据付･撤去区分 : 据付

鋼管･鋳鉄管区分 : 鋳鉄管

管種別 : JWWA 7.5K

呼び径 : 100mm

資材計上区分 : 施工費のみ



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁39

代価表
ﾌﾗﾝｼﾞ継手 据付
鋳鉄管 JWWA7.5K 呼び径65mm以下 19号代価表 1 口当り

人配管工

人普通作業員

％諸雑費
諸雑費 

計

1 口 当り

配管材の据付･撤去区分 : 据付

鋼管･鋳鉄管区分 : 鋳鉄管

管種別 : JWWA 7.5K

呼び径 : 65mm以下

資材計上区分 : 施工費のみ



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁40

代価表
鋳鉄管切断工
300mm ｴﾝｼﾞﾝｶｯﾀｰ 20号代価表 1 口当り

人特殊作業員

人普通作業員

日鋳鉄管切断機

％雑材料
諸雑費 

計

1 口 当り

ｶｯﾀｰの選択 : ｴﾝｼﾞﾝｶｯﾀｰ使用

施工歩掛 : 300mm ； 鋳鉄管切断 (1口当り):特殊作業員(人),普通作業員(人),機械損料(日),雑材料(%)

ｴﾝｼﾞﾝｶｯﾀｰの規格選択 : ｴﾝｼﾞﾝｶｯﾀｰ(ﾚｼﾞﾉｲﾄﾞ砥石)； ﾌﾞﾚｰﾄﾞ径305mm程度 排気量70cc程度

損料入力区分 : 損料金額入力する(運転1日当り換算損料を入力)

運転1日当り換算損料 : SnDj=699円



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁41

代価表
鋳鉄管切断工
200mm ｴﾝｼﾞﾝｶｯﾀｰ 21号代価表 1 口当り

人特殊作業員

人普通作業員

日鋳鉄管切断機

％雑材料
諸雑費 

計

1 口 当り

ｶｯﾀｰの選択 : ｴﾝｼﾞﾝｶｯﾀｰ使用

施工歩掛 : 200mm ； 鋳鉄管切断 (1口当り):特殊作業員(人),普通作業員(人),機械損料(日),雑材料(%)

ｴﾝｼﾞﾝｶｯﾀｰの規格選択 : ｴﾝｼﾞﾝｶｯﾀｰ(ﾚｼﾞﾉｲﾄﾞ砥石)； ﾌﾞﾚｰﾄﾞ径305mm程度 排気量70cc程度

損料入力区分 : 損料金額入力する(運転1日当り換算損料を入力)

運転1日当り換算損料 : SnDj=699円



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁42

代価表
ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管切断
呼び径100mm 22号代価表 1 口当り

人配管工

人普通作業員

％雑材料
諸雑費 

計

1 口 当り

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管切断歩掛 : S1=0.02,S2=0.02,S3=7； 100mm； ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管切断(1口当り):配管工(人),普通作業員(人),雑材料(%)



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁43

代価表
鋳鉄製伸縮可とう管据付
呼び径300mm (U*U接合) 23号代価表 1 基当り

人配管工

人普通作業員

時間ﾄﾗｯｸ
ｸﾚｰﾝ装置付･積載質量4t積･2.9t吊

1号単価表

％諸雑費
諸雑費 

計

1 基 当り

配管材の据付･撤去区分 : 据付

呼び径 : 300mm

接合形式 : U*U

伸縮可とう管の計上 : 計上しない

吊込み機械 : ｸﾚｰﾝ付ﾄﾗｯｸ4t積2.9t吊

ｸﾚｰﾝ付ﾄﾗｯｸ運転費 : ﾄﾗｯｸ； ｸﾚｰﾝ装置付･積載質量4t積･2.9t吊



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁44

代価表
鋳鉄製伸縮可とう管据付
呼び径300mm (U*S接合) 24号代価表 1 基当り

人配管工

人普通作業員

時間ﾄﾗｯｸ
ｸﾚｰﾝ装置付･積載質量4t積･2.9t吊

1号単価表

％諸雑費
諸雑費 

計

1 基 当り

配管材の据付･撤去区分 : 据付

呼び径 : 300mm

接合形式 : U*S

伸縮可とう管の計上 : 計上しない

吊込み機械 : ｸﾚｰﾝ付ﾄﾗｯｸ4t積2.9t吊

ｸﾚｰﾝ付ﾄﾗｯｸ運転費 : ﾄﾗｯｸ； ｸﾚｰﾝ装置付･積載質量4t積･2.9t吊



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁45

代価表
鋳鉄製伸縮可とう管据付
呼び径200mm (U*U接合) 25号代価表 1 基当り

人配管工

人普通作業員

時間ﾄﾗｯｸ
ｸﾚｰﾝ装置付･積載質量4t積･2.9t吊

1号単価表

％諸雑費
諸雑費 

計

1 基 当り

配管材の据付･撤去区分 : 据付

呼び径 : 200mm

接合形式 : U*U

伸縮可とう管の計上 : 計上しない

吊込み機械 : ｸﾚｰﾝ付ﾄﾗｯｸ4t積2.9t吊

ｸﾚｰﾝ付ﾄﾗｯｸ運転費 : ﾄﾗｯｸ； ｸﾚｰﾝ装置付･積載質量4t積･2.9t吊



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁46

代価表
鋳鉄製仕切弁設置 縦型
呼び径300mm 26号代価表 1 基当り

人配管工

人普通作業員

時間ﾄﾗｯｸ
ｸﾚｰﾝ装置付･積載質量4t積･2.9t吊

1号単価表

計

1 基 当り

設置撤去区分 : 設置

呼び径 : 100~350mm

弁の設置方法 : 縦型

歩掛(100~350mm) : Hi=0.11,Ft=0.17,Kr=0.91,Pi=300； 300mm； 鋳鉄製仕切弁設置工(1基当り):配管工(人),普通作業員   (人),ｸﾚｰﾝ運転時間    (h),呼び径

(mm)

吊込み機械 : ｸﾚｰﾝ付ﾄﾗｯｸ4t積､2.9t吊

ｸﾚｰﾝ付ﾄﾗｯｸ : ﾄﾗｯｸ； ｸﾚｰﾝ装置付･積載質量4t積･2.9t吊

仕切弁計上区分 : 計上しない

割増(割増なし = 1.00) : W=1



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁47

代価表
鋳鉄製仕切弁設置 縦型
呼び径200mm 27号代価表 1 基当り

人配管工

人普通作業員

時間ﾄﾗｯｸ
ｸﾚｰﾝ装置付･積載質量4t積･2.9t吊

1号単価表

計

1 基 当り

設置撤去区分 : 設置

呼び径 : 100~350mm

弁の設置方法 : 縦型

歩掛(100~350mm) : Hi=0.05,Ft=0.08,Kr=0.57,Pi=200； 200mm； 鋳鉄製仕切弁設置工(1基当り):配管工(人),普通作業員   (人),ｸﾚｰﾝ運転時間    (h),呼び径

(mm)

吊込み機械 : ｸﾚｰﾝ付ﾄﾗｯｸ4t積､2.9t吊

ｸﾚｰﾝ付ﾄﾗｯｸ : ﾄﾗｯｸ； ｸﾚｰﾝ装置付･積載質量4t積･2.9t吊

仕切弁計上区分 : 計上しない

割増(割増なし = 1.00) : W=1



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁48

代価表
鋳鉄製仕切弁設置 縦型
呼び径100mm以下 28号代価表 1 基当り

人配管工

人普通作業員

時間ﾄﾗｯｸ
ｸﾚｰﾝ装置付･積載質量4t積･2.9t吊

1号単価表

計

1 基 当り

設置撤去区分 : 設置

呼び径 : 100~350mm

弁の設置方法 : 縦型

歩掛(100~350mm) : Hi=0.03,Ft=0.05,Kr=0.4,Pi=100； 100mm以下； 鋳鉄製仕切弁設置工(1基当り):配管工(人),普通作業員   (人),ｸﾚｰﾝ運転時間    (h),呼

び径(mm)

吊込み機械 : ｸﾚｰﾝ付ﾄﾗｯｸ4t積､2.9t吊

ｸﾚｰﾝ付ﾄﾗｯｸ : ﾄﾗｯｸ； ｸﾚｰﾝ装置付･積載質量4t積･2.9t吊

仕切弁計上区分 : 計上しない

割増(割増なし = 1.00) : W=1



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁49

代価表
鉄蓋設置
円形(1号) 250mm 30kg未満 29号代価表 1 個当り

人普通作業員

袋無収縮ﾓﾙﾀﾙ
25kg 0 250

計

1 個 当り

鉄蓋設置歩掛 : s1a=0.06,s2a=0.003； 30kg未満:円形(1号):250mm； 鋳蓋設置工(1個当り):普通作業員(人),無収縮ﾓﾙﾀﾙ(m3)

施工区分 : 設置

資材計上区分 : 施工費のみ



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁50

代価表
ﾚｼﾞﾝｺﾝｸﾘｰﾄ製ﾎﾞｯｸｽ設置 円形(1号)
上部壁 内寸250mm 高さ150mm 30号代価表 1 個当り

人普通作業員

計

1 個 当り

規格選択 : 円形(1号)

円形(1号) : s1a=0.01； 上部壁:内寸250mm:高さ150mm； ﾚｼﾞﾝｺﾝｸﾘｰﾄ製ﾎﾞｯｸｽ設置(1個当り)　円形1号:普通作業員(人)

施工区分 : 設置

資材計上区分 : 施工費のみ



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁51

代価表
ﾚｼﾞﾝｺﾝｸﾘｰﾄ製ﾎﾞｯｸｽ設置 円形(1号)
底版 内寸250mm 高さ40mm 31号代価表 1 個当り

人普通作業員

計

1 個 当り

規格選択 : 円形(1号)

円形(1号) : s1a=0.01； 底版:内寸250mm:高さ40mm； ﾚｼﾞﾝｺﾝｸﾘｰﾄ製ﾎﾞｯｸｽ設置(1個当り)　円形1号:普通作業員(人)

施工区分 : 設置

資材計上区分 : 施工費のみ



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁52

代価表
ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｽﾘｰﾌﾞ被覆工 固定用ｺﾞﾑﾊﾞﾝﾄﾞ
呼び径 300mm 32号代価表 100 ｍ当り

人配管工

人普通作業員

本水道用ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄管用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｽﾘｰﾌﾞ
呼び径300×7000mm 16 670

個
水道用ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄管用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｽﾘｰﾌﾞ 固定用ｺﾞﾑﾊﾞﾝﾄﾞ

呼び径300mm 150

計

1 ｍ 当り

呼び径 : 350mm以下

歩掛(呼び径 350mm以下) : Pi=300,Hi=0.59,Ft=0.59,L1=6,L2=7,Ne=147.9； 300mm； ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｽﾘｰﾌﾞ被覆工(100m当り):呼び径(mm),配管工(人),普通作業員(人)

,直管長(m/本),管1本当り ｽﾘｰﾌﾞ長(m),粘着ﾃｰﾌﾟ(m)

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｽﾘｰﾌﾞの計上確認 : 計上する(計算算出)(標準)

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｽﾘｰﾌﾞ割増係数(呼び径350mm以下) : α=0

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｽﾘｰﾌﾞ : 水道用ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄管用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｽﾘｰﾌﾞ； 呼び径300×7000mm

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｽﾘｰﾌﾞ材料費の単位選択 : ｢本｣単位のﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｽﾘｰﾌﾞ材料費

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｽﾘｰﾌﾞ1本(又は枚)当りの長さ : L3=7ｍ

固定具の計上確認 : 計上する

固定具 : 固定用ｺﾞﾑﾊﾞﾝﾄﾞ

固定用ｺﾞﾑﾊﾞﾝﾄﾞ : 水道用ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄管用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｽﾘｰﾌﾞ 固定用ｺﾞﾑﾊﾞﾝﾄﾞ； 呼び径300mm

固定ﾊﾞﾝﾄﾞ割増係数(呼び径350mm以下) : β=0



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁53

代価表
ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｽﾘｰﾌﾞ被覆工 固定用ｺﾞﾑﾊﾞﾝﾄﾞ
呼び径 200mm 33号代価表 100 ｍ当り

人配管工

人普通作業員

本水道用ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄管用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｽﾘｰﾌﾞ
呼び径200×6000mm 17 140

個
水道用ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄管用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｽﾘｰﾌﾞ 固定用ｺﾞﾑﾊﾞﾝﾄﾞ

呼び径200mm 160

式諸　雑　費
調整金 1

計

1 ｍ 当り

呼び径 : 350mm以下

歩掛(呼び径 350mm以下) : Pi=200,Hi=0.43,Ft=0.43,L1=5,L2=6,Ne=104； 200mm； ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｽﾘｰﾌﾞ被覆工(100m当り):呼び径(mm),配管工(人),普通作業員(人),

直管長(m/本),管1本当り ｽﾘｰﾌﾞ長(m),粘着ﾃｰﾌﾟ(m)

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｽﾘｰﾌﾞの計上確認 : 計上する(計算算出)(標準)

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｽﾘｰﾌﾞ割増係数(呼び径350mm以下) : α=0

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｽﾘｰﾌﾞ : 水道用ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄管用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｽﾘｰﾌﾞ； 呼び径200×6000mm

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｽﾘｰﾌﾞ材料費の単位選択 : ｢本｣単位のﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｽﾘｰﾌﾞ材料費

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｽﾘｰﾌﾞ1本(又は枚)当りの長さ : L3=7ｍ

固定具の計上確認 : 計上する

固定具 : 固定用ｺﾞﾑﾊﾞﾝﾄﾞ



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁54

代価表
ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｽﾘｰﾌﾞ被覆工 固定用ｺﾞﾑﾊﾞﾝﾄﾞ
呼び径 200mm 33号代価表 100 ｍ当り

固定用ｺﾞﾑﾊﾞﾝﾄﾞ : 水道用ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄管用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｽﾘｰﾌﾞ 固定用ｺﾞﾑﾊﾞﾝﾄﾞ； 呼び径200mm

固定ﾊﾞﾝﾄﾞ割増係数(呼び径350mm以下) : β=0



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁55

代価表
管明示ﾃｰﾌﾟ工 (鋳鉄管布設工)
φ300*6000 4箇所/本 天端明示無 34号代価表 100 ｍ当り

人普通作業員

計

1 ｍ 当り

管明示ﾃｰﾌﾟ工(鋳鉄管布設工) : S1=0.11； φ300*6000:4箇所/本:無； 管明示ﾃｰﾌﾟ工(鋳鉄管布設工):普通作業員(人/100m)

作業員の編成人員(日当り施工量算出) : Sa=1人



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁56

代価表
管明示ﾃｰﾌﾟ工 (鋳鉄管布設工)
φ200*5000 4箇所/本 天端明示無 35号代価表 100 ｍ当り

人普通作業員

計

1 ｍ 当り

管明示ﾃｰﾌﾟ工(鋳鉄管布設工) : S1=0.12； φ200*5000:4箇所/本:無； 管明示ﾃｰﾌﾟ工(鋳鉄管布設工):普通作業員(人/100m)

作業員の編成人員(日当り施工量算出) : Sa=1人



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁57

代価表
管明示ｼｰﾄ工

36号代価表 100 ｍ当り

人普通作業員

計

1 ｍ 当り



名　称　・　規　格 構成比 積算地区単価 基準地区単価 摘　　要 備　　　考

頁58

代価表
【施Ｐ】鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ
打設量10m3/日未満 24-12-25B種W/C=60%以下 一般養生 37号代価表 1 m3当り

R

普通作業員
R1

特殊作業員
R2

土木一般世話役
R3

 86頁
Z

生ｺﾝｸﾘｰﾄ

24-12-25B種W/C=55%以下

62号代価表
86頁

Z1

日当り作業量補正(道路維持等作業効率低下) : 無

構造物識別 : 無筋･鉄筋構造物

施工条件 : 打設量10m3/日未満かつ打設地上高さ2m以下

ｺﾝｸﾘｰﾄ規格 : 各種

養生工の種類 : 一般養生

現場内小運搬の有無 : 無し

生ｺﾝｸﾘｰﾄ : 生ｺﾝｸﾘｰﾄ； 各種 21-8-25B種W/C=60%以下



名　称　・　規　格 構成比 積算地区単価 基準地区単価 摘　　要 備　　　考

頁59

代価表
【施Ｐ】型枠
一般型枠 鉄筋･無筋構造物 38号代価表 1 m2当り

R

型わく工
R1

普通作業員
R2

土木一般世話役
R3

日当り作業量補正(道路維持等作業効率低下) : 無

型枠の種類 : 一般型枠

構造物の種類 : 鉄筋･無筋構造物



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁60

代価表
スクラップ処分工

39号代価表 1 式当り

回【施Ｐ】現場発生品･支給品運搬
ｸﾚｰﾝ装置付2t積2t吊 9.0km以下 1.1t超1.5t以下

63号代価表
87頁1

ｔ鉄くず
ヘビーH2　建築の鉄くず込み 1 500

式諸  雑  費
調整金 1

計

1 式 当り



名　称　・　規　格 構成比 積算地区単価 基準地区単価 摘　　要 備　　　考

頁61

代価表
【施Ｐ】無筋ｺﾝｸﾘｰﾄ
打設量10m3/日未満 18-8-40(高炉) 一般養生 40号代価表 1 m3当り

R

普通作業員
R1

特殊作業員
R2

土木一般世話役
R3

 88頁
Z

生ｺﾝｸﾘｰﾄ

18-8-40(高炉)

64号代価表
88頁

Z1

日当り作業量補正(道路維持等作業効率低下) : 無

構造物識別 : 無筋･鉄筋構造物

施工条件 : 打設量10m3/日未満かつ打設地上高さ2m以下

ｺﾝｸﾘｰﾄ規格 : 18-8-40(高炉)

養生工の種類 : 一般養生

現場内小運搬の有無 : 無し

生ｺﾝｸﾘｰﾄ : 生ｺﾝｸﾘｰﾄ； 18-8-40(高炉)



名　称　・　規　格 構成比 積算地区単価 基準地区単価 摘　　要 備　　　考

頁62

代価表
【施Ｐ】勾配ｺﾝｸﾘｰﾄ
打設量10m3/日未満 18-8-40(高炉) 一般養生 41号代価表 1 m3当り

R

普通作業員
R1

特殊作業員
R2

土木一般世話役
R3

 89頁
Z

生ｺﾝｸﾘｰﾄ

18-8-40(高炉)

65号代価表
89頁

Z1

日当り作業量補正(道路維持等作業効率低下) : 無

構造物識別 : 無筋･鉄筋構造物

施工条件 : 打設量10m3/日未満かつ打設地上高さ2m以下

ｺﾝｸﾘｰﾄ規格 : 18-8-40(高炉)

養生工の種類 : 一般養生

現場内小運搬の有無 : 無し

生ｺﾝｸﾘｰﾄ : 生ｺﾝｸﾘｰﾄ； 18-8-40(高炉)



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁63

代価表
ｻﾄﾞﾙ分水栓建込み
分水栓径20mm 鋳鉄管300mm 42号代価表 1 箇所当り

人配管工

人普通作業員

％諸雑費
諸雑費 

計

1 箇所 当り

施工区分 : 鋳鉄管 ： ｻﾄﾞﾙ分水栓径13～25mm

歩掛(鋳鉄管13～25) : S1=0.1,S2=0.1,S3=12； 鋳鉄管:300mm； ｻﾄﾞﾙ分水栓建込み 鋳鉄管 (1箇所当り):分水栓径20mm:配管工(人),普通作業員(人),諸雑費(%)



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁64

代価表
ｺｱ取付工
呼び径13mm~50mm 43号代価表 1 箇所当り

人配管工

人普通作業員

％諸雑費
諸雑費 

計

1 箇所 当り



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁65

代価表
ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管据付工
13mm 44号代価表 10 ｍ当り

人配管工

人普通作業員

計

1 ｍ 当り

配管材の据付･撤去区分 : 据付

資材計上区分 : 施工費のみ

管径区分(13~50mm) : 13mm



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁66

代価表
止水栓取付 止水栓+筐 PP用
口径13mm 45号代価表 1 箇所当り

人配管工

人普通作業員

計

1 箇所 当り

口径 : 13mm

施工区分 : 止水栓 + 筐

歩掛(接合及び止水栓筐取付) : S1=0.04,S2=0.02； 13mm； 止水栓取付け歩掛 (1箇所当り):PP用:配管工 (人), 普通作業員 (人)

止水栓計上区分 : 計上しない



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁67

代価表
ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管継手工 据付
管径13mm 46号代価表 10 口当り

人配管工

人普通作業員

計

1 口 当り

代価表当り数量 : 10口当り

管径区分(13~50mm) : D2=13； 13mm； 管径(mm)

配管材の据付･撤去区分 : 据付

資材計上区分 : 施工費のみ



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁68

代価表
鋼管小口径管ねじ込み接合 据付
呼び径13mm 47号代価表 2 口当り

人配管工

人普通作業員

％諸雑費
諸雑費 

計

1 口 当り

工種区分 : 小口径管ねじ込み接合(2口当り)

代価表当り単位の選択 : 2口当り代価表

配管材の据付･撤去区分 : 据付

ねじ込み接合2口当り歩掛 : 13mm ； ねじ込み接合(2口当り):配管工 (人),普通作業員 (人)

現場状況による割増(割増なし=1) : K=1

資材計上区分 : 施工費のみ



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁69

代価表
ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管切断
呼び径13mm 48号代価表 1 口当り

人配管工

人普通作業員

％雑材料
諸雑費 

計

1 口 当り

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管切断歩掛 : S1=0.01,S2=0.01,S3=1； 13mm； ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管切断(1口当り):配管工(人),普通作業員(人),雑材料(%)



名　称　・　規　格 構成比 積算地区単価 基準地区単価 摘　　要 備　　　考

頁70

代価表
【施Ｐ】舗装版切断
ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装版 Co:15cm以下 49号代価表 1 ｍ当り

K

ｺﾝｸﾘｰﾄｶｯﾀ
ﾊﾞｷｭｰﾑ式･湿式･切削深20cm級･ﾌﾞﾚｰﾄﾞ径56cm

K1

R

特殊作業員
R1

普通作業員
R2

Z

ｺﾝｸﾘｰﾄｶｯﾀﾌﾞﾚｰﾄﾞ

径56cm(55cm)
Z1

ﾚｷﾞｭﾗｰｶﾞｿﾘﾝ

ｽﾀﾝﾄﾞ
Z2

日当り作業量補正(道路維持等作業効率低下) : 無

舗装版種別 : ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装版

ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装版厚 : 15cm以下

ｺﾝｸﾘｰﾄｶｯﾀ(ﾌﾞﾚｰﾄﾞ)径22ｲﾝﾁ : ｺﾝｸﾘｰﾄｶｯﾀﾌﾞﾚｰﾄﾞ； 径56cm(55cm)

ｶﾞｿﾘﾝ ﾚｷﾞｭﾗｰ : ﾚｷﾞｭﾗｰｶﾞｿﾘﾝ； ｽﾀﾝﾄﾞ



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁71

代価表
ﾊﾞｯｸﾎｳ舗装版直接掘削･積込
舗装厚0cm超え10cm以下 50号代価表 100 m2当り

人土木一般世話役

人普通作業員

時間ﾊﾞｯｸﾎｳ(排対1次)
ｸﾛｰﾗ型･山積0.28m3(平積0.2m3)

2号単価表

式諸　雑　費
調整金 1

計

1 m2 当り

舗装版掘削･積込 : S1=0.42,S2=0.63,S3b=3.35,D=194； ﾊﾞｯｸﾎｳ:山積0.28m3(平積0.20m3)； 舗装版掘削･積込(ﾊﾞｯｸﾎｳ)(100m2当り):舗装厚 0cm超え10cm以下:

世話役(人),普通作業員(人),ﾊﾞｯｸﾎｳ(時間),日当り施工量(m2/日)

(ﾊﾞｯｸﾎｳ)排ｶﾞｽ機械の選択 : 排ｶﾞｽ対策型(第1次基準値)

ﾊﾞｯｸﾎｳ運転費 : ﾊﾞｯｸﾎｳ(排対1次)； ｸﾛｰﾗ型･山積0.28m3(平積0.2m3)
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頁72

代価表
【施Ｐ】掘削
硬岩 片切掘削 有り(50,000m3未満) 集積押土無し 51号代価表 1 m3当り

K

ﾊﾞｯｸﾎｳ[排出ｶﾞｽ対策型(第2次基準値)]

ｸﾛｰﾗ型･山積0.8 m3(平積0.6 m3)
K1

大型ﾌﾞﾚｰｶ(ﾍﾞｰｽﾏｼﾝ含まず)

油圧式1300kg級
K2

R

特殊作業員
R1

普通作業員
R2

運転手(特殊)
R3

Z

軽油

小型ﾛｰﾘｰ ﾊﾟﾄﾛｰﾙ給油
Z1

日当り作業量補正(道路維持等作業効率低下) : 無

土質 : 硬岩

施工方法 : 片切掘削

火薬使用 : 不可

破砕除去の有無 : 有り(50,000m3未満)

機種区分 : 標準
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頁73

代価表
【施Ｐ】掘削
硬岩 片切掘削 有り(50,000m3未満) 集積押土無し 51号代価表 1 m3当り

(ﾊﾞｯｸﾎｳ)排ｶﾞｽ機械の選択 : 排ｶﾞｽ対策型(第2次基準値)

軽油 : 軽油； 小型ﾛｰﾘｰ ﾊﾟﾄﾛｰﾙ給油



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁74

代価表
管路掘削ﾊﾞｯｸﾎｳ掘削積込
ｸﾛｰﾗ型･山積0.28m3(平積0.2m3) 52号代価表 100 m3当り

人土木一般世話役

人普通作業員

時間ﾊﾞｯｸﾎｳ(排対1次)
ｸﾛｰﾗ型･山積0.28m3(平積0.2m3)

3号単価表

式諸　雑　費
調整金 1

計

1 m3 当り

機械掘削工(ﾊﾞｯｸﾎｳ) : ｸﾛｰﾗ型山積 0.28m3(平積0.20m3) ； 機械掘削工(ﾊﾞｯｸﾎｳ)(100m3当り):世話役(人),普通作業員(人),運転時間(h),日当り施工量(m3/日)

(ﾊﾞｯｸﾎｳ)排ｶﾞｽ機械の選択 : 排ｶﾞｽ対策型(第1次基準値)

ﾊﾞｯｸﾎｳ : ﾊﾞｯｸﾎｳ(排対1次)； ｸﾛｰﾗ型･山積0.28m3(平積0.2m3)



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁75

代価表
管路埋戻(機械埋戻･ﾊﾞｯｸﾎｳ)
機械投入+締固め 再生砕石 53号代価表 100 m3当り

人土木一般世話役

人普通作業員

時間ﾊﾞｯｸﾎｳ(排対1次)
ｸﾛｰﾗ型･山積0.28m3(平積0.2m3)

3号単価表

日ﾀﾝﾊﾟ及びﾗﾝﾏ(賃料)
質量60~80kg

4号単価表

式諸　雑　費
調整金 1

計

1 m3 当り

埋戻土の計上 : 計上する

埋戻土の選択 : 再生砕石； RC-40

埋戻土の単位選択 : ｢m3｣単位の材料単価

土量変化率(岩なし) : 再生資材: ； 変化率L,変化率C

埋戻土量算出方法 : 土量変化率より計算算出

土量変化率(L/C) : L=0,C=0,f=0

施工区分 : S1a=2.1,S2a=5.9,S5a=3,Db=33； 機械投入+締固め； 世話役(人/100m3),普通作業員(人/100m3),ﾀﾝﾊﾟ運転(日/100m3),ﾀﾝﾊﾟ日当り施工量(m3/日)

ﾀﾝﾊﾟ : ﾀﾝﾊﾟ及びﾗﾝﾏ(賃料)； 質量60~80kg

ﾊﾞｯｸﾎｳ規格選択 : ｸﾛｰﾗ型山積 0.28m3(平積0.20m3) ； 100m3当り運転時間(時間),日当り施工量(m3/日)

(ﾊﾞｯｸﾎｳ)排ｶﾞｽ機械の選択 : 排ｶﾞｽ対策型(第1次基準値)



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁76

代価表
管路埋戻(機械埋戻･ﾊﾞｯｸﾎｳ)
機械投入+締固め 再生砕石 53号代価表 100 m3当り

岩石補正 : 補正なし

ﾊﾞｯｸﾎｳ : ﾊﾞｯｸﾎｳ(排対1次)； ｸﾛｰﾗ型･山積0.28m3(平積0.2m3)



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁77

代価表
管路埋戻(機械埋戻･ﾊﾞｯｸﾎｳ)
機械投入+締固め　流用土 54号代価表 100 m3当り

人土木一般世話役

人普通作業員

時間ﾊﾞｯｸﾎｳ(排対1次)
ｸﾛｰﾗ型･山積0.28m3(平積0.2m3)

3号単価表

日ﾀﾝﾊﾟ及びﾗﾝﾏ(賃料)
質量60~80kg

4号単価表

式諸　雑　費
調整金 1

計

1 m3 当り

埋戻土の計上 : 計上しない

施工区分 : S1a=2.1,S2a=5.9,S5a=3,Db=33； 機械投入+締固め； 世話役(人/100m3),普通作業員(人/100m3),ﾀﾝﾊﾟ運転(日/100m3),ﾀﾝﾊﾟ日当り施工量(m3/日)

ﾀﾝﾊﾟ : ﾀﾝﾊﾟ及びﾗﾝﾏ(賃料)； 質量60~80kg

ﾊﾞｯｸﾎｳ規格選択 : ｸﾛｰﾗ型山積 0.28m3(平積0.20m3) ； 100m3当り運転時間(時間),日当り施工量(m3/日)

(ﾊﾞｯｸﾎｳ)排ｶﾞｽ機械の選択 : 排ｶﾞｽ対策型(第1次基準値)

岩石補正 : 補正なし

ﾊﾞｯｸﾎｳ : ﾊﾞｯｸﾎｳ(排対1次)； ｸﾛｰﾗ型･山積0.28m3(平積0.2m3)



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁78

代価表
管路埋戻(機械埋戻･ﾊﾞｯｸﾎｳ)
機械投入+締固め ｻﾝﾄﾞｸｯｼｮﾝ用砂 55号代価表 100 m3当り

人土木一般世話役

人普通作業員

m3ｻﾝﾄﾞｸｯｼｮﾝ用砂
ｻﾝﾄﾞｸｯｼｮﾝ用砂 126

時間ﾊﾞｯｸﾎｳ(排対1次)
ｸﾛｰﾗ型･山積0.28m3(平積0.2m3)

3号単価表

日ﾀﾝﾊﾟ及びﾗﾝﾏ(賃料)
質量60~80kg

4号単価表

式諸　雑　費
調整金 1

計

1 m3 当り

埋戻土の計上 : 計上する

埋戻土の選択 : ｻﾝﾄﾞｸｯｼｮﾝ用砂； ｻﾝﾄﾞｸｯｼｮﾝ用砂

埋戻土の単位選択 : ｢m3｣単位の材料単価

土量変化率(岩なし) : 砂及び砂質土:砂 ； 変化率L,変化率C

施工区分 : S1a=2.1,S2a=5.9,S5a=3,Db=33； 機械投入+締固め； 世話役(人/100m3),普通作業員(人/100m3),ﾀﾝﾊﾟ運転(日/100m3),ﾀﾝﾊﾟ日当り施工量(m3/日)

ﾀﾝﾊﾟ : ﾀﾝﾊﾟ及びﾗﾝﾏ(賃料)； 質量60~80kg

ﾊﾞｯｸﾎｳ規格選択 : ｸﾛｰﾗ型山積 0.28m3(平積0.20m3) ； 100m3当り運転時間(時間),日当り施工量(m3/日)

(ﾊﾞｯｸﾎｳ)排ｶﾞｽ機械の選択 : 排ｶﾞｽ対策型(第1次基準値)



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁79

代価表
管路埋戻(機械埋戻･ﾊﾞｯｸﾎｳ)
機械投入+締固め ｻﾝﾄﾞｸｯｼｮﾝ用砂 55号代価表 100 m3当り

岩石補正 : 補正なし

ﾊﾞｯｸﾎｳ : ﾊﾞｯｸﾎｳ(排対1次)； ｸﾛｰﾗ型･山積0.28m3(平積0.2m3)



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁80

代価表
Co殻処分工 ﾀﾞﾝﾌﾟ4t BH0.45m3
7.6km Co塊(鉄筋) 良好 DID無 56号代価表 10 m3当り

日ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ 良好
ｵﾝﾛｰﾄﾞ･ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ･積載質量4t積級

5号単価表

ｔｺﾝｸﾘｰﾄ処理場
有筋 25

式諸　雑　費
調整金 1

計

1 m3 当り

規格の選択 : 4t

片道運搬距離(km) : L=7.6km

積込機種区分 4t : ﾊﾞｯｸﾎｳ油圧式ｸﾛｰﾗ型山積0.45m3(平積0.35m3)

DID区間 : 無し

土質区分 : K=0.37； :Co塊(鉄筋)； 補正係数

損料補正(硬岩･As塊･Co無筋) : 補正無し

代価表形式の選択 : 施工土量10m3当り代価表

路面の状態 : 良好

ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ : ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ 良好； ｵﾝﾛｰﾄﾞ･ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ･積載質量4t積級

処理料金 : 計上する

処理料金(鉄筋) : ｺﾝｸﾘｰﾄ処理場； 有筋

1m3当りの廃棄物の数量(鉄筋) : 数量=2.5ｔ



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁81

代価表
残土処分工
硬岩 57号代価表 1 m3当り

m3発生土処分工 ﾀﾞﾝﾌﾟ4t BH0.45m3
19.5km 硬岩 良好 DID無

66号代価表
90頁1

m3【施Ｐ】整地
残土受入れ地での処理

67号代価表
91頁1

計

1 m3 当り



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁82

代価表
軽量鋼矢板土留
ﾊﾞｯｸﾎｳ建込+ｸﾚｰﾝ引抜 58号代価表 15 ｍ当り

ｍ軽量鋼矢板建込工 (両側分)
有効幅333mm 掘削深3.5m以下

68号代価表
92頁15

ｍ軽量鋼矢板引抜工 (両側分)
有効幅333mm 掘削深3.5m以下

69号代価表
93頁15

ｍ支保工(軽量金属)設置･撤去
2段 水圧式ﾊﾟｲﾌﾟｻﾎﾟｰﾄ

70号代価表
94頁15

計

1 ｍ 当り

1式当りの土留延長 : L=15ｍ

工種の選択 : ﾊﾞｯｸﾎｳによる建込とｸﾚｰﾝによる引抜

掘削深 : YC=3.5； 3.5m以下； 掘削深上限(m以下)

ﾊﾞｯｸﾎｳによる軽量鋼矢板建込工の計上 : 計上する

ﾊﾞｯｸﾎｳによる軽量鋼矢板建込工 : 軽量鋼矢板建込工 (両側分)； 有効幅250mm 掘削深3.5m以下

ｸﾚｰﾝによる軽量鋼矢板引抜工の計上 : 計上する

ｸﾚｰﾝによる軽量鋼矢板引抜工 : 軽量鋼矢板引抜工 (両側分)； 有効幅250mm 掘削深3.5m以下

土留支保工の計上 : 軽量金属支保工を計上する

土留支保･軽量金属支保工 : 支保工(軽量金属)設置･撤去； 2段 水圧式ﾊﾟｲﾌﾟｻﾎﾟｰﾄ

軽量鋼矢板の計上 : 計上しない



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁83

代価表
U型側溝[市場単価] 再利用撤去･据付け
鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄU型300*240*600 50m未満 砕石有 59号代価表 10 ｍ当り

ｍ排水構造物工[手間のみ]
U型側溝 L600mm 60を超え300kg/個以下 10

ｍ排水構造物工[手間のみ]
U型側溝 L600mm 60を超え300kg/個以下 10

計

1 ｍ 当り

日当り作業量補正(道路維持等作業効率低下) : 無

代価表の当り数量 : 10当り代価表

作業区分 : 再利用撤去･据付け

再利用撤去･据付けの積算方法 : 市場単価行(施工費)を設置･撤去別行で計上

L=1,000mmL=4,000mmL=5,000mmの使用の有無 : 無(L=600又はL=2,000mm)

U型側溝の種類(600･2000mm) : 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄU型JISA5372 ･ 300A･ 300*240*600

施工規模 : 50m未満

夜間作業の補正 : 無

施工箇所における補正 : 無

基礎砕石施工の有無 : 有

基礎砕石の材料計上区分 : 計上する

基礎砕石の種類 : 再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ40~0

基礎砕石の種類 再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ40~0 : 再生砕石； RC-40

基礎砕石10m当り設計数量 : Crua=0m3/10m,k1=1.2,CruA=0m3/10m

市場単価の補正方法 : 単価欄に対して補正計算を行う

市場単価の日当り施工量補正有無 : 有(積算基準記載の標準値に対して市場単価の加算率･補正係数を乗ずる)



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁84

代価表
人力施工による植生工
植生ﾏｯﾄ工 500m2未満 制約無 60号代価表 1 m2当り

m2法面工 人力施工による植生工[材工共]
植生ﾏｯﾄ工 肥料袋付き 1

計

1 m2 当り

代価表の当り数量 : 1当り代価表

工種区分 : 植生ﾏｯﾄ工

施工規模 : 500m2未満

市場単価の補正方法 : 単価欄に対して補正計算を行う

市場単価の日当り施工量補正有無 : 有(積算基準記載の標準値に対して市場単価の加算率･補正係数を乗ずる)



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁85

代価表
通水試験工 2000m/日
既設管と連絡して給水車が不要 61号代価表 2,000 ｍ当り

人配管工

人普通作業員

％諸雑費
諸雑費 

計

1 ｍ 当り

施工単位の選択 : ｍ当り代価表

通水試験歩掛 : S1=3,S2=3,S3=0,S4=20； 既設管と連絡して給水車が不要の場合； 通水試験工(φ800mm以下に適用) (1日当り):配管工(人),普通作業員(人),

一般運転手(人),器具損料及び 諸雑費(%)

1日当り試験距離 : D=2000m/日



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁86

代価表
生ｺﾝｸﾘｰﾄ
24-12-25B種W/C=55%以下 62号代価表 1 m3当り

m3(高炉)生ｺﾝｸﾘｰﾄ
24-12-25  B種　W/C=55%以下 1

計

1 m3 当り

生ｺﾝｸﾘｰﾄ規格 各種 : (高炉)生ｺﾝｸﾘｰﾄ； 21-8-25  B種　W/C=60%以下

生ｺﾝｸﾘｰﾄ規格 18-8-25(20)(高炉) : (高炉)生ｺﾝｸﾘｰﾄ； 18-8-25,18-8-40  B種　W/C=60%以下

生ｺﾝｸﾘｰﾄの夜間割増の有無 : 無

生ｺﾝｸﾘｰﾄ小型車割増額の計上 : 計上しない

生ｺﾝｸﾘｰﾄ山岳割増額の計上 : 計上しない

生ｺﾝｸﾘｰﾄ冬期加熱費計上区分(標準=なし) : 計上しない



名　称　・　規　格 構成比 積算地区単価 基準地区単価 摘　　要 備　　　考

頁87

代価表
【施Ｐ】現場発生品･支給品運搬
ｸﾚｰﾝ装置付2t積2t吊 9.0km以下 1.1t超1.5t以下 63号代価表 1 回当り

K

ﾄﾗｯｸ

ｸﾚｰﾝ装置付･積載質量 2t積･2.0t吊
K1

R

運転手(特殊)
R1

普通作業員
R2

Z

軽油

小型ﾛｰﾘｰ ﾊﾟﾄﾛｰﾙ給油
Z1

ﾄﾗｯｸ機種 : ｸﾚｰﾝ装置付ﾍﾞｰｽﾄﾗｯｸ2t級､吊能力2t(参考)荷台長L=3.0m荷台幅W=1.6m

片道運搬距離 : 9.0km以下

1回当り平均積載質量 : 1.1t超1.5t以下

軽油 1.2号 : 軽油； 小型ﾛｰﾘｰ ﾊﾟﾄﾛｰﾙ給油



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁88

代価表
生ｺﾝｸﾘｰﾄ
18-8-40(高炉) 64号代価表 1 m3当り

m3(高炉)生ｺﾝｸﾘｰﾄ
18-8-25,18-8-40  B種　W/C=60%以下 1

計

1 m3 当り

生ｺﾝｸﾘｰﾄ規格 18-8-40(高炉) : (高炉)生ｺﾝｸﾘｰﾄ； 18-8-25,18-8-40  B種　W/C=60%以下

生ｺﾝｸﾘｰﾄ規格 18-8-25(20)(高炉) : (高炉)生ｺﾝｸﾘｰﾄ； 18-8-25,18-8-40  B種　W/C=60%以下

生ｺﾝｸﾘｰﾄの夜間割増の有無 : 無

生ｺﾝｸﾘｰﾄ小型車割増額の計上 : 計上しない

生ｺﾝｸﾘｰﾄ山岳割増額の計上 : 計上しない

生ｺﾝｸﾘｰﾄ冬期加熱費計上区分(標準=なし) : 計上しない



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁89

代価表
生ｺﾝｸﾘｰﾄ
18-8-40(高炉) 65号代価表 1 m3当り

m3(高炉)生ｺﾝｸﾘｰﾄ
18-8-25,18-8-40  B種 1

計

1 m3 当り

生ｺﾝｸﾘｰﾄ規格 18-8-40(高炉) : (高炉)生ｺﾝｸﾘｰﾄ； 18-8-25,18-8-40  B種

生ｺﾝｸﾘｰﾄ規格 18-8-25(20)(高炉) : (高炉)生ｺﾝｸﾘｰﾄ； 18-8-25,18-8-40  B種　W/C=60%以下

生ｺﾝｸﾘｰﾄの夜間割増の有無 : 無

生ｺﾝｸﾘｰﾄ小型車割増額の計上 : 計上しない

生ｺﾝｸﾘｰﾄ山岳割増額の計上 : 計上しない

生ｺﾝｸﾘｰﾄ冬期加熱費計上区分(標準=なし) : 計上しない



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁90

代価表
発生土処分工 ﾀﾞﾝﾌﾟ4t BH0.45m3
19.5km 硬岩 良好 DID無 66号代価表 10 m3当り

日ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ 良好 岩25%
ｵﾝﾛｰﾄﾞ･ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ･積載質量4t積級

6号単価表

式諸　雑　費
調整金 1

計

1 m3 当り

規格の選択 : 4t

片道運搬距離(km) : L=19.5km

積込機種区分 4t : ﾊﾞｯｸﾎｳ油圧式ｸﾛｰﾗ型山積0.45m3(平積0.35m3)

DID区間 : 無し

土質区分 : K=0.37； ※:硬岩； 補正係数

代価表形式の選択 : 施工土量10m3当り代価表

路面の状態 : 良好

ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ : ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ 良好 岩25%； ｵﾝﾛｰﾄﾞ･ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ･積載質量4t積級

処理料金 : 計上しない



名　称　・　規　格 構成比 積算地区単価 基準地区単価 摘　　要 備　　　考

頁91

代価表
【施Ｐ】整地
残土受入れ地での処理 67号代価表 1 m3当り

K

ﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞ[排出ｶﾞｽ対策型(第1次基準値)]

普通15t級(13~16t)
K1

R

運転手(特殊)
R1

Z

軽油

小型ﾛｰﾘｰ ﾊﾟﾄﾛｰﾙ給油
Z1

作業区分 : 残土受入れ地での処理

(ﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞ)排ｶﾞｽ機械の選択 : 排ｶﾞｽ対策型(第1次基準値)

軽油 1.2号 : 軽油； 小型ﾛｰﾘｰ ﾊﾟﾄﾛｰﾙ給油



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁92

代価表
軽量鋼矢板建込工 (両側分)
有効幅333mm 掘削深3.5m以下 68号代価表 100 ｍ当り

人土木一般世話役

人特殊作業員

人普通作業員

時間ﾊﾞｯｸﾎｳ(排対1次)
ｸﾛｰﾗ型･山積0.28m3(平積0.2m3)

7号単価表

式諸　雑　費
調整金 1

計

1 ｍ 当り

軽量鋼矢板の規格 : 有効幅250mm(標準)

代価表の選択(250mm) : 両側分 100m当り

建込工機種選択 : Ka1=0.2； ﾊﾞｯｸﾎｳ:ｸﾛｰﾗ型山積 0.28m3(平積0.20m3)； 平積(m3)

(建込工:ﾊﾞｯｸﾎｳ)排ｶﾞｽ機械の選択 : 排ｶﾞｽ対策型(第1次基準値)

建込工:ﾊﾞｯｸﾎｳ : ﾊﾞｯｸﾎｳ(排対1次)； ｸﾛｰﾗ型･山積0.28m3(平積0.2m3)



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁93

代価表
軽量鋼矢板引抜工 (両側分)
有効幅333mm 掘削深3.5m以下 69号代価表 100 ｍ当り

人土木一般世話役

人特殊作業員

人普通作業員

台/日ﾄﾗｯｸｸﾚｰﾝ(作業料金)
4.9t吊 ｵﾍﾟﾚｰﾀ付 日極

計

1 ｍ 当り

軽量鋼矢板の規格 : 有効幅250mm(標準)

代価表の選択(250mm) : 両側分 100m当り

引抜工使用機種 : ﾄﾗｯｸｸﾚｰﾝ

(ﾄﾗｯｸｸﾚｰﾝ)賃料長期割引の適用 : ﾄﾗｯｸｸﾚｰﾝ(作業料金)； 4.9t吊 ｵﾍﾟﾚｰﾀ付 日極

(ﾄﾗｯｸｸﾚｰﾝ)賃料深夜割増の適用 : 深夜割増なし



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁94

代価表
支保工(軽量金属)設置･撤去
2段 水圧式ﾊﾟｲﾌﾟｻﾎﾟｰﾄ 70号代価表 100 ｍ当り

人土木一般世話役

人特殊作業員

人普通作業員

式諸　雑　費
調整金 1

計

1 ｍ 当り

設置･撤去の選択 : 設置･撤去

段数選択 : 2段

切梁材の選択 : 水圧式ﾊﾟｲﾌﾟｻﾎﾟｰﾄ

支保材計上区分 : 支保材料費を計上しない(施工費のみ)
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※受注者は、現場に合う使用材料・寸法を検討し監督員と協議すること。
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業務名/工事名

図面番号

可児市水道部水道課事 務 所 名

会　社　名

縮　　　尺

図面の種類

施工箇所名

虹ケ丘配水池建設

1/150

場内配管工事

可児市虹ケ丘地内

（場内配管・電気機械室築造）工事

横 断 図



UP

緊急遮断弁室構造図

Ｍ

40
00

6640 300

7240

300

7000

36
40

13
2
0

2
32
0

3
00

30
0

42
40

2400 4240

φ300
φ
50

φ150
φ300

φ
3
00

Ａ Ａ

電気室

Ｍ
φ150

φ300

ＧＬ

734

1
20
0

6
00

5
00

18
00

電気室

ＧＬ

300

800 1520 1320

3003640

1
20
0

6
00

5
00

18
00

φ300

φ300

4240

1666 2917 1323

300300 6640

7240

Ｂ
Ｂ

平 面 図

Ａ－Ａ断面図 Ｂ－Ｂ断面図

φ50 φ300

1 三フランジT字管 300A×300A 　ＮＣＰ鋼管3

番号 名           称 摘　　　　要数量

2 緊急遮断弁 φ300 1

3 フランジアダプター φ300 1

4 ソフトシール仕切弁 φ300 5

5 両フランジ片落管 300A×100A 　ＮＣＰ鋼管2

6

7

両フランジ短管 150A×500L 　ＮＣＰ鋼管1

8

電磁流量計 φ150 1

9

1フランジアダプター φ150

配管材料表

326 325 400 215 400 326 325 458 500 250 200 458 400 326 325 498408

1 2 3 4 1 5 6 7 8 5 4 1

1 2 3

4 1

5 6 7 8 5 4 1

5
00

500500

500500

500

9 1110

10

1両フランジ長管 300A×498L

11

1片フランジ長管 300A×1208L

12

1片フランジ長管 300A×1300L

　パドル付

　パドル付

9 1110

36
8

コンクリート受台（24-12-25BB）

50036
8

4

4 12

13

1片フランジ長管 300A×1394L 　パドル付

12

　ＮＣＰ鋼管

Ｓ＝1/30

14

　ＮＣＰ鋼管215

16

両フランジ曲管 300A×90° 2

17

両フランジT字管 300A×50A 1

18

ソフトシール仕切弁φ50 1

両フランジ曲管 50A×90° 　ＮＣＰ鋼管1

両フランジ長管 300A×664L

　ＮＣＰ鋼管2両フランジ長管 300A×862L

　ＮＣＰ鋼管

　ＮＣＰ鋼管

1515

13
13

16 16

4 4
14

17

18

17

18

52
2

　手動式 外ねじ式
1％

1％

1％ 1％

無筋コンクリート（18-8-40BB）

15
0

12
0

t=100

勾配コンクリート（18-8-40BB）
t=0

t=150

GFGFGFGF

GF

GF

GF

GF

GF

GF

GF

GFGFGFGFGFGF

GF

GF

GF RFRFRF

RF

RF

RFRFRFRFRFRF

RF

RF

RF RF RFGF GF

GF

RF RF GF RF

GFRF RFRF

RF

RF

RF
RF
GF

GF

RF

RF

GF

別途工事

別途工事

※別途工事

※別途工事

緊急遮断弁室構造図

勾配コンクリート（18-8-40BB）

コンクリート受台（24-12-25BB）

コンクリート受台（24-12-25BB）

コンクリート受台（24-12-25BB）

業務名/工事名

図面番号

可児市水道部水道課事 務 所 名
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縮　　　尺

図面の種類

施工箇所名

虹ケ丘配水池建設
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可児市虹ケ丘地内

（場内配管・電気機械室築造）工事
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費目・工種・種別・細別・規格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁1

本工事費内訳書
【電気・機械室築造】虹ケ丘配水池建設（場内配管・電気機
械室築造）工事

式
本工事費内訳書

費目行 1

式
弁室

工種行 1

式
土工（弁室） 1号明細書

7頁1

式
躯体工（弁室） 2号明細書

8頁1

式
付帯工（弁室） 3号明細書

10頁1

式
建築主体

工種行 1

式
直接仮設（建築主体） 4号明細書

11頁1

式
土工事（建築主体） 5号明細書

12頁1

式
コンクリート工事（建築主体） 6号明細書

13頁1

式
型枠工事（建築主体） 7号明細書

14頁1

式
鉄筋工事（建築主体） 8号明細書

15頁1

式
防水工事（建築主体） 9号明細書

16頁1

式
タイル工事（建築主体） 10号明細書

17頁1

式
屋根工事（建築主体） 11号明細書

18頁1



費目・工種・種別・細別・規格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁2

本工事費内訳書
【電気・機械室築造】虹ケ丘配水池建設（場内配管・電気機
械室築造）工事

式
金属工事（建築主体） 12号明細書

19頁1

式
左官工事（建築主体） 13号明細書

20頁1

式
建具工事（建築主体） 14号明細書

21頁1

式
ユニット工事（建築主体） 15号明細書

22頁1

式
建築設備

工種行 1

式
換気設備（建築設備） 16号明細書

23頁1

式
給水設備（建築設備） 17号明細書

24頁1

式
建築電気

工種行 1

式
電灯設備（建築電気） 18号明細書

25頁1

直接工事費

共通仮設費計

式
共通仮設費(率分) 1号内訳書

4頁1

純工事費

式
現場管理費 2号内訳書

5頁1



費目・工種・種別・細別・規格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁3

本工事費内訳書
【電気・機械室築造】虹ケ丘配水池建設（場内配管・電気機
械室築造）工事

工事原価

式
一般管理費等 3号内訳書

6頁1

％
契約保証

一般管理費等計

工事価格

％
消費税相当額

設計価格



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁4

内訳書
共通仮設費(率分)

1号内訳書

式　 率　分　表　示
1

計



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁5

内訳書
現場管理費

2号内訳書

式　 率　分　表　示
1

計



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁6

内訳書
一般管理費等

3号内訳書

式　 率　分　表　示
1

計



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁7

明細書
土工（弁室）

1号明細書

m3【施Ｐ】掘削
硬岩 片切掘削 火薬不可 有り(50,000m3未満) 集積押土無し

1号代価表
26頁220

m2【施Ｐ】基面整正 2号代価表
28頁33

m3埋戻し
購入土

3号代価表
29頁140

m3残土処分工
硬岩

4号代価表
30頁220

計



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁8

明細書
躯体工（弁室）

2号明細書

ｔ鉄筋工[市場単価]
SD295A･D10 一般構造物 10t未満 制約無 夜間無 ﾄﾝﾈﾙ無 法面無 太径10%未満(補正無) 地下構造物

5号代価表
31頁0 100

ｔ鉄筋工[市場単価]
SD295A･D13 一般構造物 10t未満 制約無 夜間無 ﾄﾝﾈﾙ無 法面無 太径10%未満(補正無) 地下構造物

6号代価表
33頁0 160

ｔ鉄筋工[市場単価]
SD345･D13 一般構造物 10t未満 制約無 夜間無 ﾄﾝﾈﾙ無 法面無 太径10%未満(補正無) 地下構造物

7号代価表
35頁3 250

ｔ鉄筋工[市場単価]
SD345･D16~D25 一般構造物 10t未満 制約無 夜間無 ﾄﾝﾈﾙ無 法面無 太径10%未満(補正無) 地下構造物

8号代価表
37頁0 820

ｔ鉄筋工[市場単価]
SD345･D16~D25 一般構造物 10t未満 制約無 夜間無 ﾄﾝﾈﾙ無 法面無 太径10%未満(補正無) 地下構造物

9号代価表
39頁2 260

m3【施Ｐ】鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ
打設量10m3/日以上 24-12-25B種W/C=55%以下 一般養生

10号代価表
41頁41

m3【施Ｐ】無筋ｺﾝｸﾘｰﾄ
打設量10m3/日以上 18-8-40(高炉)　一般養生

11号代価表
43頁0 200

m3【施Ｐ】均しｺﾝｸﾘｰﾄ
打設量10m3/日未満 18-8-40(高炉) 一般養生

12号代価表
45頁4

m2【施Ｐ】型枠
一般型枠 鉄筋構造物

13号代価表
46頁192

m2【施Ｐ】型枠
一般型枠 無筋構造物

14号代価表
47頁0 200

本円形型枠 ﾌｼﾞｼｰﾑﾚｽﾁｭｰﾌﾞ
内径600×厚8.0×長4000mm 0 050

m2【施Ｐ】型枠
一般型枠 均しｺﾝｸﾘｰﾄ

15号代価表
48頁3

m2【施Ｐ】基礎砕石
17.5cm超20.0cm以下 再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ40~0

16号代価表
49頁2

掛m2手摺先行型枠組足場設置･撤去
安全ﾈｯﾄ不要

17号代価表
51頁100



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁9

明細書
躯体工（弁室）

2号明細書

空m3ﾊﾟｲﾌﾟｻﾎﾟｰﾄ支保設置･撤去
f≦40kN/m2(f≦4.1t/m2)

18号代価表
52頁50

計



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁10

明細書
付帯工（弁室）

3号明細書

本足掛金物設置工（ｽﾃﾝﾚｽ製）
φ22（SUS304）W=400 5

組スチール製グレーチング　受枠共
開口　900*1500 1

組スチール製グレーチング　受枠共
開口　500*500 1

個所マンホール蓋
φ600 1

ｍHI-VP管
Φ75 0 200

ｍ止水板
塩ビ製　FF150*5 21 800

計



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁11

明細書
直接仮設（建築主体）

4号明細書

m2墨出し
RC造　地上 28

m2養生
RC造　地上 28

m2整理清掃後片付け
RC造　地上 28

m2外部足場
枠組本足場　600 151

ｍ安全手摺
30 700

m2災害防止
養生シート 151

m2内部躯体足場
鉄筋・型枠足場（脚立）　階高4.0以上5.0未満 28

計



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁12

明細書
土工事（建築主体）

5号明細書

m3砕石地業
0 100

m3【施Ｐ】均しｺﾝｸﾘｰﾄ
打設量10m3/日未満 FC18 S15 一般養生

19号代価表
53頁0 100

計



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁13

明細書
コンクリート工事（建築主体）

6号明細書

式躯体（コンクリート工事） 20号代価表
54頁1

式外部（コンクリート工事） 21号代価表
55頁1

計



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁14

明細書
型枠工事（建築主体）

7号明細書

式躯体（型枠工事） 22号代価表
56頁1

式外部（型枠工事） 23号代価表
57頁1

式内部（型枠工事） 24号代価表
58頁1

計



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁15

明細書
鉄筋工事（建築主体）

8号明細書

式躯体（鉄筋工事） 25号代価表
59頁1

式外部（鉄筋工事） 26号代価表
60頁1

計



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁16

明細書
防水工事（建築主体）

9号明細書

式外部（防水工事） 27号代価表
61頁1

式内部（防水工事） 28号代価表
62頁1

計



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁17

明細書
タイル工事（建築主体）

10号明細書

ｍ段鼻タイル
60*150 6

計



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁18

明細書
屋根工事（建築主体）

11号明細書

m2金属板葺
かん合型瓦棒　フッ素樹脂塗装鋼板ｔ＝0.4　裏貼り　ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｫｰﾑｔ＝4 49

m2ポリエチレンフォーム保温板
PFt25 49

m2アスファルトルーフィング
940 49

ｍ唐草納め
8 200

ｍ水上包み
止め面戸・エプロン面戸共 8 200

ｍ妻包み
12

ｍ軒樋
ｽﾃﾝﾚｽ　化粧（R面付既製品） 8 200

個所落し口
φ80 2

ｍ竪樋
ｽﾃﾝﾚｽ　φ80 8 800

計



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁19

明細書
金属工事（建築主体）

12号明細書

式外部（金属工事） 29号代価表
63頁1

式内部（金属工事） 30号代価表
64頁1

計



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁20

明細書
左官工事（建築主体）

13号明細書

式外部（左官工事） 31号代価表
65頁1

式内部（左官工事） 32号代価表
66頁1

計



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁21

明細書
建具工事（建築主体）

14号明細書

個所SSD-1 親子開き扉　取付け工事費込み
ｽﾃﾝﾚｽHL 見込170　W1200×H2500　大型簡易気密(外部用) 1

個所AG-1 固定ｶﾞﾗﾘ　取付け工事費込み
ｱﾙﾐB-2  見込70　W800×H800　防虫網付 1

計



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁22

明細書
ユニット工事（建築主体）

15号明細書

個所水抜きパイプ
HIVPΦ20　L=250 4

個所水抜きパイプ打ち込み手間
1箇所あたりＬ1250㎜ 4

計



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁23

明細書
換気設備（建築設備）

16号明細書

式機器設備 33号代価表
67頁1

式ダクト設備 34号代価表
68頁1

式総合調整 35号代価表
69頁1

計



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁24

明細書
給水設備（建築設備）

17号明細書

個横水栓
自動継手付　φ13

36号代価表
70頁1

個不凍水栓柱
φ13　1.2ｍ

37号代価表
71頁1

計



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁25

明細書
電灯設備（建築電気）

18号明細書

式分電盤 38号代価表
72頁1

式電線管 39号代価表
73頁1

式電線 40号代価表
74頁1

式ボックス類 41号代価表
75頁1

式配線器具 42号代価表
76頁1

個所電動機接続材
ﾋﾞﾆﾙ被覆有　（16）（19）～F2（17）　材工共 1

個温度調節機
室内、2位置　T-5、15～40℃　材工共

43号代価表
77頁1

式照明器具 44号代価表
78頁1

計



名　称　・　規　格 構成比 積算地区単価 基準地区単価 摘　　要 備　　　考

頁26

代価表
【施Ｐ】掘削
硬岩 片切掘削 火薬不可 有り(50,000m3未満) 集積押土無し 1号代価表 1 m3当り

K

ﾊﾞｯｸﾎｳ[排出ｶﾞｽ対策型(第2次基準値)]

ｸﾛｰﾗ型･山積0.8 m3(平積0.6 m3)
K1

大型ﾌﾞﾚｰｶ(ﾍﾞｰｽﾏｼﾝ含まず)

油圧式1300kg級
K2

R

特殊作業員
R1

普通作業員
R2

運転手(特殊)
R3

Z

軽油

小型ﾛｰﾘｰ ﾊﾟﾄﾛｰﾙ給油
Z1

日当り作業量補正(道路維持等作業効率低下) : 無

土質 : 硬岩

施工方法 : 片切掘削

火薬使用 : 不可

破砕除去の有無 : 有り(50,000m3未満)

機種区分 : 標準



名　称　・　規　格 構成比 積算地区単価 基準地区単価 摘　　要 備　　　考

頁27

代価表
【施Ｐ】掘削
硬岩 片切掘削 火薬不可 有り(50,000m3未満) 集積押土無し 1号代価表 1 m3当り

(ﾊﾞｯｸﾎｳ)排ｶﾞｽ機械の選択 : 排ｶﾞｽ対策型(第2次基準値)

軽油 : 軽油； 小型ﾛｰﾘｰ ﾊﾟﾄﾛｰﾙ給油



名　称　・　規　格 構成比 積算地区単価 基準地区単価 摘　　要 備　　　考

頁28

代価表
【施Ｐ】基面整正

2号代価表 1 m2当り

R

普通作業員
R1



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁29

代価表
埋戻し
購入土 3号代価表 1 m3当り

m3【施Ｐ】埋戻し 45号代価表
79頁1

m3土木建設工事単価
盛土材 1

計

1 m3 当り



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁30

代価表
残土処分工
硬岩 4号代価表 1 m3当り

m3【施Ｐ】土砂等運搬
標準 ﾊﾞｯｸﾎｳ山積0.45m3(平積0.35m3) 硬岩 DID無し 19.5km以下

46号代価表
81頁1

m3【施Ｐ】整地
残土受入れ地での処理

47号代価表
82頁1

計

1 m3 当り



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁31

代価表
鉄筋工[市場単価]
SD295A･D10 一般構造物 10t未満 制約無 夜間無 ﾄﾝﾈﾙ無 法面無 太径10%未満(補正無) 地下構造物 5号代価表 1 ｔ当り

ｔ異形棒鋼 SD295A
D10mm 0.56kg/m 1 030

ｔ鉄筋工 加工･組立[手間のみ]
一般構造物 1

式諸　雑　費
調整金 1

計

1 ｔ 当り

日当り作業量補正(道路維持等作業効率低下) : 無

代価表単位の選択 : t当り代価表

代価表の当り数量 : 1当り代価表

資材計上区分 : 材料費+施工費

鉄筋材料規格･径 : SD295A･D10

鉄筋(SD295A･D10) : 異形棒鋼 SD295A； D10mm 0.56kg/m

鉄筋材料費の単位選択 : ｢t｣単位の鉄筋材料単価

規格･仕様区分 : 一般構造物

施工規模 : 10t未満

夜間作業の補正 : 無

ﾄﾝﾈﾙ内作業の補正 : 無

法面作業の補正 : 無

太径鉄筋補正 : 10%未満(補正無)

構造物種別による補正 : 地下構造物



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁32

代価表
鉄筋工[市場単価]
SD295A･D10 一般構造物 10t未満 制約無 夜間無 ﾄﾝﾈﾙ無 法面無 太径10%未満(補正無) 地下構造物 5号代価表 1 ｔ当り

市場単価の補正方法 : 単価欄に対して補正計算を行う

市場単価の日当り施工量補正有無 : 有(積算基準記載の標準値に対して市場単価の加算率･補正係数を乗ずる)



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁33

代価表
鉄筋工[市場単価]
SD295A･D13 一般構造物 10t未満 制約無 夜間無 ﾄﾝﾈﾙ無 法面無 太径10%未満(補正無) 地下構造物 6号代価表 1 ｔ当り

ｔ異形棒鋼 SD295A
D13mm 0.995kg/m 1 030

ｔ鉄筋工 加工･組立[手間のみ]
一般構造物 1

式諸　雑　費
調整金 1

計

1 ｔ 当り

日当り作業量補正(道路維持等作業効率低下) : 無

代価表単位の選択 : t当り代価表

代価表の当り数量 : 1当り代価表

資材計上区分 : 材料費+施工費

鉄筋材料規格･径 : SD295A･D13

鉄筋(SD295A･D13) : 異形棒鋼 SD295A； D13mm 0.995kg/m

鉄筋材料費の単位選択 : ｢t｣単位の鉄筋材料単価

規格･仕様区分 : 一般構造物

施工規模 : 10t未満

夜間作業の補正 : 無

ﾄﾝﾈﾙ内作業の補正 : 無

法面作業の補正 : 無

太径鉄筋補正 : 10%未満(補正無)

構造物種別による補正 : 地下構造物



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁34

代価表
鉄筋工[市場単価]
SD295A･D13 一般構造物 10t未満 制約無 夜間無 ﾄﾝﾈﾙ無 法面無 太径10%未満(補正無) 地下構造物 6号代価表 1 ｔ当り

市場単価の補正方法 : 単価欄に対して補正計算を行う

市場単価の日当り施工量補正有無 : 有(積算基準記載の標準値に対して市場単価の加算率･補正係数を乗ずる)



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁35

代価表
鉄筋工[市場単価]
SD345･D13 一般構造物 10t未満 制約無 夜間無 ﾄﾝﾈﾙ無 法面無 太径10%未満(補正無) 地下構造物 7号代価表 1 ｔ当り

ｔ異形棒鋼 SD345
D13mm 0.995kg/m 1 030

ｔ鉄筋工 加工･組立[手間のみ]
一般構造物 1

式諸　雑　費
調整金 1

計

1 ｔ 当り

日当り作業量補正(道路維持等作業効率低下) : 無

代価表単位の選択 : t当り代価表

代価表の当り数量 : 1当り代価表

資材計上区分 : 材料費+施工費

鉄筋材料規格･径 : SD345･D13

鉄筋(SD345･D13) : 異形棒鋼 SD345； D13mm 0.995kg/m

鉄筋材料費の単位選択 : ｢t｣単位の鉄筋材料単価

規格･仕様区分 : 一般構造物

施工規模 : 10t未満

夜間作業の補正 : 無

ﾄﾝﾈﾙ内作業の補正 : 無

法面作業の補正 : 無

太径鉄筋補正 : 10%未満(補正無)

構造物種別による補正 : 地下構造物



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁36

代価表
鉄筋工[市場単価]
SD345･D13 一般構造物 10t未満 制約無 夜間無 ﾄﾝﾈﾙ無 法面無 太径10%未満(補正無) 地下構造物 7号代価表 1 ｔ当り

市場単価の補正方法 : 単価欄に対して補正計算を行う

市場単価の日当り施工量補正有無 : 有(積算基準記載の標準値に対して市場単価の加算率･補正係数を乗ずる)



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁37

代価表
鉄筋工[市場単価]
SD345･D16~D25 一般構造物 10t未満 制約無 夜間無 ﾄﾝﾈﾙ無 法面無 太径10%未満(補正無) 地下構造物 8号代価表 1 ｔ当り

ｔ異形棒鋼 SD345
D16mm 1.56kg/m 1 030

ｔ鉄筋工 加工･組立[手間のみ]
一般構造物 1

式諸　雑　費
調整金 1

計

1 ｔ 当り

日当り作業量補正(道路維持等作業効率低下) : 無

代価表単位の選択 : t当り代価表

代価表の当り数量 : 1当り代価表

資材計上区分 : 材料費+施工費

鉄筋材料規格･径 : SD345･D16～D25

鉄筋(SD345･D16～D25) : 異形棒鋼 SD345； D16mm 1.56kg/m

鉄筋材料費の単位選択 : ｢t｣単位の鉄筋材料単価

規格･仕様区分 : 一般構造物

施工規模 : 10t未満

夜間作業の補正 : 無

ﾄﾝﾈﾙ内作業の補正 : 無

法面作業の補正 : 無

太径鉄筋補正 : 10%未満(補正無)

構造物種別による補正 : 地下構造物



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁38

代価表
鉄筋工[市場単価]
SD345･D16~D25 一般構造物 10t未満 制約無 夜間無 ﾄﾝﾈﾙ無 法面無 太径10%未満(補正無) 地下構造物 8号代価表 1 ｔ当り

市場単価の補正方法 : 単価欄に対して補正計算を行う

市場単価の日当り施工量補正有無 : 有(積算基準記載の標準値に対して市場単価の加算率･補正係数を乗ずる)



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁39

代価表
鉄筋工[市場単価]
SD345･D16~D25 一般構造物 10t未満 制約無 夜間無 ﾄﾝﾈﾙ無 法面無 太径10%未満(補正無) 地下構造物 9号代価表 1 ｔ当り

ｔ異形棒鋼 SD345
D19mm 2.25kg/m 1 030

ｔ鉄筋工 加工･組立[手間のみ]
一般構造物 1

式諸　雑　費
調整金 1

計

1 ｔ 当り

日当り作業量補正(道路維持等作業効率低下) : 無

代価表単位の選択 : t当り代価表

代価表の当り数量 : 1当り代価表

資材計上区分 : 材料費+施工費

鉄筋材料規格･径 : SD345･D16～D25

鉄筋(SD345･D16～D25) : 異形棒鋼 SD345； D19mm 2.25kg/m

鉄筋材料費の単位選択 : ｢t｣単位の鉄筋材料単価

規格･仕様区分 : 一般構造物

施工規模 : 10t未満

夜間作業の補正 : 無

ﾄﾝﾈﾙ内作業の補正 : 無

法面作業の補正 : 無

太径鉄筋補正 : 10%未満(補正無)

構造物種別による補正 : 地下構造物



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁40

代価表
鉄筋工[市場単価]
SD345･D16~D25 一般構造物 10t未満 制約無 夜間無 ﾄﾝﾈﾙ無 法面無 太径10%未満(補正無) 地下構造物 9号代価表 1 ｔ当り

市場単価の補正方法 : 単価欄に対して補正計算を行う

市場単価の日当り施工量補正有無 : 有(積算基準記載の標準値に対して市場単価の加算率･補正係数を乗ずる)



名　称　・　規　格 構成比 積算地区単価 基準地区単価 摘　　要 備　　　考

頁41

代価表
【施Ｐ】鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ
打設量10m3/日以上 24-12-25B種W/C=55%以下 一般養生 10号代価表 1 m3当り

K

ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ車

ﾄﾗｯｸ架装･ﾌﾞｰﾑ式･圧送能力 90~110m3/h
K1

R

普通作業員
R1

特殊作業員
R2

土木一般世話役
R3

運転手(特殊)
R4

 83頁
Z

生ｺﾝｸﾘｰﾄ

24-12-25B種W/C=55%以下

48号代価表
83頁

Z1

軽油

小型ﾛｰﾘｰ ﾊﾟﾄﾛｰﾙ給油
Z2

日当り作業量補正(道路維持等作業効率低下) : 無

構造物識別 : 無筋･鉄筋構造物

施工条件 : 打設量10m3/日以上又は打設地上高さ2m超

ｺﾝｸﾘｰﾄ規格 : 各種



名　称　・　規　格 構成比 積算地区単価 基準地区単価 摘　　要 備　　　考

頁42

代価表
【施Ｐ】鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ
打設量10m3/日以上 24-12-25B種W/C=55%以下 一般養生 10号代価表 1 m3当り

設計日打設量 : 10m3以上300m3未満

養生工の種類 : 一般養生

圧送管の追加延長 : 延長無し

軽油 : 軽油； 小型ﾛｰﾘｰ ﾊﾟﾄﾛｰﾙ給油

生ｺﾝｸﾘｰﾄ : 生ｺﾝｸﾘｰﾄ； 24-12-25B種W/C=55%以下



名　称　・　規　格 構成比 積算地区単価 基準地区単価 摘　　要 備　　　考

頁43

代価表
【施Ｐ】無筋ｺﾝｸﾘｰﾄ
打設量10m3/日以上 18-8-40(高炉)　一般養生 11号代価表 1 m3当り

K

ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ車

ﾄﾗｯｸ架装･ﾌﾞｰﾑ式･圧送能力 90~110m3/h
K1

R

普通作業員
R1

特殊作業員
R2

土木一般世話役
R3

運転手(特殊)
R4

 84頁
Z

生ｺﾝｸﾘｰﾄ

18-8-40(高炉)

49号代価表
84頁

Z1

軽油

小型ﾛｰﾘｰ ﾊﾟﾄﾛｰﾙ給油
Z2

日当り作業量補正(道路維持等作業効率低下) : 無

構造物識別 : 無筋･鉄筋構造物

施工条件 : 打設量10m3/日以上又は打設地上高さ2m超

ｺﾝｸﾘｰﾄ規格 : 18-8-40(高炉)



名　称　・　規　格 構成比 積算地区単価 基準地区単価 摘　　要 備　　　考

頁44

代価表
【施Ｐ】無筋ｺﾝｸﾘｰﾄ
打設量10m3/日以上 18-8-40(高炉)　一般養生 11号代価表 1 m3当り

設計日打設量 : 10m3以上300m3未満

養生工の種類 : 一般養生

圧送管の追加延長 : 延長無し

軽油 : 軽油； 小型ﾛｰﾘｰ ﾊﾟﾄﾛｰﾙ給油

生ｺﾝｸﾘｰﾄ : 生ｺﾝｸﾘｰﾄ； 18-8-40(高炉)



名　称　・　規　格 構成比 積算地区単価 基準地区単価 摘　　要 備　　　考

頁45

代価表
【施Ｐ】均しｺﾝｸﾘｰﾄ
打設量10m3/日未満 18-8-40(高炉) 一般養生 12号代価表 1 m3当り

R

普通作業員
R1

特殊作業員
R2

土木一般世話役
R3

 85頁
Z

生ｺﾝｸﾘｰﾄ

18-8-40(高炉)

50号代価表
85頁

Z1

日当り作業量補正(道路維持等作業効率低下) : 無

構造物識別 : 無筋･鉄筋構造物

施工条件 : 打設量10m3/日未満かつ打設地上高さ2m以下

ｺﾝｸﾘｰﾄ規格 : 18-8-40(高炉)

養生工の種類 : 一般養生

現場内小運搬の有無 : 無し

生ｺﾝｸﾘｰﾄ : 生ｺﾝｸﾘｰﾄ； 18-8-40(高炉)



名　称　・　規　格 構成比 積算地区単価 基準地区単価 摘　　要 備　　　考

頁46

代価表
【施Ｐ】型枠
一般型枠 鉄筋構造物 13号代価表 1 m2当り

R

型わく工
R1

普通作業員
R2

土木一般世話役
R3

日当り作業量補正(道路維持等作業効率低下) : 無

型枠の種類 : 一般型枠

構造物の種類 : 鉄筋･無筋構造物



名　称　・　規　格 構成比 積算地区単価 基準地区単価 摘　　要 備　　　考

頁47

代価表
【施Ｐ】型枠
一般型枠 無筋構造物 14号代価表 1 m2当り

R

型わく工
R1

普通作業員
R2

土木一般世話役
R3

日当り作業量補正(道路維持等作業効率低下) : 無

型枠の種類 : 一般型枠

構造物の種類 : 鉄筋･無筋構造物



名　称　・　規　格 構成比 積算地区単価 基準地区単価 摘　　要 備　　　考

頁48

代価表
【施Ｐ】型枠
一般型枠 均しｺﾝｸﾘｰﾄ 15号代価表 1 m2当り

R

型わく工
R1

普通作業員
R2

土木一般世話役
R3

日当り作業量補正(道路維持等作業効率低下) : 無

型枠の種類 : 一般型枠

構造物の種類 : 均しｺﾝｸﾘｰﾄ



名　称　・　規　格 構成比 積算地区単価 基準地区単価 摘　　要 備　　　考

頁49

代価表
【施Ｐ】基礎砕石
17.5cm超20.0cm以下 再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ40~0 16号代価表 1 m2当り

K

ﾊﾞｯｸﾎｳ(賃貸)ｸﾛｰﾗ

山積み0.8m3
K1

R

普通作業員
R1

特殊作業員
R2

土木一般世話役
R3

運転手(特殊)
R4

Z

再生砕石

RC-40
Z1

軽油

小型ﾛｰﾘｰ ﾊﾟﾄﾛｰﾙ給油
Z2

日当り作業量補正(道路維持等作業効率低下) : 無

砕石の厚さ : 17.5cm超20.0cm以下

砕石の種類 : 再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ 40～0

(ﾊﾞｯｸﾎｳ山積0.8m3)賃料長期割引の適用 : ﾊﾞｯｸﾎｳ(賃貸)ｸﾛｰﾗ； 山積み0.8m3



名　称　・　規　格 構成比 積算地区単価 基準地区単価 摘　　要 備　　　考

頁50

代価表
【施Ｐ】基礎砕石
17.5cm超20.0cm以下 再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ40~0 16号代価表 1 m2当り

再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ 40～0 : 再生砕石； RC-40

軽油 : 軽油； 小型ﾛｰﾘｰ ﾊﾟﾄﾛｰﾙ給油



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁51

代価表
手摺先行型枠組足場設置･撤去
安全ﾈｯﾄ不要 17号代価表 100 掛m2当り

人土木一般世話役

人とび工

人普通作業員

台/日ﾗﾌﾃﾚｰﾝｸﾚｰﾝ･作業料金
25t吊 ｵﾍﾟﾚｰﾀ付 日極

％諸雑費
諸雑費 

計

1 掛m2 当り

歩掛 : S1'=1.4,S2'=6.3,S3'=1.2,S6'=1.4,SZ=34； 安全ﾈｯﾄ不要； 手摺先行型枠組足場設置･撤去(100掛m2当り):土木一般世話役(人),とび工(人),普通作業員

(人),ﾗﾌﾃﾚｰﾝｸﾚｰﾝ(日),諸雑費(%)

(ｸﾚｰﾝ)賃料長期割引の適用 : 長期割引あり

ｸﾚｰﾝ賃料補正 : 標準



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁52

代価表
ﾊﾟｲﾌﾟｻﾎﾟｰﾄ支保設置･撤去
f≦40kN/m2(f≦4.1t/m2) 18号代価表 100 空m3当り

人土木一般世話役

人型わく工

人とび工

人普通作業員

％諸雑費
諸雑費 

計

1 空m3 当り

総設置数量(V) : V≦40空m3

施工歩掛(標準+小規模) : f≦40kN/m2(f≦4.1t/m2):t≦120cm:標準(100空m3当り) ； 世話役(人),型枠工(人),とび工(人),普通作業員(人)



名　称　・　規　格 構成比 積算地区単価 基準地区単価 摘　　要 備　　　考

頁53

代価表
【施Ｐ】均しｺﾝｸﾘｰﾄ
打設量10m3/日未満 FC18 S15 一般養生 19号代価表 1 m3当り

R

普通作業員
R1

特殊作業員
R2

土木一般世話役
R3

 86頁
Z

生ｺﾝｸﾘｰﾄ

FC18 S15

51号代価表
86頁

Z1

日当り作業量補正(道路維持等作業効率低下) : 無

構造物識別 : 無筋･鉄筋構造物

施工条件 : 打設量10m3/日未満かつ打設地上高さ2m以下

ｺﾝｸﾘｰﾄ規格 : 18-8-40(高炉)

養生工の種類 : 一般養生

現場内小運搬の有無 : 無し

生ｺﾝｸﾘｰﾄ : 生ｺﾝｸﾘｰﾄ； 18-8-40(高炉)



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁54

代価表
躯体（コンクリート工事）

20号代価表 1 式当り

m3【施Ｐ】鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ
打設量10m3/日以上 FC24+3N S18 一般養生

52号代価表
87頁31

式諸  雑  費
調整金 1

計

1 式 当り



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁55

代価表
外部（コンクリート工事）

21号代価表 1 式当り

m3【施Ｐ】嵩上げｺﾝｸﾘｰﾄ
打設量10m3/日以上 18-8-40(高炉)　一般養生

53号代価表
89頁0 500

計

1 式 当り



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁56

代価表
躯体（型枠工事）

22号代価表 1 式当り

m2普通型枠
上部　壁式 10 500

m2打放合板型枠
B種　地上躯体部 169

m2打放合板型枠
C種　地上躯体部 51 600

ｍ型枠目地棒
打継目地　20*20 20 900

ｍ型枠目地棒
誘発目地　20*20 87 400

m2型枠運搬費
229

式諸  雑  費
調整金 1

計

1 式 当り



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁57

代価表
外部（型枠工事）

23号代価表 1 式当り

m2打放し面補修
B種 92 100

m2打放し面補修
C種 25 700

式諸  雑  費
調整金 1

計

1 式 当り



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁58

代価表
内部（型枠工事）

24号代価表 1 式当り

m2打放し面補修
B種 76 600

m2打放し面補修
C種 25 900

式諸  雑  費
調整金 1

計

1 式 当り



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁59

代価表
躯体（鉄筋工事）

25号代価表 1 式当り

ｔ鉄筋工[市場単価]
SD295A･D10 一般構造物 10t未満

54号代価表
91頁2 030

ｔ鉄筋工[市場単価]
SD295A･D13 一般構造物 10t未満

55号代価表
93頁1 100

ｋｇ鉄筋工[市場単価]
SD295A･D16 一般構造物 10t未満

56号代価表
95頁

式諸  雑  費
調整金 1

計

1 式 当り



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁60

代価表
外部（鉄筋工事）

26号代価表 1 式当り

m2溶接金網 異形鉄線
CD6 100×100mm 2 200

m2
溶接金網･付帯工事 異形鉄筋金網 【手間のみ】

D6 100×100mm 2 200

計

1 式 当り



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁61

代価表
外部（防水工事）

27号代価表 1 式当り

ｍシーリング
PU-2 20*10 打継目地 20 900

ｍシーリング
PU-2 20*10 誘発目地 43 600

ｍシーリング
PU-2 10*10 建具周囲 10 600

式諸  雑  費
調整金 1

計

1 式 当り



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁62

代価表
内部（防水工事）

28号代価表 1 式当り

ｍシーリング
PU-2 20*10 誘発目地 43 800

式諸  雑  費
調整金 1

計

1 式 当り



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁63

代価表
外部（金属工事）

29号代価表 1 式当り

個所アルミ手摺（水平）
W1100*H1100 1

個所アルミ手摺（水平）
W2600*H1100　取り外し式 1

個所アルミ手摺（斜め）
W1700*H900 1

式アルミ手摺取付け工事費
外部・内部　込 1

計

1 式 当り



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁64

代価表
内部（金属工事）

30号代価表 1 式当り

個所アルミ手摺（斜め）
W3800*H900 1

式ホイストレール設置工 57号代価表
97頁1

ｍ段鼻ノンスリップ金物
ｽﾃﾝﾚｽ 13 500

式諸  雑  費
調整金 1

計

1 式 当り



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁65

代価表
外部（左官工事）

31号代価表 1 式当り

m2屋根均しモルタル
ｔ30 49

m2床コンクリート直均し仕上げ
仕上げ 2 300

m2庇コンクリート直均し仕上げ
吹付け下 3 800

ｍ天端コンクリート直均し仕上げ
W200 5 200

m2外壁  複層塗材RE
凹凸模様　ｺﾝｸﾘｰﾄ面  下地調整C-1共 88 100

m2軒裏  外装薄塗材E
砂壁状　ｺﾝｸﾘｰﾄ面  下地調整C-1共 21 900

m2庇天端  複層塗材RE
ﾄｯﾌﾟｺｰﾄのみ　ｺﾝｸﾘｰﾄ面  下地調整C-1共 3 800

ｍ建具周囲ﾓﾙﾀﾙ詰め
防水材入り 10 600

m2踏面ヶ込モルタル
2 200

m2段溝モルタル
2 500

式諸  雑  費
調整金 1

計

1 式 当り



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁66

代価表
内部（左官工事）

32号代価表 1 式当り

m2踏面ヶ込モルタル
5 200

式諸  雑  費
調整金 1

計

1 式 当り



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁67

代価表
機器設備

33号代価表 1 式当り

台FE-1 排気ファン
斜流ﾌｧﾝ　鋼板製　φ300*0.5kw 1

式搬入・据付費 58号代価表
98頁1

式諸  雑  費
調整金 1

計

1 式 当り



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁68

代価表
ダクト設備

34号代価表 1 式当り

m2長方形ダクト（低圧）
亜鉛鉄板、共板工法、0.5mm　材工共 11

m2長方形ダクト（低圧）
亜鉛鉄板、共板工法、0.6mm　材工共 1

m2ボックス（低圧）
亜鉛鉄板、共板工法、0.5mm　材工共 1

組たわみ継手
送風機用、No2　材工共 1

個吸込口
ｱﾙﾐ製、GVS　200×200　材工共

59号代価表
99頁1

個吸込口
ｱﾙﾐ製、GVS　450×200　材工共

60号代価表
100頁2

個ダンパー
鋼板製　VD　150×150　材工共

61号代価表
101頁1

個ダンパー
鋼板製　VD　300×300　材工共

62号代価表
102頁1

個ウェザーカバー　換気扇φ250用
SUS製　深形　防鳥網付　材工共

63号代価表
103頁1

個風量測定口
材工共

64号代価表
104頁2

m2塗装工事
亜鉛鉄板ﾀﾞｸﾄ上　調合ﾍﾟｲﾝﾄ　材工共 12

式諸  雑  費
調整金 1

計

1 式 当り



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁69

代価表
総合調整

35号代価表 1 式当り

m2ダクト系統
長方形ダクト　材工共

65号代価表
105頁12

計

1 式 当り



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁70

代価表
横水栓
自動継手付　φ13 36号代価表 1 個当り

個吐出口回転形横水栓
Φ13 1

口鋼管小口径管ねじ込み接合 据付
呼び径13mm

66号代価表
106頁1

計

1 個 当り



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁71

代価表
不凍水栓柱
φ13　1.2ｍ 37号代価表 1 個当り

個不凍水栓柱
φ13　1.2ｍ 1

個固定ﾊﾞﾝﾄﾞ
SUS製 1

口鋼管小口径管ねじ込み接合 据付
呼び径13mm

66号代価表
106頁1

m3砂利地業
0 100

式諸  雑  費
調整金 1

計

1 個 当り



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁72

代価表
分電盤

38号代価表 1 式当り

面分電盤
D・L-1　鋼板製、露出形 1

式雑材料
盤価格*0.02 1

人電工

式その他
労*0.12 1

式諸  雑  費
調整金 1

計

1 式 当り



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁73

代価表
電線管

39号代価表 1 式当り

ｍ電線管
ねじなし管　露出（19）　材工共 20

ｍ電線管
ねじなし管　露出（25）　材工共 11

ｍ電線管
ねじなし管　露出（31）　材工共 9

ｍ電線管
HIVE管　露出（16）　材工共

67号代価表
107頁12

ｍ電線管
HIVE管　露出（22）　材工共

68号代価表
108頁4

ｍ電線管
PE管　インペイ（16）　材工共 2

式諸  雑  費
調整金 1

計

1 式 当り



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁74

代価表
電線

40号代価表 1 式当り

ｍ電線
EM-IE 管内　1.6㎜　材工共 155

ｍ電線
EM-IE 管内　2.0㎜　材工共 36

ｍ電線
EM-IE PF管内　1.6㎜　材工共

69号代価表
109頁8

ｍ導入線
ｶﾗｰ鉄線　管内　1.2㎜　材工共

70号代価表
110頁6

式諸  雑  費
調整金 1

計

1 式 当り



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁75

代価表
ボックス類

41号代価表 1 式当り

個アウトレットボックス
樹脂製　中形四角44　材工共 2

個丸型露出ボックス
樹脂製　3方出（22）　材工共 3

個丸型露出ボックス
鋼製　3方出（25）　材工共 4

個露出スイッチボックス
樹脂製　1方出　1個用（22）　材工共

71号代価表
111頁1

個露出スイッチボックス
鋼製　1方出　1個用（25）　材工共 4

個露出スイッチボックス
鋼製　1方出　1個用（25）　材工共 1

m2プルボックス　塗装仕上げ
鋼製　露出SS　0.2㎡以上0.3㎡未満　材工共 0 500

式諸  雑  費
調整金 1

計

1 式 当り



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁76

代価表
配線器具

42号代価表 1 式当り

個タンブラスイッチ
金属ﾌﾟﾚｰﾄ　1P15A*1　材工共

72号代価表
112頁1

個タンブラスイッチ（ホタル）
金属ﾌﾟﾚｰﾄ　3WH15A*1　材工共

73号代価表
113頁1

個タンブラスイッチ（ホタル）
金属ﾌﾟﾚｰﾄ　1PH15A*1+3WH15A*1　材工共

74号代価表
114頁1

個自動点滅器
ﾌﾟﾗｸﾞｲﾝ式　3A 100～200V　材工共

75号代価表
115頁1

個埋め込みコンセント
金属ﾌﾟﾚｰﾄ　2P15A*2口　材工共

76号代価表
116頁1

個防水コンセント　抜止、防雨
合成樹脂製　2P15A*2口　材工共

77号代価表
117頁1

式諸  雑  費
調整金 1

計

1 式 当り



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁77

代価表
温度調節機
室内、2位置　T-5、15～40℃　材工共 43号代価表 1 個当り

個所温度調節機
室内、2位置　15～40℃ 1

式調整費
材*0.1 1

人電工

式その他
労*0.10 1

式諸  雑  費
調整金 1

計

1 個 当り



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁78

代価表
照明器具

44号代価表 1 式当り

個ＬＥＤ灯
一体型　LSS9-3200LM　材工共

78号代価表
118頁3

個ＬＥＤ灯　鋼板製、防湿
直管型　高出力、1灯用　材工共

79号代価表
119頁3

個ＬＥＤ灯　SUS製枠、防雨
ﾌﾞﾗｹｯﾄ　蛍光灯20W相当　材工共

80号代価表
120頁1

個ＬＥＤ非常灯
一体型　LSS9-3200LMﾀｲﾌﾟ　材工共

81号代価表
121頁2

個ＬＥＤ非常灯　鋼板製、防湿、電池内臓
直管型　高出力、1灯用　材工共

82号代価表
122頁1

個誘導標識
避難口用　蓄光式、中輝度　材工共 1

式諸  雑  費
調整金 1

計

1 式 当り



名　称　・　規　格 構成比 積算地区単価 基準地区単価 摘　　要 備　　　考

頁79

代価表
【施Ｐ】埋戻し

45号代価表 1 m3当り

K

ﾊﾞｯｸﾎｳ[排出ｶﾞｽ対策型(第1次基準値)]

ｸﾛｰﾗ型･山積0.45m3(平積0.35m3)
K1

ﾀﾝﾊﾟ(賃貸)

質量60~80kg
K2

R

普通作業員
R1

特殊作業員
R2

運転手(特殊)
R3

Z

軽油

小型ﾛｰﾘｰ ﾊﾟﾄﾛｰﾙ給油
Z1

ﾚｷﾞｭﾗｰｶﾞｿﾘﾝ

ｽﾀﾝﾄﾞ
Z2

施工方法 : 最大埋戻幅1m未満

(ﾊﾞｯｸﾎｳ)排ｶﾞｽ機械の選択 : 排ｶﾞｽ対策型(第1次基準値)

(ﾀﾝﾊﾟ)賃料長期割引の適用 : ﾀﾝﾊﾟ(賃貸)； 質量60~80kg

軽油 : 軽油； 小型ﾛｰﾘｰ ﾊﾟﾄﾛｰﾙ給油



名　称　・　規　格 構成比 積算地区単価 基準地区単価 摘　　要 備　　　考

頁80

代価表
【施Ｐ】埋戻し

45号代価表 1 m3当り

ｶﾞｿﾘﾝ : ﾚｷﾞｭﾗｰｶﾞｿﾘﾝ； ｽﾀﾝﾄﾞ



名　称　・　規　格 構成比 積算地区単価 基準地区単価 摘　　要 備　　　考

頁81

代価表
【施Ｐ】土砂等運搬
標準 ﾊﾞｯｸﾎｳ山積0.45m3(平積0.35m3) 硬岩 DID無し 19.5km以下 46号代価表 1 m3当り

K

ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ

ｵﾝﾛｰﾄﾞ･ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ･積載質量10t積級
K1

R

運転手(一般)
R1

Z

軽油

小型ﾛｰﾘｰ ﾊﾟﾄﾛｰﾙ給油
Z1

土砂等発生現場 : 標準

積込機種･規格 : ﾊﾞｯｸﾎｳ山積0.45m3(平積0.35m3)

土質 : 硬岩

DID区間の有無 : 無し

運搬距離 : 19.5km以下

軽油 : 軽油； 小型ﾛｰﾘｰ ﾊﾟﾄﾛｰﾙ給油



名　称　・　規　格 構成比 積算地区単価 基準地区単価 摘　　要 備　　　考

頁82

代価表
【施Ｐ】整地
残土受入れ地での処理 47号代価表 1 m3当り

K

ﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞ[排出ｶﾞｽ対策型(第1次基準値)]

普通15t級(13~16t)
K1

R

運転手(特殊)
R1

Z

軽油

小型ﾛｰﾘｰ ﾊﾟﾄﾛｰﾙ給油
Z1

作業区分 : 残土受入れ地での処理

(ﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞ)排ｶﾞｽ機械の選択 : 排ｶﾞｽ対策型(第1次基準値)

軽油 1.2号 : 軽油； 小型ﾛｰﾘｰ ﾊﾟﾄﾛｰﾙ給油



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁83

代価表
生ｺﾝｸﾘｰﾄ
24-12-25B種W/C=55%以下 48号代価表 1 m3当り

m3(高炉)生ｺﾝｸﾘｰﾄ
24-12-25  B種　W/C=55%以下 1

計

1 m3 当り

生ｺﾝｸﾘｰﾄ規格 各種 : (高炉)生ｺﾝｸﾘｰﾄ； 21-8-25  B種　W/C=60%以下

生ｺﾝｸﾘｰﾄ規格 18-8-25(20)(高炉) : (高炉)生ｺﾝｸﾘｰﾄ； 18-8-25,18-8-40  B種　W/C=60%以下

生ｺﾝｸﾘｰﾄの夜間割増の有無 : 無

生ｺﾝｸﾘｰﾄ小型車割増額の計上 : 計上しない

生ｺﾝｸﾘｰﾄ山岳割増額の計上 : 計上しない

生ｺﾝｸﾘｰﾄ冬期加熱費計上区分(標準=なし) : 計上しない



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁84

代価表
生ｺﾝｸﾘｰﾄ
18-8-40(高炉) 49号代価表 1 m3当り

m3(高炉)生ｺﾝｸﾘｰﾄ
18-8-25,18-8-40  B種 1

計

1 m3 当り

生ｺﾝｸﾘｰﾄ規格 18-8-40(高炉) : (高炉)生ｺﾝｸﾘｰﾄ； 18-8-25,18-8-40  B種

生ｺﾝｸﾘｰﾄ規格 各種 : (高炉)生ｺﾝｸﾘｰﾄ； 18-8-25,18-8-40  B種

生ｺﾝｸﾘｰﾄ規格 18-8-25(20)(高炉) : (高炉)生ｺﾝｸﾘｰﾄ； 18-8-25,18-8-40  B種　W/C=60%以下

生ｺﾝｸﾘｰﾄの夜間割増の有無 : 無

生ｺﾝｸﾘｰﾄ小型車割増額の計上 : 計上しない

生ｺﾝｸﾘｰﾄ山岳割増額の計上 : 計上しない

生ｺﾝｸﾘｰﾄ冬期加熱費計上区分(標準=なし) : 計上しない



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁85

代価表
生ｺﾝｸﾘｰﾄ
18-8-40(高炉) 50号代価表 1 m3当り

m3(高炉)生ｺﾝｸﾘｰﾄ
18-8-25,18-8-40  B種 1

計

1 m3 当り

生ｺﾝｸﾘｰﾄ規格 18-8-40(高炉) : (高炉)生ｺﾝｸﾘｰﾄ； 18-8-25,18-8-40  B種

生ｺﾝｸﾘｰﾄ規格 18-8-25(20)(高炉) : (高炉)生ｺﾝｸﾘｰﾄ； 18-8-25,18-8-40  B種

生ｺﾝｸﾘｰﾄの夜間割増の有無 : 無

生ｺﾝｸﾘｰﾄ小型車割増額の計上 : 計上しない

生ｺﾝｸﾘｰﾄ山岳割増額の計上 : 計上しない

生ｺﾝｸﾘｰﾄ冬期加熱費計上区分(標準=なし) : 計上しない



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁86

代価表
生ｺﾝｸﾘｰﾄ
FC18 S15 51号代価表 1 m3当り

m3生コンクリート
FC18 S15 1

計

1 m3 当り

生ｺﾝｸﾘｰﾄ規格 18-8-40(高炉) : (高炉)生ｺﾝｸﾘｰﾄ； 18-8-25,18-8-40  B種

生ｺﾝｸﾘｰﾄ規格 18-8-25(20)(高炉) : (高炉)生ｺﾝｸﾘｰﾄ； 18-8-25,18-8-40  B種

生ｺﾝｸﾘｰﾄの夜間割増の有無 : 無

生ｺﾝｸﾘｰﾄ小型車割増額の計上 : 計上しない

生ｺﾝｸﾘｰﾄ山岳割増額の計上 : 計上しない

生ｺﾝｸﾘｰﾄ冬期加熱費計上区分(標準=なし) : 計上しない



名　称　・　規　格 構成比 積算地区単価 基準地区単価 摘　　要 備　　　考

頁87

代価表
【施Ｐ】鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ
打設量10m3/日以上 FC24+3N S18 一般養生 52号代価表 1 m3当り

K

ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ車

ﾄﾗｯｸ架装･ﾌﾞｰﾑ式･圧送能力 90~110m3/h
K1

R

普通作業員
R1

特殊作業員
R2

土木一般世話役
R3

運転手(特殊)
R4

 123頁
Z

生ｺﾝｸﾘｰﾄ

FC24+3N S18

83号代価表
123頁

Z1

軽油

小型ﾛｰﾘｰ ﾊﾟﾄﾛｰﾙ給油
Z2

日当り作業量補正(道路維持等作業効率低下) : 無

構造物識別 : 無筋･鉄筋構造物

施工条件 : 打設量10m3/日以上又は打設地上高さ2m超

ｺﾝｸﾘｰﾄ規格 : 各種



名　称　・　規　格 構成比 積算地区単価 基準地区単価 摘　　要 備　　　考

頁88

代価表
【施Ｐ】鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ
打設量10m3/日以上 FC24+3N S18 一般養生 52号代価表 1 m3当り

設計日打設量 : 10m3以上300m3未満

養生工の種類 : 一般養生

圧送管の追加延長 : 延長無し

軽油 : 軽油； 小型ﾛｰﾘｰ ﾊﾟﾄﾛｰﾙ給油

生ｺﾝｸﾘｰﾄ : 生ｺﾝｸﾘｰﾄ； 24-12-25B種W/C=55%以下



名　称　・　規　格 構成比 積算地区単価 基準地区単価 摘　　要 備　　　考

頁89

代価表
【施Ｐ】嵩上げｺﾝｸﾘｰﾄ
打設量10m3/日以上 18-8-40(高炉)　一般養生 53号代価表 1 m3当り

K

ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ車

ﾄﾗｯｸ架装･ﾌﾞｰﾑ式･圧送能力 90~110m3/h
K1

R

普通作業員
R1

特殊作業員
R2

土木一般世話役
R3

運転手(特殊)
R4

 124頁
Z

生ｺﾝｸﾘｰﾄ

FC18 S15

84号代価表
124頁

Z1

軽油

小型ﾛｰﾘｰ ﾊﾟﾄﾛｰﾙ給油
Z2

日当り作業量補正(道路維持等作業効率低下) : 無

構造物識別 : 無筋･鉄筋構造物

施工条件 : 打設量10m3/日以上又は打設地上高さ2m超

ｺﾝｸﾘｰﾄ規格 : 18-8-40(高炉)



名　称　・　規　格 構成比 積算地区単価 基準地区単価 摘　　要 備　　　考

頁90

代価表
【施Ｐ】嵩上げｺﾝｸﾘｰﾄ
打設量10m3/日以上 18-8-40(高炉)　一般養生 53号代価表 1 m3当り

設計日打設量 : 10m3以上300m3未満

養生工の種類 : 一般養生

圧送管の追加延長 : 延長無し

軽油 : 軽油； 小型ﾛｰﾘｰ ﾊﾟﾄﾛｰﾙ給油

生ｺﾝｸﾘｰﾄ : 生ｺﾝｸﾘｰﾄ； 18-8-40(高炉)



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁91

代価表
鉄筋工[市場単価]
SD295A･D10 一般構造物 10t未満 54号代価表 1 ｔ当り

ｔ異形棒鋼 SD295A
D10mm 0.56kg/m 1 030

ｔ鉄筋工 加工･組立[手間のみ]
一般構造物 1

式諸　雑　費
調整金 1

計

1 ｔ 当り

日当り作業量補正(道路維持等作業効率低下) : 無

代価表単位の選択 : t当り代価表

代価表の当り数量 : 1当り代価表

資材計上区分 : 材料費+施工費

鉄筋材料規格･径 : SD295A･D10

鉄筋(SD295A･D10) : 異形棒鋼 SD295A； D10mm 0.56kg/m

鉄筋材料費の単位選択 : ｢t｣単位の鉄筋材料単価

規格･仕様区分 : 一般構造物

施工規模 : 10t未満

夜間作業の補正 : 無

ﾄﾝﾈﾙ内作業の補正 : 無

法面作業の補正 : 無

太径鉄筋補正 : 10%未満(補正無)

構造物種別による補正 : 補正無(一般構造物)



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁92

代価表
鉄筋工[市場単価]
SD295A･D10 一般構造物 10t未満 54号代価表 1 ｔ当り

市場単価の補正方法 : 単価欄に対して補正計算を行う

市場単価の日当り施工量補正有無 : 有(積算基準記載の標準値に対して市場単価の加算率･補正係数を乗ずる)



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁93

代価表
鉄筋工[市場単価]
SD295A･D13 一般構造物 10t未満 55号代価表 1 ｔ当り

ｔ異形棒鋼 SD295A
D13mm 0.995kg/m 1 030

ｔ鉄筋工 加工･組立[手間のみ]
一般構造物 1

式諸　雑　費
調整金 1

計

1 ｔ 当り

日当り作業量補正(道路維持等作業効率低下) : 無

代価表単位の選択 : t当り代価表

代価表の当り数量 : 1当り代価表

資材計上区分 : 材料費+施工費

鉄筋材料規格･径 : SD295A･D13

鉄筋(SD295A･D13) : 異形棒鋼 SD295A； D13mm 0.995kg/m

鉄筋材料費の単位選択 : ｢t｣単位の鉄筋材料単価

規格･仕様区分 : 一般構造物

施工規模 : 10t未満

夜間作業の補正 : 無

ﾄﾝﾈﾙ内作業の補正 : 無

法面作業の補正 : 無

太径鉄筋補正 : 10%未満(補正無)

構造物種別による補正 : 補正無(一般構造物)



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁94

代価表
鉄筋工[市場単価]
SD295A･D13 一般構造物 10t未満 55号代価表 1 ｔ当り

市場単価の補正方法 : 単価欄に対して補正計算を行う

市場単価の日当り施工量補正有無 : 有(積算基準記載の標準値に対して市場単価の加算率･補正係数を乗ずる)



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁95

代価表
鉄筋工[市場単価]
SD295A･D16 一般構造物 10t未満 56号代価表 1,000 ｋｇ当り

ｔ異形棒鋼 SD295A
D16mm 1.56kg/m 1 030

ｔ鉄筋工 加工･組立[手間のみ]
一般構造物 1

式諸　雑　費
調整金 1

計

1 ｋｇ 当り

日当り作業量補正(道路維持等作業効率低下) : 無

代価表単位の選択 : kg当り代価表

代価表の当り数量 : 1000当り代価表

資材計上区分 : 材料費+施工費

鉄筋材料規格･径 : SD295A･D16

鉄筋(SD295A･D16) : 異形棒鋼 SD295A； D16mm 1.56kg/m

鉄筋材料費の単位選択 : ｢t｣単位の鉄筋材料単価

規格･仕様区分 : 一般構造物

施工規模 : 10t未満

夜間作業の補正 : 無

ﾄﾝﾈﾙ内作業の補正 : 無

法面作業の補正 : 無

太径鉄筋補正 : 10%未満(補正無)

構造物種別による補正 : 補正無(一般構造物)



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁96

代価表
鉄筋工[市場単価]
SD295A･D16 一般構造物 10t未満 56号代価表 1,000 ｋｇ当り

市場単価の補正方法 : 単価欄に対して補正計算を行う

市場単価の日当り施工量補正有無 : 有(積算基準記載の標準値に対して市場単価の加算率･補正係数を乗ずる)



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁97

代価表
ホイストレール設置工

57号代価表 1 式当り

個所ﾎｲｽﾄﾚｰﾙ　電気室（1階）　0.5ｔ吊　亜鉛ﾒｯｷ
L3680　Ｉ-250*125*7.5*12.5 1

個所
ﾎｲｽﾄﾚｰﾙ　機械室（地下1階）　0.5ｔ吊　亜鉛ﾒｯｷ

L2590　Ｉ-250*125*7.5*12.5 1

個所ﾁｪｰﾝﾌﾞﾛｯｸ
2

個所荷重表示板
2

計

1 式 当り



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁98

代価表
搬入・据付費

58号代価表 1 式当り

人設備機械工

式その他
労*0.10 1

式諸  雑  費
調整金 1

計

1 式 当り



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁99

代価表
吸込口
ｱﾙﾐ製、GVS　200×200　材工共 59号代価表 1 個当り

個吸込口
ｱﾙﾐ製、GVS　200×200 1

個吸込口取付費
1

計

1 個 当り



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁100

代価表
吸込口
ｱﾙﾐ製、GVS　450×200　材工共 60号代価表 1 個当り

個吸込口
ｱﾙﾐ製、GVS　450×200 1

個吸込口取付費
1

計

1 個 当り



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁101

代価表
ダンパー
鋼板製　VD　150×150　材工共 61号代価表 1 個当り

個ダンパー
鋼板製、VD　150×150 1

個ダンパー取付費
1

計

1 個 当り



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁102

代価表
ダンパー
鋼板製　VD　300×300　材工共 62号代価表 1 個当り

個ダンパー
鋼板製、VD　300×300 1

個ダンパー取付費
1

計

1 個 当り



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁103

代価表
ウェザーカバー　換気扇φ250用
SUS製　深形　防鳥網付　材工共 63号代価表 1 個当り

個ウェザーカバー　換気扇φ250用
SUS製　深形　防鳥網付 1

個取付枠（不燃）
換気扇φ250用 1

人設備機械工

式その他
労*0.10 1

式諸  雑  費
調整金 1

計

1 個 当り



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁104

代価表
風量測定口
材工共 64号代価表 1 個当り

個風量測定口
1

個風量測定口取付費
1

計

1 個 当り



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁105

代価表
ダクト系統
長方形ダクト　材工共 65号代価表 1 m2当り

人ﾀﾞｸﾄ工

式その他　総合調整
労*0.10 1

計

1 m2 当り



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁106

代価表
鋼管小口径管ねじ込み接合 据付
呼び径13mm 66号代価表 20 口当り

人配管工

人普通作業員

％諸雑費
諸雑費 

計

1 口 当り

工種区分 : 小口径管ねじ込み接合(2口当り)

代価表当り単位の選択 : 20口当り代価表

配管材の据付･撤去区分 : 据付

ねじ込み接合2口当り歩掛 : 13mm ； ねじ込み接合(2口当り):配管工 (人),普通作業員 (人)

現場状況による割増(割増なし=1) : K=1

資材計上区分 : 施工費のみ



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁107

代価表
電線管
HIVE管　露出（16）　材工共 67号代価表 1 ｍ当り

ｍHIVE管
露出（16） 1 100

式付属品
電線価格*0.3 1

人電工

式雑材料
材*0.05 1

式その他
労*0.12 1

計

1 ｍ 当り



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁108

代価表
電線管
HIVE管　露出（22）　材工共 68号代価表 1 ｍ当り

ｍHIVE管
露出（22） 1 100

式付属品
電線価格*0.3 1

人電工

式雑材料
材*0.05 1

式その他
労*0.12 1

計

1 ｍ 当り



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁109

代価表
電線
EM-IE PF管内　1.6㎜　材工共 69号代価表 1 ｍ当り

ｍ電線
EM-IE PF管内　1.6㎜ 1

式雑材料
材*0.05 1

人電工

式その他
労*0.12 1

計

1 ｍ 当り



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁110

代価表
導入線
ｶﾗｰ鉄線　管内　1.2㎜　材工共 70号代価表 1 ｍ当り

ｍ導入線
管内　1.2㎜ 1 150

人電工

式その他
労*0.12 1

計

1 ｍ 当り



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁111

代価表
露出スイッチボックス
樹脂製　1方出　1個用（22）　材工共 71号代価表 1 個当り

個露出スイッチボックス
樹脂製　1方出　1個用（22） 1

式雑材料
材*0.02 1

人電工

式その他
労*0.12 1

計

1 個 当り



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁112

代価表
タンブラスイッチ
金属ﾌﾟﾚｰﾄ　1P15A*1　材工共 72号代価表 1 個当り

個埋め込みスイッチ
1P15A 1

個取付け枠
1

枚金属ﾌﾟﾚｰﾄ
1

式雑材料
材*0.02 1

人電工

式その他
労*0.12 1

計

1 個 当り



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁113

代価表
タンブラスイッチ（ホタル）
金属ﾌﾟﾚｰﾄ　3WH15A*1　材工共 73号代価表 1 個当り

個埋め込みスイッチ（ホタル付き）
3WH15A 1

個取付け枠
1

枚金属ﾌﾟﾚｰﾄ
1

式雑材料
材*0.02 1

人電工

式その他
労*0.12 1

計

1 個 当り



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁114

代価表
タンブラスイッチ（ホタル）
金属ﾌﾟﾚｰﾄ　1PH15A*1+3WH15A*1　材工共 74号代価表 1 個当り

個埋め込みスイッチ（ホタル付き）
1PH15A 1

個埋め込みスイッチ（ホタル付き）
3WH15A 1

個取付け枠
1

枚金属ﾌﾟﾚｰﾄ
1

式雑材料
材*0.02 1

人電工

式その他
労*0.12 1

計

1 個 当り



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁115

代価表
自動点滅器
ﾌﾟﾗｸﾞｲﾝ式　3A 100～200V　材工共 75号代価表 1 個当り

個自動点滅器
ﾌﾟﾗｸﾞｲﾝ式　3A 100～200V 1

式雑材料
材*0.02 1

人電工

式その他
労*0.12 1

計

1 個 当り



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁116

代価表
埋め込みコンセント
金属ﾌﾟﾚｰﾄ　2P15A*2口　材工共 76号代価表 1 個当り

個埋め込みコンセント
2P15A*2口（取り付け枠付き） 1

枚金属ﾌﾟﾚｰﾄ
1

式雑材料
材*0.02 1

人電工

式その他
労*0.12 1

計

1 個 当り



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁117

代価表
防水コンセント　抜止、防雨
合成樹脂製　2P15A*2口　材工共 77号代価表 1 個当り

個防水コンセント　抜止、防雨
2P15A*2口 1

式雑材料
材*0.02 1

人電工

式その他
労*0.12 1

計

1 個 当り



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁118

代価表
ＬＥＤ灯
一体型　LSS9-3200LM　材工共 78号代価表 1 個当り

個ＬＥＤ灯
一体型　LSS9-3200LM 1

式雑材料
材*0.05 1

人電工

式その他
労*0.12 1

式諸  雑  費
調整金 1

計

1 個 当り



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁119

代価表
ＬＥＤ灯　鋼板製、防湿
直管型　高出力、1灯用　材工共 79号代価表 1 個当り

個ＬＥＤ灯　鋼板製、防湿
直管型　高出力、1灯用 1

式雑材料
材*0.05 1

人電工

式その他
労*0.12 1

式諸  雑  費
調整金 1

計

1 個 当り



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁120

代価表
ＬＥＤ灯　SUS製枠、防雨
ﾌﾞﾗｹｯﾄ　蛍光灯20W相当　材工共 80号代価表 1 個当り

個ＬＥＤ灯　SUS製枠、防雨
ﾌﾞﾗｹｯﾄ　高出力、1灯用 1

式雑材料
材*0.05 1

人電工

式その他
労*0.12 1

計

1 個 当り



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁121

代価表
ＬＥＤ非常灯
一体型　LSS9-3200LMﾀｲﾌﾟ　材工共 81号代価表 1 個当り

個ＬＥＤ非常灯　電池内臓
一体型　LSS9-3200LMﾍﾞｰｽ 1

式雑材料
材*0.05 1

人電工

式その他
労*0.12 1

式諸  雑  費
調整金 1

計

1 個 当り



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁122

代価表
ＬＥＤ非常灯　鋼板製、防湿、電池内臓
直管型　高出力、1灯用　材工共 82号代価表 1 個当り

個ＬＥＤ非常灯　鋼板製、防湿、電池内臓
直管型　高出力、1灯用 1

式雑材料
材*0.05 1

人電工

式その他
労*0.12 1

式諸  雑  費
調整金 1

計

1 個 当り



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁123

代価表
生ｺﾝｸﾘｰﾄ
FC24+3N S18 83号代価表 1 m3当り

m3生コンクリート
FC24+3N S18 1

計

1 m3 当り

生ｺﾝｸﾘｰﾄ規格 各種 : (高炉)生ｺﾝｸﾘｰﾄ； 21-8-25  B種　W/C=60%以下

生ｺﾝｸﾘｰﾄ規格 18-8-25(20)(高炉) : (高炉)生ｺﾝｸﾘｰﾄ； 18-8-25,18-8-40  B種　W/C=60%以下

生ｺﾝｸﾘｰﾄの夜間割増の有無 : 無

生ｺﾝｸﾘｰﾄ小型車割増額の計上 : 計上しない

生ｺﾝｸﾘｰﾄ山岳割増額の計上 : 計上しない

生ｺﾝｸﾘｰﾄ冬期加熱費計上区分(標準=なし) : 計上しない



名　称　・　規　格 単位 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　要 備　　　考

頁124

代価表
生ｺﾝｸﾘｰﾄ
FC18 S15 84号代価表 1 m3当り

m3生コンクリート
FC18 S15 1

計

1 m3 当り

生ｺﾝｸﾘｰﾄ規格 18-8-40(高炉) : (高炉)生ｺﾝｸﾘｰﾄ； 18-8-25,18-8-40  B種

生ｺﾝｸﾘｰﾄ規格 各種 : (高炉)生ｺﾝｸﾘｰﾄ； 18-8-25,18-8-40  B種

生ｺﾝｸﾘｰﾄ規格 18-8-25(20)(高炉) : (高炉)生ｺﾝｸﾘｰﾄ； 18-8-25,18-8-40  B種　W/C=60%以下

生ｺﾝｸﾘｰﾄの夜間割増の有無 : 無

生ｺﾝｸﾘｰﾄ小型車割増額の計上 : 計上しない

生ｺﾝｸﾘｰﾄ山岳割増額の計上 : 計上しない

生ｺﾝｸﾘｰﾄ冬期加熱費計上区分(標準=なし) : 計上しない



弁室配筋図 （１）

株式会社 東京設計事務所

業務名/工事名

施工箇所名

図面の種類

図面番号  葉之内 縮　　　尺

事 務 所 名 可児市水道部水道課

可児市虹ケ丘地内

設　計　者

虹ケ丘配水池建設
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弁室配筋図 （１）
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（場内配管・電気機械室築造）工事
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株式会社 東京設計事務所

業務名/工事名

施工箇所名

図面の種類

図面番号  葉之内 縮　　　尺

事 務 所 名 可児市水道部水道課

可児市虹ケ丘地内

設　計　者
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弁室配筋図 （２）
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虹ケ丘配水池建設

電気・機械室築造工事

（場内配管・電気機械室築造）工事



株式会社 東京設計事務所

業務名/工事名

施工箇所名

図面の種類

図面番号  葉之内 縮　　　尺

事 務 所 名 可児市水道部水道課

可児市虹ケ丘地内

設　計　者
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弁室配筋図 （３）
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特記事項なき限り、両面鉄筋を示す。

・ は巾止筋とする。（１ｍ　当り１本）

Ｏ：外側鉄筋　 Ｉ：内側鉄筋

・

鉄筋番号　　　　29 2
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虹ケ丘配水池建設

電気・機械室築造工事

（場内配管・電気機械室築造）工事



株式会社 東京設計事務所

業務名/工事名

施工箇所名

図面の種類

図面番号  葉之内 縮　　　尺

事 務 所 名 可児市水道部水道課

可児市虹ケ丘地内

設　計　者
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弁室配筋図 （４）
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・ は組立筋とする。（１ｍ　当り１本）

U：上側鉄筋　　L：下側鉄筋

鉄筋番号　　　　25 26

特記事項なき限り、両面鉄筋を示す。

・ は巾止筋とする。（１ｍ　当り１本）

Ｏ：外側鉄筋　 Ｉ：内側鉄筋

・

鉄筋番号　　　　27
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虹ケ丘配水池建設

電気・機械室築造工事

（場内配管・電気機械室築造）工事
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株式会社 東京設計事務所

業務名/工事名

施工箇所名

図面の種類

図面番号  葉之内 縮　　　尺

事 務 所 名 可児市水道部水道課

可児市虹ケ丘地内

設　計　者
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虹ケ丘配水池建設

電気・機械室築造工事

（場内配管・電気機械室築造）工事



株式会社 東京設計事務所

業務名/工事名

施工箇所名

図面の種類

図面番号  葉之内 縮　　　尺

事 務 所 名 可児市水道部水道課

可児市虹ケ丘地内

設　計　者
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弁室配筋図 （６）

弁室配筋図 （６）
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虹ケ丘配水池建設

電気・機械室築造工事
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虹ケ丘配水池建設

電気・機械室築造工事

（場内配管・電気機械室築造）工事

章 項　目 特記事項 章 項　目 特記事項

２
章　

仮
設
工
事

設置の要否：　・必要　・不要　

◎監督員事務所の規模

　・（　）号（会議室（　　）ｍ2 を含む）

　・（　）号に会議室（　　）ｍ2 を加えた規模

◎監督員事務所の設備、備品

3.4 工事用水

3.5 工事電力

１．本特記仕様書は、本工事における建築関連工事に適用する。

２．本特記仕様書における採用事項

　①．項目欄は番号等に　　印を附したものを適用する。

　③．特記事項は・印を附したものを適用する。但し・印の付かない場合は※印の附した事項を採用する。

　　　・印と※印を附した場合は共に適用する。

３．本特記仕様書に記載なき事項については下記による。

４．その他事項

４
章　

地
業
工
事　②．項目欄に　　印を附し特記事項欄に・印を附していない場合は標準仕様書による。

　・　

　・各項目欄の番号(例：1.4 ○○○）は標準仕様書の番号（章番号を除く）に照合する　

　・各項目欄の番号(例：1.* ○○○）は標準仕様書の番号（章番号を除く）に該当しない項目とする　

章 項　目 特記事項

１
章　

一
般
共
通
事
項

1.4 工事実績情報登録 登録：　・適用　・不適用

積雪区分：　・区域=(32)／α=0.0009／β=0.00／γ=0.21／R=0

　　　　　　　平成12年建告第1445号　別表

1.* 建築基準法の風圧

　・積雪に関する規定

3.3 電気保安技術者

3.5 施工条件

3.1 監督員事務所の設置

構内既存の施設：　・利用できない　・利用できる【・有償　・無償】

構内既存の施設：　・利用できない　・利用できる【・有償　・無償】

　　　　　　　　　・動力以外利用できる【・有償　・無償】

門扉（施錠付）：

・工事現場からの落下物、飛散物による危害防止は下記又は同等以上の措置をする。

・既設排水溝や排水管、会所等の撤去時には、仮設の排水設備を設け、排水上支障のな

　いようにする。

3.6 仮囲い

3.7 落下物、飛散物

3.8 洗車設備

3.9 仮排水

　　　等による危害防止

種別：　・仮囲い用成型鋼板；H=3.0m､t=1.2㎜

　　　　・塗装溶融亜鉛メッキ鋼板波板；H=1.8m､t=0.19㎜

　　　　・　

　・その他；

　・洗車装置（高圧洗浄装置程度）　・　

・洗車ピット（幅3m×長さ5mｘ厚さ20cm　程度の土間コンクリート、給排水設備共）

　種別　・ｼｰﾄｹﾞｰﾄ　・ﾊﾟﾈﾙｹﾞｰﾄ　・　

　形状：・W3.6m×H4.5m　・　

　・専用電話　・兼用FAX　・冷暖房機　・机　・椅子　・書棚　・検査用具

　・その他；

その他の施工条件　：　・図示　・現場説明書による　・　

発生土仮置場　　　：　・図示　・現場説明書による　・　

資材、機材置場　　：　・図示　・現場説明書による　・　

工事車両の駐車場所：　・図示　・現場説明書による　・　

3.8 発生材の処理等 ・発注者への引渡発生材；

・特別管理産業廃棄物；

4.* 使用材料 ・仮設材以外の全ての建築材料（仕上材、下地材、副資材）のホルムアルデヒド放散量

　はＪＩＳ等の材料規格において放散量が規定されている場合は原則としてＦ☆☆☆☆

　とする。但し使用予定材料にＦ☆☆☆☆が存在しない場合は監督員と協議のうえ決定

　する。

　化学物質濃度を下記のとおり測定し、厚生労働省が定める指針値以下であることを確

　認し報告すること。

　測定対象物質：　・ホルムアルデヒド　・トルエン　・キシレン　・エチルベンゼン

　　　　　　　　　・スチレン　・図示　・　

　測定方法：　・簡易法　・パッシブ型採取機器　・測定バッジ；

　測定対象室：　・図示　・　

　測定箇所数：　・図示　・　箇所

　・厚生労働省の標準的測定方法による場合の測定者は、環境計量証明事業所として

　　登録を行っている者、又は作業環境測定事業所の有機溶剤の登録を行っている者

　　とする。

7.1 完成時の提出図書

7.2 完成図

保全に関する資料：　・必要　・不要

完成図　　　　　：　・必要　・不要

種類：　※表1.7.1 　・一般図　・実施設計図一式

記入内容：　※表1.7.1 　・図示　・　

提出要領：　・Ａ３原稿２つ折り製本　・Ａ３版原図（ＣＡＤ作図による）

　　　　　　・ＣＡＤデータ　・　

施工図：　・Ａ３原稿２つ折り製本　・Ａ３拡縮版第２原図　・ＣＡＤデータ

　　　　　・監督員の承諾を受けたもの　・　

7.3 保全に関する資料 ・保全に関する資料　提出部数：　※各２部　・　部

提出部数：　※各２部　・　部

濃度測定：　・未実施　・実施

施工順序等の制約：　・無し　・有り【・現場説明書による　・図示　・　　　　　】

塗装：　・単色；片面SOP塗　・模様；

技術者の適用：　・適用する　・適要しない

　・国土交通省大臣官房長官営繕部監修  建築物解体工事共通仕様書　平成24年版

　・国土交通省大臣官房長官営繕部監修  公共建築工事標準仕様書（建築工事編）平成25年版

３
章　

土
工
事

・指定処分地（

3.3 山留めの撤去

2.3 埋戻し及び盛土

2.5 発生土の処理

種別：　・A種　・B種　・C種　・D種

・現場説明書による　・構外搬出適切処理　・構内指定場所堆積　・構内指定場所敷均し

・搬入まさ土（砂礫等の混入のない良質なものとし、水締め、機器による締固めとする）

・他現場に搬入（　　　　　　　　　　）　・　

・撤去　・存置　・　

４
章　

地
業
工
事

1.* 地業工事 ・本章の事項は構造特記仕様書による

試験杭の位置、本数、載荷荷重：　・図示　・　

2.3 杭の載荷試験 載荷試験：　・水平試験　・鉛直試験　・　

試験杭の位置、本数、載荷荷重：　・図示　・　

試験方法：　・図示　・　

試験報告書の記載事項等：　・図示　・　

2.4 地盤の載荷試験 載荷試験：　・平板載荷試験　・　

試験の位置、載荷荷重：　・図示　・　

試験方法：　・図示　・　

試験報告書の記載事項等：　・図示　・　

2.2 試験杭

3.1 適用範囲

3.3 打込み工法

杭の寸法、継ぎ手の箇所数、杭先端形状：　・図示　・　　

材料の強度等による区分：　・　3.2 材　料

　　　　　　　・特定埋設杭工法(4.3.5)　・図示　

杭の設計支持力：　・図示　・　　

施工法の種類：　・図示　・　　

試験杭の推定支持力の算定方法：　・図示　・　　

３．既製コンクリート杭地業

プレボーリングの掘削深さ及び径：　・図示　・深さ；　ｍ　径；　ｍ　

杭の支持地盤への根入れ深さ：　・図示　・　　

杭の水平方向の位置精度：　・図示　・100mm以内　・　　

支持地盤の位置、種類：　・図示　・　　3.4 ｾﾒﾝﾄﾐﾙｸ工法

4.1 適用範囲

4.2 材　料

工法の適用：　・打込み工法(4.4.3)　・特定埋設杭工法(4.4.4)　・図示　

材料の種類：　・SKK400　・SKK490　・SHK400　・SHK490M　・図示

４．鋼杭地業

アースオーガーの支持地盤への掘削深さ：　・図示　・　　

杭の支持地盤への根入れ深さ：　・図示　・　　

杭の水平方向の位置精度：　・図示　・100mm以内　・　　

施工法の種類：　・図示　・　　

支持地盤の位置、種類：　・図示　・　　

杭の水平方向の位置精度：　・図示　・100mm以内　・　　

杭頭の処理法：　・図示　・　

3.5 特定埋設杭工法

5.1 適用範囲

　　　　　　　・場所打ち鋼管ｺﾝｸﾘｰﾄ杭工法(4.5.5)　・拡底杭工法(4.5.5)　・図示

5.3 材料その他 帯筋の加工、組立：　・図示　・　

鉄筋の最小かぶり厚さ：　・図示　・60mm　・　mm　

セメントの種類：　・普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ　※高炉ｾﾒﾝﾄB種　・混合ｾﾒﾝﾄ　・図示　

コンクリートの設計基準強度：　・Fc=21N/mm2　・Fc=24N/mm2　・図示

コンクリートの種別：　・Ａ種　・Ｂ種　・図示

 　工法,ｵｰﾙｹｰｼﾝｸﾞ工法

支持地盤の位置、種類：　・図示　・　　

杭の水平方向の位置精度：　・図示　・100mm以内　・　　

杭孔壁の超音波測定：　・行なわない　・行う（　

5.4 ｱｰｽﾄﾞﾘﾙ工法,ﾘﾊﾞｰｽ

5.5 場所打鋼管ｺﾝｸﾘｰﾄ杭

　　　工法、拡底杭工法

５．現場打ちコンクリート杭地業

杭の水平方向の位置精度：　・図示　・100mm以内　・　　

コンクリートの構造体強度補正値(S)：　・図示　※3N/mm　・　

6.3 砂利及び砂地業 砂利及び砂地業の厚さ：　・図示　※60mm　・100mm　・120mm　・150mm　・　　　

捨てコンクリートの厚さ：　・図示　※50mm　・　mm　・120mm　・150mm　・　　　6.4 捨てｺﾝｸﾘｰﾄ地業

6.5 床下防湿層 床下防湿層の適用：　・適用しない　・適用する　・図示

床下防湿層の範囲：　・図示　・　

６．砂利、砂および捨てコンクリート地業等

５
章　

鉄
筋
工
事

1.* 鉄筋工事

2.1 鉄　筋

2.2 溶接金網 溶接金網の寸法、径：　・φ6x150x150　・φ6x100x100　・φ4.5x50x50　・図示　・　

3.4 継手及び定着

・本章の事項は構造特記仕様書による

3.4 ｾﾒﾝﾄﾐﾙｸ工法

3.5 鉄筋のかぶり厚さ

　　　　　　及び間隔 土に接する柱、梁、スラブ及び壁の鉄筋のかぶり厚さ（軽量コンクリートの場合）：

塩害を受ける恐れのある部分等の鉄筋のかぶり厚さ：　・図示　・　

特殊な鉄筋継手のあき寸法：　・図示　・　

3.7 各部配筋

4.9 圧接完了後の試験

　　　　・ｶﾞｰﾄﾞﾌｪﾝｽ；H=1.8m　・A型ﾊﾞﾘｹｰﾄﾞ；H=0.8m

　・防護鉄網　・防護ｼｰﾄ　・防護棚　・防音ｼｰﾄ　・防音ﾊﾟﾈﾙ

工法の適用：　・打込み工法(4.3.3)　・ｾﾒﾝﾄﾐﾙｸ工法(4.3.4)

杭の継手の工法：　・ｱｰｸ溶接　・無溶接継手（工法；　　　）

杭の現場継手の工法：　・自動ｱｰｸ溶接　・半自動ｱｰｸ溶接　・　

工法の適用：　・ｱｰｽﾄﾞﾘﾙ工法(4.5.4)　・ﾘﾊﾞｰｽ工法(4.5.4)　・ｵｰﾙｹｰｼﾝｸﾞ工法(4.5.4)　

地表面粗度区分：　・Ⅰ　・Ⅱ　・Ⅲ　・Ⅳ　

株式会社 東京設計事務所

業務名/工事名

施工箇所名

図面の種類

図面番号縮　　　尺

事 務 所 名 可児市水道部水道課

可児市虹ケ丘地内

設　計　者

各部の配筋：　・図示　・　

抜取試験の方法：　※超音波探傷試験

・引張試験　・　

特記仕様書

特記仕様書－１

－

5.9 化学物質の濃度測定

基準風速：　・Ｖｏ＝３２(m/s)　平成12年建告第1454号第2

・リサイクル発生材；「建設リサイクル法」に準じ適正な措置を講ずる事。

施工計画書：　・監督員の承諾を受けたもの　・　

・SR295　・SD295A　・SD295B　・SD345　・SD390　・図示　・　

鉄筋の種類：　・構造細目共通図による

・重ね継手　・ガス圧接継手　・機械継手　・図示　・　

継手の種類：　・構造細目共通図による

・図示　・40mm　・50mm　・60mm　・　　

梁主筋の重ね継手長さ：　・構造細目共通図による

継手の位置：　・構造細目共通図による

5.2 鉄筋の継手　

・構造細目共通図による

・構造細目共通図による

　・該当項目無き章は，省略している。
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虹ケ丘配水池建設

電気・機械室築造工事

（場内配管・電気機械室築造）工事

章 項　目 特記事項 章 項　目 特記事項 章 項　目 特記事項

６
章　

コ
ン
ク
リ
｜
ト
工
事

６
章　

コ
ン
ク
リ
｜
ト
工
事

７
章　

鉄
骨
工
事

1.* ｺﾝｸﾘｰﾄ工事 8.3 材　料 スリーブ：　・つば付き鋼管　・紙ﾁｭｰﾌﾞ

2.5 溶接材料 溶接棒等(標準仕様書表7.2.4)及びガス以外の溶接材料：　・図示　・　

2.1 ｺﾝｸﾘｰﾄの種類

２．コンクリートの種類及び品質

2.6 ﾀｰﾝﾊﾞｯｸﾙ 種類：　※建築用ﾀｰﾝﾊﾞｯｸﾙ（胴；割枠式、ﾎﾞﾙﾄ；羽子板ﾎﾞﾙﾄ）　・図示　・　

2.2 ｺﾝｸﾘｰﾄの強度

１０．軽量コンクリート

2.6 ﾀｰﾝﾊﾞｯｸﾙ ねじの呼び等：　・図示　・　

施工部位 設計基準強度(N/mm2) 備　考

10.1 一般事項 土に接する軽量コンクリートの使用：　・使用する【使用箇所：　・図示　・　　　】

2.7 ﾃﾞｯｷﾌﾟﾚｰﾄ 構造床として使用するデッキプレートの材質、形状、寸法等：　・図示　・　　

・構造躯体（基礎～　階） 30

水に接する軽量コンクリートの使用：　・使用する【使用箇所：　・図示　・　　　】

合成スラブとして使用するデッキプレートの材質、形状、寸法等：　・図示　・　　

・構造躯体（　階～　階） 24

軽量コンクリート種類：　・下表による　・図示　・　

床型枠用鋼製デッキプレート：標準仕様書6.9.3(c)による

21

施工部位 種類 備　考

その他のデッキプレートの材質、形状、寸法等：　・図示　・　　

・捨てｺﾝｸﾘｰﾄ ・18　・21

・ルーフバルコニー防水押え ・1種 ・2種

2.8 ﾚｰﾙ レールの規格、形状、寸法等：　・下表による　・図示　・　

・屋上防水押え ・1種 ・2種

施工部位 規格番号 形状、寸法 備　考

コンクリートの要求性能等による種類：　・図示　・　

・浴室防水押え ・1種 ・2種

・天井クレーン走行用 JIS E 1101 ・形状、寸法は図示

コンクリートの種別：　※Ｉ類　・Ⅱ類

10.2 材料及び調合 所要スランプ：　※21cm以下　・18cm以下　・図示　・　

JIS E 1102

JIS B 1251

施工部位 設計基準強度(N/mm2) 備　考

１１．寒中コンクリート

2.9 柱底均しﾓﾙﾀﾙ モルタルの種類：　・図示　・無収縮モルタル　・　

・ﾙｰﾌﾊﾞﾙｺﾆｰ防水押え ・18　・21

11.2 材料及び調合 適用期間：　・図示　・１１月　日～４月　日まで

無収縮モルタルの調合：　※標準仕様書7.2.9(b)(1)～(4)による　・図示　・　

・屋上防水押え ・18　・21

積算温度の採用：　・採用する　・採用しない

2.10 材料試験等 引張りを受ける鋼板の試験：　・適用する　・適用しない　・図示　・　

・浴室防水押え ・18　・21

コンクリートの要求性能等による種類：　・図示　・　

１２．暑中におけるコンクリートの取扱い

３．工作一般

コンクリートの種別：　※Ｉ類　・Ⅱ類

12.2 材料及び調合 構造体強度補正値(S)：　※6 N/mm　・　

3.2 工作図 現寸図は必要に応じて作成する

高力ボルト、普通ボルト、アンカーボルトのヘリ、ピッチ、ゲージ等：

１３．マスコンクリート

　・鉄骨工作標準図による又、同図面に記載なき事項は国土交通大臣官房官庁営繕部

2.4 ﾜｰｶﾋﾞﾘﾃｨｰ及びｽﾗﾝﾌス゚ランプ：　※標準仕様書表6.2.2による　・図示　・　　

13.2 材料及び調合 セメントの種類：　・中庸熱ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ　・低熱ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ　・高炉ｾﾒﾝﾄB種

　　「建築鉄骨設計基準及び同解説」による鉄骨設計基準図による。

2.5 構造ｺﾝｸﾘｰﾄの仕上り打放し仕上げの種別（合板せき板を用いる場合）

　　　　　　　　　・ﾌﾗｲｱｯｼｭｾﾒﾝﾄB種　・混合ｾﾒﾝﾄ

　・図示　・　

施工部位 種別 備　考

混合セメントの混和材：　・ﾌﾗｲｱｯｼｭ【・Ⅰ種　・Ⅱ種】

3.10 仮　組 仮組の実施：　・行わない　・行う

・化粧打放し部 A種

　　　　　　　　　　　　・高炉ｽﾗｸﾞ微粉末(4000)

・打放し補修下地部 B種

13.3 品　質 所要スランプ：　・8cm以下　・12cm以下　※15cm以下　・　

４．高力ボルト接合

・基礎部 C種

4.2 摩擦面の性能及び すべり係数試験の実施：　・行わない　・行う

１４．無筋コンクリート

　　　　　　　　処理 試験の方法、試験片の摩擦面の状態：　・図示　・　

14.1 一般事項 適用箇所：　※標準仕様書6.14.1(d)による　・下表による　・図示

4.7 締付け ﾎﾞﾙﾄ長さがねじの呼びの５倍をJIS型ﾎﾞﾙﾄのﾅｯﾄ回転法の回転量：　・120°　・　

３．コンクリートの材料及び調合

施工部位 設計基準強度(N/mm2) スランプ

3.1 ｺﾝｸﾘｰﾄの材料 セメントの種類：　※普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄA種　※混合ｾﾒﾝﾄA種　・高炉ｾﾒﾝﾄB種

・バルコニー防水押え ・18　・21 ※15以下 ※18以下

６．溶接接合

　　　　　　　　　・ﾌﾗｲｱｯｼｭｾﾒﾝﾄB種

・浴室防水押え ・18　・21

6.3 溶接技能者 溶接技能者の技量付加試験：　・行わない　・行う

高炉セメントＢ種の適用箇所：　・図示　・基礎　・地中梁　・　

6.4 材料準備 開先の形状：　・図示　・　

フライアッシュセメントＢ種の適用箇所：　・図示　・　

6.7 溶接施工 エンドタブの切除の有無：　・無し　・有り【切除の適用箇所：　・図示　・　　　】

骨材のアルカリシリカ反応性による区分：　※A ・B

１５．流動化コンクリート

スカラップの形状：　・図示　・　

混和剤：　・AE剤　・AE減水剤　・高性能AE減水剤　・　

15.1 一般事項 流動化コンクリートの適用：　・適用する【使用箇所：　・図示　・　　　】

6.11 溶接部の試験 完全溶け込み溶接部の超音波探傷試験：　・適用する　　・適用しない

混和材：　・ﾌﾗｲｱｯｼｭ　・高炉ｽﾗｸﾞ微粉末　・膨張剤　・　

◎工場溶接の場合

3.2 ｺﾝｸﾘｰﾄの調合 混和材料の使用方法等：　・図示　※製造ﾒｰｶｰ資料に基づき承諾　

製作工場の社内検査：　・行わない　※行う（全数検査を行い試験結果報告書を提出）

第三者機関による検査：　※行う　・行わない

７
章　

鉄
骨
工
事６．コンクリートの工事現場内運搬並びに打込み及び締固め

1.* 鉄骨工事 ・本章の事項は構造特記仕様書による

ＡＯＱＬ：　・2.5％　※4.0％

6.3 打継ぎ 打継ぎ目地の見付寸法：　・図示　・25mm　・20mm　・15mm　・　

1.3 鉄骨製作工場 製作工場のグレードは下記同等以上で大臣認定された工場とする：

検査水準：　・第1水準　・第2水準　・第3水準　・第4水準　・第5水準　※第6水準

　　・Sｸﾞﾚｰﾄﾞ　・Hｸﾞﾚｰﾄﾞ　・Mｸﾞﾚｰﾄﾞ　・Rｸﾞﾚｰﾄﾞ　・Jｸﾞﾚｰﾄﾞ

◎工事現場溶接の場合

８．型枠

施工監理技術者：　・適用する　・適用しない

第三者機関による検査：　※行う　・行わない

8.2 一般事項

2.1 鋼　材 鋼材の材質：　・下表による　・図示　・　

ＡＯＱＬ：　・2.5％　※4.0％

ひび割れ誘発目地の位置、形状、寸法：　・下表による　・図示　・　

施工部位 材質（種類の記号） 備　考

施工部位 位置 形状 寸法(見付x深さ)

・構造躯体 SS400

７．スタッド溶接及びデッキプレート溶接

・片持ちスラブ ・図示 ・両転び ・片転び 20mmx15mm

・構造躯体（　階～　階） SM490A

7.8 ﾃﾞｯｷﾌﾟﾚｰﾄの溶接 デッキプレートと鉄骨の溶接方法：　・図示　・　

・外部開口部廻り ・図示 ・両転び ・片転び 15mmx12mm

・構造躯体（　階～　階） STKR400

・壁タイル張り仕上面 ・図示 ・両転び ・片転び 15mmx10mm

BCR295

８．錆止め塗装

8.3 材　料 型枠の材料等：　・下表による　・図示　・　

SN400C

8.3 塗料の種別 ＳＲＣ造の鋼製スリーブ（鉄骨に溶接されたもの）の内面：

種類 種別・厚さ 材質

SSC400

　・図示　・標準仕様書 表18.3.1【※A種　・B種　・C種】　・　

・合板 ※｢ｺﾝｸﾘｰﾄ型枠用合板のJAS｣・12mm ※複　合

SN400A

耐火被覆材の接着面：　・図示　・標準仕様書 表18.3.1【・A種　・B種　・C種】　・　

・｢ｺﾝｸﾘｰﾄ型枠用合板のJAS｣・15mm ※南洋材

2.2 高力ﾎﾞﾙﾄ 種類：　・ﾄﾙｼｱ型高力ﾎﾞﾙﾄ2種(S10T)　・JISの高力ﾎﾞﾙﾄ2種(F10T)

・床型枠用鋼製ﾃﾞｯｷﾌﾟﾚｰﾄ ・針葉材

　　　　・溶融亜鉛めっき高力ﾎﾞﾙﾄ1種(F8T相当)　

９．耐火被覆

鋼材の形状及び寸法：　・図示　・　

高力ボルトの径：　・図示　・　

9.2 種別及び性能 耐火被覆材の種別及び性能：　※図示　・　

断熱材を兼用した型枠材：　・使用する【使用箇所：　・図示　・　　　】

2.3 普通ﾎﾞﾙﾄ 普通ボルトの径：　・図示　・　

ＭＣＲ工法：　・適用する【適用箇所：　・図示　・　　　】

2.4 ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ 構造用アンカーボルトの材質：　・図示　・SNR400A　・SNR400B　・SNR490B

１０．工事現場施工

スリーブ：　※標準仕様書6.9.3(i)による　・図示

建方用アンカーボルトの材質：　・図示　・SS400　・SS490　・SS540

10.3 ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ等の設置

　　　　　　・硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管　・溶融亜鉛めっき鋼管　・鋼管　・つば付き鋼管

ねじの種類、等級の規格及び仕上げの程度：　※標準仕様書表7.2.3による　・　

株式会社 東京設計事務所

業務名/工事名

施工箇所名

図面の種類

図面番号縮　　　尺

事 務 所 名 可児市水道部水道課

可児市虹ケ丘地内

設　計　者

構造用アンカーボルトの適用：

建方用アンカーボルトの適用：

・適用する　・適用しない

・適用する　・適用しない

特記仕様書－２

－

・構造躯体（１階）

C種・スラブ裏部

外部に面する打放し仕上げの増打厚さ：　・25mm　・20mm　・15mm　・図示　

・本章の事項は構造細目共通図による

・構造細目共通図による

・気乾単位容積質量による種類：　・普通ｺﾝｸﾘｰﾄ（下表による）　・図示

・気乾単位容積質量による種類：　・軽量ｺﾝｸﾘｰﾄ（下表による）　・図示
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虹ケ丘配水池建設

電気・機械室築造工事

（場内配管・電気機械室築造）工事

株式会社 東京設計事務所

業務名/工事名

施工箇所名

図面の種類

図面番号縮　　　尺

事 務 所 名 可児市水道部水道課

可児市虹ケ丘地内

設　計　者

特記仕様書－３

－

章 項　目 特記事項 章 項　目 特記事項章 項　目 特記事項

部分粘着層付改質アスファルトルーフィングの種類及び厚さ：

改質アスファルトルーフィングの種類及び厚さ：

　　　※標準仕様書表9.2.5～9.2.8による　・図示　・　

　　　※標準仕様書表9.2.3～9.2.8による　・図示　・　

10.3 ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ等の設置

12.4 溶融亜鉛めっき

　　　　高力ﾎﾞﾙﾄ接合

11.2 施　工

構造用アンカーフレームの形状及び寸法：　・図示　・　

構造用アンカーボルトの形状及び寸法：　・図示　・　

アンカーボルトの保持及び埋込み工法の種別：　・A種　・B種　・C種

柱底均しモルタルの工法の種別：　※A種　・B種

柱底均しモルタルの厚さ：　・図示　・　

ボルトの接合方法：　・図示　・　

りん酸塩処理等の場合の摩擦面のすべり耐力等の確認方法：　・図示　・　

摩擦面の処理：　・ﾌﾞﾗｽﾄ処理　・りん酸塩処理等

１１．軽量形鋼構造

１２．溶融亜鉛めっき工法

７
章　

鉄
骨
工
事

９
章　

防
水
工
事

・保証書（請負人、材料製造所、防水施工者の連帯保証）は各２通提出すること。

・防水施工者は、防水材料製造所指定の施工者とし、監督員の承諾を受ける。

水張り試験：　・行う　・行わない

　試験方法：　※ドレイン廻りをルーフィング類やウエス類で仮の蓋をし、防水層の立

1.* 防水工事の保証書

　　の提出、保証年限

・塗膜防水

保証書提出工事 保証年限

※10年　・　年

※10年　・　年

※10年　・　年

※10年　・　年

※10年　・　年

※10年　・　年

※10年　・　年

※10年　・　年

※10年　・　年

※10年　・　年

※10年　・　年

　試験箇所：　・３階屋上部分、階段室２（Ｒ階部分）

・ｱｽﾌｧﾙﾄ防水

・改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄ防水

・合成高分子ﾙｰﾌｨﾝｸﾞ防水

地下室・貯水槽

浴　室・便　所

屋根（露出用）

屋根（保護用）

保証箇所

　　　　　　　　上がり端部を越えないように水を張り、２４時間以上そのままにして

２．アスファルト防水

　　　　　　　　おいた後、周辺や階下への漏れの有無を確認する。

2.2 材　料

◎屋根保護防水断熱工法の断熱材　

　　　　　・　

　厚さ：　・30mm　・25mm　・図示

◎屋根露出防水断熱工法の断熱材　

　材質：　※A種押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ3種bｽｷﾝ層付(JIS A9511)

　　　　　・　

　厚さ：　・30mm　・25mm　・図示

　材質：　※A種押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ2種1号又は2号(JIS A9511)

◎絶縁用シート

　　　　　　　　　　　　　　　・　

　材質（保護防水断熱工法）：　※ﾌﾗｯﾄﾔｰﾝｸﾛｽ(70g/m2程度)

　材質（保護防水工法）　　：　※ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ；t=0.15mm以上

　　　　　　　　　　　　　　　・　

2.3 防水層の種類、

　　　　種別及び工法

種　類 種　別 施工箇所

階段室・２／Ｒ階

・A-1　・A-2　・A-3 

・AI-1 ・AI-2 ・AI-3

・B-1　・B-2　・B-3 

・BI-1 ・BI-2 ・BI-3

・D-1　・D-2 

◎脱気装置

　工法：　・　

屋内防水部分の保護層：　・設ける　　・設けない

◎防水層下地2.4 施　工

　下地モルタル塗り：　・適用する　・適用しない

立上がり部の保護コンクリートの適用：　・適用する　・適用しない

・D-3　・D-4 

・E-1　・E-2 

・DI-1 ・DI-2 

　　適用箇所；　2.4 施　工

　立上りコンクリートの仕上の種別：　・A種　・B種　・C種　・　

防水立上がり端部押さえ金物：　・使用する　・使用しない

伸縮調整目地　　：　・図示　・　

2.5 保護層等の施工 立上がり部の保護：　・ｺﾝｸﾘｰﾄ押え　・れんが押え　・ﾓﾙﾀﾙ押え

　　　　　　　　　　・乾式保護材　・ｱﾙﾐ水切り金物押え　

屋上排水溝　　　：　・適用　・適用しない

3.2 材　料

３．改質アスファルトシート防水

改質アスファルトルーフィングの種類及び厚さ：

部分粘着層付改質アスファルトルーフィングの種類及び厚さ：

　　　※標準仕様書表9.3.1～9.3.3による　・図示　・　

　　　※標準仕様書表9.3.1～9.3.3による　・図示　・　

2.3 防水層の種類、

　　　　種別及び工法

種　類

・露出防水絶縁

・屋内防水密着

種　別 施工箇所

・AS-T1 ・AS-T2 ・AS-J1

・AS-T3 ・AS-T4 ・AS-J2

・ASI-T1 ・ASI-J1

　　　　・　

4.2 材　料

４．合成高分子ルーフィングシート防水

種類：　・加流ｺﾞﾑ系　・塩化ﾋﾞﾆﾙ樹脂系　・熱可塑性ｴﾗｽﾄﾏｰ系

4.3 種別及び工程

・1.2　・　

・1.5　・　

・1.5　・　

・2.0　・　

・1.2　・　

仕上塗装：　・ｼﾙﾊﾞｰ　・ｶﾗｰ　・ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ　・遮熱塗料

絶縁シートの種類及び厚さ：　※標準仕様書表9.4.1及び9.4.2による　・図示　・　

種　別 シートの厚さ(mm) 施工箇所

・S-F1　・S-F2

・S-M1 ・S-M1 ・S-M3

・SI-F1　・SI-F2

・SI-M1　・SI-M2

4.4 施　工 ＰＣコンクリート部材下地の目地処理：　・図示　・　

5.3 種別及び工程 種　類

・ｳﾚﾀﾝｺﾞﾑ系

・ｺﾞﾑｱｽﾌｧﾙﾄ系

・ｱｸﾘﾙｺﾞﾑ系

・X-1 　・X-2 

種　別

・Y-1 　・Y-2 

施工箇所

５．塗膜防水

◎脱気装置

　種　類　：　※製造メーカー指定　・　

仕上塗装：　・ｼﾙﾊﾞｰ　・ｶﾗｰ　・ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ　・遮熱塗料

　設置数量：　※製造メーカー指定　・　

保護層：　・設置する　・設置しない

6.1 適用範囲

・C-UI　・C-UP

部　位

・C-UI　・C-UP

種　別 施工箇所

・図示　・地下外壁　・地下床　・ﾋﾟｯﾄ

・図示　・地下外壁　・水槽　・ﾋﾟｯﾄ

6.2 材　料

6.4 施　工

６．ケイ酸質系塗布防水

７．シーリング

7.* 保証年限

防水層立上り部の保護の種類：

　　　・乾式保護　・湿式保護【・図示　※普通れんが(JIS R1250)　・ﾒﾀﾙﾗｽ　・　】

・保護防水密着

・保護防水絶縁

・背面水圧側

・水圧側

下地処理：　・　

・露出防水密着

・露出防水絶縁

　種　類　：　※製造ﾒｰｶｰ指定　・　

　設置数量：　※製造ﾒｰｶｰ指定　・　

　ルーフドレン廻りの断熱材の張仕舞い位置：　・製造ﾒｰｶｰ推奨による　・図示 シーリング保証書：

・提出する　・提出しない

（請負人、材料製造所、

　シーリング施工者連帯保証）は 　各２通提出すること。

・保証書

ノンブリードタイプシーリング材の適用：　※使用する　・使用しない

　　　　　　　・　

　※標準仕様書9.6.2による

施工箇所 シーリング材の種類 目地寸法(mm) 保証年限

15(W)x10(D)

 5(W)x 5(D)

　　年

３　年

　　年

・各階打継部分

・タイル伸縮目地

・ガラス留付け

・サッシ廻り

　施工箇所：　・ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系ｼｰﾘﾝｸﾞで仕上げありの部位

※簡易接着性試験　・引張接着性試験

7.2 材　料

7.5 ｼｰﾘﾝｸﾞ材の試験

・誘発目地部分

図示

図示

　※標準仕様書9.6.2による

　※標準仕様書9.6.2による

図示

３　年

３　年

９
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4.* 保証年限 防水保証書：

・提出する　・提出しない

（請負人、材料製造所、

　防水施工者連帯保証）は 　各２通提出すること。

・保証書



虹ケ丘配水池建設

電気・機械室築造工事

（場内配管・電気機械室築造）工事

株式会社 東京設計事務所

業務名/工事名

施工箇所名

図面の種類

図面番号縮　　　尺

事 務 所 名 可児市水道部水道課

可児市虹ケ丘地内

設　計　者

特記仕様書－４

－

章 項　目 特記事項 章 項　目 特記事項章 項　目 特記事項
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章　

タ
イ
ル
工
事

２．セメントモルタルによる陶磁器質タイル張り

2.2 材　料 タイルの種類等：　・図示　・下表による　・　

耐凍害性 色 釉薬

有 無 標準 特注 施釉 無釉

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

形式・形状寸法

(mm) 区分

用途による
備　考施工箇所

◎タイルの役物

タイルの試験張り：　・行う　・行わない

　使用箇所：　・出隅　・入隅　・幅木　・まぐさ　・窓台

　製造方法：　・接着成型品　・一体成型品

タイルの見本焼き：　・行う　・行わない

2.7 施　工 ◎壁タイル張り

内装以外のユニットタイルの工法：　・ﾏｽｸ張り　・ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ張り

内装タイルの工法：　・改良積上げ張り　・　

外装タイルの工法：　・密着張り　・改良積上張り　・改良圧着張り

３．接着剤による陶磁器質タイル張り

3.2 材　料

・ ・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・ ・

タイルの種類等：　・図示　・下表による　・　

耐凍害性 色 釉薬

有 無 標準 特注 施釉 無釉

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

形式・形状寸法

(mm) 区分

用途による
備　考施工箇所

・ ・ ・ ・ ・ ・

3.2 材　料 ◎タイルの役物

タイルの試験張り：　・行う　・行わない

　使用箇所：　・出隅　・入隅　・幅木　・まぐさ　・窓台

　製造方法：　・接着成型品　・一体成型品

タイルの見本焼き：　・行う　・行わない

◎壁タイル張り

モルタル塗りコンクリート素地面：　・素肌　・MCR工法　・目荒し工法（高圧水洗）

内装タイルの工法：　・内装ﾀｲﾙ接着剤張り　・　

外装タイルの工法：　・外装ﾀｲﾙ接着剤張り　・　

内装以外のユニットタイルの工法：　・外装ﾀｲﾙ接着剤張り　・　

3.7 施　工

４．陶磁器質タイル型枠先付け

4.2 材　料

耐凍害性 色 釉薬

有 無 標準 特注 施釉 無釉

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

形式・形状寸法

(mm) 区分

用途による
備　考施工箇所

・ ・ ・ ・ ・ ・

タイルの種類等：　・図示　・下表による　・　

◎タイルの役物

タイルの試験張り：　・行う　・行わない

　使用箇所：　・出隅　・入隅　・幅木　・まぐさ　・窓台

　製造方法：　・接着成型品　・一体成型品

タイルの見本焼き：　・行う　・行わない

タイル型枠のせき板材料：　※標準仕様書による　・　

4.3 タイル型枠先付

　　　　　　　の種類

大形タイル：　・桟木法　・　

小口タイル：　・ﾀｲﾙｼｰﾄ法　・目地桝法　・　

二丁掛タイル：　・ﾀｲﾙｼｰﾄ法　・目地桝法　・　

・外部階段 ６０ｘ１５０ ﾉﾝｽﾘﾌﾟﾀｲﾙ
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　　　　・　

2.2 材　料

２．長尺金属板葺

　　　　・塗装ｽﾃﾝﾚｽ鋼板　・塗装溶融亜鉛めっき鋼板

下葺材料：　・ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ940　・　

屋根葺形式：　・心木なし瓦棒葺　・立はぜ葺　・平葺　・　2.3 工　法

　　　　　　・改質ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ【・一般ﾀｲﾌﾟ　・複層基材ﾀｲﾌﾟ　・粘着層付ﾀｲﾌﾟ】

雪止め：　・設置する　・設置しない

　　　　・　

板厚(mm)：　・1.0　・0.8　・0.6　・　  

山高(mm)：　・ 90　・150　・180　・　

軒先面戸板：　・有　・無

3.2 材　料

３．折板葺

形式による区分：　・重ね形又ははぜ締め形　・　

種類　：　・和瓦　・洋瓦　・　

大きさ：　・53形　・64形　・　

産地　：　・石州　・淡路　・三州　・　

雪止瓦：　・使用する　・使用しない

　　　　　・鬼瓦（　　　　　　　　　　・隅鬼瓦（

　　　　　・軒先瓦（　　　　　　　　　　・棟瓦（

役物瓦：　・図示　・　

瓦桟の寸法：　※21mm(W)x15mm(H)　・30mm(W)x18mm(H)　・　　

瓦桟の材質：　※杉又は桧　・杉　・桧　・　

区分　：　・釉薬瓦　・塩焼瓦

４．粘土瓦葺

3.3 工　法

4.2 材　料

4.3 工　法

材種：　※塗装溶融55％ｱﾙﾐﾆｳﾑ－亜鉛合金めっき鋼板材種

　　　　・塗装ｽﾃﾝﾚｽ鋼板　・塗装溶融亜鉛めっき鋼板

断熱材張り：　・無　・有（材種等；　　　　　　　）

棟の工法：　・　

掃除口：　・有　・無

鋼管製といの防露：　・行う　・行わない

　施工箇所：　※標準仕様書表13.5.4による　・　

飾り桝：　・塩ビ製　・銅板製　・　

５．と　い

5.2 材　料

5.3 工　法

とい受け金物：　・ｽﾃﾝﾚｽ製　・亜鉛めっき鋼板製　・　

ルーフドレイン：　・ｽﾃﾝﾚｽ製　・鋳鉄製　・ｱﾙﾐﾆｳﾑ製

瓦桟木の留付け工法：　※標準仕様書による　・　

14
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・ｻﾃﾝ仕上げ

あと施工アンカーの引抜き試験：　・行う　・行わない

材質：　・図示　・SUS304　・SUS430　・　

・鏡面仕上げ

種　別 施工箇所

２．表面処理

1.3 工　法

2.1 ｽﾃﾝﾚｽの表面仕上

・ﾊﾞﾌ(#400)

※HL仕上げ

※№2B

軒どいの材種：　・ｽﾃﾝﾃｽ既製品　・ｱｽﾌｧﾙﾄ被覆鋼板　・耐候性被覆鋼板　

縦どいの材種：　・ｽﾃﾝﾚｽ製既製品　・配管用鋼管　・硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管【・ｶﾗｰ　・】　

板厚：　・0.4mm以上　・0.6mm　・0.8mm　・　  

14
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・B-1種

・B-2種

・A-1種

・D種

表面処理：　・下表による　※標準仕様書による

　　　　　　　　　　　　　・　

・電気亜鉛ﾒｯｷ

・溶融亜鉛ﾒｯｷ

種類：　※標準仕様書表14.4.1による　・　

屋外の野縁受け、吊りボルト、インサートの間隔：　・≒@900mm　・ 

屋外の野縁の間隔：　※標準仕様書表14.4.2による　・　

表面処理種　別 施工箇所

標準仕様書による

標準仕様書による

標準仕様書による

・ｱｸﾘﾙ樹脂焼付塗装

・ﾌｯ素樹脂焼付塗装

表面処理方法 種　別 施工箇所

・A種　・B種　・C種

・D種　・E種　・F種

４．軽量鉄骨天井下地

・屋外階段各部　・屋上部各手摺

2.2 ｱﾙﾐﾆｳﾑ及びｱﾙﾐﾆｳﾑ

　　　合金の表面処理

2.3 鉄鋼の亜鉛ﾒｯｷ

4.2 材　料

4.3 形状及び寸法

　　　　　　　　　　　　　・静電塗装　・ふっ素樹脂焼付塗装

4.4 工　法

陽極酸化皮膜の着色方法：　※二次電解着色　・ｱﾙｶﾘ樹脂焼付塗装

吊ボルト間隔が900mmを超える場合の補強方法：　・図示　・　

天井ふところが3mを超える場合の補強方法：　・図示　・　

種類：　・50形　・65形　・90形　・100形　・　

取付け用下地：　※標準仕様書による　・　

表面処理：　・A-1種　・A-2種　・　

種類：　・250形　・300形　・350形　・図示　　

５．軽量鉄骨壁下地

６．金属成形板張り

７．アルミニウム製笠木

８．手すり及びタラップ

5.3 形状及び寸法

6.2 材　料

6.3 工　法

7.2 材　料

7.3 工　法

8.2 材　料

材　種

製　法

表面処理

種　類 材　種 表面処理の種別

・手すり

・鋼

・No.2B　・　

・14.2.2のC種

亜鉛めっきの場合

・ｱﾙﾐﾆｳﾑ

・押出し　・ﾌﾟﾚｽ

・ﾛｰﾙ ・ﾛｰﾙ

・押出し　・ﾌﾟﾚｽ

・ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板　

・55％ｱﾙﾐ-亜鉛合金めっき処理

・ｱﾙﾐﾆｳﾑ

・ｽﾃﾝﾚｽ鋼

・ﾀﾗｯﾌﾟ

天井ふところが1.5mを超える場合の補強方法：　※標準仕様書による　・図示　・　

耐風圧、耐積雪対応固定方法：　・製造ﾒｰｶｰ仕様による　・　

・A-1　・A-2　・B-2　
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材種：　※塗装溶融55％ｱﾙﾐﾆｳﾑ－亜鉛合金めっき鋼板材種(フッ素樹脂塗装)
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章 項　目 章 項　目 特記事項章 項　目 特記事項 特記事項

水切り板：　・取付ける　・取付けない

ぜん板　：　・取付ける　・取付けない

　遮音性の等級：　・T-1 ・T-2 ・T-3 ・T-4

防音ドアセット、サッシの適用：　・適用　・適用しない　・図示

断熱ドアセット、サッシの適用：　・適用　・適用しない　・図示

　断熱性の等級：　・H-1 ・H-2 ・H-3 ・H-4 ・H-5

・A種

・B種

・C種

種　別 耐風圧性 気密性 水密性 枠の見込み寸法（ｍｍ）

W-4

W-5A-4

A-3
S-4

S-5

S-6

 70

100
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既製目地：　・適用　・不適用

既製目地の形状寸法等：　・図示　・　

床の目地：　・設ける　・設けない

　工法：　※押し目地　・切り目地　・　

２．モルタル塗り

2.5 工　法

2.2 材　料

外壁タイル下地モルタルの接着力試験：　・行う　・行わない

施工箇所：　・一般の床、倉庫、車庫、通路　・塗り物、敷物、張り物等の下地

　　　　　　・防水の下地　・　

３．床コンクリート直均し仕上げ

3.1 適用範囲

薄付仕上塗材の施工箇所：　・図示　・　

・外装薄塗材Ｓi

・外装薄塗材Ｅ

材料の防火指定：　・無　・有（

厚さ：　※10mm　・図示

４．セルフレベリング材塗り

５．仕上塗材仕上げ

4.2 材　料

5.2 材　料

吹付け

吹付け

吹付け

こて塗り

吹付け

こて塗り

工 法

・可とう形外装

　　　　　薄塗材Ｓi

・可とう形外装

　　　　　薄塗材Ｅ

・砂壁状・ゆず肌状

・ゆず肌状・さざ波状

・砂壁状・ゆず肌状

・砂壁状・ゆず肌状

・ゆず肌状・さざ波状

・ゆず肌状・さざ波状

・砂壁状・ゆず肌状・着色骨材砂壁状

・平たん状・凹凸状・着色骨材砂壁状

・平たん状・凹凸状

・ゆず肌状・さざ波状

種類（呼び名） 仕上げの形状

ﾛｰﾗｰ塗り

ﾛｰﾗｰ塗り

ﾛｰﾗｰ塗り

ﾛｰﾗｰ塗り

・防水形外装薄塗材Ｅ

・外装薄塗材Ｓ

・内装薄塗材Ｃ

・内装薄塗材Ｌ

・内装薄塗材Ｅ

・内装薄塗材Ｓi

・ゆず肌状・さざ波状

・凹凸状

・砂壁状

・凹凸状

・平たん状・凹凸状

・ゆず肌状・さざ波状

・砂壁状じゅらく・ゆず肌状

・ゆず肌状・さざ波状

・京壁状じゅらく・ゆず肌状

・平たん状・凹凸状

・平たん状・凹凸状

吹付け

吹付け

吹付け

吹付け

こて塗り

こて塗り

こて塗り

吹付け

ﾛｰﾗｰ塗り

ﾛｰﾗｰ塗り

ﾛｰﾗｰ塗り

品質：　・ｾﾒﾝﾄ系　・せっこう系　・　

・外装厚塗材Ｓi

・外装厚塗材Ｅ

・内装厚塗材Ｃ

・内装厚塗材Ｌ

・内装厚塗材Ｅ

・内装厚塗材Ｓi

・内装厚塗材Ｇ

・外装厚塗材Ｃ

厚付仕上塗材の施工箇所：　・図示　・　

材料の防火指定：　・無　・有（

・平たん状・凹凸状・ひき起し

・平たん状・凹凸状・ひき起し

・吹放し・凸部処理

・平たん状・凹凸状・ひき起し・かき落し

・平たん状・凹凸状・ひき起し・かき落し

・平たん状・凹凸状・ひき起し・かき落し

・吹放し・凸部処理

・平たん状・凹凸状・ひき起し

・平たん状・凹凸状・ひき起し

・吹放し・凸部処理

・平たん状・凹凸状・ひき起し・かき落し

・吹放し・凸部処理

こて塗り

吹付け

こて塗り

こて塗り

こて塗り

吹付け

こて塗り

吹付け

こて塗り

吹付け

仕上げの形状種類（呼び名） 工 法

ﾛｰﾗｰ塗り

ﾛｰﾗｰ塗り

・内装薄塗材W

・内装薄塗材W(調湿形)

・内装薄塗材W(耐湿性)

5.2 材　料

複層仕上塗材の施工箇所：　・図示　・　

材料の防火指定：　・無　・有（不燃認定品

・複層塗材ＣＥ

・複層塗材Ｓｉ

・複層塗材Ｅ

・複層塗材ＲＥ

・可とう形複層塗材ＣＥ

・複層塗材ＲＳ

・凸部処理・凹凸模様

・ゆず肌状

・凸部処理・凹凸模様

・ゆず肌状

・凸部処理・凹凸模様

・ゆず肌状

吹付け

吹付け

吹付け

仕上げの形状種類（呼び名） 工 法

ﾛｰﾗｰ塗り

ﾛｰﾗｰ塗り

ﾛｰﾗｰ塗り

仕上げの形状種類（呼び名） 工 法

・防水形複層塗材ＣＥ

・防水形複層塗材Ｅ

・防水形複層塗材ＲＳ

・防水形複層塗材ＲＥ

上塗材溶媒：　※水系　・　

防水形の増塗材の適用：　・する　・しない

・凸部処理・凹凸模様

・ゆず肌状

吹付け

耐候性：　※耐候形3種　・　

ﾛｰﾗｰ塗り

上塗材樹脂：　※ｱｸﾘﾙ系　・　

上塗材外観：　※つやあり　・つやなし　・ﾒﾀﾘｯｸ　・　

種別：　・A種　・B種

６．マスチック塗材塗り

6.2 塗材塗り

8.3 配合、かさ比重

８．ロックウール吹付け

吹付け厚さ：　・図示　・25　・30　・20　・　　　
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防火戸の指定：　・図示　・　

建具見本の制作：　・必要　・不要　

仮組の実施　　：　・行う　・行わない　

・防火戸等の自動閉鎖装置は、日本建築センター評定品とする。

耐震ドアセットの適用：　・適用　・適用しない　・図示

　面内変形追随性の等級：　・D-1　・D-2　・D-3

防虫網の適用：　・適用　・適用しない　・図示

　形式　　：　・外面納まり可動式　・外面納まり固定式

防犯建物部品の適用：　・図示　・適用　・適用しない

1.3 防火戸

1.4 見本の制作等

2.2 性能及び構造

2.3 材　料

２．アルミニウム製建具

建具枠の見込：　・図示　・70　・100　・　

表面色：　・標準色　　・特注色

引違い建具落下防止機構：　・採用する　・採用しない

2.4 形状及び仕上げ

　網の材種：　※合成樹脂製　・ｽﾃﾝﾚｽ製　・ｶﾞﾗｽ繊維入り合成樹脂製

１．一般事項

屋内の建具の表面処理　　　：　・C-1種　・　

結露水の処理方法：　・図示　・　

３．樹脂製建具

S-6

S-5

S-4

枠の見込み寸法（ｍｍ）水密性気密性耐風圧性種　別

・C種

・B種

・A種 W-4

W-5
A-4

 70

3.2 性能及び構造

　　　　　　　　　※塗装溶融亜鉛-5%アルミニウム合金めっき鋼板

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【めっきの付着量：・AZ90　・　　　】

　遮音性の等級：　・T-1 ・T-2 ・　

防音ドアセット、サッシの適用：

　・適用　・適用しない　・図示

外部に面する建具の表面処理：　・B-1種　・B-2種　

15
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ガラスの形式：　・複層ｶﾞﾗｽ　・単層ｶﾞﾗｽ　・三重ｶﾞﾗｽ　・　
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断熱ドアセット、サッシの適用：　・適用　・適用しない　・図示

　断熱性の等級：　・H-1 ・H-2 ・H-3 ・H-4 ・H-5

3.2 性能及び構造

3.3 材　料

3.4 形状及び仕上 建具の表面色：　・標準色　・特注色

3.5 工　法

ぜん板　：　・取付ける　・取付けない

水切り板：　・取付ける　・取付けない

４．鋼製建具

4.2 性能及び構造

防音ドアセット、サッシの適用：　・適用　・適用しない　・図示

　遮音性の等級：　・T-1 ・T-2 ・T-3 ・T-4

簡易気密型ドアセットの適用：　・適用　・適用しない　・図示

　気密性：　・A-1　・　

　水密性：　・W-1　・　

召合わせ、縦小口包み板等の適用：　・適用　・適用しない　・図示

鋼板類の厚さ：　・図示　・0.6mm　・1.5mm(ｽﾃﾝﾚｽ鋼板)　・1.6mm　・2.3mm　・　

ステンレス鋼鈑の材質：　※SUS304,430J1L,430　・SUS304　・SUS430　・　

表面仕上げ：　※HL　・鏡面　・ﾊﾞﾌ（　　）　・　

曲げ加工：　・普通曲げ　・角出し曲げ

性能及び構造：　※JIS規格による　・　

鋼板の種別：　・ﾋﾞﾆﾙ被覆鋼板　・ｶﾗｰ鋼板　・ｽﾃﾝﾚｽ鋼板　・図示　

材質：　※鋼板　・ｽﾃﾝﾚｽ鋼板　・ｱﾙﾐﾆｳﾑ押出型材　・　

性能及び構造：　※JIS規格による　・　

4.4 形状及び仕上げ

5.2 性能及び構造

5.3 材　料

5.4 形状及び仕上げ

５．鋼製軽量建具

６．ステンレス製建具

6.3 材　料

6.5 工　法

鋼板類の厚さ：　※標準仕様書表16.4.2による　・　  

外部に面する鋼製建具の耐風圧性能：　・S-4　・S-5　・S-6　・　

鋼板の種類：　・JIS G 3302；溶融亜鉛めっき鋼板帯

　　　　　　　・JIS G 3317；溶融亜鉛－5%ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金めっき鋼板帯

JIS G 3302のめっきの最小付着量（両面）：　・Z12又はF12（120 g/m2）以上　・　

JIS G 3317のめっきの最小付着量（両面）：　・Y08以上　・　

4.3 材　料

性能及び構造：　※JIS規格による　・　

特記仕様書－５
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虹ケ丘配水池建設

電気・機械室築造工事

（場内配管・電気機械室築造）工事

章 項　目 特記事項 章 項　目 特記事項章 項　目 特記事項

指定建物錠の防犯性能の適用：　・する　・しない

指定建物錠とは、建物の外部出入口用に用いるｼﾘﾝﾀﾞｰ錠・ｼﾘﾝﾀﾞｰ/ｻﾑﾀｰﾝ錠が該当

　耐ピッキング性能　  　・5分未満　・5分以上　※10分以上

　耐鍵穴壊し性能　　　　・5分未満　・5分以上　※10分以上

　耐サムターン回し性能　・なし(5分未満)　※あり(5分以上)

　耐カム送り解錠性能 　 ・なし(5分未満)　※あり(5分以上)

　耐こじ破り性能 　     ・なし(5分未満)　※あり(5分以上)

出荷時の子鍵本数：　※3本　・　　本

鍵箱の適用：　・必要　・不必要

マスターキー：　・製作する　　・製作しない

　　　　　　　　・ﾏｽﾀｰｷｰの製作については施設管理者及び監督員と協議する。

　マスターキーの系統：　・　系統

8.4 鍵
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・ｱﾙﾐﾆｳﾑ製

・鋼　製

・ｽﾃﾝﾚｽ製

・木　製

ガラス留め材

熱線反射ガラスの映像調整：　・行う　・行わない

金属性製建具用パテはJISA5752による。

寸法、厚み：　・図示　・190x190x95　・145x145x95　・　

壁用金属枠：　・図示　・ｱﾙﾐﾆｳﾑ製　・ｽﾁｰﾙ製　・ｽﾃﾝﾚｽ製　・　

表面形状　：　・図示　・ﾌﾟﾚｰﾝ　・梨地　・ｶｽﾐ　・　

補強剤　　：　・図示　・　

　　　　　　　形状等

建具の種類 種類・材質

・ｼｰﾘﾝｸﾞ材　※ｶﾞｽｹｯﾄ　・ﾊﾟﾃ材(・1種　・2種)

※ｼｰﾘﾝｸﾞ材　・ﾊﾟﾃ材(・1種　・2種)

※ｼｰﾘﾝｸﾞ材　・ﾊﾟﾃ材(・1種　・2種)

※ｼｰﾘﾝｸﾞ材　・ﾊﾟﾃ材(・木製用　・　)

14.3ガラス溝の寸法、

14.4工　法

14.5ｶﾞﾗｽﾌﾞﾛｯｸ積み

ガラス溝の大きさ：　※標準仕様書表16.14.1による　・　

伸縮調整目地の位置：　※標準仕様書による　・　

目地幅：　※標準仕様書による　・　

風圧力に対応した工法：　・　

伸縮調整目地の仕上：　※標準仕様書による　・　

化粧目地の色：　・白　・ｸﾞﾚｰ　・黒　・　　

シーリング材：　・ﾎﾟﾘｻﾙﾌｧｲﾄﾞ系　・ｳﾚﾀﾝ系　・ｼﾘｺﾝ系　・　

金属製化粧カバー：　・図示　・　

９．自動ドア開閉装置

9.2 性　能 スライディングドアの開閉性能：　・※標準仕様書表16.9.1による

　　　　　　　　　　　　　　　　・SSLD-1　・SSLD-2　・DSLD-1　・DSLD-2

スイングドアの開閉性能：　・※標準仕様書表16.9.2による　・SWD-1　・SWD-2

9.3 機　構 戸の開閉方法　：　・　

センサーの種類：　・ﾏｯﾄｽｲｯﾁ　・光線ｽｲｯﾁ　・熱線ｽｲｯﾁ　・音波ｽｲｯﾁ　・光電ｽｲｯﾁ

　　　　　　　　　・ﾀｯﾁｽｲｯﾁ　・押ﾎﾞﾀﾝｽｲｯﾁ　・ﾍﾟﾀﾞﾙｽｲｯﾁ　・多機能便所ｽｲｯﾁ　

凍結防止装置：　・有　・無

１０．自閉式上吊り引戸装置

10.3性能等 性能：　※標準仕様書表16.10.1による　・　

１１．重量シャッター

11.2形式及び機構 シャッターの種類：　・図示　・一般重量ｼｬｯﾀｰ　・外壁用防火ｼｬｯﾀｰ　・防煙ｼｬｯﾀｰ

　　　　　　　　　　・ 屋内用防火ｼｬｯﾀｰ　・　

耐風圧性能：　・50　・80　・120　・　

開閉機能　：　※上部電動式（手動併用）　・上部手動式　・　　

シャッターケース：　・図示　※設ける　・設けない

11.3材　料 スラット等鋼板の種類：　・塗装溶融亜鉛めっき鋼板　・溶融亜鉛めっき鋼板

　　　　　　　　　　　　・ｽﾃﾝﾚｽ鋼板　・　　

　溶融亜鉛めっきの付着量：　・Z12(F12)　・　

１２．軽量シャッター　<パイプシャッター>

12.2形式及び機構 開閉形式　：　※手動式　・上部電動式（手動併用）　・　

<開閉形式>：　※手動式　・上部電動式（手動併用）　・　

耐風圧性能：　・50　・80　・120　・　

スラット等鋼板の種類：　・塗装溶融亜鉛めっき鋼板　・ｽﾃﾝﾚｽ鋼板　

　　　　　　　　　　　　・塗装溶融亜鉛-5%ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金めっき鋼板　・ｱﾙﾐ押出型材　　

　溶融亜鉛めっきの付着量：　・Z06(F06)　・AZ90　・　　

<パイプの材質>：　・ｽﾃﾝﾚｽ　・ｽﾁｰﾙ　・　

<パイプ径>　：　・図示　・13mm　・16mm　・19mm　・　

<パイプ間隔>：　・図示　・70mm　・　

<格子間隔>　：　・図示　・500mm　・　

12.4形状及び仕上げ スラットの形状：　・ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞ形　・ｵｰﾊﾞｰﾗｯﾋﾟﾝｸﾞ形

１３．オーバーヘッドドア

13.2形式及び機構 セクション材料による区別：　・図示　・下表による

ｾｸｼｮﾝ材料による区別 開閉方式による種類 収納形式による区分 ガイドレールの材料

・ｽﾁｰﾙﾀｲﾌﾟ ・ﾊﾞﾗﾝｽ式 ・ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ形 ・鋼製

・ｱﾙﾐﾆｳﾑﾀｲﾌﾟ ・ﾁｪｰﾝ式 ・ﾛｰﾍｯﾄﾞ形 ・ｽﾃﾝﾚｽ製

・ﾌｧｲﾊﾞｰｸﾞﾗｽﾀｲﾌﾟ ・電動式 ・ﾊｲﾘﾌﾄ形

・ﾊﾞｰﾁｶﾙ形

耐風圧性能：　・50　・75　・100　・125　

合板類の適用：　・適用　・適用しない　・図示

建具材の加工、組立て時の含水率の種別：　・A種　　※B種　　・C種

・フラッシュ戸の心材の中骨、上下桟及び中桟には空気穴を適正に設ける。

ふすまの上張りの種類：　・本鳥の子　・新鳥の子　・ビニル紙　・　

代用樹種等を適用しない箇所：　・　

かまち戸の見込寸法：　・図示　※36mm　・　

ふすまの見込寸法　：　・図示　※19.5mm　・　

戸ぶすまの見込寸法：　・図示　※30mm　・　

紙貼障子の見込寸法：　・図示　※30mm　・　

　種類：　・ﾗﾜﾝ合板　・ｼﾅ合板　・図示　・　

かまち戸の樹種：　・桧　・ﾅﾗ　・ﾗﾜﾝ　

鏡板の樹種：　・杉　・桧　・ｹﾔｷ　・ﾅﾗ　・ﾗﾜﾝ　

７．木製建具

7.2 材　料

7.3 形状及び仕上げ

7.4 工　法

フラッシュ戸の表面板の厚さ：　・標準仕様書表16.7.5による　・　

ふすまの縁の仕上げ：　・図示　・本漆塗り　・ｶｼｭｰ塗り　・ｳﾚﾀﾝ塗装　・素木　・　

ふすまの工法：　・Ⅰ型　・Ⅱ型　・　

適用範囲：　・建具製作所仕様以外の金物（

　　　　　及び寸法

　ドアクローザのディレードアクション（遅延閉）機能の適用：　・適用　・適用しない

　軸吊りヒンジ：　・自閉装置付き　・自閉装置なし

　戸当り：　・あおり止め(ﾌｯｸ)付き　・あおり止め(ﾌｯｸ)付きなし

８．建具用金物

8.1 適用範囲

8.2 材質、形状、 金物の種類、材質：　※標準仕様書表16.8.1による　・　

樹脂製建具の丁番：　※標準仕様書表16.8.3による　・　
１４．ガラス

ガラスの種類：　・図示　・　14.2 材　料

株式会社 東京設計事務所

業務名/工事名

施工箇所名

図面の種類

図面番号縮　　　尺

事 務 所 名 可児市水道部水道課

可児市虹ケ丘地内

設　計　者

－

特記仕様書－６
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施工箇所

・帯電防止ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ；450x450x2.5

・ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ；500x500x6.5・ｽﾁｰﾙ；500x500x50

・ｱﾙﾐﾀﾞｲｶｽﾄ；450x450x50

・樹脂製；500x500x50

材質・形状・寸法 表面仕上材質・形状・寸法

20

2.2 ﾌﾘｰｱｸｾｽﾌﾛｱ

２．ユニット工事等

適用地震時水平力

　耐荷重性能：　※標準仕様書による　・　

　耐衝撃性能：　※標準仕様書による　・　

　ローリングロード性能：　※標準仕様書による　・　

　耐燃焼性能：　※標準仕様書による　・　

耐震性能：　・0.6G　・1.0G　・　

所定荷重：　・3,000N　・5,000N　・　

耐衝撃性能：　・0.6G　・1.0G　・　

帯電防止性能：　・　

漏えい抵抗：　・　

寸法精度：　※±0.5mm　・　

構造形式による種類

構成材の種類

・S　・P　・SP

・N　・D　・W

・M　・O　・F

・AL　・ST　・E ・W　・st

・0　・12　・20　・28　・36 遮音性

パネル表面仕上げ：　・　

取付建具形状・寸法：　・図示　・　

2.3可動間仕切

ハンガーレール取付け下地の補強：　※標準仕様書による　・　

2.4 移動間仕切

2.5 トイレブース

脚部の形状：　※幅木型　・足金物型

パネルの操作方法による種類：　・　

パネル表面材の材質、仕上げ：　・　

パネル圧接装置の操作方法　：　・　

遮音性能：　・　

あと施工アンカーの材質、寸法等：　・　

パネル表面材材質：　・ﾒﾗﾐﾝ樹脂化粧板　・ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ樹脂系化粧板　・　

取付工法：　※接着工法　　・埋込み工法

形状・寸法：　・図示　・　

厚さ：　・5mm　・8mm　・　

形状・寸法 材　質種　類

・衝突防止表示 ・図示　・　　

・室名札 ・図示　・≒80x200

・図示　・　　・案内板

・ｱｸﾘﾙ板/ｶｯﾃｨﾝｸﾞｼｰﾄ

・ｽﾃﾝﾚｽ　・　

・ｱｸﾘﾙ板/ｼﾙｸｽｸﾘｰﾝ

・図示　・≒250x250

・図示　・　　・非常用進入口 ・ｶｯﾃｨﾝｸﾞｼｰﾄ

・ｱｸﾘﾙ板/ｶｯﾃｨﾝｸﾞｼｰﾄ

・ｱｸﾘﾙ板/ｼﾙｸｽｸﾘｰﾝ

・ｱｸﾘﾙ板/ｶｯﾃｨﾝｸﾞｼｰﾄ

・ｱｸﾘﾙ板/ｼﾙｸｽｸﾘｰﾝ

2.6 階段滑り止め

2.9 鏡

2.10 表　示

材質：　・ｽﾃﾝﾚｽ製ﾀｲﾔ入り　・床材一体型ﾋﾞﾆﾙｼｰﾄ　

・ﾋﾟｸﾄｸﾞﾗﾌ

◇試　験
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・階数表示板

・荷重表示板

・図示　・≒200x200　　

・平付け型 ≒200x200　　

・ｱｸﾘﾙ板/ｼﾙｸｽｸﾘｰﾝ

・ｱｸﾘﾙ板 ｱ.2 / ｼﾙｸｽｸﾘｰﾝ
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虹ケ丘配水池建設

電気・機械室築造工事

（場内配管・電気機械室築造）工事

株式会社 東京設計事務所

業務名/工事名

施工箇所名

図面の種類

図面番号縮　　　尺

事 務 所 名 可児市水道部水道課

可児市虹ケ丘地内

設　計　者

特記仕様書－７

－

章 項　目 特記事項 章 項　目 特記事項章 項　目 特記事項

20

適用安全使用温度：　・　

形　式

ｽﾗｯﾄ成形幅(mm)

ｽﾗｯﾄの材種

・横型ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ ・縦型ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ

・ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金

開閉方式、操作方式

・ｱﾙﾐｽﾗｯﾄ

・ｸﾛｽｽﾗｯﾄ

・2本操作ｺｰﾄﾞ方式　・　・ｷﾞﾔ式　・ｺｰﾄﾞ式

・25　 ・100　・80

巾・高さ：　・図示　・　

材種・品質等：　・図示　・　

2.12 ブラインド

2.11 煙突ライニング

2.13 ﾛｰﾙｽｸﾘｰﾝ

ライニング材：　・ｿﾞﾉﾗｲﾄ系珪酸ｶﾙｼｳﾑ板　・心材付繊維積層ﾗｲﾆﾝｸﾞ材　

操作方法：　・ﾌﾟﾙｺｰﾄﾞ式　・ﾁｪｰﾝ式

きれ地の品質 ひだの種類 形式 引分装置 施工箇所

・

・

・ﾌﾗﾝｽひだ　・つまひだ ・片引

・引分

・有

・無

・ﾌﾗﾝｽひだ　・つまひだ ・片引

・引分

・有

・無

暗幕用カーテンの重なり：　・300mm以上　・　  

形 状ﾚｰﾙ、ﾌﾞﾗｹｯﾄ強さ区分 ﾚｰﾙ材料区分 ﾚｰﾙし上

・10-90

・10-60

・AS　・AP

・SUS　・S

・ｱﾙﾏｲﾄ

・2次電解着色

・角形

・

2.14 ｶｰﾃﾝ及びｶｰﾃﾝﾚｰﾙ カーテンレール：　・図示　・ｼﾝｸﾞﾙ　・ﾀﾞﾌﾞﾙ

補強鉄線の寸法：　・図示　・φ3.2x100x100　・φ3.2x50x50　・　

コンクリートの設計基準強度：　・図示　※標準仕様書による　・　

鉄筋の配筋：　・図示　※標準仕様書による　・　

取付方法：　・図示　・　　

間知石の材種：　・竜岩石　・御影石　・　

練積みの工法：　※谷積み　・布積み

3.2 材　料

3.3 製　作

3.4 養生その他

4.2 材　料

4.3 工　法

３．プレキャストコンクリート工事

４．間知石及びコンクリート間知ブロック積み

ＪＩＳによる質量区分：　※ﾌﾞﾛｯｸA 　・ﾌﾞﾛｯｸB

目塗り：　・行う　・行わない

*.1 階段手すり

*.2 ｶｰﾃﾝ・ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ

　　　　　　ﾎﾞｯｸｽ

*.3 ﾛｰﾙｽｸﾘｰﾝ

＊．その他工事

伸縮目地材の材種及び厚さ：　・図示　・ｴﾗｽﾀｲﾄt=10

笠木　：　・ﾋﾞﾆｰﾙ製　・造作用集成材　・　

受け材　・ｽﾁｰﾙ　・ｽﾃﾝﾚｽ　

材種　：　・木製　・ｽﾁｰﾙ製　・ｱﾙﾐ製　・　

ボックスの種類　・ｶｰﾃﾝ　・ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ　・ｽｸﾘｰﾝ　・　

操作方法：　・ﾌﾟﾙｺｰﾄﾞ式　・ﾁｪｰﾝ式

コンクリート間知ブロック面の形状：　・長方形　・正方形　・H型　・六角形

材種、品質等：　・図示　・　　

巾・高さ：　・図示　・　　

　　　　　　　　　　　　・　

種別：　・館名板　・融資館名板　・　

寸法／材質／仕上げ：　・　

文字数／字体：　・　　字程度／　　　体

高さ：　・図示　・1.8m程度　・天井まで　・　

材種：　・図示　・化粧鋼板製　・　

耐防火性能：　・不燃　・準不燃　・難燃

形式：　・図示　・両開　・片開

折りたたみ幅(mm)：　・図示　・　

*.4 黒板及び

　　　　　ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ

*.5 建物銘板

*.6 案内板

*.7 掲示板

*.8 ｺｰﾅｰﾋﾞｰﾄﾞ

*.9 天井見切り縁

*.10床見切押え金物

*.11 ジョイナー

*.12 既製間仕切

*.13 ｱｺｰﾃﾞｨｵﾝﾄﾞｱ

黒板の種類／色彩／枠：　・焼付け／緑／ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金　・焼付／黒／木製

ホワイトボードの種類／色彩／枠：　・ほうろう／白／ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金　・　

枠材／形状：　・図示　・ｽﾃﾝﾚｽ製／

枠材／形状：　・ｱﾙﾐ製／t=1.0mm　・木製／t=　・　

仕上材：　・特殊発泡加工ﾋﾞﾆﾙ貼（周囲押縁）　・　

材種：　・図示　・ｽﾃﾝﾚｽ　・ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金　・真鋳

材質：　・ｱﾙﾐﾆｳﾑ製　・塩化ﾋﾞﾆｰﾙ製　・　

材質：　・ｽﾃﾝﾚｽ製　・　

形状：　・への字型；幅　　mm　・ﾊｯﾄ型；40mmx20mm　・目地棒型；6mm  

材質：　・塩化ﾋﾞﾆｰﾙ製　・　

組立形式：　・図示　・ﾊﾟﾈﾙ式　・ｽﾀｯﾄﾞ式　・　

表面材：　・図示　・ﾋﾞﾆﾙﾚｻﾞｰ張り　・　

パネル厚さ：　・図示　・　

表面仕上げ：　・図示　・　

接点の接床処置：　・有　・無

寸法(mm)：　・450×450　・600×600

寸法(mm)：　・450×450　・600×600

◎床下換気金物

◎レジスター、固定ガラリ

*.14 ｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾄﾞｱ

*.15 天井点検口

*.16 床下点検口

*.17 屋上点検口

*.18 換気扇取付け枠

*.19 換気口

材質：　・ｽﾃﾝﾚｽ既製品（目地材質共）

材質：　・木製【・米桧　・米栂】　・ｱﾙﾐﾌﾟﾚｰﾄ【厚さ：　・3.0mm　・　】

材質等：　・硬質塩化ﾋﾞﾆｰﾙ管50φ（内側ｽﾃﾝﾚｽ製防虫網外側井桁付ｴﾙﾎﾞｰ型）

　・ｽﾃﾝﾚｽ金網裏打ち　・裏打ちなし

　・鋳鉄（ｺｰﾙﾀｰﾙ焼付厚9mm ）　・樹脂製

材質等：　・ｱﾙﾐﾆｳﾑ既製品（内外枠共）
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　・既製品（外部水切り付固定ｶﾞﾗﾘ

　　内部ｽﾃﾝﾚｽ製防虫網〔外壁取付時〕）

20
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種別：　・一般型　・防水型　・防臭型　・　

鍵：　・有　・無

水抜パイプ：　・有　・無

*.20 ﾏﾝﾎｰﾙｶﾊﾞｰ

*.21 沓拭きマット

*.22 浴　槽

*.23 すのこ

*.24 屋上丸環

*.25 避難ハッチ等

種別：　・A種　・B種（・ﾎｰﾛｰ　・FRP　･ｽﾃﾝﾚｽ）

材種：　・ｽﾃﾝﾚｽ鋼　・　

材種：　・ｽﾃﾝﾚｽ（ｱﾗｰﾑはﾈｼﾞ巻き式）

性能：　・防水防臭型【・化粧型　・一般用】　・　

材種：　・塩化ﾋﾞﾆｰﾙ又はｺﾞﾑ／受枠；ｽﾃﾝﾚｽ鋼　・硬質ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金

　　　　・ｽﾃﾝﾚｽ板

材種：　・木製【・ﾋﾉｷ　・ﾋﾊﾞ　・米桧　・台桧】　・合成樹脂（市場品）

*.26 チェ－ンブロック・０.５ｔ用
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計画建物
計画地盤高さ+153.50

虹ケ丘配水池建設

電気・機械室築造工事

（場内配管・電気機械室築造）工事

T.1

T.8

E

E

Co

Co

Co

As

161.45

159.82

159.26

159.84

167.208 164.85

166.31

164.20

164.04

165.28

166.33
166.31

165.83
166.01

168.64

164.08 164.09

164.11

168.97

164.07

164.01

164.08

159.04

159.01

153.98

154.01

153.99

155.30

154.01

147.02

147.06

147.16

147.22

147.09

147.02

147.23

147.20

147.13
147.19

143.99
144.08

144.71

145.11

144.82

145.30

146.03

144.67

147.02

147.00

147.05

147.22

148.48

147.12

146.99

146.50

147.20
147.20

147.07

147.66

147.34

151.29

153.43

152.44

155.75

156.19

156.06

156.24

157.39

158.04

156.87

155.30

155.52

154.85

155.76

157.79

157.21

157.62

157.94

156.19

156.26

155.67

156.07

159.45

152.45
153.58

153.62

152.26

151.04

150.07
150.26

151.56

149.01

149.89

148.42

146.85

154.65

153.68

154.92
153.90

154.17

153.55

152.56

149.78

152.75

149.25

151.17153.63

145.76

142.68

142.92

143.58

144.76

151.57

154.89

159.06
162.43

163.74

163.39

160.56

160.70

159.93

159.80

157.05159.19

153.99

159.05

159.00
164.09

147.12

153.96

147.17

162.45

160

165

155

150

145

150

145

既設　虹ケ丘配水池

155

153.98

鉄塔

電気室

L=35.988
i=18.062％

+147

94

虹ヶ丘四丁目

1840

312-3

B.
P

BC
.1

E .
P

NO
.2

EC
.1

NO
.3

NO
.1

IP.1

業務名/工事名

図面番号

可児市水道部水道課事 務 所 名

縮　　　尺

図面の種類

施工箇所名

S=1:200

1/200

設　計　者 株式会社　東京設計事務所

可児市虹ケ丘地内

6,000
法42条1項1号

全面道路

虹ヶ丘二丁目42

9425m2
可児市

場内通路

市道路
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4,00
0

配置図

配　　置　　図

凡　例

本工事建物を示す。

Ｎ

測点 Ｘ Ｙ 地盤高(m)

KT.2 -64941.023 -13872.186 146.521

KT.3 -64945.511 -13885.704 147.065

KT.4 -64936.824 -13902.949 154.043

KT.5 -64915.226 -13899.668 154.022

座標

A1 -64954.774 -13916.410

A2 -64952.834 -13912.685

A3 -64959.255 -13909.340

A4 -64961.195 -13913.065

-

-

-

-

KT.6 -64917.860 -13877.394 147.134

A1

A2

A3

A4

KT.6

KT.5

KT.4

KT.2

KT.3



虹ケ丘配水池建設

電気・機械室築造工事

（場内配管・電気機械室築造）工事

堅樋

株式会社 東京設計事務所

業務名/工事名

施工箇所名

図面の種類

図面番号縮　　　尺

事 務 所 名 可児市水道部水道課

可児市虹ケ丘地内

設　計　者

工事区分一覧表

３２

３３

３４

ＮＯ 場　　　所

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

２１

２２

２３

２４

２５

２６

２７

２８

２９

３０

３１

項　　　目ＮＯ 場　　　所
建築機械

建築工事
プラント電気建築電気

土木工事 備　　考
建築機械

建築工事
プラント電気建築電気

土木工事 記載項目例

・ポーチ

・客　土

・足洗場

・スロープ

・床流し

・花　壇

・流し台

・取合差筋 ・コンロ台

・マンホール蓋 ・水切棚

・ハンドホール ・吊戸棚

・タラップ ・浴　槽

・ホイストレール ・スノコ

・バランス釜

・ドレーン

・樋 ・安全水槽

・換気扇取付枠 ・フード

・床排水目皿

・連通管

・トップライト

・ルーフファン

・床仕上

・機械基礎及差筋

・階段室及段ウラ

・側　溝

・グレーチング

・躯　体

・止水板

・スリーブ

・箱　抜

・仕　上

・手　摺

・雨水桝

・笠　木

・ノンスリップ

・床無筋 コンクリート

備　　考

・地下貯油槽外殻

・配管トラフ

・配管ピット

・防水パン

項　　　目
設備工事 設備工事 設備工事 設備工事 設備工事 設備工事

（工事区分の記載事項については区分が不明確になる恐れのあるものについて記入する。）工事区分一覧表

３５

３６

３７

３８

３９

４０

４１

４２

４３

４４

４５

４６

４７

４８

４９

５０

５１

５２

５３

５４

５５

５６

５７

５８

５９

６０

６１

６２

６３

６４

６５

６６

６７

６８

６９

・防液提

・受枠及蓋

・捨コン

・砂利地業

配管工事

土工事

土工事 ハンドホ－ル部

躯体

躯体 １階ＳＬより下部

１階ＳＬより上部

土工事 外部階段部

配管工事

掘削，埋戻し，残土処分

－

仕上表参照

仕上表参照

外部ポ－チ，外部階段

１階ＳＬより下部

（但し，ハンドホ－ル部を含む）開口補強筋共

仕上共

ハンドホ－ル
躯体,無筋,捨コン,栗石

マンホ－ル蓋,足掛金物共

外部

外部仕上

内部仕上

１階ＳＬより上部

１階ＳＬより上部

電気室

弁室

電気室床仕上,巾木：床用塗料

階段床仕上：モルタル塗 内部

内部階段床：ｽﾃﾝﾚｽﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ

機械基礎

　 同　 差筋

電気室

電気室

電気室

外部階段部

弁室

砕石，捨コン，砂利地業
地業工事

床　無筋コンクリート

床　無筋コンクリート

側溝共

配線ピット共

排水ピット

グレ－チング

受枠共

スリーブ・箱抜

スリーブ・箱抜

開口補強筋共

ホイストレール

軒樋

ホイストレール

１階ＳＬより上部

外部

弁室埋込管

地業工事 捨コン
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外部

アルミ手摺

アルミ手摺 内部

配管用受台

　 同　 差筋

弁室

弁室

雨水枡

外部

外部

外部場内側溝

チェ－ンブロック（０.５ｔ）

チェ－ンブロック（０.５ｔ）

弁室上部

弁室上部

電気室上部

電気室上部

荷重表示板 弁室，電気室上部



虹ケ丘配水池建設

電気・機械室築造工事

（場内配管・電気機械室築造）工事

排煙口面積［別表計算書による］　・　全て自然排煙　・　１部　機械排煙

こえる場合の措置法　（・　防煙壁を設置　　　　　　　　　　　　　）

居室の排煙面積１／５０　　　　　　　　・　以　上　　・　以下も有り

以下の場合の措置法（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

高さ

無窓居室　　－歩行距離（　　　　　ｍ）≦３０　・　１０ｍを加えている

・　特別避難階段［１５階以上、地下３階以下］　　・　該当せず

給気口高さ（　　　　　ｍ）／天井高さ（　　　　　ｍ）　≦　１／２

　　　　換気方法（　　　　　　　　　　　　　）
・　無

廊下・階段・通路の壁・天井の仕上材（　　　　　　　　）

　居室の壁、天井の仕上材　　（　　　　　　　　　　）

上記に該当する場合

代用進入口の　巾　　　　　　　　高さ　　又は　　大きさ

・該当しない

・　不要

排煙口までの距離（　　　ｍ）≦３０ｍ

延焼の恐れある部分
・　無

・　有　その部分の構造（　　　　　　　）

２

２

　　　　　　　その他の階（　　　　　）／２００　　≦１　　・２ヶ所

その階の居室の床面積（　　　　　　　m2）、　廊下幅（　　　　ｍ）

・　設置　　［３以上５００m2をこえる、又は延１，０００m2をこえる］

居室の床面積　１００m2（全ての居室）　　・　こえない　　・　こえる

・階数が３以上、延べ５００ｍをこえる
２

２

２

２

火を使用する居室の有無

その他の部分と防火区画

その他の居室－歩行距離（　　　　　ｍ）≦５０　　［廊下・階段　準不燃］

６２

６１

２２

２８

の２

１１６
３５

１２９の

２０の

１２１
３５

３５の

３

１２０

１２５

１２３

１２２

２３

２６

２５

２４

３６

１２１

２３

の２

１１９

１２６

３５

３５

１２６

の３

１２６

の２

３６

１０９

－１６

－１０

１１２

１１２

１１２

３５
の４

の１４

１２９

１２９

の２

３５ １２８

の４

の７

１２６

の６

１２６

５２・５３

５６・５６の２

２～３

建築基準法（令）

審査項目
法令条項

令法

建　築　概　要

判定

地域・地区等

騒音規制、各種保全地域

宅地規制、公園法、その他

都　　　計　　　法

建基法　　　　　条

敷地等と道路との関係

用途地域

容積・建ペイ率　（全施設）

建築物の高さ

防火地域等

斜線

日影

その他の法令・条例

項　　　　　　目 摘　　　　　　要

防火対象物

建　　物　　名

軒　　高　　さ

敷地面積

構造・規模

項　　　　　　目法令・条項 該　当　事　項

その他確認事項

居
室
の
採
光
・
換
気
等

階
段
・
廊
下

耐
火
・

防
火
区
画
・
防
火
戸

排

煙

非
常
照
明

非
常
用
進
入
口

内
装
制
限

そ
の
他

換気設備の技術的基準

屋根葺材

無窓居室の主要構造部

２以上の直通階段

避難階段の設置及構造

直通階段・歩行距離

階段・踊場の幅

踊場の位置及び

階段及び踊場の手すり

階段に代わる傾斜路

廊下幅

屋外階段

防火区画を貫通する
ダンパーの構造等

防火区画

防火区画に
接する部分の構造等

防火戸その他の防火設備

排煙設備の設置

排煙設備の構造

非常照明の設備

非常用進入口の設置

非常用進入口の構造

特殊建築物の内容

避雷設備

屋上広場

バルコニー等の手摺

最高の高さ

建基法　　　　　条４３ 管廊・別棟との接続

２の６

１～３

防火区画・竪穴区画

２

・　防火対象物　第１５項　　・　協議済

・耐火構造以外でこんろ、ボイラー等火を使用する部屋がある

排気口高さ（　　　　　ｍ）≦　　給気口高さ（　　　　　ｍ）

建築面積

延べ床面積

準
耐
火
構
造
等

防火地域　－階数（　　）　　延面積（　　　　m2）　　構　造（　　　　）

窓その他開口部を

換気設備

(自然換気)

　　　有しない居室等

蹴上げ・踏面寸法

直階段の踏幅

　　　　　　　　・　無

鉄筋コンクリート構造

準不燃材

準不燃材

ＡＭ　Ｎｏ．　（　　別　図　による）

耐火

該当なし

・　不要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上］

・　不要

・　設置［延３００m2をこえる又は地階・無窓階・３階以上で床面積５０m2

・　設置［耐火構造で３，０００m2以上又は地階等で床面積６００m2以上］

・　設置［２００m2以上］　　　・　緩和申請する　　　　・　不　要

　　　　　　但し自火報設備無し　　　　　　　　又は自火報設備有り
・　設　置　地階階数３以上　　　　・　不　要　地階階数２以下

・屋外消火栓設備　　・消防用水

・屋内消火栓設備　　・水噴霧消火栓設備等

避難上消火活動上有効な開口部　　　　［別表の計算書による］
・各階共床面積の１／３０以上有り

・　設　置　　　　　　　　・不　要

　地　階　　　・　有　　　・　無　　　無窓階　　　・　有　　　・　無

［避難口・通路誘導灯］

・連結散水設備

　　　　　　　　　　・自動火災報知設備

・貯　蔵　所

・少量危険物

・　設置［１）の面積７００m2以上］　　　・不　要

・　設置［１）が２万m2以上かつ２）が耐火構造で１．５万m2以上］　・　不　要

２１

１９

１７

１１

１０

２４

２６

１０

３２

規則

５－２

の２

２８

２７

消防法（令）

審査項目
法令条項

法 令
チェック 判定

消火器具

屋外消火栓設備

屋内消火栓設備

水噴霧消火設備等

消
火
設
備

非常警報設備

警
報
設
備

そ
の
他

危
険
物

避
難
設
備

消防用水

無窓階

連結散水設備

緩和適用条項

危険物の制限等

誘導灯・誘導標識

１３～１８

自動火災報知器設備

耐火

耐火

条例等による制限の附加の有無 無

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

地域・規模による

構造制限

建基法　　　　　条６１・６２

建基法　　　　　条

チェック

・ 区域外 　　　　　　　　　［耐火・準耐火以外の屋根は告第１３６１号］

・ 施行令１０９条の５区域　構造（　　　　）　屋根材（ 　　　　　　　）

・ ４ｍ以上に付き踊場設ける（　　）ヶ所、ふみ幅（　　　ｍ）≧１．２ｍ

中間手すり　　・　設置［幅・高さ　３ｍ・１ｍをこえる］ 　　　・　不要

勾　配（　　　／　　　）≦１／８　　　表面仕上材　（　　　　　　　　）

［Ａ＞２００ｍ は、両側居室１．６ｍ以上、　　　片側居室１．２ｍ以上］

　　［地上４以上１，５００ｍ をこえるもの耐火、地上３又は５００ｍ を

９０ｃｍ以内の壁面等の構造（　　　　）　［準耐火構造・告第１３６９号］

防火戸面積（　　　　≦　３ｍ ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＦＬ＋１．８ｍ

操作位置（高さ）、壁付１．５ｍ≧（　　　ｍ）≧０．８、天井吊下げ（　　ｍ）

　（　　　　ｍ）　≧　１．１ｍ

・階数が２以上延１，０００ｍ又は階数が１で延３，０００ｍをこえる

該当なし

建基法　　　　　条４８

都市計画区域 都市計画区域内

１２６

容積率　 　　200　％

建ぺい率　　　60　％

居室の採光及び換気

該当なし

　　　　こえ１,５００ｍ 以下のもの準耐火］
２

　　　　　［階数３・面積１００m2以上耐火、左記以外準耐火又は耐火］

［すべて１，５００m2以内］

代用進入口の間隔（　　　　　ｍ　≦　１０ｍ）

準防火地域－階数（　　）　　延面積（　　　　m2）　　構　造（　　　　）

・該当する

・　設置［耐火構造で９，０００m2以上］　　　　　　　・　不　要

・　有　－　室名（　　　　　　　　　　　　　）

該当なし

制限を受ける特殊建築物等

ｍ2

ｍ

ｍ

　（　　　　≧０．７５ｍ、　　　≧１．２ｍ、　　　　≧直径１．０ｍ）

該当なし

・　設置［延１，０００m2以上又は床面積３００m2以上］　　・　不　要

１）地階の床面積合計（　　　　　m2）－

発電機室・電気室・ボイラー室等の面積（　　　　m2）

１１２

－９

直通階段の構造（　　　　　　　　）　［木造以外］

無　窓　居　室　・　有　　室名（　　　　　　　　）

構　造　（　　　　　　　　　　　　　　　　）［耐火構造又は不燃材料］ＲＣ造 ＋ ＧＢ－Ｒ（LGS下地）

居室の床面積　避難直上階（　　　　　）／４００　　≦１　　・１ヶ所

直通階段の幅（　　　ｃｍ）≧９０ｃｍ、その他の階段（　　　ｃｍ）≧６０ｃｍ

指定なし

無

１１ １４

・軽油　・重油　・潤滑油等の使用量及び保管場所　　

・一般取扱所　　　　　室　名（　　　　　　　　　　　　）発電機室＋燃料室

危険物の量　（　　　　　　　　　　）4,000 ﾘｯﾄﾙ

耐火

構造及び仕上（　　　　　　　　　　）耐火＋不燃

該当なし

階高（　　　　　　）ｍ　・　４ｍまで

該当なし

・　設　置　（　　　　ｍ≧２０ｍ）　　　・　不　要

１)延面積（　　　　m2）２)地階・無窓階・３階以上の床面積（　　　　m2）
該当なし

・床面積の１／３０未満の階有り　　　（　　　　階）

株式会社 東京設計事務所

業務名/工事名

施工箇所名

図面の種類

図面番号縮　　　尺

事 務 所 名 可児市水道部水道課

可児市虹ケ丘地内

設　計　者

－

法規チェックリスト

電気・機械室建設工事

地下１階 地上１階建て

２８．８５

ｍ2５５．３４

４．４００

５．８１０

地上（　）階、　地下（　）階　・　避難階段［５階以上、地下２階以下］１ １

0.80 2.85階段の幅・高さ（　　　　ｍ、　　　ｍ） 　　　　一般手すり　　・　設置

0.98

190/200

直上階居室計（　　　　）＞２００ｍ－１．２ｍ≦（　　　）２０／２４≦（　　　　　）

0.80　　　  　　　　　　０．７５ｍ≦（　　　）２３／１５≦（　　　　　）建令27に準ずる

階数（　　　）　　　　延面積（　　　　　　　m2）2

・　設　置（　　　　≧３）　　　　・　不　要

55.34

延面積　（　　　　　m2）55.34

55.34

地上階の１階又は１＋２階の床面積（　　　　　m2）　　　構　造（　　　　　）28.00

延面積（　　　　　m2）地階無窓階の床面積（　　　　m2）構　造（　　　　　）55.34

55.34

地階階数（　　　　）１

55.34

55.34

該当
B1,1

第２種住居専用地域

接道（法42条1項2号道路）

１）敷地面積（　　　　　m2）　２）床面積（　　　　　m2）　３）構　造（　　　）3,563.90

約                      ｍ2３，５６３．９０
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虹ケ丘配水池建設

電気・機械室築造工事

（場内配管・電気機械室築造）工事
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0

ＧＬ

2,8
50
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0
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0

15
0

15
0Ａ ＢＦＬ

60
0

7,000 4,000 7,000

１ ２ Ａ Ｂ １ ２

換気ﾌｧﾝ
(排気ﾌｰﾄﾞ)

1,
85

0

電気室

電気室 電気室

弁室

弁室 弁室

下部ｶﾞﾗﾘ(給気)

UP

上部ﾎｲｽﾄﾚｰﾙ0.5ｔ用 ｶﾞﾗﾘ(給気ﾌｰﾄﾞ)
ﾊﾝﾄﾞﾎ-ﾙ

ｱﾙﾐ手摺

(取外式)搬入口

ﾊﾝﾄﾞﾎ-ﾙ ﾊﾝﾄﾞﾎ-ﾙ ﾊﾝﾄﾞﾎ-ﾙｸﾞﾚ-ﾁﾝｸﾞ蓋

ﾎｲｽﾄﾚｰﾙ
ﾎｲｽﾄﾚｰﾙ

0.5ｔ用
0.5ｔ用

UP

0
.
5
ｔ

用
上
部

ﾎｲ
ｽ
ﾄ
ﾚ
ｰ
ﾙ

ﾎｲｽﾄﾚｰﾙ
0.5ｔ用

排水ﾋﾟｯﾄ

ａ

ｂ

ｂ

ａ

ａ

ｂ

ｂ

ａ

東側 立面図　1/100 北側 立面図　1/100 西側 立面図　1/100 南側 立面図　1/100

１階 平面図　1/100 屋根伏図　　1/100

地階 平面図　1/100 求積図 面積表　1/100 ａ－ａ 断面図　1/100 ｂ－ｂ 断面図　1/100

イ

ニ ニ ニ

ヘ ヘ

ロト
チ ロヘ ヘ ヘ ヘ

リ リ リ ロ
チ チ チロ

ホ ホ ホ

ハ ハ ハ ハ

仕 上 凡 例

屋根：かん合型瓦棒葺 フッソ樹脂塗装鋼板 t=0.4イ

ロ

ハ

ニ 庇　：コンクリート打放し（Ｂ）の上，複層塗材（ＲＥ）

ホ 打継ぎ目地

ヘ 誘発目地

ト 軒樋：ステンレス製化粧軒樋（Ｒ面付既製品）

堅樋：ステンレス製 ８０φ（既製品）チ

リ アルミ手摺

略　号 外部付属物及び詳細番号 内部付属物及び詳細番号 工事区分略号共  通  事  項

＜　　　　　＞ C ：土木工事
１．外部仕上表及び内，外部付属物の適用分類，詳細番号は，○印のついたものを適用する。 Ｃ コンクリート下地 ＰＦ板 ポリスチレンフォーム保温板 ・電気用ハンドホール蓋 ・フック ・（Ｕ型）

＜　　　　　＞ AM ：建築機械設備工事・文字板（室名札） ・（釣針型）・図示２．仕上表に記載の詳細番号は，建築工事標準詳細図（建設大臣官房官庁営繕部監修）を示す。
・図示複層塗材（ＲＥ） 反応硬化形合成樹脂エマルション系複層仕上塗材 ・庁名板 ・マンホール蓋 ・図示 ＜　　　　　＞ AE ：建築電気設備工事３．コンクリ－ト打ち放し仕上げ増打ち部分厚さは，
・図示・郵便受け

外壁：３０mm　内壁：２０mm　内部梁型：２０mm　屋根スラブ上：１０mm　スラブ裏：２０mm　軒裏：２０mm ＜　　　　　＞ PM ：建築機械設備工事
外装薄塗材（Ｅ） 外装合成樹脂エマルション系薄付け仕上塗材 ・目地 ・図示 ・ホイストレール ・図示

庇上，裏：１０mm　とする。 ＜　　　　　＞ ：プラント電気設備工事PE

４．コンクＲ－ト打ち放し仕上げの出隅部分は，面取りを行う。 ＤＰ 耐候性塗料塗り ・グレーチング受枠 ・図示 P＜　　　　　＞ ：配管工事

外 部 仕 上 表

屋　　根 搬 入 バ ル コ ニ ー 庇
出入口床 腰 外　　壁 パ ラ ペ ッ ト 備　　考

下地・防水層 押え・仕上 床 手　摺 上　端 鼻　先 軒  裏

コンクリート打放し（Ｂ）の上  下 地 ：コンクリート かん合型瓦棒葺 コンクリート直均し仕上 コンクリート打放し（Ｂ）の上 コンクリート打放し（Ｃ）の上 軒樋：ステンレス製化粧軒樋（Ｒ面付既製品）

( 増打ｔ＝３０ ) ( 増打 ｔ＝１０ ) フッソ樹脂塗装鋼板 t=0.4 ( 増打ｔ＝１０ ) ( 増打ｔ＝３０ ) ( 増打ｔ＝１０ )

複層塗材（ＲＥ） 複層塗材（ＲＥ） 外装薄塗材（Ｅ） 堅樋：ステンレス製 ８０φ（既製品）複層塗材（ＲＥ） 均しﾓﾙﾀﾙ t=30 裏張り：ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫ-ﾑ t=4

トップコ－トのみ 支持金物：ステンレス製 @1,400ＰＦ板ｔ＝２５
 防水層：ｱｽﾌｧﾙﾄﾙ-ﾌｨﾝｸﾞ 940

内部仕上表－１

床 巾　木 腰　壁 壁 天　井
備　考階 室　名

下地 仕上 詳細番号 下地 仕上 高さ 詳細番号 下地 仕　上 高さ 詳細番号 下地 仕　上 詳細番号 柱型仕上 詳細番号 下地 仕　上 高さ 詳細番号 梁型仕上 詳細番号

CP C C無筋Ｃ直均し仕上 コンクリート打放し コンクリート打放し コンクリート 2-02-8 ホイストレ－ル
P地階 無筋Ｃ 1-01-3 Ｃ 2-02-8 Ｃ 直天 3-01-11

PCｔ＝１５０ 打放し 3-01-11 排水側溝
弁　  　　室

PE C無筋Ｃ直均し仕上 コンクリート打放し(Ｂ) コンクリート打放し(Ｂ) コンクリート打放し(Ｃ) コンクリート 2-02-12 搬入口蓋（グレ－チング）
PE１階 無筋Ｃ 1-01-3 100 2-11-8 Ｃ 2-02-12 Ｃ 直天 3-01-11Ｃ

Cｔ＝３００ ( 増打ｔ＝２０ ) ( 増打ｔ＝２０ ) ( 増打ｔ＝２０ ) 打放し(Ｂ)(Ｃ)3-01-11 排水マス蓋（グレ－チング）
電　　気　　室

PE PE床用塗料 床用塗料塗上げ ( 増打ｔ＝20 ) ホイストレ－ル

C C C

C

2703

50

Ｂ

1 3,
18

0

4,
00

0

4,
00

0

Ａ

77
0

1 7.00 x 4.00 = 28.00 m2
7,000（１階）

6,940 2 6.94 x 3.94 = 27.34 m2

30

Ｂ

2 1 + 2

3,
94

0

4,
00

0

30 28.00 + 27.34 = 55.34 m2Ａ
30 30

7,000（地階）
1 + 3

28.00 + (0.27x3.18) = 28.85 m2
１ ２

１階床面積

地下１階床面積

延べ床面積

建築面積

(AM工事)

業務名/工事名

施工箇所名 可児市虹ケ丘地内

図面の種類 仕上表　平面図　立面図　断面図

縮　　　尺 1：100 図面番号

設　計　者 株式会社 東京設計事務所

事 務 所 名 可児市水道部水道課
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2,
30

0

650

ヌ

外壁：コンクリート打放し（Ｂ）の上，複層塗材（ＲＥ）

コンクリート打放し（Ｂ）

ヌ

ヌ

(+153.500)

(+153.500)

(+154.700)

(+151.850)

(+157.900)

(+158.950)

(+154.700)

(+157.900)

1,
05

0

(+158.950)

無筋コンクリート直均し仕上げ コンクリート打放し C

Ｈ＝９００

ﾊﾝﾄﾞﾎ-ﾙ C

腰　：コンクリート打放し

補強用溶接金網 ６φ－＠100

水勾配　ｔ＝ 200～220



虹ケ丘配水池建設

電気・機械室築造工事

（場内配管・電気機械室築造）工事

2,700 1,250 50 1,300150 970
(250x5)110 100 2,600 200 980 120

2,800 980
900 180 (200x14)3,

20
0

5,
45

0

1,
10

0

1,
10

0

50 10
0

750

90
0

1,
20

0

1,
10

0

15
0

ＧＬ

１ＦＬ

(
 ≒

1
8
3
x6
 
)

2,8
50

2,8
50

(1
90

x1
5)

1,
65

0

4,000 7,000950 180
15

0
ＢＦＬ

Ａ Ｂ ２

4,000 7,000

Ｂ １ ２

600 600 900 900
10

2.5
軒高（水上）

1,
05

0

軒高（水下） 90 90

200 15
0

90 90 90 90250

180 180
90 90

3,
20

0

5,
45

0

2,
90

0

180

2,
50

0

200

30
0

30
0

１ＦＬ

30
0

250１ＳＬ

1,
20

0

90
0

650ＧＬ 1,
95

0

2,
40

0

2,650

2,8
50

2,
450

250 1,
85

0

1,
80

0

120 120 120 120

15
0

ＢＦＬ

10
0

10
0

300 6,640 300 300 3,640 300

地階壁芯 地階壁芯 地階壁芯 地階壁芯

30 6,940 30 30 3,940 30

7,000 4,000

１ ２ Ａ Ｂ

3,220

250
800

電気室

電気室

弁室 弁室

取外し可能部

アルミ手摺アルミ手摺
既製品既製品

モルタル塗り

アルミ手摺
既製品

屋根
かん合型瓦棒葺
フッソ樹脂塗装鋼板 t=0.4

裏張り：ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫ-ﾑ t=4

均しﾓﾙﾀﾙ ｔ＝３０

コンクリ－ト( 増打 ｔ＝１０ )

ﾎｲｽﾄﾚｰﾙ 0.5ｔ用

天井
内壁

コンクリート打放し(Ｃ)
コンクリート打放し(Ｂ)

( 増打ｔ＝２０ )
( 増打ｔ＝２０ )外壁

アルミ手摺

外壁床コンクリート打放し（Ｂ）の上
既製品

コンクリート打放し（Ｂ）の上PE床用塗料複層塗材（ＲＥ）
一部取外し可能

複層塗材（ＲＥ）PE無筋Ｃ直均し仕上

C搬入口

ﾎｲｽﾄﾚｰﾙ Cハンドホ－ル ﾎｲｽﾄﾚｰﾙ 0.5ｔ用 C
0.5ｔ用

天井内壁
Cコンクリート打放しコンクリート打放し

側溝床
Pモルタル塗りP無筋Ｃ直均し仕上

外部階段 詳細図　1/50

内部階段 詳細図　1/50

断面詳細図　　1/50

250

100
1FL

100 250

15
0

18
3

15
0

200

20

200

200 10019
0

50

20

ステンレスノンスリップ
段鼻:ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟﾀｲﾙ（ゴム付き）

モルタル塗り
モルタル塗り

業務名/工事名

施工箇所名 可児市虹ケ丘地内

図面の種類 断面詳細図　階段詳細図

縮　　　尺 1：50 図面番号

設　計　者 株式会社 東京設計事務所

事 務 所 名 可児市水道部水道課
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650

2,
30

0

50
0

1,
65

0

650

2,
30

0

50
0

50
0

250

3,500 3,500

30 150 20

コンクリート打放し（Ｂ）

コンクリート打放し（Ｃ）

350 30
0

2
0
0～

2
2
0

250

無筋コンクリート直均し仕上げ

(+153.500)

(+151.850)

(+154.700)

(+157.900)

(+158.950)

(+154.700)

(+151.850)

(+153.500)

土木工事範囲

水抜きパイプ
VP 20φ

（４隅 ４ヶ所）

補強用溶接金網 ６φ－＠100
水勾配　ｔ＝ 200～220

モルタル塗り

モルタル塗り

アスファルトル－フィング 940

ＰＦ板ｔ＝２５



虹ケ丘配水池建設

電気・機械室築造工事

（場内配管・電気機械室築造）工事

3,220 2,800 980
(200x14)

800 700
軒高（水上）

50

Ｂ

1,
05
0

18
0

軒高（水下）

90
0

1,
25

0
(25

0x5
)

1,
73

0

15
0

100

3,
85

0

4,
00

0

3,
20

0

90
0

1,
20

0

2,
60

0

1,
20

0

70
0

80
0

1,
22

0

1,
07
0

１ＦＬ

Ａ 10
0

50 10
0

30
0

1,050 120 1,300
Ａ

1,500 1,600 7,000 4,000

7,000
展開方向Ｄ Ｂ

１ ２ Ｂ Ａ
（ Ａ　面 ） （ Ｂ　面 ）

１ ２
Ｃ

軒高（水上）

2,800 980

1,
05

0

(200x14)
軒高（水下）

30

Ｂ

3,
20

0

壁芯

2,
50

0

１ＦＬ

3,
94

0

4,
00

0

30
0

7,000 4,000壁芯

Ａ

5030

２ １ Ａ Ｂ
（ Ｃ　面 ） （ Ｄ　面 ）壁芯 壁芯

120

30 6,940 30

7,000

１ ２

0.
5
ｔ

用

上
部

ﾎ
ｲ
ｽ
ﾄ
ﾚ
ｰ
ﾙ

電気室

弁室

90 18
0

90

90 90 90
90

180

180

90
90 18
0

30
0

12
0

18
0

120 180

950

300

180 120

300

18
0

12
0

30
0

下部ｶﾞﾗﾘ(給気)

UP

ﾎｲｽﾄﾚｰﾙ 0.5ｔ用

上部ﾎｲｽﾄﾚｰﾙ0.5ｔ用 誘発目地 誘発目地

ハンドホ－ル

巾木 巾木
PE PE床用塗料塗上げ 床用塗料塗上げ搬入口

PE配管ピット H=100 H=100

堅樋 ｸﾞﾚ-ﾁﾝｸﾞ蓋 C

誘発目地 誘発目地
換気扇用開口

360x360

UP
巾木 巾木

PE PE床用塗料塗上げ 床用塗料塗上げ
H=100 H=100

C

ハンドホ－ル

550

2,3
50

１階 平面詳細図　1/50

電気室　展開図　1/50

地階 平面詳細図　1/50

業務名/工事名

施工箇所名 可児市虹ケ丘地内

図面の種類 平面詳細図　展開図

縮　　　尺 1：50 図面番号

設　計　者 株式会社 東京設計事務所

事 務 所 名 可児市水道部水道課
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200

1,
20

0
250

250

1,050250

250
250

200

250

土木工事範囲

2,330 1,670



虹ケ丘配水池建設

電気・機械室築造工事

（場内配管・電気機械室築造）工事

80
0

2,
50

0

アルミ水切

900 300

8001,200

建　具　表

ＳＳＤ ＡＧ
符号　・　名称　・　個数 両開きフラッシュ戸 １ 両開きフラッシュ戸 １

１ １

場所 電機室 電機室

仕上（枠共） ＨＬ Ｂ－２

見込　（ランマ） ５０

建具 硝子　（ランマ）

Ｂ型ガラリ　　　　　

見込取合　沓摺 １７０ 詳細図による 詳細図による ７０ 詳細図による 詳細図による建具枠

枠記号　沓摺（水切）記号 Ⅲ型 詳細図による ａ－２

大型丁番 ・ 大型戸当り×２ ・ あおり止め×２(壁付) 付属金物一式
建具金物

三点連動両面締りハンドル ・ シリンダー本締り錠（内部サムタ－ン）

その他 大型簡易気密建具（外部用） アルミ水切（見込170）・アルミ額縁（四方 25x30）・防虫網

形状・寸法

略号凡　　　　例

オーバー ガラス
シャッター枠，水切りくつづり 建具枠 種　別 戸 窓 ガラリガラリ

ヘッドドア ブロック

建
具
略

号

ａ－１ アルミニウム製 Ａ Ｄ Ａ Ｗ Ａ Ｇ ＡＯＤ ＧＷ Ａ ＳＡ型 Ⅰ型 １型

鋼製 Ｓ Ｄ Ｓ Ｗ Ｓ Ｇ ＳＯＤ Ｓ Ｓ
くつづり

鋼製軽量 Ｌ Ｄ Ｌ Ｓ

ステンレス製 ＳＳＤ ＳＳＷ ＳＳＧ ＳＳＳ

木製 Ｗ Ｄ Ｗ Ｗ Ｗ Ｇ

開口率３０％

ａ－２Ｂ型 Ⅱ型

Ｆ 型板ガラス Ｄ Ｃ ドアクローザー

ガ
ラ

ス
略
号

金
物
略
号

Ｐ フロート板ガラス Ａ Ｈ オートヒンジ

Ｎ 網入型板ガラス Ｆ Ｈ フロアヒンジ

Ｎ Ｐ 網入みがき板ガラス Ｐ Ｈ ピボットヒンジ

開口率３０％

Ｃ型 Ⅲ型 ３型

仕
上

略
号

ＨＬ ヘアライン仕上

Ｂ－２ 着色陽極酸化塗装複合皮膜10

ＤＰ 耐候性塗料塗り

開口率３０～４０％

Ｂ

4,
00

0

Ａ

7,000

１ ２

Ｂ

4,
00

0

Ａ

7,000

１ ２

電気室

電気室

ハ

ロ

ロ

イ

ロロ
ﾎｲｽﾄﾚｰﾙ 0.5ｔ用

イ イ

ロ

ハ

ハ

天 井 仕 上 凡 例

コンクリ－ト打放し（Ｃ）イ

ロ コンクリ－ト打放し（Ｃ）外装薄塗材（Ｅ）

ハ 水切目地

ニ

ホ

建具 配置図　1/100

天 井 伏 図　1/100

ＡＧ

１

ＳＳＤ

１

業務名/工事名

施工箇所名 可児市虹ケ丘地内

図面の種類 天井伏図　建具表

縮　　　尺 1:50　1:100 図面番号

設　計　者 株式会社 東京設計事務所

事 務 所 名 可児市水道部水道課
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770
3,

18
0

50

90
0

90
0

600 600

1,300

２型

２型



虹ケ丘配水池建設

電気・機械室築造工事

（場内配管・電気機械室築造）工事

コンクリート打放し（Ｂ）の上

複層塗材（ＲＥ）

水切目地

コンクリート打放し（Ｃ）の上 コンクリート打放し（Ｂ）の上
外装薄塗材（Ｅ） 複層塗材（ＲＥ）

水切目地

コンクリート打放し（Ｃ）の上
外装薄塗材（Ｅ）

外壁コンクリート打放し（Ｂ）の上
コンクリート打放し（Ｂ）の上複層塗材（ＲＥ）
複層塗材（ＲＥ）

水切目地

コンクリート打放し（Ｃ）の上
外装薄塗材（Ｅ）

打継ぎ目地

アルミ手摺
既製品

土木コンクリ－ト工事範囲

1,300

1 0

200 15
0

10

250

2,
50

0

20 150 30

50

１ＦＬ

30
0

1,300

２

コンクリート直均し仕上
複層塗材（ＲＥ）
トップコ－トのみ

コンクリート
打放し（Ｂ）の上
複層塗材（ＲＥ）

コンクリート打放し（Ｃ）の上
外装薄塗材（Ｅ）

コンクリート コンクリート

打放し（Ｃ） 打放し（Ｂ）

900 900 600

30

1 0軒高（水上） 150

10 150 20

2 01,
05

0

30

軒高（水下）

10 150

30 20130

20 180 180 180

3,
20

0

30 90 90 20 20 90 90 30 20 90 90 30

１ＦＬ

30
0

Ｂ １

１ＳＬ
２

Ａ

屋根
棟包み：屋根同材 平板加工かん合型瓦棒葺
棟下地：亜鉛メッキ鋼板ｔ＝0.8フッソ樹脂塗装鋼板 t=0.4

裏張り：ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫ-ﾑ t=4

均しﾓﾙﾀﾙ ｔ＝３０ 唐草・水切り：屋根同材
コンクリ－ト( 増打 ｔ＝１０ ) 平板加工

ケラバ唐草・水切り：屋根同材
平板加工

軒先面戸：屋根同材

水切り：屋根同材
平板加工

20
15

20

50 20

コンクリ－ト出隅部 水切目地

ボンドブレ－カ－
20 20コンクリート 15ボンドブレ－カ－

打継ぎ面

3015 2020 20

20シーリング材 シーリング材 シーリング材
ＰＵ－２ ＰＵ－２ ＰＵ－２
(20×10) (18×10) (18×10)ボンドブレ－カ－

30 30

（横目地） （縦目地）

打継ぎ目地 誘発目地

10

20

1515

誘発目地（内部）

20 90 90 30

20 90 90 30 15 10
15

25 15

25 20 5015

15 19

170

15

7030 20

2,
50

0

50 30 30１ＦＬ

13
5

17
0

9090

35 135
２ Ｂ2035

50

90 9070

１ＦＬ 20303 20 10151,200 25

170
15 25

30
0

２ Ｂ

…… シーリング（ＭＳ－２）１０ｘ１０を示す。

水切り(SUS304) アルミ額縁

ｔ= 1.5

小口フタ

ｔ= 3.2

（上げ落し締りハンドル用）

ｔ= 2.3 金物吊補強板
金物補強板 ｔ= 4.5気密材

ｔ= 3.2 （丁番長さ+50）

L-50x50x6(通し)

気密材

戸当り補強板

ｔ= 3.2電気室
アルミ水切

ｔ= 2.3ステンレス

ｔ= 1.5

気密材

打継ぎ目地

10
0

200

ステンレス材は，ＳＵＳ３０４とする。

…… シーリング（ＭＳ－２）２０ｘ１０を示す。

屋　根　廻　り １／１０ 目　地 １／５

庇，ポ－チ １／２０ ＳＳＤ－１ １／５ ＡＧ－１ １／５

業務名/工事名

施工箇所名 可児市虹ケ丘地内

図面の種類 部分詳細図－１

縮　　　尺 1:5 1:10 1:20 図面番号

設　計　者 株式会社 東京設計事務所

事 務 所 名 可児市水道部水道課
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800

800

70
0

250 250
35030
0

無筋コンクリート直均し仕上

土木工事範囲

補強用溶接金網 ６φ－＠100

水勾配　ｔ＝ 200～220

アスファルトル－フィング 940

ＰＦ板ｔ＝２５



虹ケ丘配水池建設

電気・機械室築造工事

（場内配管・電気機械室築造）工事

固定式 取外し可能式

柱脚部詳細図 柱脚部詳細図

支柱

支柱

ｱﾙﾐ

ﾍﾞ-ｽｱﾝｸﾞﾙ

A6063S-T5ﾀｯﾋﾟﾝｸﾞﾈｼﾞ M4

10
0

SUS304

10
0

200
モルタル充填

200 220

ﾎﾟｽﾄ受け

SUS304150 100
水抜穴 10φ t=3 加工

水抜ﾊﾟｲﾌﾟ 20φ

SUS304

L=350

1,500 内外

1,
00

0

1,
10

0

750
90

0

125 125 10
0

15
0

2,000 2,000 2,000

150 150 1,
00

0

1,
10

0

10
0

1,800～2,000階　段

（ 固定式の場合 ） （ 取外し可能式の場合 ）

仕様・注記
　1）材種は、ＪＩＳ　Ｈ4100によるＡ６０６３Ｓ－Ｔ５または
　　　Ａ６０６３Ｓ－Ｔ６またはＡ６０６１Ｓ－Ｔ６とし押出し形材を使用する
　2）表面処理は、公共建築工事標準仕様書（建築工事編）
　　　14.2.1表のＢ-1種とする
　3）支柱、笠木、控柱には補強材を使用しない。その他の部位に使用
　　　する補強材はＪＩＳ　Ｇ3101によるＳＳ４００とし亜鉛メッキは
　　　ＪＩＳ　Ｈ8610の5級（クロメート被膜はＪＩＳ　Ｈ8625のＣＭ2Ｃ）
　　　以上とする
　4）小ネジの類はステンレス製（ＳＵＳ３０４、ＳＵＳ305Ｊ1またはＳＵＳＸＭ7）
　　　とする
　5）現場取付作業以外の組立などは工場製作とする。
　　　伸縮目地は必要に応じて設ける
　6）切断面の処置はバリ等を適切な方法で除去する。端部の小口は
　　　同材にてふたをして仕上る
　7）設計耐力及びたわみ量は、工場にて試験を行い監督職員に報告する。
　　　なお、公的試験場の試験成績書をもって、これに代える事が出来る
　8）床開口部で手摺を設置していない箇所については、
　　　現場にて、落下防止処置を実施のこと

形状寸法表 （単位mm）

足掛りより手摺子間隔 控柱下部の隙間笠　木支柱間隔 の高さ

1,800 100一　般　部 @150 1,000又は2,000

1001,500 内外階　　　段 @120 内外 900

部　材　厚 3mm以上 3mm以上 3mm以上

設計条件

設計条件荷重方向部材名

1.5ｋＮ/ｍ設計耐力

水平方向
500Ｎ/ｍで1/500以下かつ5ｍｍ以下たわみ量
局部荷重500Ｎで1/100以下

笠木
1.0ｋＮ/ｍ設計耐力

垂直方向
500Ｎ/ｍで1/500以下かつ5ｍｍ以下たわみ量
局部荷重500Ｎで1/100以下

2.7ｋＮまたは3.0ｋＮ設計耐力
水平方向支柱

局部荷重500Ｎで1/100以下たわみ量

アルミ手摺 標準納り １／１０　　１／３０

業務名/工事名

施工箇所名 可児市虹ケ丘地内

図面の種類 部分詳細図－２

縮　　　尺 1:10　1:30 図面番号

設　計　者 株式会社 東京設計事務所

事 務 所 名 可児市水道部水道課
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SUSﾎﾞﾙﾄ 12φ

（ 手摺つなぎ部平面 ）
納まりは，メ－カ－仕様による。



虹ケ丘配水池建設

電気・機械室築造工事

（場内配管・電気機械室築造）工事

3,220 2,800 980
(200x14)

Ｂ

18
0

90
0

15
0

100

4,
00

0

90
0

1,
20

0

1,
22

0

Ａ

50

1,050 120

1,500 1,600

7,000

１ ２

2,800 980
(200x14)

Ｂ

Ａ

4,
00

0

1,
20

0

Ａ

50

1,050 120

7,000

１ ２

１

0
.
5
ｔ
用

上
部

ﾎｲ
ｽ
ﾄ
ﾚ
ｰ
ﾙ

電気室

弁室

95
0

UP

搬入口

ハンドホ－ル

C

UP

ハンドホ－ル

１階 平面詳細図　1/50

地階 平面詳細図　1/50

2,580 4,420

600

1,
50

0

1,
50

0

50
0

60
0

2,500 1,200

1,
56

5

60
0

60
0

600600 350 350

935

P･B-3 P･B-4

P･B-2P･B-2
P･B-1P･B-1

200

30
0

１階床箱抜部 断面

1,050 230

200

50

400

20

１ＦＬ 200

200
350

1,
20

0

350

1,
75

0

1,
95

0

2,
40

0

350ＧＬ

50
0

200

250

10
0

200

1,050 120

Ｐ※基礎用差し筋（４周）
Ｄ１３ ＠300

Ａ

CL
+(

  
)

40d 40d

Ｂ Ｂ

マンホ－ル
６００φ足掛金物　２２φ

（ＳＵＳ３０４）

無筋Ｃ直均し仕上
（水勾配付）

砕石
ピット300x300x300
500x500

グレーチング寸法（Ｌ）

t 4 a グレーチング溶接

H

アンカー筋
（パッキング）１３φ（ＳＳ４００）

L=150 @500

受枠

200

・ 位置寸法は，開口芯までの寸法を示す。
箱　抜　リ ス ト

符 号 形状寸法 部位 位　置 備　考

B床AM･S-1 250x250 → 4,635 →

1 2 A B床100x100PE･S-1 → 350 → 1,250

A B 1200x200 → 1,250PE･S-2 GL+1,000

A壁200x200 → 645PE･S-3 GL-  450

PE･S-1

PE･
S-2

AM･S-1

・ 位置寸法は，開口芯までの寸法を示す。
埋 込 管 リ ス ト

・ FL±0 よりの高さ寸法は，基準FL(      )よりの寸法を示す。

符 号 形状寸法 部位 位　置 備　考

A B C壁P･P-1 300φ → 2,500 GL-1,200

1 2 1壁P･P-2 300φ → 2,580 GL-1,200

A B 1壁P･P-3 300φ → 2,500 GL-1,200

P･P-2

P･P-3P･P-1
Ｐ※基礎 差筋リスト ・基礎高さ部の差筋長さは，MAX 520（40d）とする。

符号 基礎高さ 差筋径 差筋長さ スラブ定着部 備　考
Ａ Ａ＋Ｂ Ｂ(40d)

P･B-1 CL+950 Ｄ１３ 1,040 520

P･B-2 CL+368 Ｄ１３ 1,040 520

PE･S-2P･B-3 CL+368 Ｄ１３ 1,040 520

P･B-4 CL+368 Ｄ１３ 1,040 520PE･S-3

付帯設備配置図 １／５０ グレーチング及び受枠標準図 １／３

グレーチング形式選定表（参考）
注）バーピッチ、Ｈ、ａ、ｔ、は床用（歩行用）の参考値である。

2Ａ．鋼製：設計荷重３．５ｋＮ・

ﾊﾞ-ﾋﾟｯﾁ H taL（mm）
（mm）（mm）（mm）（mm）

30 19 50 4.5     ～  500

30 25 50 6.0  501～1,200

30 32 50 6.01,201～1,500

30 38 50 6.01,501～1,700

30 44 50 6.01,701～1,900

30 50 50 6.01,901～2,100

注記

G-1 １）　グレーチング、枠は既製品とし、製造所の形状寸法とする。

２）　グレーチング、枠は同材質のものを使用する。

３）　パッキングが必要な場合は受枠側に接着する。

４）　蓋には荷重表示を行う。
2５）　設計荷重は歩行用　　　　　  とする。3.5ｋＮ・

G-2 ６）　許容たわみ量は、歩行用Ｌ／３００以下とする。

７）　多雪地域は、ラバー付を標準とする。

８）　スベリ止めの有無を明記すること。

９）　車両用は、別途Ｔ荷重仕様とする。

グレーチング蓋リスト

蓋寸法開口寸法 割付枚数受枠 スベリ符号 備考箇所数H
止め（参考）t1 1L B L B

1G-1 625 3900 1,500 1,000 1,600

1G-2 19 4.5 1500 500 600 600

電気用ハンドホール １／３０

業務名/工事名

施工箇所名 可児市虹ケ丘地内

図面の種類 土木 部分詳細図

縮　　　尺 1:3 1:30 1:50 図面番号

設　計　者 株式会社 東京設計事務所

事 務 所 名 可児市水道部水道課

300

30
0

P･B-5

Ｄ１３ 1,040 520P･B-5 CL+522
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250
1,

20
0

250

1,
70

0

200

250

250

250

250
250

200

250

250
250

200

コンクリート直均し

コンクリート打放し

A壁200x200 → 645 GL-  450PE･S-4

PE･S-4

AM･S-2

AM･S-1 360x360

壁

壁 →

2

2

1

1

515

550 1SL+2,650

A

A 建築工事

・ 特記無き限り，土木工事とする。

11
0

600

６００φ
(鋳鉄製)　密閉型

PE･S-3,4

マンホ－ル蓋

（マンホ－ル蓋）



虹ケ丘配水池建設

電気・機械室築造工事

（場内配管・電気機械室築造）工事

鋳 鉄 管

※ C-1 sch 20

・ C-2 sch 40

ｃ）使用する材質が重複する場合は、リストの備考欄に明記の事。

鋼管差し込み溶接フランジ規格

ａ）埋込管に用いる材料は、下記のものとする。

３）鋳鉄管　・・・※ JSWAS G -1 ・JDPAG 1025 1026

４）塩ビ管　・・・JIS K 6741 ※ VP ・VU

５）ライニング鋼管・・・JWWA K 116 ※（SGP-FVD）

１）ステンレス管・・・JIS G 3459  JIS 10kg/m

２）鋼　管　・・・JIS ※ 3452（SGP） ※3442（SGPW）

Ｂ 仮補強筋

300未満

ｂ）埋込管の材質については、下記による。

埋込管の材料

1500以上

300-1500

記号

材料

１．材料、材質

鋼 　管ｽﾃﾝﾚｽ管

Ｐ１ Ｐ２ Ｐ３

主筋と同等

D13-@200

無　筋

壁　部貫通孔処理

B 外側

T/2

T

T/2

仮補強筋

内側 T/
2

T/
2

T

2

塩 ビ 管

Ｐ４ Ｐ５

下部

B

危険表示

仮補強筋

上部

床版部

２）床版開口部補強は、書 5.5による。

場所に整理のうえ、調書を添えて引き渡す。

ａ）発生材のうち、特記により引き渡しを要するものは、指示された

各部配筋参考図 4.4　5.5　7.1　

Ｐ・・・・埋込管（撤去しないもの）

Ｓ・・・・貫通孔（コンクリ－ト打設後

を適用する。又、　印と　印のある場合は共に適用する。

ａ）開口補強方法については、書５章鉄筋工事・開口補強による。

ＰＥ・・・プラント電気設備

ＰＭ・・・プラント機械設備

ａ）次期発注の外壁・床版貫通孔及び仮補強筋は、下記による。

ａ）　　貫通孔に用いる材料は共通仕様書２２．２．３による。

ａ）　印のついたものを適用する。　印のない場合は※印のあるもの

ｂ）埋込管を水槽・外壁に取付ける場合は、漏水のないように、充分

ａ）貫通孔、埋込管は、寸法・位置に充分注意して堅固に取り付ける

３）梁貫通孔の補強は特記による。特記がなければ、書 7.1　7.2

ＡＥ・・・建築電気設備

ＡＭ・・・建築機械設備

ｂ）引き渡しを要しないものは、全て構外に搬出し関係法令等に従い

配管・配線系統を打ち合せ、位置・寸法及び方向を検討し、施工図を

ｂ）　　貫通孔の材料

考慮し施工する。

２．次期工事の

材料

記号

鋼管

Ｓ１

１．材料、材質

溶融亜鉛メッキ鋼板硬質塩ビ管

Ｓ２ Ｓ３

※

１）壁開口補強　　※Ａ型　・Ｂ型

但し、耐震壁は図示による。

による。

各設備の符号
Ｂ・・・・基礎

（例）ＡＭ・Ｓ－１

各設備に用いる符号は下記とする。

速やかに監督員に提出し、承諾を受ける。

平成25年版（以下、書という）

適切に処理する。

貫通孔の形状の符号
通し番号

つば付鋼板

Ｓ４

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「建築工事共通仕様書」

２．施 工 図 等

１．適 用 基 準

３．発生材の処理

４．符       号

５．開 口 補 強

６．工       法

７．特 記 事 項

撤去するもの）

1611゜25’平 300～400A

防水押えコンクリ－ト

基礎の分類
ａ）基礎の分類は下記による

Ｂ４

Ｂ３

Ｂ２

Ｂ１

800～1000A

記号

600～750A

450～550A

1200A

Ｂ３

Ｂ２

Ｂ１

１．分        類

垂直線線

管

管

鋼

・ 

鉄筋コンクリ－ト床

無筋コンクリ－ト床等

鉄筋コンクリ－ト床

無筋コンクリ－ト部分等の基礎

鉄筋コンクリ－ト立ち上り基礎

400～500A

土木・建築で差し筋のみを施す場合

550～900A

1000～1200A

形    状

防水層部分の立ち上り基礎

9゜

5゜62’50”

6゜42’

7゜5’

M24

M30

M36 32

24

28

20

φ1000～1100

ａ）フランジ穴取付け位置は、下表による。

200～250A

80～150A

10～65A

φ800～900

φ600～700

φ400～500

φ300～350

φ200～250

φ75～100

水

θ

テ
ン
レ
ス

ス

鉄

取付け位置

３．フランジ穴の

鋳

φ700～1100

125～200A

φ450～600

φ350～400

φ250～300

25～100A
10～20A

φ75～200

ボルトの呼び径

250～350A

9゜

22゜5’

15゜

45゜

11゜25’

7゜5’

15゜

45゜

22゜5’

30゜

18゜

φ150

F5

口　径 θ

F6

M12

M20

M16

M22

24

8

12

4

T/2

LL

D1 D2

T/2T/2

T

200

T/2

T

200

T/2

T
F3

T/2

D1 D2

D1 D2

T

F4

T/2 T/2

D2D1

ｂ）規格外のパドル付短管を使用する場合

ａ）鋳鉄管のパドル付規格管を使用する場合２．埋込管の形式

D1 D2

200200

L

F1

T/2 T/2

T

L

D1 D2

200200

L

F2

T

T/2 T/2

L

ｅ）位置の表示は、下記による。

ｃ）材料－形式は－印の前に材料を指示し、後に形式を指示する。

ｆ）備考欄には配管系統等を記入する。　

ｄ）床・壁の区分

ｂ）寸　　法

ａ）符号は　１．一般事項　４．符号による。Ｂ４

方　　　法

１．リスト記入

１）壁部分の位置・・・平面は、最寄り通り芯よりの寸法を記入し

２）床部分の位置表示は、最寄り通り芯よりの寸法を記入する。

３）位置の表示は、それぞれの施工芯表示とする。

１）壁部分は壁に　印を、床部分の場合は床に　印を記入する。

TP ･YP ･AP高さは、基準面（※　　　　　　）より高さ表示とする。

（例）｜ A　　 B　　2,400　｜   3　　2　　800｜

（例）｜ 2　　 1　　800　 ｜　　　　  +8,500｜

→→→

→ →

→

２）埋込管については、形状寸法を記入する。

３）基礎については、形状寸法及び仕上り面よりの立ち上り高さを

１）貫通孔については、形状寸法を記入する。

（例）　S1－　　P1－FI　　－B1

及び無筋コンクリ－ト厚さを記入する。

記入する。又、Ｂ４無筋コンクリ－トを抜く場合は、形状寸法

（例）500W×400L×100H

（例）φ400　×　800L

（例）φ400　　300L×500W

特　　 記　　 事　　 項節 項       目 特　　 記　　 事　　 項節 項       目 特　　 記　　 事　　 項節 項       目 特　　 記　　 事　　 項節 項       目

管

込

埋

3.

礎

4.

機

基

器

孔

通

貫

2.

項

事

般

一

1. 3.

管

込

埋

礎

基

器

機

4.

他

の

そ

5.

ﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管

※

差し筋：別図による

Ｐ　・・・配管工事

株式会社 東京設計事務所

業務名/工事名

施工箇所名

図面の種類

図面番号縮　　　尺

事 務 所 名 可児市水道部水道課

可児市虹ケ丘地内

設　計　者

貫通孔、埋込管　及び　機器基礎仕様書

貫通孔、埋込管　及び　機器基礎仕様書
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虹ケ丘配水池建設

電気・機械室築造工事

（場内配管・電気機械室築造）工事

以下

９０°

Ｄ１６

以下

４ｄ以上

１０ｄ以上

～Ｄ３２

Ｄ１９

４ｄ以上

１０ｄ以上

Ｄ

Ｄ

ｄ

ｄ

Ｄ

Ｄ

躯
体

面

４d以上かつ６０mm以上

６d以上かつ６０mm以上

４
ｄ
以
上

１
２

ｄ
以

上

４
ｄ

以
上

使　用　箇　所折　曲　げ　図
角度

あばら筋、帯筋

折曲げ鉄筋

曲げ

３．１．２表　中間部

すべてのコンクリート

ＳＤ３４５

スパイラル筋

株式会社 東京設計事務所

業務名/工事名

施工箇所名

図面の種類

図面番号縮　　　尺

事 務 所 名 可児市水道部水道課

設　計　者

可児市虹ケ丘地内

構造細目共通図(複合構造物)(1)

－  18 葉之内 1

径

国土交通省大臣官房官庁営繕部

（３）図面及び構造細目共通図に記載されていない事項は、下記に基づくも

のとし、これらに相違がある場合は監督職員に確認し指示を受ける。

ものを適用する。・印と※印のある場合は、共に適用する。

（４）項目は・印のついたものを適用する。・印のない場合は、※印のある

構 造 細 目 共 通 図（複合構造物）

鉄筋の種類及び継手は１．２．１表による。　

１．２．１表　鉄筋の種類及び継手

注１：無筋コンクリートには均しコンクリート、捨てコンクリートを含む。

１．３．１表　コンクリートの仕様　

鉄筋の種類

分　類

鉄筋コンクリート

無筋コンクリート

無筋コンクリート

コンク
リート

コンクリートは１．３．１表による。　

１．３　コンクリートの仕様　

地下

土木

建築

土木

地上

建築

コンクリート種別

コンクリート

コンクリート

コンクリート

コンクリート

コンクリート

・

・

※普通

※普通

・

・

・

※普通

・

※普通

※普通

鉄　筋

・

※１８

※１８

・

・

・

・

※

※

　１２

　１５

・

・

強　　度

設計基準

※２４

 (Ｎ/ｍｍ )

・

２

・

※

（ｃｍ）

スランプ

　１２

※

※

・

　１８

　１５

Ｄ１３

種　別

・

※

土　木

以上

１．１　適用範囲

３）公共建築工事標準仕様書（建築工事編）

１）建築工事特記仕様書

２）建築工事一般仕様書

１）土木工事特記仕様書

１．２　鉄筋の仕様

建

工

事

築

木

工

事

土

１ 特記事項

の補強を参照

その階の番号※２

備　考

図参照

図参照

図参照

図の　印

図の　印

図参照

場合を含む

壁の一部となる

異形鉄筋の末端部には、３．２．１表によりフックを設ける。

地中小梁のみＦとする。

番号、階別区分はしない

Ｘ方向１，２，３‐‐‐‐

Ｙ方向Ａ，Ｂ，Ｃ‐‐‐‐

階別区分はしない

片持床版のみＣとする

配筋種別（英大文字）

階別区分はしない

（ｋＮ／ｍ

Ｂ：二辺固定床版形

配筋種別（数字）

階別区分はしない

Ｅ：耐震壁，Ｋ：階段壁

番号、階別区分はしない

Ｄ：土圧、水圧を受ける壁

一般には基準ＦＬよりの＋、－に

応じた凡例により表示

階別区分はしない

２．２　一般注意事項

ＣＢ※

・ 低熱ポルトランドセメント

・ 普通ポルトランドセメント

・ 普通ポルトランドセメント

・ 普通ポルトランドセメント

※ 普通ポルトランドセメント

※ 普通ポルトランドセメント

・ 高炉セメントＢ

※ 高炉セメントＢ

・ 高炉セメントＢ

・

・

セメントの種類

※ 高炉セメントＢ

・ 高炉セメントＢ

組立筋

Ｓ.ＨＯＯＰ

　（※）

幅止筋

ＨＯＯＰ

ＳＴＰ

以下

建　築

※ Ｄ１６

・

※１Ｓ※２※３

※１Ｋ※２

※１Ｗ※２

※１Ｇ※２

ＣＧ※

ＣＢ※

※１Ｂ※２

壁厚（ｃｍ）コンクリートブロック壁 ※

組立て筋

打ち増し範囲

床用積載荷重

梁・床版の上がり下がり

あばら筋、スターラップ

帯筋、帯鉄筋、フープ

スパイラル筋、らせん筋

幅止め筋

床版、底版

柱、梁、壁

積載荷重の値

梁、基礎梁、小梁

柱

柱

床版配筋種別

階段の配筋種別

片持大梁断面種別

大梁断面種別

片持小梁断面種別

小梁断面種別

壁配筋種別

壁厚（ｃｍ）

床版厚（ｃｍ）

Ａ：片持床版形

※１

※２

※３

※２

※２

※１

地中小梁を除く

※１

※

※

※１

※２

３．２．１図　異形鉄筋の末端部

壁 壁
壁

２）継手部

１）末端部

２）継手部

１）出隅及び下端筋

（基礎梁は除く）

１）下階の柱主筋を

１）最上階の柱頭

１）末端部

２）継手部

２）継手部

１）末端部

１）末端部

２）継手部

３．２　異形鉄筋の末端部

る場合

２
）

底版筋

煙突の鉄筋

礎

幅止め筋

柱

帯筋(HOOP)

ング基礎の

独立フーチ

あばら筋

(STP)

主筋

基

杭

梁

部　　位

四隅の主筋

断面が異な

上下階の柱

柱

出来ない柱頭部 出来ない柱頭部

１）末端部

１）末端部

１）末端部

１）末端部

壁

床版

梁

の両端

壁

3.1.1

梁

床版

3.2.1

3.9.1

3.25.1

3.12.1

３．２．１表　フックを設ける位置

１）最上階の柱頭

引き通す事が

１）下階の柱主筋を

重ね継手

引き通す事が

継手方式

圧接継手

3.8.2

3.2.1

3.8.1

3.2.1

かぶり厚さ

建築工事

打継ぎ

土木工事

３：塩害対策地域区分は、土木工事特記仕様書による。

１：部位により最小かぶり厚さの判断が困難な場合は、監督職員の指示を得る。

２：「その他」は底版・フーチングの上下面及び側面とする。

ａ

躯体面

３．３．１図　鉄筋のかぶり厚さ

表参照

図の　印

図参照

かぶり厚さ

ａ  部

ａ

かぶり厚さ

かぶり

厚さ

柱

かぶり厚さ

水中・土中等

一　般

帯筋

シーリング

かぶり厚さ

かぶり厚さ
かぶり厚さ

６０

かぶり厚さ

かぶり厚さ

増打

かぶり厚さ

梁

かぶり厚さ

５０

あばら筋

基礎

増打

かぶり厚さ

５０ ６０

使　用　箇　所

１３５°

鉄筋の曲げ加工は、３．１．１表及び３．１．２表を標準とする。

（ｍｍ）

Ｄ２９

階数，地中大梁はＦとする

※印の説明及び注意事項

設計図中で使用する記号及び符号は、２．１．１表及び２．１．２表

砕石及び均しコンクリート、捨てコンクリートの厚さは１．４．１表

土 木 工 事

を標準とする。

建 築 工 事

共通事項

２．１　記号及び符号

１．４　砕石及び均しコンクリート、捨てコンクリート

・
記　号

符　号

※１Ｃ※２

Ｆ※

区分

土　　木

建　　築

２

部　位

２．１．１表　鉄筋の断面表示　

２．１．２表　一般凡例

又は建築による。

内　　容

柱断面種別

フーチング断面種別

Ｄ１３径 Ｄ１０ Ｄ１６

階数

その階の番号

番号

※２

※１

※１

※

Ｄ２２Ｄ１９ Ｄ２５

１．４．１表　砕石及び均しコンクリート、捨てコンクリートの仕様

砂利または砕石

砂利または砕石

均しコンクリート

捨てコンクリート

種　　別

　※

　※

　※

　※

２００

１００

　厚さ

　５０

　６０

折　曲　げ　図

（２）ｄは、鉄筋直径（呼び名）を示す。

（１）Ｄは、曲げ内法直径を示す。

３．１　鉄筋の曲げ加工

Ｄ３２

１３５°

９０°

ｄ
Ｄ

ｄ

Ｄ

ｄ

ｄ

１８０°

１３５°

９０°

Ｄ
ｄ

Ｄ

Ｄ

・

角度

曲げ

土木工事３

５ｄ以上

５ｄ以上

５ｄ以上

５ｄ以上

５ｄ以上Ｄ

５ｄ以上

５ｄ以上

５ｄ以上

Ｄ

Ｄ

Ｄ

幅止め筋

９０°

～Ｄ３２

すべてのコンクリート

３．１．１表　末端部

Ｄ１６
以下

ＳＤ３４５

Ｄ１９

（１）床版、梁、基礎及び擁壁で、直接土に接する部分のかぶり厚さには、

鉄筋組立後のかぶり厚さは、最小かぶり厚さ以上を確保し、最小かぶり

３．３．１表　鉄筋の最小かぶり厚さ(ｍｍ)

最小かぶり厚さは、３．３．１表による。

均しコンクリートの厚さを含まない。

を径の１．５倍以上確保して最小かぶり厚さを定める。

（２）柱及び梁の主筋にＤ２９以上を使用する場合は、主筋のかぶり厚さ

（３）溶接金網にも適用する。

塩害対策地域の施工の場合

かぶり厚さとは、一番外側の鉄筋（幅止め筋を除く）の外面から躯体

厚に許容施工誤差10mmを加えた厚さ以内に納めるものとする。

面までの距離（３．３．１図）をいう。

３．３　鉄筋のかぶり及び間隔

一　般

区
策
対

水中・土中等

構造部分の種別

水中・土中等

構造部分の種別

一　般

通常の施工の場合

３．３．２　最小かぶり厚さ

３．３．１　かぶり厚さ

６０

６０

その他

底版・フーチング

７０

その他

底版・フーチング

3.24 杭基礎

杭基礎下端筋

の補強を参照

3.24 杭基礎

杭基礎下端筋

スラブ

５０

４０

スラブ

７０

梁

５０

４０

梁

７０

６０

４０

柱、壁

７０

柱、壁

平 面 断 面 断 面

（２）土木工事と建築工事の区分は図面による。

による。　

（１）設計図は監督職員の承諾を得なければ変更してはならない。

変更の必要を生じた場合は、監督職員と協議すること。

定着末端部

スターラップ、帯鉄筋

フープ筋 等

・

※２４

※２４

・２１

・２１

・

Ａ

Ｂ

２）土木工事一般仕様書・土木工事必携

 基礎、
基礎梁

（平成 25 年版）

鉄筋の継手

重ね継手

ガス圧接

下記以外

※

機械式継手 ・図面による。

・

※Ｄ１９以上の柱、梁主筋

※Ｄ１６以上の増設端の床、壁鉄筋

・

の柱、梁主筋

※Ｄ１９以上、Ｄ２９以下

Ｄ１９ 以上ＳＤ ３４５

ＳＤ ２９５Ａ

ＳＤ ３４５※
・

・

Ⅱ,Ⅲ

ＳＤ ３９０

ＳＤ ４９０

　３０

・

＜ 平成２７年版 ＞

（１）本構造細目共通図は、水道施設における複合構造物に適用する。
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（１）帯筋の形状は、３．９．１図とし、種別は図面による。図面になければ

以上、片面フレア溶接の場合は１０ｄ以上とし、組立前に行う。
（ｃ）溶接する場合の溶接長さＬは、両面フレア溶接の場合は５ｄ

（ｄ）ＳＰ形において、柱頭及び柱脚の端部は、1.5巻以上の添巻き

（ロ）

（１）継手長さはＳ とし、定着及び余長は、３．８．１図による。

（ロ）

３．９．１図　帯筋組立の形

（１）粗骨材の最大寸法の４／３倍

３．５．１　継手長及び定着長の基本

（１）鉄筋の継手及び定着の長さは、３．５．１表による。なお、定着長

３．５　鉄筋の継手及び定着

３．５．１表　鉄筋の重ね継手及び定着の長さ(主鉄筋中心間隔１００ｍｍ以上）

３．５．２　継手の特記事項

鉄筋相互のあきは、下記（１）、（２）、（３）の最大値以上とする。

（３）異形鉄筋の直径（呼び名）の１．５倍以上

（２）最小のあき４０ｍｍ

（１）粗骨材の最大寸法の４／３倍

（２）最小のあき２０ｍｍ

（３）異形鉄筋の直径（呼び名）以上

Ｄ25以上

ＳＤ３４５

鉄筋の

種　別
鉄筋径区分

Ｄ19～Ｄ22

Ｄ16以下

３．４．２　柱

３．７　継手及び圧接中心位置（柱、大梁）

上端筋　中央：Ｌｏ／２以内

（２）梁の継手及び圧接中心位置は下記による。

Ｌｏ／４+Ｄ

一般の場合（地反力を受けない場合）

３．７．１図　継手及び圧接中心位置

下端筋　両端：柱面より梁せい（Ｄ）以上離し、Ｌｏ/４を加えた

以下かつ３／４ｈｏ（ｈｏは柱の内法高さ）以下とする。

継手及び圧接中心位置は図面にない場合は、３．７．１図による。

（１）柱の継手及び圧接中心位置は、梁上端から５０ｃｍ以上、１５０ｃｍ

（３）通常の応力と異なる場合の継手位置は、３．７．１図によらず図面に

基礎底版の場合（地反力を受ける場合）

フックあり

３．５．１図　フックのある場合の継手及び定着要領

フックなし

２４

２７

２

以上

未満

（Ｎ/ｍｍ ）

強　　度

設計基準

よる。

Ｄ

３．４．１図　鉄筋のあき

（注）Ｄ：鉄筋の最外径　ｄ：鉄筋直径（呼び名）

３．４．１表　鉄筋径と鉄筋間隔の関係一覧

異形鉄筋

Ｄ

間隔

ａ

あき Ｄ

よい位置を示す

は継手を設けても

Ｌｏ

Ｌｏ／２
Ｄ

（イ）

≧６ｄかつ６０mm

≧６ｄかつ６０mm

下記による。

（ａ）Ｈ形とする。

Ｌ

・ＳＰ形（スパイラル筋）

・Ｈ形

ｄ

（イ）

（イ）

Ｌ

（ロ）

を行う。

≧６ｄかつ６０mm

３．９　帯筋の形状

土木工事

３．４　鉄筋相互のあき

３．４．１　梁・壁・床版

鉄筋相互のあきは、下記（１）、（２）、（３）の最大値以上とする。

３

３．８．１　一般事項

１

２

（３）柱、梁の交差部（パネルゾーン）の帯筋のせん断補強比は、0.2％以上

梁面より割付ける。

上下の柱断面寸法が異なる場合、

帯筋は、一般の帯筋より１サイズ

太い鉄筋または同径のものを２本

を確保し、ピッチは1.5倍とする。

≧６ｄかつ６０mm

（イ）

（ロ）

Ｌ

Ｌ

（ハ）

（ハ）

（ニ）

≧４０ｄ

・丸形

≧１２ｄ

３．１０．１図　帯筋の割付け

一般の場合

1.5Ｐ

1.5Ｐ

＠

＠

＠Ｐ

1.5Ｐ ＠

Ｐ ＠

帯筋

Ｄ１３ ＠１００≦１２５

Ｄ１６ ＠１２５

Ｄ１６ ＠１５０

≦１５５

≦１３０

Ｄ１３ ＠１５０

Ｄ１３ ＠１５０

Ｄ１３ ＠１５０

Ｄ１３ ＠１５０

Ｄ１３ ＠１２５

柱、梁の交差部の配筋例（0.2％確保）

≦１００

≦５５

≦８０

≦７０

≦４５

柱幅(ｃｍ)

（２）帯筋の割付けは、３．１０．１図による。ただし、図面にある場合

（１）フック及び継手の位置は交互とし、位置を変える。

は図面による。

Ｓ :１ 重ね

継手長

Ｓ :定着長２ Ｓ :定着長３ Ｓ :定着長

継手長

重ね１Ｓ : ２ Ｓ :定着長３

50・d

60・d

65・d

45・d

50・d

60・d 50・d

45・d

40・d

50・d

55・d

40・d 35・d

40・d

50・d

35・d

40・d

30・d

２※Ｐ 、Ｐ のピッチは100以下とする。１

パネルゾーン

３．１０　帯筋の割付け

３．５．３　梁主筋の柱内定着

３．８　柱筋の継手及び定着

　　　　　　　範囲以内

（４）フックのある場合の継手長及び定着長には、３．５．１図に示す

ようにフック部分Ｌを含まない。

ただし,主鉄筋の中心間隔が１００ｍｍ未満の場合は、別途継手及び

Ｓ ・Ｓ  は,３．１項による曲げ加工後の直線部分で確保する。

定着の長さを算定し図面に示すものとする。

（２）径が異なる鉄筋の継手長さは、細い鉄筋の径による。

（３）継手は相互にずらすことを原則とする。

３２

粗骨材径×4/3倍

鉄筋径

ｄ

Ｄ１６

Ｄ１３

鉄筋径

Ｄ１９

Ｄ２５

Ｄ２２

Ｄ２９

最外径

(ｍｍ)

Ｄ

１８

１４

２１

２８

２５

３３

最小鉄筋芯間隔鉄筋相互のあき：ａ

柱：４０ｍｍ

梁：２０ｍｍ

２５ｍｍ
最大径

の場合

粗骨材

３３ｍｍ

（１）

最小あき

（２）

鉄筋径×1.5

２０ｍｍ

２４ｍｍ

２９ｍｍ

３３ｍｍ

３８ｍｍ

４４ｍｍ

（梁）

４７ｍｍ

５１ｍｍ

ａ＋Ｄ

５４ｍｍ

５８ｍｍ

６１ｍｍ

６６ｍｍ

（柱）

５８ｍｍ

５４ｍｍ

ａ＋Ｄ

６１ｍｍ

６５ｍｍ

６８ｍｍ

７７ｍｍ

鉄筋径×1.0

（３）

１３ｍｍ

１６ｍｍ

１９ｍｍ

２２ｍｍ

２５ｍｍ

２９ｍｍ

とする。

Ｌ ≧ 25ｄ

長さとし、横方向の鉄筋で補強する。

（２） 継手長さは、軸方向に相互にずらして設ける。

圧接継手又は機械式継手工法を採用することができる。

（５） 前記（１）を確保できない場合等は、監督職員の承諾を得て、ガス

（４） 前記（１）を確保できない場合は、基本定着長の１．７倍の継手

（６） 継手部の鉄筋のあきは、粗骨材の最大寸法以上とする。

（３） ずらす距離（Ｌ）は、部材厚（Ｂ）、かつ、太いほうの鉄筋径の

監督職員の承諾を得ること。

３．６．２ 主鉄筋のガス圧接および機械式継手

（２） 継手は軸方向に相互にずらして設ける。

による。また、ねじ節継手工法以外の機械式継手を採用する場合は、

（１） 同一断面での継手の割合（集中度）は１／２以下とする。

（３） ガス圧接の場合のずらす距離（Ｌ）は、太いほうの鉄筋径の２５倍

(ｄ：太いほうの鉄筋径)

３．６．２図　各種継手工法

ガス圧接継手工法

以上とする。

以上とする。

(ｄ：太いほうの鉄筋径)

Ｌ ≧ 30ｄ

機械式継手工法

３．６．１　主鉄筋の重ね継手

（１） 同一断面での継手の割合（集中度）は１／２以下（相互にずらす）

部材厚さ（Ｂ）

３．６．１図　重ね継手工法

(ｄ：太いほうの鉄筋径)

Ｌ ≧ 部材厚さ（Ｂ）かつ25ｄ

※破線部は、同一平面にある鉄筋の上端と下端とで重ね継手位置を

交互にすること、並びに同一断面にある鉄筋では、奥行き方向に

重ね継手位置を交互とすることをそれぞれ示す。

２５倍以上とする

３．６　隣り合う継手の位置

主鉄筋、配力鉄筋のガス圧接継手及び機械式継手は以下のとおりとする。

３．５．２図　梁主筋の柱内定着要領

直線部

8d以上

３．５．３図　小梁及びスラブ上端筋の梁内折曲げ定着要領

（１） 継手は極力応力の小さい位置に設ける。

（２） 異種径の鉄筋をガス圧接する場合は、鉄筋径の直近の範囲内とする。

（４） 機械式継手の場合のずらす距離（Ｌ）は、太いほうの鉄筋径の３０倍

機械式継手は、ねじ節継手工法とし、土木学会「鉄筋継手指針（1982)」

（ｂ）Ｈ形の１３５゜曲げのフックが困難な場合は、Ｗ－I形とする。

・Ｗ－I形（溶接を行う）

Ｌ

Ｓ １

（３）上下の柱断面が異なる場合の柱主筋の折曲げ及び定着は、３．８．２図

による。

（２）柱頭定着長さＳ が確保出来ない場合は、図面による。

Ｌｏ／４+Ｄ

Ｌｏ

Ｌｏ／４

Ｌｏ／４

梁幅の１／２倍以上かつ15ｄ以上のみ込ませる

差し筋

３．８．２図　上下の柱断面が異なる柱主筋の折曲げ及び定着

ａ

6

1

Ｄ
≦

ａ

直交梁位置

6

1
≦

Ｄ

ａ

ａ

差し筋

6

1

Ｄ

ａ
＞

ａ

ｂ:かぶり厚さ

Ｄ:梁のせい

ａ:上下の柱幅の差(a≦150）

継手

３．８．１図　柱主筋の継手、定着及び余長

図面による。

定着 かぶり厚さ

柱脚の鉄筋

が多い場合

が多い場合

が多い場合

下階の鉄筋

柱頭の鉄筋

が多い場合

上階の鉄筋

かつ150mm以上

2
5
d
以

上

3
5
d
以

上

（４）柱脚定着長さ25ｄ(余長12ｄ以上)または35ｄが確保出来ない場合は、

余長12ｄ以上150mm以上

柱せいの3/4倍以上かつ20ｄ以上のみ込ませる

直線部

8d以上

２S　

株式会社 東京設計事務所

業務名/工事名

施工箇所名

図面の種類

図面番号縮　　　尺

事 務 所 名 可児市水道部水道課

設　計　者

可児市虹ケ丘地内
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３．１１．１０図による。

３．１１　大梁筋の継手及び定着

３．１１．１　一般事項

３ 土木工事

≦Ｐ＠

ａ） 腹筋及び幅止め筋

３．１２．５図　腹筋及び幅止め筋

幅止め筋

２－Ｄ13

腹筋及び幅止め筋は、図面による。

600≦Ｄ＜900

（２）特殊な梁

Ｄ
腹筋

900≦Ｄ＜1,200

２－Ｄ13

２－Ｄ13

1,200≦Ｄ≦1,500

２－Ｄ13

２－Ｄ13

２－Ｄ13

※あばら筋は、柱面の位置から割付ける。

※あばら筋は、柱面の位置から割付ける。

※あばら筋は、柱面の位置から割付ける。

３．１２．２図　あばら筋の割付け（その１）

３．１２．４図　あばら筋の割付け（その３）

３．１２．３図　あばら筋の割付け（その２）

Ｐ'＠

Ｌｏ/4

３．１２．４　腹筋及び幅止め筋

（１）一般の梁

Ｌｏ/4
Ｌｏ

Ｐ＠

≦Ｐ'＠

Ｐ'＠

Ｄ

≦Ｐ＠

（２）間隔が一様でハンチのある場合

（３）梁の端部で間隔の異なる場合

Ｐ＠ Ｐ＠ Ｐ＠

≦Ｐ＠ ≦Ｐ＠

Ｄ

３．１３　基礎梁及び底版の継手及び定着

３．１２．１図　あばら筋組立の形及びフックの位置

３．１２．３　あばら筋の割付け

（１）間隔が一様でハンチのない場合

（イ） （ロ）

Ｐ＠

Ｄ

（ハ） （ニ）

≧12ｄ

≧6ｄかつ60mm

≧12ｄ

（ホ）

コンクリート打継ぎ

≧12ｄ Ｓ１≦

（１）腹筋に継手を設ける場合の継手長さは、１５０mm程度とする。

３．１２　梁のあばら筋、腹筋及び幅止め筋

（４）幅止め筋及び受け用幅止め筋は、Ｄ１３－１０００mmピッチ程度とする。

（２）壁梁の場合、腹筋の継手長さはＳ 、定着長さをＳ とする。

（３）土圧、水圧を受ける梁は、図面による。

３．１２．１　一般事項 ３．１３．１　一般事項

≧6ｄかつ60mm

≒30 ≒30

≒30

≒30 ≒30

≒30

ｂ．（ロ）の場合　床版が片側に付く場合は床版の付く側

ｃ．（ハ）の場合は床版の付く側を９０゜折曲げる。
床版が両側に付く場合は交互

ａ．（イ）の場合は交互とする。

（２）フックの位置

が出来る。

ｂ．床版が両側に付く場合は、（ロ）～（ニ）
ａ．床版が片側に付く場合は、（ロ）又は（ハ）

ただし、（イ）によることが出来ない場合は、下記の方法によること

３．１２．２　あばら筋組立の形及びフックの位置

（１）形は、３．１２．１図（イ）を標準とする。

（５）破線は柱内定着の場合を示す。

２０ｄ

１５ｄ

（余長）

（１）基礎梁の継手及び定着

３．１３．２　基礎梁の場合

３．１３．１図　主筋の継手、定着及び余長（その１）

Ｓ
(※１)

２

２Ｓ

(※１) (※１)

(※１)

（余長）

(継手）１Ｓ

２０ｄ

Ｓ（余長）

(継手）

１

Ｌｏ

（余長）１５ｄ

Ｌｏ／４

Ｓ ２

Ｓ ２

Ｌｏ／４ Ｌｏ／２

の場合に適用することが出来る。(基礎梁)
ｄ．（ホ）は梁の上下にスラブが付く場合で、かつ梁せいが1.5ｍ以上

２Ｓ

(※１)

一般階

Ｄ

柱

ｅ

Ｓ ２

(※１)

ｅ

梁
ｅ

(※１)

最上階

Ｄ

柱

２Ｓ

(※１)

２Ｓ

２Ｓ
梁

ｅ

（２）ｅ／Ｄ＞１／６の場合

（１）ｅ／Ｄ≦１／６の場合

３．１１．５　鉛直段差（ｅ）のある場合

Ｄ

ｅ
(※１)

(※１)

定着の長さは、３．１１．２図に準ずる

梁

柱

ｅ

Ｄ

(※１)

柱

(※１)

梁

ｅ

(※１)

(※１)

３．１１．３　ハンチのある場合

Ｓ ２

（１）最上階の場合

２Ｓ

２Ｓ ２Ｓ

Ｓ２Ｓ

(※１)

２

(※１)

二段筋

２Ｓ

Ｌo／４

２０ｄ（余長）

１５ｄ（余長）

下端筋

上端筋

Ｌo／４Ｄ

Ｌo

２０ｄ（余長）

１５ｄ（余長）

Ｌo／４ Ｌo／２

Ｄ

Ｌo／４

(継手）

Ｌ ／４

Ｓ

(※１)

(※１)

(※１)

Ｓ ２

（２）一般階の場合

１５ｄ１５ｄ １Ｓ

二段筋

２０ｄ

（余長）

２
Ｄ

（余長）

０Ｌ

Ｓ

(※１)

３．１１．２　ハンチのない場合

（１）最上階の場合

２Ｓ

Ｓ ２

二段筋

（余長）

０

２

１５ｄ

(※１)Ｓ １

２Ｓ

２Ｓ

(※１)

(※１)

Ｓ
２Ｓ

(※１)

２

柱

梁

２Ｓ

（１）継ぎ手長さ、定着長さ及び余長は、３．１１．１図から

（２）梁主筋は、連続端で柱に接する梁の主筋が同数のときは柱をまたいで引

３．１１．２図　段違い梁

３．１１．３図　大梁の重ね継手、定着及び余長（最上階）

３．１１．４図　大梁の重ね継手、定着及び余長（一般階その１）

３．１１．５図　大梁の重ね継手、定着及び余長（一般階その２）

３．１１．６図　ハンチのある大梁の定着及び余長（最上階）

３．１１．９図　鉛直段差梁（その１）

３．１１．１０図　鉛直段差梁（その２）

（余長）

Ｌｏ／４

(※１)

(※１)

２Ｓ

２Ｓ２Ｓ

Ｌｏ／４

Ｌｏ

Ｌｏ／２

（余長）

二段筋
２Ｓ

１５ｄ １５ｄ

(※１)

２Ｓ

Ｓ２

(※１)

２Ｓ

（２）一般階の場合

３．１１．７図　ハンチのある大梁の定着及び余長（一般階）

３．１１．６図　大梁の定着及び余長（水平段差のある場合）

（１）水平段差のある場合

３．１１．４　水平段差のある場合

(※１)

断面

柱

(※１)

２Ｓ

Ｓ ２

梁

平面

印は、継ぎ手及び余長を示す。

（１）梁筋は、連続端で柱に接する梁筋が同数の時は柱をまたいで引き通すものとし、

（２）梁筋を柱内に定着する場合は、３．１１．１（３）による。
（３）柱幅＜梁幅の場合の定着は、３．１３．３図による。

（４）

（５）破線は柱内定着の場合を示す。

１ ２

梁

柱

梁

つり上げ筋は、一般のあばら筋より１サイズ

太い鉄筋、または同径のものを２本重ねたも

のとする。

Ｄ≦100

（余長）（継手）

き通すものとし、鉄筋の本数が異なる場合には、３．５．２図のように

印は、継ぎ手及び余長を示す。

下端筋：原則として曲げ上げる。

上端筋：曲げ下ろす

（３）梁主筋を柱内に折り曲げて定着する場合は次による。

（４）梁にハンチをつける場合、その傾斜は図面による。図面になければ

（５）

（６）破線は柱内定着の場合を示す。

（７）３．２異形鉄筋の末端部で定めた鉄筋にはフックをつける。

梁主筋ののみ込み長さは、柱せいの３／４倍以上かつ20ｄ以上を
確保する。（※１）

１：４とする。

（８）段違い梁は３．１１．２図による。

柱内に定着する。ただし、やむを得ず梁内に定着する場合は、

３．１１．１図による。

鉄筋の本数が異なる場合は柱内に定着する。やむを得ず梁内に定着する場合は、
３．１１．１図に準ずる。

３．１１．１図　梁主筋を梁内定着
Ｌｏ／４

２０ｄ

３．１３．３　連続基礎及びべた基礎の場合

２Ｓ

(※１)

２Ｓ

(※１)

（１）柱幅≧梁幅の場合

(※１)

（余長）

Ｌｏ／２

１

(継手）

Ｓ

（余長）

１５ｄ

(※１)

１

Ｌｏ／４

Ｓ (継手）

２Ｓ

２Ｓ

Ｌｏ

３．１３．３図　主筋の継手、定着及び余長（その３）

地中梁

地中梁

地中梁

(※１)

Ｓ ２

地中梁

かつ15d

２Ｓ

（ａ）交差部のスターラップを設ける場合は、図面による。

（２）柱幅＜梁幅の場合

柱

３．１３．２図　主筋の継手、定着及び余長（その２）

３．１３．４　梁形を設けない場合の基礎底版

（１）鉄骨造のＢＯＸ柱等が埋め込まれる場合の端部と中央部の断面の

異なる場合

Ｓ

配筋を曲げ通し筋とする。

Ｓ ２ ２

図面(又はＬ ／４)０

３．１３．４図　主筋の継手、定着及び余長（その４）

鉄筋と鉄骨のあきは３．４による。
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土木工事

３．１４　小梁及び片持梁の配筋要領

３

３．１５　壁の配筋要領 ３．１８　床の配筋要領

３．１７　壁の打増し要領

（２） 中間部の交差部

ａ．交差部補強筋径Ｄ※はＤ１６以上、かつ壁配力筋と同径とする。

（２）壁と床版の交差部は３．１５．４図による。

最下階中間部の交差部

３．１５．４図　壁と床の交差部及び端部の配筋

３．１４．１　一般事項

３．１４．２　小　梁

３．１４．３　片持梁筋の定着

（１）先端に小梁のない場合

ａ．先端の折曲げの長さｂは、梁せいよりかぶり厚さを除いた長さ

上端筋は、２本以上を柱に定着する。

（２）先端に小梁がある場合

ｂ．梁筋を引き通さない場合は、取り合い部材に定着する。ただし、

柱に取り合う場合は、全数を引き通すことができる場合でも、

ｂ．先端小梁終端部の主筋は、片持梁内に水平定着する。

ｃ．先端小梁の連続端は、片持梁の先端を貫通する通し筋としてよい。

ａ．上端筋は、先端小梁内に斜めに定着する。

小梁が連続する場合

小梁外端部

とする。

３．１５．３図　壁と壁の交差部及び端部の配筋３．１４．４図　片持梁主筋の定着

３．１５．４　壁の交差部及び端部

一般の場合のＬ形交差部

一般の場合のＴ形交差部

ａ．交差部補強筋径Ｄ※はＤ１６以上、かつ壁配力筋と同径とする。

（１）壁と壁の交差部は３．１５．３図による。

（２）土圧及び水圧などを受ける壁及び耐震壁として、図面に示されたものは、

（２）やむを得ず開口をあける場合は、構造上安全であることを構造計算に

３．１５．２　耐震壁の開口

よって確認すること。

（１）耐震壁等の開口は、図面以外は設けてはならない。

継手長さをＳ 、定着長さをＳ とする。

（１）壁配筋の継手長さをＳ 、定着の長さは、Ｓ とする。

２図を標準とする。

（２）開口寸法が配筋間隔以下で、鉄筋を緩やかに曲げることにより、開口部

を避けて配筋出来る場合は、補強筋を省略することができる。

３．１５．２図　壁開口部の補強要領

（１）壁開口部の補強は、図面による。補強筋の長さ及び位置は、３．１５．

３．１５．３　壁開口部の補強

小梁連続端部

小梁の終端部

壁

３．１４．２図　小梁主筋の継手、定着及び余長（その２）

３．１５．１　一般事項

１

※鉄筋径及び本数は、図面による

ハンチを設け定着した場合のＬ形交差部

壁

壁

壁壁

２

床版

（１） 中間部の交差部

最下階の交差部

壁

壁

一般で最上階の交差部

壁

床版

ことができない場合は、３．１８．２図、３．１８．３図により梁内に

は図面による。図面になければ３．２０．５図による。

（２）定着長さ及び受け筋は、３．１８．１図による。ただし、引き通す

（３）基礎梁と床版を一体打ちとしないで、打ち継ぎを設ける場合の補強

及び受け筋（その３）

３．１８．３図　スラブ筋の定着長さ

３．１８．４図　片持スラブの配筋

（２）先端に小梁がなく壁が取り付く場合

３．１８．５図　先端に壁が付く場合の配筋

３．１８．２　片持スラブ

垂れ壁のない場合

※先端の折り曲げ長さｂは、スラブ厚さ

よりかぶり厚さを除いた長さとする。

スラブに定着してもよい。

※スラブに段差のない場合は、主筋を引き通して

（１）片持スラブの配筋

床版

（３） 中間部の交差部

壁

底盤壁

壁

床版

ハンチを設け定着した場合の最上階の交差部

壁

壁

３．１８．１図　スラブ筋の定着長さ

及び受け筋（その１）

一般部

３．１８．１　一般事項

（１）鉄筋の継手長さは、Ｓ とする。

定着する。

垂れ壁のある場合

及び受け筋（その２）

３．１８．２図　スラブ筋の定着長さ

１

※ハンチ筋を設ける場合の配筋は、図面

　に指示がない場合はＳ を省略し、ハン

　に指示がある場合は、曲げ加工後に定

　着長Ｓ を確保する。定着長Ｓ は、い

　ずれの場合も曲げ加工後の直線部にて

２

２ ２

２２

２

　も曲げ加工後の直線部にて確保する。

　定着長Ｓ を確保する。定着長Ｓ は、いずれの場合

　できる。図面に指示がある場合は、曲げ加工後に

　場合はＳ を省略し、ハンチ筋は直筋とすることが

※ハンチ筋を設ける場合の配筋は、図面に指示がない

　確保する。

　チ筋は直筋とすることができる。図面

（１）図面にない事項は大梁、梁のあばら筋、及び基礎梁の項に準ずる。

（２）

３．１４．３図　片持梁主筋の定着及び余長（先端に小梁がない場合）

一般階

一般床版

（３）幅止め筋は、縦、横ともＤ１３－＠１０００ｍｍを標準とする。

（４）一般部壁筋は、３．１５．１図によることとし、隣接する壁の鉄筋と

　　　重ね継手を設ける場合は、３．６項に従うものとする。

３．１５．１図　壁の配筋

断面

梁

柱

柱

（ｄ：太いほうの鉄筋径）

Ｌ≧部材厚さ(Ｂ)かつ25ｄ

配管等での壁の打増し補強筋は、３．１７．１図による。

打増し厚さのａが５０ｍｍ以上、２００ｍｍ以下に適用する。

（１）コンセントボックス等を壁に埋め込む場合の補強は、特記によるほか、

３．１７．１図　壁の打増し補強配筋

（１）連続小梁の場合

（２）単独小梁の場合

３．１４．１図　小梁主筋の継手、定着及び余長（その１）

梁内の定着筋において梁せいが小さく垂直で余長が取れない場合、

斜めにしてもよい。

印は、余長位置を示す。

２００ｍｍを超える場合は、特記による。

１２

４－Ｄ※

４－Ｄ※

片持梁筋

折下げ

片持梁

片持梁筋

折下げ

先端小梁

先端小梁
(頭つなぎ梁)

片持梁

壁筋による

２－Ｄ※

４－Ｄ※

４－Ｄ※

４－Ｄ※

４－Ｄ※

先端壁の縦筋の径及

びピッチに合わせる

先端部補強筋

２－Ｄ13

４－Ｄ※

４－Ｄ※

４－Ｄ※

２－Ｄ※

壁筋による

４－Ｄ※

受け筋
Ｄ１３

先端部補強筋

２－Ｄ13

受け筋

２－Ｄ13

先端部補強筋

主筋

Ｄ16(Ｌ＞1000)

Ｄ13(Ｌ≦1000)

受け筋
Ｄ１３

受け筋
Ｄ１３

15ｄ以上

受け筋
Ｄ１３

受け筋

Ｄ１３

15ｄ以上
15ｄ以上

配力筋

主筋位置 主筋位置

主筋位置

梁

主筋位置

柱

梁

床版

梁

壁

縦筋はＤ１３とし、間隔は２００ｍｍ

横筋はＤ１３とし、間隔は壁横筋と同じ

打増し部

端部

連続端 連続端

外端

端部

株式会社 東京設計事務所

業務名/工事名

施工箇所名

図面の種類

図面番号縮　　　尺

事 務 所 名 可児市水道部水道課

設　計　者

可児市虹ケ丘地内
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下

ｂ

２

Ｓ ２

３
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２

Ｓ

Ｓ

Ｓ
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Ｓ　
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２

２

２
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Ｓ ２

Ｓ ２

Ｓ
２
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端
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以
上

1
0
0
以

下
1
0
0
以

下

Ｌ

Ｓ ３

Ｓ ３

≒45゜≒45゜

2／3Ｌ15d

Ｌ

ｂ

Ｓ ２

Ｓ

Ｓ ２

３

Ｓ ２

Ｓ３

２Ｓ

Ｓ ２

Ｓ２

20d以上

３Ｓ

Ｓ ２

Ｓ２

≦Ｐ＠

Ｐ＠
≦Ｐ＠

≦Ｐ＠

≦Ｐ＠

Ｐ＠

(継手長)

Ｌ

(継手長)Ｓ１

１Ｓ

ａ

Ｓ ２

Ｌｏ／２

15d(余長)

７Ｌｏ／１２

Ｌｏ／６

20d(余長)

Ｌｏ／６

Ｓ２

Ｌｏ／４ Ｌｏ／４

20d(余長)

Ｌｏ／４

20d(余長)20d(余長)

Ｌｏ／４

Ｌｏ／２

Ｌｏ

２Ｌｏ／３

20d(余長)

Ｌｏ／４

Ｌｏ／４

Ｌｏ

15d(余長)

20d(余長) Ｓ３

Ｌｏ／６

Ｌｏ／４

Ｌｏ／２

Ｌｏ

15d(余長) Ｓ２

Ｌｏ／４Ｌｏ／４

15d(余長)

Ｌｏ／２

15d(余長) 15d(余長) (定着)Ｓ ２

Ｓ３

15d以上

10d以上

15d以上

10d以上

10d以上
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２Ｓ
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ｂ１
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３
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１
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２

１
ｂ

ｂ１

１ｂ

Ｓ２

Ｓ ２

Ｈ

Ｓ ２

350

≧Ｓ ２

ａ

２

ａ

ａ

２Ｓ

Ｓ

/
２

ｂ

２
ｂ

Ｓ

２Ｓ

Ｓ

Ｓ ２

３

３

１ｂ

ｂ
１

１ /２

２
ｂ

Ｓ ２

ａ

ａ

２Ｓ

１ ｂａ

２

Ｓ ２

Ｓ ２

Ｓ ２ ａ

増打

※７０

４０30

ｃ

Ｓ ２

Ｓ ２

ａ２

Ｓ ２

１ａＳ ２

ａ

梁せい

5
0
0 1
0
0
0

ａ

Ｓ

Ｌ １

Ｌ ２

３

Ｓ ２

２

２

Ｓ

Ｓ

（５０）

（８０）

Ｓ ３
Ｓ２

３．２１　土木部分と建築部分の取り合い

土木工事３

３．１９　階段の配筋要領

３．２０　柱及び梁の増し打ち要領

柱主筋

柱帯筋

あばら筋と同径・同ピッチ

梁のあばら筋

１ｎ　本
（ｎ　／２）本１

Ｄ１６補強筋：

土木工事

出隅部分の補強筋

主筋
Ｄ16－300＠以内

Ｄ16－300＠以内

あばら筋と同径・同ピッチ

※

ｎ　本

（ｎ　／２）本

２

２

６－Ｄ※４－Ｄ※

梁のあばら筋

柱又は梁にＳ を定着する

出隅受け部分

一般スラブ水平方向鉄筋

出隅部分の補強筋

出隅部
２

Ｄ16－300＠以内

主筋

Ｄ１６補強筋：

Ｄ16－300＠以内

Ｄ16－300＠以内

※１

※１

主筋

※１

※１

主筋

建築工事

土木工事

シーリング

建築工事

ｂ

Ａ部

土木工事

土木工事

建築工事

Ｄ16－300＠以内
主筋

※１

主筋

※１

￡

建築工事
差し筋

この範囲で曲げを行う（３．８．２図参照）ｂ

（土木工事）

最下階柱主筋

（土木工事）

差し筋

Ｄ１３

スラブと同径、同間隔

株式会社 東京設計事務所

業務名/工事名

施工箇所名

図面の種類

図面番号縮　　　尺

事 務 所 名 可児市水道部水道課

設　計　者

可児市虹ケ丘地内
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（１）基礎梁とスラブを一体打ちとしないで、打ち継ぎを設ける場合。

３．２０．３　土間スラブの打継ぎ補強

３．２１．１図　壁縦筋の取り合い差し筋

の圧接位置まで延ばすこと。

（１）最上部の柱主筋は、１階建築部分の柱断面に応じ、３．２１．２図

３．２１．１　壁縦筋の取り合い

３．２１．３　柱主筋かぶり厚の取り合い

（１）土木工事の外壁に面する柱主筋のかぶりは、３．３．１表によらず、

３．２１．２図　柱主筋の取り合い差し筋

３．２１．３図　柱主筋かぶり厚の取り合い

（　）内は、塩害対策地域に適用する。

（２）開口寸法が配筋間隔以下で、鉄筋を緩やかに曲げることにより、開口部

を避けて配筋出来る場合は、補強筋を省略することができる。

３．２０．４図　梁の側面の増し打ち補強配筋（途中で終わる場合）

※鉄筋径及び本数は、図面による

３．１８．８図　床版開口部の補強配筋

Ａ部　柱取り合い

（出隅部分補強配筋）

３．１８．３　出隅部の配筋方法

３．１８．４　段差床版の補強

場合は、Ｄ１３＠１００ダブル程度とする。

（２）出隅受け部分(図のハッチ部分)の配筋は、図面(幅はｂ /２とする）

Ｈ≦70

３．１８．５　床版開口部の補強

Ｈ＞１５０の場合は、小梁を設ける事を原則とする。

（１）開口の最大径≦７００の場合は、開口によって切られる鉄筋と同

量の鉄筋で周囲を補強し、隅角部には、斜め方向に主筋径以上の鉄

筋２本を上下筋の内側に配筋する。（３．１８．８図）

開口の最大径＞７００の場合は図面による。

（１）同一床版に段差がある場合、３．１８．７図の補強を行う。ただし、

による。

（３）増し打ち部分のあばら筋の定着長さは、Ｓ 以上とする。

（２）階段主筋は、壁の中心線を越えてから縦に曲げ降ろす。

（１）壁配筋は、図面による。

３．１９．１図　片持スラブ形階段配筋の定着

ただし、ａ＜７０の場合は補強は行わない。

３．２０．１図　柱の増し打ち補強配筋

ａ＜７０の場合、補強は行わない。

７０≦ａ≦２００

７０≦ａ≦２００

（１）増し打ちコンクリートの補強は、３．２０．１図による。

（１）増し打ちコンクリートの補強は、３．２０．２図による。ただし、

※１．帯筋と同径・同ピッチとする。

３．２０．２図　梁の増し打ち補強配筋

７０≦ａ≦２００

（５）梁の上下の増し打ちが途中で終わる場合。

（６）梁の側面の増し打ちが途中で終わる場合。

３．２０．３図　梁の上下の増し打ち配筋補強（途中で終わる場合）

※１．あばら筋と同径・同ピッチとする。

（４）増し打ち部分の主筋の定着、重ね長さは、梁の主筋による。

Ｄ※：鉄筋径は、図面による。

３．１８．７図　段差のある床版の補強配筋

70＜Ｈ≦150

３．１８．６図　片持スラブ出隅部の補強配筋

１

（出隅受け部配筋）

３．２０．１　柱

７０≦ａ 、ａ　≦２００１ ２

７０≦ａ≦２００

打継ぎ

１ＳＬ

ＧＬ

３．２１．２　柱主筋の取り合い

１ＳＬ

７０≦ａ 、ａ　≦２００２１

（１）差し筋の仕様は建築工事仕様とする。（径は図面による）

１ＳＬ

ｃ＝地上かぶり＋増し打ち（３０）

ｂ＝地下かぶり

ａ＝地上かぶり

補強配筋（ダブル）

３．２０．５図　土間スラブの打継ぎ

ａ≦300mmの場合

（端　部）

（２）Ｌ 及びＬ は４．５．１表による。１

※　かぶり厚さ７０（８０）mmは、柱部材の外壁に面する部分のみに適用する。

　　　３．２１．３図による。

注　ｂ  ≧ ｂ　とする２ ２注　ｂ  ≧ ｂ　とする１

（１）補強の配筋は図面による。配筋方法は、３.１８.６図による。特記にない

２

１

２

（４）増し打ち部分主筋の定着，重ね長さは、柱の主筋による。

（３）増し打ち部分の帯筋の定着長さは、Ｓ 以上とする。２

（２）増し打ち部分での鉄筋は、定着長さとして認めない。ただし、躯体と
一体打ちの場合を除く。

（２）増し打ち部分での鉄筋は、定着長さとして認めない。ただし、躯体と
一体打ちの場合を除く。

３．２０．２　梁
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１２００≦Ｄ ＜１５００

８００≦Ｄ ＜１２００ｐ

ｐＤ ＜８００

ｐ

１２

９

１６

２００＜Ｄ≦１０００ ０＜Ｄ≦２００

ずれ止め厚さ杭　径 ｐ（Ｄ ）

３．２３　せん断補強鉄筋

３．２４　杭基礎の補強

土木工事３

３．２５　独立基礎の補強

15以上

Ｄ

Ｄ

15以上

6dかつ60ｍｍ以上

ｄ

Ｄ

6dかつ60ｍｍ以上

Ｄ

ｄ

Ｄ

Ｄ

6dかつ60ｍｍ以上6dかつ60ｍｍ以上

12d以上

12d以上

Ｄ ／４

Ｄ ／４

ｐ

ｐ

100

100

ｐＤ

100

100

100

０Ｌ≧Ｌ ＋10d

Ｄ　／4

Ｄ　／4

sp

sp

Ｌ≧Ｌ ＋10ｄ

scＤ

Ｄ sp

100

100

100

０Ｌ≧Ｌ ＋10d

Ｓ

≧150

梁幅

Ｓ２

２

Ｓ

Ｓ２

Ｄ

２ ≧150

梁幅

Ｓ

Ｓ２

Ｄ

２

０

12d以上

12d以上

12d以上

12d以上

1
00

Ｌ≧Ｌ ＋10d

ｐＤ

100

100
200

ｐＬ≧２・Ｄ

０

Ｄ13－150＠

せん断補強鉄筋

(フック付は、交互とする）

(フック付は、交互とする）

せん断補強鉄筋

基礎底版鉄筋

※２

組立鉄筋

帯鉄筋

Ｄ13－150＠

ずれ止め

※１

補強鉄筋（ｄ）

補強鉄筋

帯鉄筋

中詰め
コンクリート

Ｓ ０

Ｌ　≧Ｄ ＋100Ｃ ｐ

補強鉄筋（ｄ）

基礎底版鉄筋

組立鉄筋

※２

Ｄ13－150＠

帯鉄筋

※１

ずれ止め

コンクリート
中詰め

コンクリート

ソイルセメント

中詰め

Ｓ ０

ＣＬ　≧Ｄ　＋100sp

（呼び名）

※ｄ：鉄筋直径

基礎底版筋

基礎底版筋

基礎底版筋

３－Ｄ１６

３－Ｄ１６

基礎底版筋

基礎底版筋

Ｌｐ

基礎底版筋

※ｄ：鉄筋直径

（呼び名）

Ｄ13以上、間隔150＠以下

Ｄ13以上、間隔300＠以下

基礎底版鉄筋

主鉄筋径ｄ

帯鉄筋

帯鉄筋

Ｌ　≧Ｌ　＋10ｄ

Ｌ　≧Ｌ　＋10ｄ

基礎梁あばら筋
と同径・同間隔

株式会社 東京設計事務所

業務名/工事名

施工箇所名

図面の種類

図面番号縮　　　尺

事 務 所 名 可児市水道部水道課

設　計　者

可児市虹ケ丘地内

－

構造細目共通図(複合構造物)(6)

 18 葉之内 6

３．２５．１　フーチングの補強

（２）基礎底版筋の配筋は、図面による。

３．２５．１図　独立基礎の補強配筋

３．２４．６図　杭頭補強筋が底版厚より長くなる場合の杭頭補強

※１：ずれ止めの大きさは、３．２４．１表による。

３．２４．５図　鋼管ソイルセメント杭の杭頭補強

３．２４．１　一般事項

３．２３．１　底版、床版

（１）底版、床版のせん断補強要領は３．２３．１図及び３．２３．３図

（１）壁のせん断補強要領は３．２３．２図及び３．２３．３図による。

３．２３．２　壁

による。

３．２４．１図　ＰＨＣ杭の杭頭補強

Ｄ＝５ｄ

ｄ：鉄筋直径（呼び名）

Ｄ：曲げ内法直径

※鉄筋径及び間隔は図面による。

断 面 図

３．２３．２図　壁のせん断補強要領図

３．２３．３図　せん断補強筋加工要領図

※鉄筋径及び間隔は図面による。
断 面 図

３．２３．１図　底版、床版のせん断補強要領図

基礎下面

（１）補強方法は図面による。

※２：全周現場すみ肉溶接

基礎底版鉄筋

基礎下面

基礎上端鉄筋

※材質はＳＳ４００

３．２４．１表　杭体内外ずれ止めプレートの肉厚

基礎下面

３．２５．２　基礎接合部の補強

３．２５．２図　基礎接合部の補強配筋

※壁厚ならびに配筋は図面による。

平　面　図

３．２５．３図　杭基礎の場合のフーチング配筋方法

断　面　図

（１）杭基礎の場合のフーチング配筋方法は、３．２５．３図とする。

（２）杭頭処理の方法は、３．２４項に基づくものとする。

３．２５．３　杭基礎の場合のフーチング配筋方法

３．２４．２図　鋼管杭の杭頭補強

※１：ずれ止めの大きさは、３．２４．１表による。

※２：全周現場すみ肉溶接

基礎下面

※鉄筋径及び間隔は図面による。

３．２４．３図　場所打ち杭の杭頭補強

３．２４．４図　ＳＣ杭の杭頭補強

（３）杭芯とフーチング外端面との距離（Ｌｐ）は、場所打杭、

　　　打ち込み杭、埋め込み杭は１．０Ｄ（Ｄは杭径）以上とする。

杭頭処理形態

カットオフする場合

カットオフしない場合

鉄筋

コンクリート

鉄筋

コンクリート

部 材 寸 法

注１．φは、ＰＣ鋼棒径とする。

100

100

基礎底版鉄筋

Ｄ13－150＠

基礎下面

コンクリート

帯鉄筋

中詰め

Ｌ≧Ｌo＋10d

Lc≧2.5Ｄp＋100、かつ50φ＋Ｌo＋（被り 100）

Lc≧2.5Ｄp＋100、かつＬo＋（被り 100）

Ｌs Ｌc

Ｄp

Ｌs≧５０φ＋Ｌo＋１０ｄ

Ls≧Lo＋１０ｄ

杭体内補強鉄筋（ｄ）

中詰め補強鉄筋（ｄ）

（１）補強鉄筋にSD390またはSD490を用いる場合、中詰めコンクリート及び補強

（３）杭基礎の補強鉄筋の定着長Ｌ は、３５d以上とする。

（５）杭体内補強鉄筋は必要に応じ配置する。

　　　鉄筋が定着する基礎底版コンクリートの設計基準強度を30N/mm 以上とする。2

０

15ｍｍ以上

100

100

Ｌ≧2.5Ｄｐ+100

Ｌ≧Ｌo+10d

Ｄp

Ｄ13－150＠

Ｄ13－150＠

中詰め補強鉄筋（ｄ）

杭体内補強鉄筋（ｄ）

帯鉄筋

基礎下面

基礎底版主鉄筋

帯鉄筋

中詰め

コンクリート

Ｌ≧Ｌo＋１０ｄ

（４）杭頭補強鉄筋が底版厚より長くなる場合は、３.２４.６図による。

（２）鉄筋種別、径・本数は、図面による。
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かぶり厚さ

ｄ

Ｄ

Ｄ

ｄ

ｄ

４
ｄ
以
上

Ｄ

ｄ

Ｄ

４
ｄ

以
上

４ｄ以上

Ｄ

Ｄ

６
ｄ
以
上

ｄ

Ｄ

ｄ

ｄ

８
ｄ
以
上

かぶり厚さ

帯筋

ａ

間隔

あきＤ Ｄ

あばら筋

かぶり厚さ

厚さ

かぶり

ａ

躯体面

かぶり厚さ

かぶり厚さ

かぶり厚さ

かぶり厚さ

増打

躯
体
面

増打

かぶり厚さ

シーリング

打継ぎ

Ｌ h１

Ｌ

余長

１Ｌ 、Ｌ 又はＬ２ ３

【　※　】

Ｌａ（ただし、柱せいの

　　　　　　　3/4倍以上）

３２Ｌ ｈ、Ｌ ｈ又はＬ ｈ１

余長

Ｌｂ（ただし、梁幅の

　　　　　　　1/2倍以上）

ｂ

Ｌ 又はＬ １ ２

Ｌ

Ｌ

幅止め筋

煙突の鉄筋

４．２　異形鉄筋の末端部

４．１　鉄筋の曲げ加工

曲げ

角度

１８０°

１３５°

９０°

１３５°

９０°

角度

曲げ

９０°

以下

梁

柱

４

～Ｄ３８以下

１：打継目地部分は目地底より最小かぶり厚さを確保する。

煙突等高熱を受ける部分

接する部分

構造部分の種別

３：塩害対策地域区分は、建築工事特記仕様書による。

２：仕上なしの場合を標準とする。

４．４　鉄筋相互のあき

(ｍｍ)

最外径

Ｄ

１１

１８

２１

１４

２８

３３

２５

１）下階の柱主筋を

４．２．１図　異形鉄筋の末端部

１）下階の柱主筋を

出来ない柱頭部

引き通す事が

壁 壁

（基礎梁は除く）

１）出隅及び下端筋

出来ない柱頭部

引き通す事が

柱 壁

１）末端部

２）継手部

上下階の柱

(STP)

主筋

帯筋(HOOP)

あばら筋

る場合

断面が異な

１）末端部

２）継手部

１）末端部

２）継手部

の両端

１）末端部

梁

床版

１）末端部

１）末端部

Ｄ２２

壁 Ｄ２５

Ｄ２９

図の　印

4.1.1

床版

壁の一部となる

場合を含む

壁 梁

表参照

4.11.1

4.2.1

4.8.1

4.7.1

4.2.1

図参照

図参照

図参照

図の　印

鉄筋径

鉄筋径

ｄ

Ｄ１０

Ｄ１６

Ｄ１９

Ｄ１３

１）最上階の柱頭

圧接継手

４．２．１表　フックを設ける位置

Ｄ２９

～Ｄ３８

－

８ｄ以上

１）最上階の柱頭

重ね継手

以下

Ｄ１６

３ｄ以上

４ｄ以上

部　　位

四隅の主筋

２）継手部

折　曲　げ　図

Ｄ

Ｄ

継手方式

Ｄ１９

～Ｄ２５

ＳＤ３４５

４ｄ以上

６ｄ以上

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

すべてのコンクリート

ＳＤ２９５Ａ

４．１．２表　中間部

３ｄ以上 ４ｄ以上

３ｄ以上

３ｄ以上

３ｄ以上

４ｄ以上

４ｄ以上

４ｄ以上

4.7.1

4.2.1

図参照

図の　印

備　考

使　用　箇　所

あばら筋、帯筋

スパイラル筋

その他の鉄筋

柱

Ｔ形及びＬ形の梁の

あばら筋

９０°

幅止め筋

１３５°

杭基礎のベース筋

柱、梁の主筋

スパイラル筋

あばら筋、帯筋、

Ｄ１３以下の鉄筋

Ｄ１６以上の鉄筋

土、水に

一　　般

３３ｍｍ最大径

２５ｍｍ

の場合

４４ｍｍ

３８ｍｍ

４．４．１図　鉄筋のあき

鉄筋相互のあき：ａ

４．４．１表　鉄筋径と鉄筋間隔の関係一覧

（注）Ｄ：鉄筋の最外径　ｄ：鉄筋直径（呼び名）

２５ｍｍ

（２）

最小あき

３１ｍｍ

粗骨材

（１）

粗骨材径×1.25

異形鉄筋

２９ｍｍ

２４ｍｍ

２０ｍｍ

１５ｍｍ

鉄筋径×1.5

（３）

ａ

５８ｍｍ

７７ｍｍ

６６ｍｍ

最小鉄筋芯間隔

５２ｍｍ

４５ｍｍ

４２ｍｍ

４９ｍｍ

ａ＋Ｄ

必要とする場合

塩害対策を

４．３．１図　鉄筋のかぶり厚さ

ａ  部

梁

４．３．１表　鉄筋の最小かぶり厚さ(ｍｍ)

通常の施工の場合

柱、梁、耐力壁

柱、梁、床、壁

床、耐力壁以外の壁

底版、基礎

底版

６０

４０

６０

４０

４０

３０

７０

５０

７０

５０

５０

４０

４．３　鉄筋のかぶり及び間隔

折　曲　げ　図

建築工事

すべてのコンクリート

ＳＤ３４５

ＳＤ２９５Ａ

４．１．１表　末端部

Ｄ１６ Ｄ１９

使　用　箇　所

平 面 断 面 断 面

４．５．１表　鉄筋の重ね継手の長さ

４．５．１図

２４　　２７

２４　　２７

３０

ＳＤ３４５

ＳＤ２９５Ａ

３０

２１

２１

４．５　継手及び定着

鉄筋の

種　類

※４０ｄ（軽量コンクリートの場合は、５０ｄ）と

定着起点

フックなし

　４．５．２表のフックなし定着長さのうち大きい値とする

梁主筋の柱内曲げ定着

（ロ）折曲げ定着

小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着フックあり

定着起点

４．５．２図　定着の方法

（イ）直線定着

種　類

鉄筋の
コンクリートの

設計基準強度

Ｆｃ（Ｎ／mm2）

Ｌａ Ｌｂ

１５ｄ

１５ｄ

１５ｄ １５ｄ

１５ｄ

１５ｄ

１５ｄ

１５ｄ１５ｄ

２０ｄ

２０ｄ

２０ｄ

３０

２４　２７

３０

２１

２４　２７

２１

４．５．３表　鉄筋の投影定着長さ

ＳＤ３４５

ＳＤ２９５Ａ

（注）１．Ｌａ：梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ

　　　　　（基礎梁、片持ちスラブを含む。）

　　　２．Ｌｂ：小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の投影定着長さ

　　　　　（片持ち小梁及び片持ちスラブを除く。）

　コンクリートの

　設計基準強度

Fc（N/mm2）

４０ｄ ３０ｄ

３５ｄ ２５ｄ

３５ｄ ２５ｄ

４５ｄ ３０ｄ

４０ｄ ３０ｄ

３５ｄ ２５ｄ

　　　Ｌ

（フックなし）

１ 　　　Ｌ

（フックあり）

１ｈ

（注）１．Ｌ　、Ｌ　：フックなし重ね継手の長さ及びフックあり重ね継手の長さ１ｈ１

　　　２．フックありの場合のＬ　は、４．５．１図に示すようにフック部分Ｌを含ま１ｈ

Ｌ ｈ

３０ｄ

３０ｄ

３０ｄ

２５ｄ

２５ｄ

２５ｄ

４．５．２表　鉄筋の定着の長さ

２４，２７

２４，２７

３０

ＳＤ３４５

３０

２１

種　類

鉄筋の

ＳＤ２９５Ａ

２１

３５ｄ ３０ｄ

４０ｄ

４５ｄ

３５ｄ ３０ｄ

３５ｄ

３５ｄ

150mm
２０ｄ

以上

かつ

フックなし

４０ｄ

３５ｄ

１Ｌ

３５ｄ

３０ｄ

Ｌ２

１０ｄ

スラブ小梁

３Ｌ

２０ｄ

１０ｄ

２５ｄ

２５ｄ

２０ｄ

―

Ｌ ｈ

フックあり

小梁
Ｌ ｈ２

２５ｄ

２０ｄ

１

スラブ

３

　　（注）１、Ｌａ、Ｌｂは、４．５．３表の鉄筋の投影定着長さを示す。

　　　　　ない。

（注）１．片保ちスラブ先端、壁筋の自由端側先端で９０°フック又は１３５°フック

　　　　　を用いる場合は、余長を４ｄとする。

　　　２．９０°未満の折曲げの内法直径は図面による。

　コンクリートの

　設計基準強度

Fc（N/mm2）

鉄筋の曲げ加工は、４．１．１表及び４．１．２表を標準とする。

株式会社 東京設計事務所

業務名/工事名

施工箇所名

図面の種類

図面番号縮　　　尺

事 務 所 名 可児市水道部水道課

設　計　者

可児市虹ケ丘地内

－
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（１）Ｄは、曲げ内法直径を示す。

（２）ｄは、鉄筋直径（呼び名）を示す。

異形鉄筋の末端部には、４．２．１表によりフックを設ける。

（３）異形鉄筋の直径（呼び名の数値）の１．５倍以上

（２）最小のあき２５ｍｍ

（１）粗骨材の最大寸法の１．２５倍

場合のあきは、図面による。

鉄筋相互のあきは、下記の最大値のもの以上とする。ただし、特殊な鉄筋継手の

（３）溶接金網にも適用する。

以上確保して最小かぶり厚さを定める。

（２）柱及び梁の主筋にＤ２９以上を使用する場合は、主筋のかぶり厚さを径の１．５倍

リートの厚さを含まない。

（１）床版、梁、基礎及び擁壁で、直接土に接する部分のかぶり厚さには、捨てコンク

最小かぶり厚さは、４．３．１表による。

４．３．２　最小かぶり厚さ

施工誤差10mmを加えた厚さ以内に納めるものとする。

鉄筋組立後のかぶり厚さは、最小かぶり厚さ以上を確保し、最小かぶり厚に許容

までの距離（４．３．１図）をいう。

４．３．１　かぶり厚さ

（１）鉄筋の重ね継手の長さは、４．５．１表による。

４．５．１　鉄筋の重ね継手

（２）径が異なる鉄筋の重ね継手の長さは、細い鉄筋の径による。

（３）主筋及び耐力壁の鉄筋の重ね継手の長さは、４０ｄ（軽量コンクリートの場合

　　　は５０ｄ）と４．５．１表の重ね継手長さのうち大きい値とする。

４．５．２　継手の特記事項

（１） 継手は、極力応力の小さい位置に設ける。

（２） 異種径の鉄筋をガス圧接する場合は、鉄筋径の直近の範囲内とする。

４．５．３　鉄筋の定着

（１） 鉄筋の定着の長さは、４．５．２表による。

４．５．４　定着の方法

　　　定着の方法は４．５．２図による。

　　　なお、（ロ）折曲げ定着の梁主筋の柱内折曲げ定着において、仕口内に縦に折曲げ

　　て定着する鉄筋の定着長さＬが、４．５．２表のフックあり定着の長さを確保できな

　　い場合は、全長を４．５．２表に示すフックなし定着長さとし、かつ、余長を８ｄ、

　　仕口面から鉄筋外面までの投影定着長さを４．５．３表に示す長さ（かつ、梁主筋の

　　柱内定着においては、原則として、柱せいの３／４倍以上、小梁の場合は１／２以上）

　　をのみ込ませる。

かぶり厚さとは、一番外側の鉄筋（幅止め筋、組立筋を除く）の外面から躯体面
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（場内配管・電気機械室築造）工事

Ｌ

150mm以上150mm以上

Ｌ１

３ ２Ｌ
Ｌ２ ２Ｌ

鉄筋
鉄筋

ａ

ａ １Ｌ

１

ａ

Ｌ

ａ≧400mm

１Ｌ

ａ

Ｌ h１

１Ｌ h

１Ｌ h ａ １Ｌ h
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≧６ｄ
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直交梁位置

２
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上
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つ
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5
d
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つ

1
5
d

２

Ｄ

ｂ

Ｄ

差し筋

ｂ

差し筋

ａ

≧150mm≧150mm

２
Ｌ

Ｌ

5
0
0
以
上

h
o
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h
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つ

1
5
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≦
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・

h
o

h
o

２
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o
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+
1
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d

かぶり厚さ

以
上

Ｌ
２

5
0
0
以
上

Ｄ≦100

吊上げ筋は、一般のあばら筋より１
サイズ太い鉄筋又は同径のものを２
本重ねたものとする。

1
5
0
0
以
下

か
つ

1
5
0
0
以

下
か

つ

＠

＠

1.5Ｐ ＠

1.5Ｐ

１

１

＠１

Ｐ

1.5Ｐ

２

２＠

Ｐ

梁面より割付ける。

上下の柱断面寸法が異なる場合、

帯筋は、一般の帯筋より１サイズ

太い鉄筋または同径のものを２本

帯筋

重ねる。

Ｌ２
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４．６　継手及び圧接中心位置（柱）

４ 建築工事

４．５．３図　溶接金網の継手及び定着要領

継

一節半以上かつ

定着の長さ

床版の場合

継手の重ね長さ

一節半以上かつ

継手の重ね長さ

接

継

手

手

フックなしの場合

圧

壁の場合

４．５．４表　隣り合う継手の位置

重ねる場合条   件

フック有りの場合

ね

重

離す場合

４．５．４図　スパイラル筋の継手及び定着要領

以上の

添巻

（柱頭又は柱脚部）

末　端　部

（重ね継手）

中　間　部

1.5巻

４．８　帯筋の形状

・Ｈ形

・Ｗ－Ｉ形（溶接を行う）

・ＳＰ形（スパイラル筋）

（ロ）

４．８．１図　帯筋組立の形

（イ）

（ロ）

（ロ）（イ）

（イ）

（ハ）

（ハ）

（イ）

（ロ）

・丸形

（ニ）

４．９　帯筋の割付け

が多い場合

6Ｄ66Ｄ Ｄ

４．７．２図　上下の柱断面が異なる柱主筋の折曲げ及び定着

Ｄ:

ａ:

ｂ:

上下の柱幅の差（a≦150）

かぶり厚さ

梁のせい

1
≦

ａ
≦

1 ａ 1
＞

ａ

４．７．１図　柱主筋の継手、定着及び余長

が多い場合

が多い場合

柱脚の鉄筋

下階の鉄筋

継手

柱頭の鉄筋

上階の鉄筋

が多い場合

定着

４．７　柱筋の継手及び定着

１

４．１０　大梁筋の継手及び定着

梁

柱

梁

４．１０．２図　段違い梁

梁 梁

柱

４．１０．２　ハンチのない場合４．５．５　隣り合う継手の位置及び定着

２

一般の場合

４．９．１図　帯筋の割付け

Ｄ１０ ＠１２５

Ｄ１３ ＠１５０

Ｄ１０ ＠１００

Ｄ１０ ＠１５０

Ｄ１３ ＠１２５

Ｄ１６ ＠１２５

Ｄ１６ ＠１５０

Ｄ１３ ＠１００

柱、梁の交差部の配筋例（0.2％確保）

柱幅(ｃｍ)

≦１００

≦１５５

≦１３０

≦１２５

≦５５

≦８０

≦７０

≦４５

２※Ｐ 、Ｐ のピッチは100以下とする。１

パネルゾーン

４．１０．１図　梁主筋の梁内定着

４．１０．３図　大梁の重ね継手、定着及び余長

（注）１．継手中心位置は次による。

　　　　　　上端筋：中央Ｌo／２以内

　　　　　　下端筋：柱面より梁せい（Ｄ）以上離し、Ｌo／４を加えた範囲以内

　　　２．異形鉄筋の末端部（２）で定めた鉄筋には、フックを付ける。

　　　３．　　　　　　印は、継手及び余長を示す。

　　　４．破線は、柱内定着の場合を示す。

　　　※　Ｌaの数値は、原則として、柱せいの３／４倍以上とする。

４．１０．４図　ハンチのある大梁の定着及び余長（最上階）

４．１０．３　ハンチのある場合

４．１０．５図　ハンチのある大梁の定着及び余長（一般階）

隣り合う継ぎ手の位置は、４．５．４表により、ａ寸法を守ること。

ただし、壁の場合及びスラブ筋でＤ１６以下の場合を除く。

（１）溶接金網の継手及び定着

（２）スパイラル筋の継手及び定着

柱の継手及び圧接中心位置は、梁上端から５０ｃｍ以上、１５０ｃｍ以下かつ

３／４ｈｏ（ｈｏは柱の内法高さ）以下とする。

（ｄ）ＳＰ形において、柱頭及び柱脚の端部は、1.5巻以上の添巻きを行う。

溶接の場合は１０ｄ以上とし、組立前に行う。

（ｃ）溶接する場合の溶接長さＬは、両面フレア溶接の場合は５ｄ以上、片面フレア

（ｂ）Ｈ形の１３５゜曲げのフックが困難な場合は、Ｗ－Ｉ形とする。

（ａ）Ｈ形とする。

（１）帯筋の形状は、４．８．１図とし、種別は図面による。図面になければ下記による。

（３）上下の柱断面が異なる場合の柱主筋の折曲げ及び定着は、４．７．２図による。

（２）柱頭定着長さＬ が確保出来ない場合は、図面による。

（１）継手長さはＬ とし、定着及び余長は、４．７．１図による。

４．７．１　隣り合う継手の位置及び定着 （１）フック及び継手の位置は交互とし、位置を変える。

（２）帯筋の割付けは、４．９．１図による。ただし、図面にある場合は図面による。

（３）柱、梁の交差部（パネルゾーン）の帯筋のせん断補強比は、０．２％以上を

確保し、ピッチは1.5倍とする。

４．１０．１　大梁（基礎梁以外の大梁に限る）主筋の継手、定着及び余長

（１）大梁主筋の継手及び定着の一般事項

　　ａ．梁主筋は、原則として、柱をまたいで引き通すものとし、引き通すこと

が出来ない場合は、b.により柱内に定着することができる。

ただし、やむ得ず梁内に定着する場合は、４.１０.１図による。

　　ｂ．梁主筋を、柱内に折曲げて定着する場合は次による。

　　　　なお、定着の方法は、４．５．４による。

上端筋：曲げ下ろす。

下端筋：原則として曲げ上げる。

　　ｃ．段違い梁は４．１０．２図による。

０Ｌ ／４

Ｌａ １５ｄ（余長）

二段筋

Ｌａ

最上階

Ｌａ
０Ｌ ／４０Ｌ ／２

L 2

L 2 L 2

余長

余長

L 2

L 2 余長

※

※ ※

継手長さ

一般階

Ｄ

継手長さ

１５ｄ（余長）１５ｄ（余長） Ｌａ

Ｌａ

Ｌａ

L 2

L 2L 2

L 2

余長

余長

余長

余長

Ｌａ

※

※ ※

※

１５ｄ（余長）

２０d（余長）

Ｌo／４

Ｌo

Ｄ

上端筋

下端筋

（１）最上階の場合

１Ｌ Ｌ１

Ｌ２

１Ｌ１Ｌ

Ｌ２

L 2

L 2

La

La

余長
余長

※

※

二段筋

（２）一般階の場合

Ｌ１Ｌ１

１ １ＬＬ

15ｄ(余長) 15ｄ(余長)

０Ｌ /2０ Ｌ /4

０

Ｌ /4０

Ｌ

L 2

L 2

La

La

余長

余長

※

※

　４．破線は、梁内定着の場合を示す。

　　　引き通すことができる。

　３. 梁内定着の端部下端筋が接近するときは、　　　　のように

　２．　　　　    印は、継手及び余長を示す。
(注)１. 異形鉄筋の末端部（2）で定めた鉄筋には、フックを付ける。

　　　※　Ｌaの数値は、原則として、柱せいの３／４倍以上とする。
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Ｌｏ/4Ｌｏ/4

Ｌｏ

≦Ｐ＠

Ｐ'＠

Ｐ＠

Ｐ＠

Ｄ

≦Ｐ'＠Ｐ'＠

≦Ｐ＠

Ｐ＠

≦Ｐ＠

Ｐ＠

＝３０

Ｄ

Ｐ＠

Ｄ

≦Ｐ＠

Ｄ

幅止め筋

２－Ｄ10

腹筋

２－Ｄ10

２－Ｄ10

２－Ｄ10

２－Ｄ10

２－Ｄ10

＝３０

先端小梁

片持梁

折下げ

片持梁筋

２Ｌ

２Ｌ

先端小梁

(頭つなぎ梁)

折下げ

片持梁筋

Ｌ３

片持梁

Ｌ３

  45゜

Ｌ２

ｂ

Ｌ２

Ｌ３

Ｌ２

  45゜

Ｌ２ Ｌ

３Ｌ ｈ

２Ｌ／３15d

Ｌ

Ｌ

３

７Ｌｏ／１２

端部

上端筋

２

下端筋

Ｌ Ｌ

Ｌｏ／６

Ｌｏ／６

３Ｌ ｈ

Ｌｏ

20d(余長)

  45゜

２Ｌｏ／３

Ｌｏ

Ｌｏ／６

Ｌｏ

Ｌｏ／２

Ｌｏ／４Ｌｏ／２

20d(余長)

15d(余長)

Ｌｏ／４

20d(余長)

15d(余長)

20d(余長)

Ｌｏ／４ Ｌｏ／４

20d(余長)

端部

20d(余長)

Ｌｏ／４

Ｌｏ／２Ｌｏ／４

Ｌ２

外端

15d(余長) 15d(余長)

Ｌｏ／２

連続端

Ｌｏ／４

15d(余長)

Ｌｏ／４ Ｌｏ／４

15d(余長) (定着)

連続端

２Ｌ

主筋位置

梁

主筋位置

梁

≦Ｐ＠

Ｌ

主筋位置

２

≦Ｐ＠

Ｐ＠

Ｌ１

柱

≦Ｐ＠

Ｐ＠ 壁

≦Ｐ＠

主筋位置

床版

柱

梁

Ｌｂ

３Ｌ ｈ

Ｌ２

Ｌｂ

Ｌ２

Ｌｂ

３Ｌ ｈ

２

Ｌａ

≧８ｄ

≧６ｄ ≧６ｄ

≧８ｄ ≧８ｄ
１Ｌ h

≧８ｄ

ｄ

２

Ｌ
１

Ｌ１

Ｌ
１

Ｌ１
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４．１１．３　あばら筋の割付け

４．１１．２図　あばら筋の割付け（その１）

４．１１．４　腹筋及び幅止め筋

４．１１．３図　あばら筋の割付け（その２）

４．１１．４図　あばら筋の割付け（その３）

600≦Ｄ＜900

４．１１．５図　腹筋及び幅止め筋

900≦Ｄ＜1,200 1200≦Ｄ≦1,500

（注）１．あばら筋は、柱面の位置から割付ける。

　　　２．図中のＰ＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。

（注）１．あばら筋は、柱面の位置及びハンチに切り替わる位置から割付ける。

　　　２．図中のＰ＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。

（注）１．あばら筋は、柱面の位置から割付ける。

　　　２．図中のＰ＠、Ｐ'＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。

小梁外端部

小梁が連続する場合 小梁の終端部

小梁連続端部

４．１２．４図　片持梁主筋の定着

４．１２．３図　片持梁主筋の定着及び余長（先端に小梁のない場合）

４．１２．１図　小梁主筋の継手、定着及び余長（その１）

４．１２．２図　小梁主筋の継手、定着及び余長（その２）

４．１２．３　片持梁筋の定着

４．１２．２　小　梁

４．１２．１　一般事項

４．１３．１図　壁の配筋

梁

柱

断面

４．１３．１　一般事項

（注）１．　　　　　　印は、継手及び余長を示す。

　　　２．梁内の定着筋において梁せいが小さく垂直で余長がとれない場合、斜めにしてもよい。

　　　３．図示のない事項は、４．１０に準ずる。

４．１３．２　耐震壁の開口

４ 建築工事

４．１０．８図　鉛直段差梁（その２）

定着の長さは、４．１０．２図に準ずる

断面

平面

柱

梁

梁のあばら筋、腹筋及び幅止め筋

（イ） （ロ）

４．１１．１図　あばら筋組立の形及びフックの位置

（ハ） （ニ）

４．１１

（ヘ）（ホ）

一般の場合 重ね継手とする場合

小梁及び片持梁の配筋要領４．１２ 壁の配筋要領４．１３４．１０．４　水平段差のある場合

２

２

４．１０．６図　大梁の定着及び余長（水平段差のある場合）

４．１０．７図　鉛直段差梁（その１）

１ ２

１

４．１３．３図　壁開口部の補強の定着長さ

※：鉄筋径及び本数は、図面による

４．１３．３　壁開口部の補強

一般階

（１）水平段差のある場合

４．１０．５　鉛直段差（ｅ）のある場合

（１）ｅ／Ｄ≦１／６の場合

（２）ｅ／Ｄ＞１／６の場合

４．１１．１　一般事項

（２）壁梁の場合、腹筋の定着長さ及び継手長さは、Ｌ とする。

（３）土圧、水圧を受ける梁は、図面による。

（４）幅止め筋及び受け用幅止め筋は、Ｄ１０－１０００mmピッチ程度とする。

（１）腹筋に継手を設ける場合の継手長さは、１５０mm程度とする。

４．１１．２　あばら筋組立の形及びフックの位置

（１）形は、１１．１図（イ）を標準とする。

ただし、（イ）によることが出来ない場合は、下記の方法によることが出来る。

ａ．床版が片側に付く場合は、（ロ）又は（ハ）

ｂ．床版が両側に付く場合は、（ロ）～（ニ）

（２）フックの位置

ａ．（イ）の場合は交互とする。

ｂ．（ロ）の場合　床版が片側に付く場合は床版の付く側

床版が両側に付く場合は交互

ｃ．（ハ）の場合は床版の付く側を９０゜折曲げ、８ｄ確保する。

ｄ．（ホ）（ヘ）の場合は梁の上下にスラブが付く場合でかつ、梁せいが

　　　1.5ｍ以上の場合に適用する事ができる。（基礎梁）

（１）間隔が一様でハンチのない場合

（２）間隔が一様でハンチのある場合

（３）梁の端部で間隔の異なる場合

（１）一般の梁

ａ） 腹筋及び幅止め筋

（２）特殊な梁

腹筋及び幅止め筋は、図面による。

（１）先端に小梁のない場合

ａ．先端の折曲げの長さｂは、梁せいよりかぶり厚さを除いた長さとする。

ｂ．梁筋を引き通さない場合は、取り合い部材に定着する。ただし、柱に

取り合う場合は、全数を引き通すことができる場合でも、上端筋は、

２本以上を柱に定着する。

（２）先端に小梁がある場合

ａ．上端筋は、先端小梁内に斜めに定着する。

ｂ．先端小梁終端部の主筋は、片持梁内に水平定着する。

ｃ．先端小梁の連続端は、片持梁の先端を貫通する通し筋としてよい。

満足することを構造計算によって確認すること。

（２）やむを得ず開口をあける場合は、Ｈ１９国土交通省告示５９３号の規定を

（１）耐震壁等の開口は、図面に示すもの以外は設けてはならない。

（２）単独小梁の場合

（１）連続小梁の場合

印は、継ぎ手及び余長を示す。（２）

（１）図面にない事項は大梁、梁のあばら筋の項に準ずる。 （１）壁配筋の継手の長さはＬ 、及び定着の長さは、Ｌ とする。

（２）土圧及び水圧などを受ける壁及び耐震壁として、図面に示されたものは、

継手長さをＬ 、定着長さはＬ とする。ただし、耐力壁の重ね継手の長さは、

４０ｄと４．５．２表のフックなし重ね継手長さのうち大きい値とする。

（３）幅止め筋は、縦、横ともＤ１０－＠1000を標準とする。

（４）一般部壁筋は、４．１３．１図による。

Ｌａ

Ｌａ

L 2

L 2

余長

余長

※

※

　　　※　Ｌaの数値は、原則として、柱せいの３／４倍以上とする。

ＬａＬａ

柱

ｅ

Ｌａ

柱

Ｄ

Ｌａ

梁

ｅ

ｅ

梁

※

※

※

※

　　　※　Ｌaの数値は、原則として、柱せいの３／４倍以上とする。

梁
ｅｅ

一般階

Ｄ

Ｌａ

柱

最上階

Ｄ

Ｌａ

柱

Ｌａ

ｅ

梁

Ｌａ

ｅ

１Ｌ

※

※ ※

L 2

L 2

L 2

　　　※　Ｌaの数値は、原則として、柱せいの３／４倍以上とする。

※

余長

余長

余長

余長

L 2

Ｄ

（２）壁開口部の最大径が両方向の配筋間隔以下で、鉄筋を緩やかに曲げ

ることにより、開口部を避けて配筋出来る場合は、補強筋を省略する

を標準とする。

（１）壁開口部の補強は、図面による。補強筋の長さ及び位置は、４．１３．３図

ことができる。



虹ケ丘配水池建設

電気・機械室築造工事

（場内配管・電気機械室築造）工事

Ｕ型鉄筋

１－Ｄ※Ｌ

２－Ｄ※
Ｌ ２

Ｌ ２

２

１－Ｄ※

１－Ｄ※

継手長さＬ

２２Ｌ Ｌ

１－Ｄ※

端部

１－Ｄ※

Ｌ ２

１－Ｄ※

Ｌ

１－Ｄ※

２Ｌ
２－Ｄ※

２

２Ｌ

１

縦筋はＤ１０とし、間隔は２００ｍｍ

横筋はＤ１０とし、間隔は壁横筋と同じ

打増し部

Ｌ２

受け筋

（Ｄ１３）

Ｌ２

受け筋（Ｄ１３） Ｌ２

Ｌ３

Ｌ２

３Ｌ

ａ

Ｌ２

受け筋（Ｄ１３）

受け筋（Ｄ１３） Ｌｂ

受け筋（Ｄ１３）

３Ｌ

Ｌｂ Ｌｂ

３Ｌ

２－Ｄ13

配力筋

Ｌ

先端部補強筋

Ｌ２Ｌ

間隔に合わせる

先端壁の縦筋の径及び

先
端
壁
厚
以
上

２－Ｄ13

1
0
0
以

下

ｂ

Ｌ≦600

先端部補強筋

２－Ｄ13

ｂ

２－Ｄ13

主筋

受け筋Ｄ１３

Ｌ

２

1
0
0
以

下
1
0
0
以

下

先
端
壁
厚
以
上

２

３Ｌ

２Ｌ

Ｄ16(Ｌ＞1000)

Ｄ13(Ｌ≦1000)

主筋

配力筋
２Ｌ

受け筋

５Ｈ

Ｈ

350

２Ｌ

６－Ｄ※

４－Ｄ※

Ｈ

Ｌ２

１ /２

１/２ Ｌ１

一般スラブ配力筋

１
Ｌ

１
/
２

φ６＠100（1500角）溶接金網

ＰＨ・吹抜け等

出隅部分の補強筋

２

/
２

１

出隅受け部分

２

３

出隅部分の補強筋

Ｌ１１/２

Ｌ

出隅部

柱又は梁にＬ を定着する

（ｎ　／２）本

Ｌ

１Ｌ

１

１ｎ　本
（ｎ　／２）本１

２

※

ｎ　本２

Ｌ１

１Ｌ

３Ｌ

Ｌ
３

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ１

ｂ

１ｂ

ｂ

ｂ

※１

ａ

Ｌ

Ｄ１６

補強筋：あばら筋と同径・同ピッチ

≧Ｌ

梁のあばら筋

２

ａ

梁のあばら筋

あばら筋と同径・同ピッチ

ａ

補強筋：

≧Ｌ２

Ｌ２

Ｄ16－300＠以内

※１

主筋

２Ｌ

Ｄ１６

２

２

２

ｂ１

ａ

Ｌ

Ｌ

主筋

主筋

主筋

Ｄ16－300＠以内

Ｄ16－300＠以内

ａ

ａ

Ｌ２

※１

Ｄ16－300＠

Ｌ

ａ

２
※１

２ａ

Ｌ２

主筋

Ｌ２

主筋

Ｄ16－300＠以内

Ｌ２ ａ

※１

Ｄ16－300＠

※１

ａ２ １

Ｌ２

２Ｌ

Ｌ２

３Ｌ

１
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４．１３．４図　壁の交差部及び端部の配筋

４．１３．４　壁の交差部及び端部

２－Ｄ※１－Ｄ※

内壁の端部 外壁の端部

２－Ｄ※ ４－Ｄ※

交差部

４．１４．１図　壁の打増し補強配筋

４．１４　壁の打増し要領
４．１５．９図　床版開口部の補強配筋

４．１５．６　床版開口部の補強

４．１５．８図　段差のある床版の補強配筋

４．１５．５　段差床版の補強

４．１５．６図　片持スラブ出隅部の補強配筋

４．１５．４　地上部最上階の屋根床版

４．１５．７図　出隅及び入隅部分の補強配筋

（出隅部分補強配筋） （出隅受け部配筋）

４．１５．３　出隅部の配筋方法

Ｄ※：鉄筋径は、図面による。

※：鉄筋径は、図面による

柱及び梁の増し打ち要領４．１８

４．１８．４図　梁の側面の増し打ち補強配筋（途中で終わる場合）

４．１８．３図　梁の上下の増し打ち配筋補強（途中で終わる場合）

７０≦ａ 、ａ　≦２００

４．１８．２図　梁の増し打ち補強配筋

７０≦ａ≦２００

※１．あばら筋と同径・同ピッチとする。

１ ２

７０≦ａ 、ａ　≦２００

７０≦ａ≦２００７０≦ａ≦２００

４．１８．１図　柱の増し打ち補強配筋

７０≦ａ≦２００

※１．帯筋と同径・同ピッチとする。

４．１８．２　梁

１ ２

４．１８．１　柱

４．１５．２　片持スラブ

４．１５．１図　スラブ筋の定着長さ

４．１５．１　一般事項

及び受け筋（その１） 及び受け筋（その２）

４．１５．２図　スラブ筋の定着長さ

４．１５．３図　スラブ筋の定着長さ及び受け筋（その３）

垂れ壁のある場合垂れ壁のない場合

４．１５．５図　先端に壁が付く場合の配筋

※先端の折り曲げ長さ ｂは、スラブ厚さ

よりかぶり厚さを除いた長さとする。

４．１５．４図　片持スラブの配筋

Ｈ≦70 70＜Ｈ≦150

１ ２ １ ２ｂ ｂ ｂ ｂ

４．１７  階段の配筋要領

４．１７．１図　片持スラブ形階段配筋の定着

４ 建築工事

４．１５　床の配筋要領

（１）壁と壁の交差部は、４．１３．４図による。

１

１

２

２

注　   ≧   とする 注　   ≧   とする

ａ．交差部補強筋Ｄ※はＤ１３以上、かつ壁主筋と同径とする。

ｂ．（　）内は、土圧、水圧及び耐震壁等の継手長さを示す。

同間隔とする。

（１）コンセントボックス等を壁に埋め込む場合の補強は、特記によるほか、

配管等での壁の打増し補強筋は、４．１４．１図による。

打増し厚さのａが５０ｍｍ以上、２００ｍｍ以下に適用する。

２００ｍｍを越える場合は、特記による。

※壁構造の場合は、「壁構造配筋指針」（建築学会）に基づき図面による。

（１）鉄筋の継手長さは、Ｌ とする。

（２）定着長さ及び受け筋は、４．１５．１図による。ただし、引き通す

ことができない場合は、４．１５．２図、４．１５．３図により梁内に

定着する。

は図面による。

（３）基礎梁と床版を一体打ちとしないで、打ち継ぎを設ける場合の補強

（２）陸屋根、勾配屋根共通とする。

の下側に配筋する。

（１）出隅及び入隅部分には、４．１５．７図により、補強筋（溶接金網）を上端筋

による。

（２）出隅受け部分(図のハッチ部分)の配筋は、図面(幅はｂ /２とする）

特記にない場合は、Ｄ１０＠１００ダブルとする。

（１）補強の配筋は図面による。配筋方法は、４．１５．６図による。

ｃ．壁の端部にＵ型鉄筋を使用する場合の径及び間隔は、壁筋と同径及び

（１）片持スラブの配筋

（２）先端に小梁がなく壁が取り付く場合

（１）開口の最大径≦７００の場合は、開口によって切られる鉄筋と同量の鉄筋で

周囲を補強し、隅角部には、斜め方向に主筋径以上の鉄筋２本を上下筋の

内側に配筋する。（４．１５．９図）

開口の最大径＞７００の場合は図面による。

Ｈ＞１５０の場合は、小梁を設ける事を原則とする。

（１）同一床版に段差がある場合、４．１５．８図の補強を行う。ただし、

（２）床版開口の最大径が両方向の配筋間隔以下で、鉄筋を緩やかに曲げることに

より開口部を避けて配筋できる場合は、補強筋を省略することができる。

（１）壁配筋は、図面による。

（２）階段主筋は、壁の中心線を越えてから縦に曲げ降ろす。

（１）増し打ちコンクリートの補強は、４．１８．１図による。

ただし、ａ＜７０ｍｍの場合は補強は行わない。

（３）増し打ち部分の帯筋の定着長さは、Ｌ 以上とする。

（４）増し打ち部分主筋の定着，重ね長さは、柱の主筋による。

（１）増し打ちコンクリートの補強は、４．１８．２図による。ただし、

ａ＜７０ｍｍの場合、補強は行わない。

（３）増し打ち部分のあばら筋の定着長さは、Ｌ 以上とする。

（４）増し打ち部分の主筋の定着、重ね長さは、梁の主筋による。

（５）梁の上下の増し打ちが途中で終わる場合

（６）梁の側面の増し打ちが途中で終わる場合

（２）増し打ち部分での鉄筋は、定着長さとして認めない。ただし、躯体と一体打ちの場合を除く。

（２）増し打ち部分での鉄筋は、定着長さとして認めない。ただし、躯体と一体打ちの場合を除く。
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４．１９．１　斜め柱・斜め梁の取り合い

４．１９

４．１９．３　円柱の取り合い

４．１９．２　梁と床版の取り合い勾配屋根の取り合い

Ｌ １

４ 建築工事

（１）※印の鉄筋は、同径以上とし、かつダブル巻きとする。

ａ） 柱幅と斜材（柱又は梁）幅が同一

ｐ
ｐ

ｐ
ｐ

ｐ

柱：Ｄ

ｐ
ｐ

ｐ

Ｄ

ｐ

ｐ
ｐｐ

ー
Ｄ
１
３
＠
２
０
０

ｐ
ｐ

ｐ

Ｌ

増し打ち補強筋

(図面による)

フーチング

Ｌ

３Ｌ

３

Ｄ１３＠２００

ＨＯＯＰ

隅鉄筋Ｄ16

３

Ｄ

２

３Ｌ

Ｌ

２Ｌ

柱：Ｄ

※
※

1.5Ｄ
Ｌ ２

柱：Ｄ

１Ｌ

※

Ｌ ２

Ｌ ２

柱：Ｄ

梁：Ｄ

※

100

※
1.5Ｄ

３-Ｄ19

Ｌ

柱：Ｄ

１Ｌ

※

1.5Ｄ
２

１Ｌ

Ｌ ３

－Ｄ１３＠２００

1.5Ｄ

100 ＬＬ ３

２Ｌ

１

100

Ｌ ３

※

２Ｌ

１Ｌ ※

Ｄ

３Ｌ
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施工箇所名

図面の種類

図面番号縮　　　尺

事 務 所 名 可児市水道部水道課

設　計　者

可児市虹ケ丘地内

－

構造細目共通図(複合構造物)(11)
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以下とする。

（３）柱の取合い部における斜め梁のせん断補強筋中心間隔は、当該梁部材のせん断

補強筋中心間隔ｐ以下とする。

（１）円柱と梁の取り合い

ｂ） 柱幅と斜材幅が異なる

上端筋は、連続筋とする。

ｃ） 柱脚で斜材となる

１） 柱頭部で柱芯に梁が

取り付く場合

ｅ） 梁が斜材となる

上端筋は、連続筋とする。

４．１９．３図　円柱の取り合い配筋

ｇ） 大梁に斜め小梁が接する場合ｆ） 斜め大梁に小梁が接する場合

柱筋はａ），ｂ）に倣う。

４．１９．１図　斜め柱・斜め梁の取り合い配筋

取り付く場合

２） 柱頭部で柱外面に梁が

梁

梁

梁

梁

基礎梁

Ｔｙｐｅ ＢＴｙｐｅ Ａ

Ｄ：梁せい

（２）１．５Ｄの範囲の柱の帯筋は一段太いものか、またはダブル巻きとし＠１００

増し打ち補強要領は、１６．２による。

ｄ） 柱頭で斜材となる

４．１９．２図　梁と床版の取り合い配筋

大梁

小梁

小梁

大梁

３） 柱脚部の円柱と基礎との

取合い



虹ケ丘配水池建設

電気・機械室築造工事

（場内配管・電気機械室築造）工事

X

Y

Ａ

Ｂ

4
,
0
0
0

１ ２

共通事項　特記なき限り下表による

1/50

7,000

W
3
0

W30

W30

Ｂ１階  伏図

X

Y

Ａ

Ｂ

4
,
0
0
0

１ ２

共通事項　特記なき限り下表による

1/50Ｒ階  伏図

S15

7,000

G1

G2

G
3

B
1S15

CS15

CS15

CS15

CS15

使　用　材　料

コンクリート

鉄　筋 SD295A

SD345

Fc=24（N/mm　）

（D16以下）

（D19以上）

2 鋼　材

高力ボルト

アンカーボルト

SS400

中ボルト　SS400

F8T

W
3
0

600 600

9
0
0

9
0
0

I-250x125x7.5x12.5
ホイストレール

X

Y

Ａ

Ｂ
4
,
0
0
0

１ ２

共通事項　特記なき限り下表による

1/50

7,000

１階  伏図

W
1
8

S25

S25

W18

B2

CS25

S20

W
1
8

W18

I-250x125x7.5x12.5
ホイストレール

FS50

W
2
5

W25

W25

S25

B
3

株式会社 東京設計事務所

業務名/工事名

施工箇所名

図面の種類

図面番号縮　　　尺

事 務 所 名 可児市水道部水道課

可児市虹ケ丘地内

設　計　者

1：50

伏図

 18 葉之内 12



虹ケ丘配水池建設

電気・機械室築造工事

（場内配管・電気機械室築造）工事
共通事項　特記なき限り下表による

1/50軸組図

GL

2
,
8
5
0

3
,
2
0
0

1
,
0
5
0

1
,
6
5
0

1
,
2
0
0

5
,
4
5
0

A B

4,000

２通　軸組図

21

Ａ通　軸組図

21

Ｂ通　軸組図

7,000 7,000

W30

W18

W30

W18

G2

1
5
0

3
0
0

1
5
0

3
0
0

A B

4,000

１通　軸組図

W18

1
5
0

W30

W18

G3

1
5
0

3
0
0

6
5
0

2
,
3
0
0

W25

3
0
0

W30

G1

BFL

1FL

RSL(水下)

RSL(水上)

建築工事

土木工事

建築工事

土木工事

建築工事

土木工事

建築工事

土木工事

株式会社 東京設計事務所

業務名/工事名

施工箇所名

図面の種類

図面番号縮　　　尺

事 務 所 名 可児市水道部水道課

可児市虹ケ丘地内

設　計　者

1：50  18 葉之内 13

軸組図



虹ケ丘配水池建設

電気・機械室築造工事

（場内配管・電気機械室築造）工事

上

下

上

下

上

下

S

S

20

25

200

250

D13D16

D13D16

FS D22 D19

ダブルダブル
D13   @200 D13   @200

50 500

ダブルダブル
D13   @200 D13   @200

ダブルダブル
D19   @200 D19   @200

縦　筋

横　筋

斜　筋

横　筋

開

口

補

強

縦　筋

符　号

断　面

共通事項 特記なき限り  

W30

1/30壁リスト(土木工事)

300

2-D13

D13@200タブル

D13@200タブル

4-D16

4-D16

2-D13

D13@200タブル

D13@200タブル

4-D16

4-D16

ダブル配筋の巾止め筋はD13@1000以内で割付

梁リスト

1/30

上  筋

下  筋

腹  筋

スタラップ

Ｂ×Ｄ

断　面

符　号

位　置

B2 B3

全断面 端　部 中　央

300×700

3-D19

3-D19

300×700

3-D19

3-D19

3-D19

4-D19

7
0
0

300 300

7
0
0

小梁リスト(土木工事)  

共通事項 特記無き限り  1.巾止筋 D13@1000 とする。

□-D13@200 □-D13@200

2-D13 2-D13

250

W25

備　考
斜　筋縦横筋

短辺方向 長辺方向

端　部 中　央 端　部 中　央
符　号 位　置

開口補強筋
版　厚

スラブリスト(土木工事)

株式会社 東京設計事務所

業務名/工事名

施工箇所名

図面の種類

図面番号縮　　　尺

事 務 所 名 可児市水道部水道課

可児市虹ケ丘地内

設　計　者

1：30

部材リスト(土木工事)

 18 葉之内 14



虹ケ丘配水池建設

電気・機械室築造工事

（場内配管・電気機械室築造）工事

上

下
S15 150 D13 D13

ダブルダブル
D10D13@200 D10D13@200

上

下
15 150CS － －

上

下

ダブル
CS － －25 250

ダブル
D10   @200

D10D13@200

D10   @200

D13   @100

D13   @200
D13   @200

縦　筋

横　筋

斜　筋

横　筋

開

口

補

強

縦　筋

符　号

断　面

共通事項 特記なき限り  

W18

2-D13

4-D13

4-D13

D10@150タブル

D10@150タブル

壁リスト  1/30

ダブル配筋の巾止め筋はD10@1000以内で割付

180
縦筋

開口補強筋 壁筋の定着

横筋

W18

(端部)

2-D13

(交差部)

4-D13

W18

350

350

40
d

40d

4
0
d

符　号

断　面

梁リスト

G1 G2 G3

1/30

共通事項 特記無き限り  1.巾止筋 D10@1000 とする。

180 180 180

上  筋

下  筋

腹  筋

スタラップ

Ｂ×Ｄ

2-D13

2-D13

□-D10@150

2-D13

2-D13

□-D10@150

2-D13

2-D13

□-D10@150

壁梁リスト(建築工事)  

梁リスト

1/30

共通事項 特記無き限り  1.巾止筋 D10@1000 とする。

上  筋

下  筋

腹  筋

スタラップ

Ｂ×Ｄ

断　面

250×600

2-D16

2-D16

□-D10@200

2-D10

符　号

位　置

B1

全断面

250

6
0
0

小梁リスト(建築工事)  

斜筋

※　開口上部が壁梁の場合は
　　開口上側に開口補強筋を
　　配置しない

壁の横筋を引き通す 壁の横筋を引き通す 壁の横筋を引き通す

180×670 180×3490 180×905～1235

6
7
0

3
,
4
9
0

9
0
5
～

1
,
2
3
5

備　考
斜　筋縦横筋

短辺方向 長辺方向

端　部 中　央 端　部 中　央
符　号 位　置

開口補強筋
版　厚

スラブリスト

スラブ開口部の補強配筋

4-D※

2-D※

4-D※

注) ※ は、リストの鉄筋径とする。

40d

40d

40d

40d

株式会社 東京設計事務所

業務名/工事名

施工箇所名

図面の種類

図面番号縮　　　尺

事 務 所 名 可児市水道部水道課

可児市虹ケ丘地内

設　計　者

1：30

部材リスト(建築工事)

 18 葉之内 15



虹ケ丘配水池建設

電気・機械室築造工事

（場内配管・電気機械室築造）工事

(a-a 断面図)外部階段

屋根片持ちスラブ・庇

外部階段踊場

B

4
,
0
0
0

1
,
2
0
0

1
,
2
0
0

3
,
2
0
0

1
,
0
5
0

RSL(水下)

RSL(水上)

21

7,000

各2-D13

D10D13@200

D10@200

D10@150ダブル(縦・横共)

各2-D13

2-D13

各2-D13

各2-D13

□-D10@150

D10D13@200

土木工事差し筋

GL

1FL

A

A B

4,000

a

a

イナズマ筋
D10@200

土木工事差し筋

4-D13

4-D134-D13

4-D13

4-D13

4-D13

4-D134-D13

W18 D10@150ダブル(縦・横共)

W18 D10@150ダブル(縦・横共)

W
1
8

D
1
0
@
1
5
0
ダ

ブ
ル

(
縦
・

横
共
)

W
1
8

D
1
0
@
1
5
0
ダ

ブ
ル

(
縦
・

横
共
)

1,180

D10@200

1-D13
4-D13

4-D13

ダブル
D10@200

D10D13@200

ダブル
D10@200

D10D13@200
(S15上端筋を引き通す)

4-D13

1-D13

平面配筋図

Ｂ通架構配筋図

1FL

GL

1FL

GL

2

2

D10@150

2-D13

4-D13

2-D13

4-D13

4-D13

D10@200

-D13@200

D10@200
イナズマ筋

D10@150

D13@200

D13@100

ダブル
D13@200

2-D13

150

150

2-D13

1-D13

4-D13

2-D13

-D10@200

2-D13(梁主筋)

2-D13(梁主筋)

ダブル

1,150

2-D13

2
5
0

土木工事差し筋

2-D13

D10@150

D13@100

D13@200

D13@200

150

株式会社 東京設計事務所

業務名/工事名

施工箇所名

図面の種類

図面番号縮　　　尺

事 務 所 名 可児市水道部水道課

可児市虹ケ丘地内

設　計　者

1：30

平面・架構配筋図・各部配筋図
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虹ケ丘配水池建設

電気・機械室築造工事

（場内配管・電気機械室築造）工事

アンカーボルト　4-M16

L=600(2重ナット締め)

フープ

主　筋

硬質ゴム

増打部配筋

1-  -D10

4-D16

硬質ゴム

I-250x125x7.5x12.5

B.PL-19×300×250

HTB 2-M16
G.PL-9

2PL-9

硬質ゴム

ストッパー

(二重ナット締め)

アンカーボルト　4-M16　L=500

B.PL-19×300×250

F2

共通事項
１／２０

　・鋼材は、SS400とする。

　・ストッパー位置は、現場合わせとする。

　・高力ボルトは、F8Tとする。

　・溶融亜鉛メッキとする。

I - 250×125×7.5×12.5

ホイストレール取付詳細図
溶接記号凡例

隅肉溶接（両面）F2

F1 隅肉溶接（片面）

T1 完全溶込み溶接 T形継手（片面）

B

A

1 2

 ホイストレール   　：

A

1FL

B

2
5
0

250

I-250x125x7.5x12.5
ホイストレール

F2

・　印は、ホイストレール支点を示す。

株式会社 東京設計事務所

業務名/工事名

施工箇所名

図面の種類

図面番号縮　　　尺

事 務 所 名 可児市水道部水道課

可児市虹ケ丘地内

設　計　者

1：20

ホイストレール取付詳細図(1)
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100

2525

3
0

30

1
5
0

5
0

2
5
0

300

5
0

50 50200

1F KEY PLAN

アンカーボルト　4-M16



虹ケ丘配水池建設

電気・機械室築造工事

（場内配管・電気機械室築造）工事

（二重ナット締め）4-M16A.B

ストッパー 2PL-9 I-250x125x7.5x12.5

B.PL-19×300×250

HTB 2-M16
G.PL-9

2PL-9

硬質ゴム

ストッパー

(二重ナット締め)

アンカーボルト　4-M16　L=500

B.PL-19×300×250

F2

B.PL-19×200×189

H.T.B　4-M16

PL-19×200×400

共通事項
１／２０

　・鋼材は、SS400とする。

　・ストッパー位置は、現場合わせとする。

　・高力ボルトは、F8Tとする。

　・溶融亜鉛メッキとする。

I - 250×125×7.5×12.5

ホイストレール取付詳細図
溶接記号凡例

隅肉溶接（両面）F2

F1 隅肉溶接（片面）

T1 完全溶込み溶接 T形継手（片面）

B

A

1 2

 ホイストレール   　：

I-250x125x7.5x12.5
ホイストレール

21

RSL(水下)

1
0
05
0

硬質ゴム

PL-12

6050
60

H.T.B. 4-M16
PL-19

30

B.PL-19 200×400

PL-12 PL-19

4
0
0

≒
1
5
0

F2

F2

1
0
0

5
0

5010050

200

F2

3
0
0

≒
1
5
0

25 75 25

125

6
0

6
0

200

63 6375

T1

F1

5
0
1
9

1
8
9

・　印は、ホイストレール支点を示す。

株式会社 東京設計事務所

業務名/工事名

施工箇所名

図面の種類

図面番号縮　　　尺

事 務 所 名 可児市水道部水道課

可児市虹ケ丘地内

設　計　者

1：20

ホイストレール取付詳細図(2)
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30

1
5
0

5
0

2
5
0

300

5
0

50 50200

RF KEY PLAN

アンカーボルト　4-M16

アンカーボルト　4-M16

(2重ナット締め)



工事設計図
平成　　年　　月（全　　　枚）

仕様書

１．工　事　概　要

1．工事場所

2．建物概要

備考
消防法施行令
別 表 第 一

建築基準法による
延べ面積（m ）

2

新築RC造電気・機械棟 地上1階地下1階 55.34

階　　　　数構　造建　物　名　称

（備考中の特定の施設、一般の施設とは耐震安全性の分類を示す。）

3．工事種目（●印を付けたものを適用する）

建物別及び屋外 工事種別

工　事　種　目 屋　外

一式 一式 一式 一式○ 空気調和設備

一式 一式 一式 一式● 換気設備

一式一式 一式 一式○ 排煙設備

一式一式 一式 一式○ 自動制御設備

一式一式 一式 一式○ 衛生器具設備

一式一式 一式 一式● 給水設備

一式一式 一式 一式○ 排水設備

一式一式 一式 一式○ 給湯設備

一式一式 一式 一式○ 消火設備

一式一式 一式 一式○ 厨房設備

一式一式 一式 一式○ ガス設備

一式○ ごみ処理設備 一式 一式 一式

○ 

○ 

○ 撤去工事

4．指定部分　　　●無　　○有（　　　　　　　　　　工期：平成　　年　　月　　日）

5．設備概要（●印のついたものを適用する）　　　　　　　　　　　　　　　　　　

設              備              概              要方式及び種別

自 動 制 御 方 式

給 水 方 式

排 水 方 式

の

ガ ス の 種 類

○ 電気式　○電子式　○デジタル式

○ 高置タンク方式　　●水道直結方式

建物外放流先

ポンプ排水 ○あり（○汚物　○雑排水　○湧水）　　○なし

建物内の汚水と雑排水（○ 合流式　○分流式）

　（2）雑排水　○ 直放流下水管

　（1）汚　水　○ 直放流下水管

○ 不活性ガス消火設備　（　○　　　　）

○ 泡消火設備　　　○連結散水方式　　○連結送水管　　○フード等用簡易自動消火装置

○ 屋内消火栓設備　　　　　　○スプリンクラー設備

　　　　　　　　　　　　　　　　　供給圧力　　　Pa、供給事業者名　東京ガス㈱）

○ 都市ガス（種別 13A、高位発熱量45.0MJ/m3(N)、　低位発熱量40.6MJ/m3(N)

○

　　　　　　　 ○ファンコイルユニット・ダクト併用方式　　　○

○ 空気調和　　○単一ダクト方式　　　　　　　　　　　　　　○全空気方式

主 要 熱 源 機 器

空 調 方 式

消 火 設 備

種　　　 類

（6．改修内容（改修工事のみ））　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２．工　事　仕　様

1．共通仕様

（１）図面及び特記仕様に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「公共建築工事標準仕様書

　　　（機械設備工事編）（平成25年版）」（以下、「標準仕様書」という。）、「公共建築改修工事標準仕様書（機

　　　械設備工事編）（平成25年版）」（以下、「改修標準仕様書」という。）及び「公共建築設備工事標準図（機械

　　　設備工事編）（平成25年版）｣（以下、「標準図」という。）による。

（２）電気設備工事及び建築工事を本工事に含む場合、電気設備工事及び建築工事は、それぞれの工事仕様を適用する。

　　　なお、電気設備工事の工事仕様は、（　／　）図、建築工事の工事仕様は（　／　）図による。

2．特記仕様

章、項目、特記事項共に●印の付いたものを適用し、○印のものは適用しない。

特　　　　記　　　　事　　　　項項　　　目章

　   ③ 再資源化等に要した費用

　   ② 再資源化等をした施設の名称及び住所

　   ① 再資源化等が完了した年月日

特定建設資材の○

再資源化等について 　 の対象建設工事であり、分別解体、特定建設資材の再資源化等について適切な処理を行う。ただし、

○ 本工事は「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律」（平成１２年５月３１日法律第１０４号）

　 工事契約後にやむを得ない事情により予定した条件により難い場合は監督職員と協議する。分別解

　 体・再資源化等の完了時に、以下の事項を書面にて監督職員に報告する。

　　１）分別解体の方法

分別解体の方法

　  ○手作業・機械作業併用

　　○手作業

○ 増築

○ 新築

○ 模様替

○ 修繕

作業内容

建築設備工事

○ なし

○ あり

工　　　　程

　　２）特定建設資材廃棄物の種類と再資源化等をする施設

　 成る建設資材　　

○ コンクリート及び鉄から　　　　　

○ コンクリート　　　　　

○ アスファルト・コンクリート　　　　　

所　在　地再資源化等をする施設の名称特定建設資材廃棄物の種類

○ 木　　　　　　　　　材

●

一
般
共
通
事
項

○ 本工事は「建設副産物情報交換システム」を活用する。

　 総合施工計画作成時、工事完了時及び登録情報に変更が生じた場合、速やかに当該システムにデー

　 タ入力を行う。また、同システムにより工事着手時に再生資源利用計画書及び再生資源利用促進計

　 画書を、工事完了時に同計画書の実施報告書（書式は同一）を作成し、監督職員に提出する。

　　　とする。ただし、同等以上のものとする場合は、あらかじめ監督職員の承諾を受ける。

（２）別表－１に機材等名が記載された製造業者等は次の１）から６）すべての事項を満たすものと

　　　し、この証明となる資料又は外部機関（（一社）公共建築協会　他）が発行する品質及び性能

　　　等が評価されたことを示す書面を提出して監督職員の承諾を受ける。ただし、製造業者等名が

　　　記載されているものは、証明となる資料等の提出を省略することができる。

●機材等 （１）本工事に使用する機材等は、設計図書に定める品質及び性能を有するもの又は同等以上のもの

　　１）品質及び性能に関する試験データが整備されていること。

　　２）生産施設及び品質の管理が適切に行われていること。

　　３）安定的な供給が可能であること。

　　４）法令等で定めがある場合は、その許可、認可、認定又は免許を取得していること。

　　５）製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

　　６）販売、保守等の営業体制が整えられていること。なお、システムとして機能するものにあっ

　　　　ては、システムの構築能力があり、現場での施工体制が整えられていること。

●環境への配慮 （１）国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律に基づく特定調達物品等に関する判断の基

　　　準は、「環境物品等の調達の推進に関する基本方針（平成２５年２月閣議決定）」による。

　　　　①合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、パーティクル

　　　　　ボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断熱材、塗

　　　　　料、仕上塗材は、アセドアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散が極めて少ない材

　　　　　料で、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分に応じた材料を使用する。

　　　　②接着剤及び塗料は、トルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材料を使用

　　　　　する。

　　　　③接着剤は、可塑性（フタル酸ジ－ｎ－プチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキシル等を含

　　　　　有しない難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていない材料を使用する。

　　　　④①の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類は、ホルムアルデヒド、

　　　　　アセドアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない材料を使用したもの

　　　　　とする。

（３）設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分において、「規制対象外」とは次の

　　　①又は②に該当する材料を指し、同区分「第三種」とは次の③又は④に該当する材料を指す。

　　　　①建築基準法施行令第２０条の７第１項に定める第一種、第二種及び第三種ホルムアルデヒ

　　　　　ド発散建築材料以外の材料

　　　　②建築基準法施行令第２０条の７第４項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

　　　　③建築基準法施行令第２０条の７第１項に定める第三種ホルムアルデヒド発散建築材料

　　　　④建築基準法施行令第２０条の７第４項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

○ 室内空気中の化学

物質の濃度測定

室内空気中のホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレンの濃度を測定し、

測定はパッシブ型採集機器により行う。

　　測定対象室　　　　　・図示　　　　　・

　　測定箇所数　　　　　・図示　　　　　・

● 主任技術者等 下記資格を証明する資料を監督職員に提出する。

　　　　　　のうち、1級の管工事施工管理の検定種目に合格した者

　　　　　　択科目を「流体機械」又は「暖冷房及び冷凍機械」とするものに限る。）、水道部門

　　　（ロ）技術士法（昭和58年法律第25号）による第二試験のうち、技術部門を機械部門（選

　　　（ロ）資格の区分1）の資格を有する者

　　　（イ）技術検定のうち、1級又は2級の管工事施工管理の検定種目に合格した者

　　　（イ）建設業法（昭和24年法律第100号）による技術検定（以下「技術検定」という。）

電気保安技術者○

　●資格の区分2）

　○資格の区分1）

監督職員に報告すること。

　　　　　　又は衛生工学部門に合格した者

　　測定時期　　　　　　○工事着手前　  ○施工終了時

● 配管 （1）ステンレス鋼管の接合は、下記による。

　　 　○呼び径６０Ｓｕ以下（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　 　　○呼び径７５Ｓｕ以上（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（2）建築物導入部の変位吸収方法は、標準図（建築物導入部の変位吸収配管要領）による。

　 　　○（ａ）　　○（ｂ）　　○（ｃ）

○ 「機器と配管接続部」取付け箇所は図示による。絶縁継手

地中埋設標等○

○ 保温

○屋内露出（○実験室　○　　　　）の保温外装は（○アルミガラスクロス　○　　　　）とする。

　（○浴室（ユニットは除く）  ○脱衣室  ○            ○            ）

○多湿箇所は下記の場所とする。（天井内共多湿箇所とする。）

○共同溝の保温は（標準仕様書第2編の施工箇所　　　　　　　　　）を適用する。

○屋外露出部（○給水管 ○消火管 ○膨張管 ○ドレン管 ○　　　　　○弁類を含む）は防凍保温を

　50mm、呼び径32以上のものは40mmとする。

（2）埋設表示用テープ　○要（排水管を除く）　○不要

（1）地中埋設標　　　　○要（図示の箇所）　　○不要

　行う。　仕様は標準仕様書第2編3.1.4及び3.1.5とする。厚さは配管の呼び径25以下のものは

（3）溶接部の非破壊検査　 ○不要　○要（　　　　　　　　　　　　）

既設配管を含む部分の試験　○要（方法及び圧力：　　　　　　　　　）　　○不要○ 試験

○ 塗装

○ 電線類 電線及びケーブルの規格は標準仕様書第4編1.5.1表4.1.11による。

○塗装要（　　　　　　　　）

○ はつり 既存コンクリート床、壁等の配管貫通部の穴開けは、図面に特記のない場合はダイヤモンドカッタ

ーを用いる。

○ 天井仕上区分

○ 他工事との工事区分

（　）書きの室名は直天井を示し、その他は二重天井を示す。

○ 吊り及び支持金物

○

　　　　事前調査

　　　　　調査項目　　○

○下記によるほか、改修標準仕様書第1編1.5.1及び1.5.2による。施工調査

　　　　　調査範囲　　○図示　　○

　　　　　調査方法　　○図示　　○

（○槽内　○　　　）の吊り金物・支持金物類はステンレス鋼製（SUS 304）とする。

設計温湿度○

夏期

冬期

温度(DB) 湿度(RH) 温度(DB) 湿度(RH) 温度(DB) 湿度(RH)

外　　気
一 般 系 統

屋　　内　　（調　整　目　標）

℃

℃

％

％

℃

℃

％

％

℃

℃

％

％

湿度(RH)温度(DB)

℃

℃

空
気
調
和
設
備

○

伸縮継手、掃除口及びばいじん量測定口の位置は図示による。○ 鋼板製煙道

鋼板厚（○3.2㎜　○4.5㎜）

○ ダクト

○ 風量測定口

○ チャンバー

○ ダンパー

○

○

配管材料

取付け箇所は図示による。

弁類

（１）内貼りを施すチャンバーの表示寸法は外法を示す。

（３）ガラリに直接取付けるチャンバー及びホッパーは雨水の滞留のないように施工する。

　　　たチャンバーには点検口を設け、大きさは図示による。

（２）空気調和機に取付けるサプライチャンバー、レタンチャンバー及びダクト系で消音内貼りし

（１）防煙ダンパー　 　復帰方式（○遠隔　○　　　　　）

（２）ピストンダンパー 復帰方式（○遠隔　○　　　　　）

○低圧ダクト（○コーナーボルト工法（長辺の長さが1,500mm以下の部分）　○アングルフラン

○高圧1ダクト（適用範囲は図示による。）とする。

○ステンレスダクト及び塩化ビニルダクトの仕様は別図による。

JIS又はJV　（○5K　　　○10K（図示部分））

　ジ工法）とする。

　　 　　　　　　　　　定格入力はDC24V、0.7A以下とする。

％

％

自
動
制
御
設
備

○

屋外・屋内露出の電線は、図面に特記のない限り金属管配線とする。

天井内隠ぺいの配線は、図面に特記のない限りケーブル配線とする。

○ 電気計装工事の配線

○ 自動洗浄装置 洗浄水量は4L/回以下とし、使用状況により洗浄水量が制御できるものとする。

小便器 ○個別感知フラッシュ方式　（　　一体型　　）　　制御盤（　○要　　○不要　）

○ 標記板 ○要（材質：　　　　　）　（○大便器　○小便器　○　　　　）　○不要

（機器、盤類は除く）

及びその組み込み衛
生
器
具
設
備

○

○ システム構成その他 図示による。

○ 中央監視制御装置 ○有り（　○新設　○既設　）　○無し

使用する電線類はEM電線とし、規格は標準仕様書第4編1.5.1表4.1.11 の使用する電線類の規格による。

○ 自動水栓の

電源供給方式

○ 和風大便器の

防火区画貫通処理

○ 衛生器具ユニット ○ユニットの配管材料は、図示による。

○ 洋風便器

○ＡＣ電源　　○自己発電

○洋風便器の洗浄水量は8.5L/回以下とする。ただし、タンク式は6.5L/回以下とする。

● 配管材料

給
水
設
備

●

　　　の①から④を満たすものとする。

（２）建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有すると共に、次

工事現場におく電気保安技術者は、監督職員の指示に従い、電気工作物の保安業務を行うものとする。

る。説明板の大きさは、約　　m とする。

系統図、機器等の取扱い方及び重要な定期点検項目を書いたアクリル樹脂製の板を機械室に設け

● 技能士の適用

○ 監督員事務所

この工事に必要な工事用電力、水及び諸手続などの費用は、すべて請負者の負担とする。●

● 工事用仮設物

●

工事用電力・水

・その他

●別契約の関係請負者が定置したものは無償で使用できる。

構内につくることが　　●できる　  ○できない

○設けない　　　　　○設ける

○熱絶縁施工（保温工事）　○冷凍空気調和機器施工（冷凍空調機器の裾付）

●配管施工（配管工事）　　●建築板金施工（ダクト製作および取付け）

　・要　　　・不要

足場その他

○ 建設発生土の処理

○ 埋め戻し土・盛土

○ 工事写真・完成図等

○ 運転操作説明板

● 機材の承諾図

○既存完成図（CADデータ）の修正を行う。

○完成図の原図サイズは、原則としてA1サイズとする。

○根切り土の中の良質土　　○山砂の類

○埋戻し後の建設発生土は、監督職員が指示する構内の場所に敷きならしとする。

　　　○外部仮設足場等（○　　　種　○　　　種）

　　　○内部仮設足場等（○　　　種　○　　　種）

○改修標準仕様書第1編2.2.1によるほか下記による。

○場外適切処分

○保全に関する資料の提出部数は　　部とする。

○CADデータの提出　　・要　　・不要

○本工事で設置する。

　又は(3)手すり先行専用足場方式により行う。

　別紙１「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」における２の(2)手すり据置方式

　「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては、同ガイドラインの

2

機械設備工事機材承諾図様式集（平成25年版）によるほか、監督職員の指示による。

● 総合調整 ●本工事（調整項目は下記のものとする。）

● 電源周波数 ○50Hz　　　●60Hz

●風量調整　○水量調整　○室内外空気の温湿度の測定　○室内気流及びじんあいの測定

○騒音の測定　○飲料水の水質の測定

（2）電動機出力、燃料消費量、圧力損失等は、原則として表示された数値以下とする。

● （1）機器類の能力、容量等は表示された数値以上とする。容量等の表示

● 耐震措置 耐震措置の計算及び施工方法は次によるほか、建築設備耐震設計・施工指針2005年版（国土交通

省国土技術政策総合研究所・独立行政法人建築研究所監修）による。

（1）機器の据付け及び取付け

　　 設計用水平地震力は、機器の質量（自由表面を有する水槽その他の貯槽にあっては有効質

　　 量）に、地域係数1.0及び次に示す設計用標準水平震度を乗じたものとする。

機器種別
重要機器 重要機器一般機器 一般機器

1.51.5 1.0機器

2.0防振支持の機器

1.0水槽類

1.01.0機器

防振支持の機器

水槽類

0.60.6 0.4機器

防振支持の機器

水槽類

屋上及び塔屋

中間階

○　特定の施設 ●　一般の施設

上層階・
2.0

2.0

1.5

1.5

1.5

1.5 1.5

1.5

1.5

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.01.5

1.5

0.6

0.6

0.6

0.6

2.0

2.0

　・上層階とは2～6階建の場合は最上階、7～9階建の場合は上層2階、10～12階建の場合は上層3階、

　　13階建以上の場合は上層4階とする。

　・重要機器は次のものを示す。

　　●換気機器　　　　○空調機器　　　　○熱源機器　　　　○防災設備

　　○監視制御設備　　○危険物貯蔵装置　○火を使用する設備

　　○避難経路上に設置する機器

（2）設計用鉛直地震力は、設計用水平地震力の1/2とする。

図面に特記なき場合は、別表ー２「他工事との工事区分表」による。

（１）蒸気管　給気管　○配管用炭素鋼鋼管（黒）

　  　　　　　　　　　○圧力配管用炭素鋼鋼管（黒）　（●Sch40）

  　　　　　　還管　　○圧力配管用炭素鋼鋼管（黒）　（●Sch80）

（２）油管　　　　　　○配管用炭素鋼鋼管（黒）

（３）冷温水管　　　　○配管用炭素鋼鋼管（白）

（４）冷却水管　　　　○配管用炭素鋼鋼管（白）

（５）空調用排水管　　○配管用炭素鋼鋼管（白）

（６）膨張管、空気抜き管及び膨張タンクよりボイラー等への補給水管は、配管用炭素鋼鋼管（白）

　　　とする。

○鋼管用伸縮管継手の種類は図示による。

○ステンレス鋼管に取付ける弁類は、ステンレス製とする。

○ 温度計

○ 圧力計

○ 瞬間流量計

○ 油面制御装置

○ 保温及び消音内貼り

取付け箇所は図示による。

取付け箇所は図示による。

○減油警報　○　　　　　　　　）の端子を設ける。なおフロートスイッチ部と制御盤間の配管配

○還りダクトの保温　範囲は（○　　　　　　○　　　　　　）

○外気ダクトの保温　範囲は（○　　　　　　○　　　　　　）

○建物内の空気抜き管の保温は、標準仕様書第2編3.1.4の膨張管の項による。

○空気調和機及びファンコイルユニットの排水管の保温は、標準仕様書第2編3.1.5の排水管の項

○冷媒管の外装の種別は（○図示による　　○　　　　　　）

線は製造者の標準仕様とする。

　による。

絶縁継手 図示の位置に取付ける。○

○ファンコイルユニットと冷温水管の接続部（往・還）には、ボール弁を取付ける。

制御盤には（○給油ポンプ制御　○満油警報　○遠隔警報　○漏えい検知警報　○返油ポンプ制御

● ダクト ●低圧ダクト（●コーナーボルト工法（長辺の長さが1,500mm以下の部分）　○アングルフラン

　ジ工法）とする。換
気
設
備

●

○高圧1ダクト（適用範囲は図示による。）とする。

●風量測定口

空気調和設備の当該項目による。● ダンパー

○ 排気ダクトのシール

○ チャンバー 空気調和設備の当該項目による。

○ 保温

取付け箇所は図示による。

○浴室（シャワー室、脱衣室を含む）系統　○厨房系統　○

○ ダクト

○ 排煙口の形式

○ 排煙口手動開放装置

（開放及び復帰方式）

○ 排煙風量測定

○亜鉛鉄板　　○

○図示による

○ワイヤー式　○電気式（遠隔操作　○不要　○要）

排
煙
設
備

○

建築設備定期検査業務基準書　平成20年版（（一財）日本建築設備・昇降機センター）の排煙風量

の検査方法に準ずる。

○ファンコイルユニットには、　○流量調整弁　を設置する。

止水コック付とし、取付け箇所は図示による。

○厨房系統の長方形排気ダクトの板厚は、標準仕様書第3編2.2.2.2のダクトの板厚の項より1番手

　厚いものを使用する。

○全熱交換ユニット用の外気ダクト（保温の厚さ25mm、範囲は図示による）

○多湿箇所のダクトの保温要（保温の厚さ50mm、範囲は図示による）

（○厨房　 ○湯沸室　　　 　）用の隠ぺい部ダクト（保温の厚さ50mm（RW）、範囲は図示による）

○標準図（耐火性能が必要となる阻集器・和風大便器の防火区画貫通部処理要領(ｂ)）による。

● 水栓 ○台所流し用の水栓は泡沫式とする。

●水抜栓を使用する場合、水栓は固定こま式とする。

　（●ただし、屋外に設ける水栓は耐寒水栓とする。）

○ 量水器

○ 量水器桝

○ 弁類

建物導入部配管

引込納付金等

水栓柱

○

○

○

○

管の上端より原則として、一般敷地は（　　　cm）構内道路は（　　　cm）以上とする。

○水道事業者指定品（○貸与品　○買い取り）　○標準図MC形

JIS又はJV　 ○水道直結部分（○10K　○　　　　　　）　

　　　　　  ○その他の部分（○ 5K　○　　　　　　）

標準図（建築物導入部の変位吸収配管要領）の ○（a）　○（b）　○（c）による。

○要（○別途工事　○本工事）　　○不要

○合成樹脂製　○アルミニウム合金製　○人造石とぎ出し製　○ステンレス鋼製

○子メーター（パルス式　　）（○買い取り　○　　　　）

○親メーター（パルス式　　）（○貸与品　○　　　　　）

管の地中埋設深さ

○ステンレス鋼管に取付ける弁類は、ステンレス製とする。

配管材料○

排
水
設
備

○

（1）一般配管　　　○塩ビライニング鋼管（VA）

   　　　　　　　　○ステンレス鋼鋼管（SUS 304）

（2）地中埋設配管　○塩ビライニング鋼管（VD）

   　　　　　　　　○ステンレス鋼鋼管（SUS 316）

（3）水道直結配管　●引き込みは水道事業者の指定により、量水器以降の地中埋設配管は

   　　　　　　　　　（●水道用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ二層管　　　　　）とし、他の部分は(1)による。

（1）屋　　内 　汚水管　　　　　○排水用塩ビライニング鋼管　○鉛管

　　　　　　　　雑排水管　　　　○排水用塩ビライニング鋼管

　　　　　　　　通気管　　　　　○配管用炭素鋼鋼管（白）

　　　　　　　　ポンプアップ管　○排水用ノンタールエポキシ塗装鋼管

（2）屋　　外 　第一桝まで　　　○排水用塩ビライニング鋼管

　　　　　　　　　　　　　　　　○リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管（RF-VP）

　　　　　　　　桝間　　　　　　○排水用リサイクル硬質ポリ塩化ビニル管（REP-VU）

○ 洗面器等の排水管

○ 満水試験継手

○ 放流納付金等

洗面器に直結する排水管は、器具トラップより1サイズアップとする。

台所流し等の床上部分の配管は、ビニル管（RF－VP）でもよい。

○要（○別途工事　○本工事）○不要

○標準仕様書第2編2.4.8(f)による　○図示の箇所に取付ける。

○ 配管材料

○ 弁類 JIS又はJV　（○5K　　　　○10K　　（図示部分））

○ 保温 湯沸器の給排気筒（二重管）の隠ぺい箇所は保温を行う。なお、保温の種別は標準仕様書第２編

給
湯
設
備

○

○ステンレス鋼管に取付ける弁類は、ステンレス製とする。

3.1.5 表2.3.5のｈ・（イ）・Ⅸとする。

○ 保温

ただし、防凍保温は共通事項による。

○ 配管材料

（３）　　　　　　　　 　○

○ 建物導入部配管 標準図（建築物導入部の変位吸収配管要領） ○（a）　○（b）　○（c）による。

屋外露出配管は標準仕様書第2編3.1.5 ｅ ・（ハ）・Ⅶによる保温を行う。

消
火
設
備

○

○ システム

○ 厨房用熱源 図示による。

○ドライシステム　　○

厨
房
設
備

○

○ステンレス鋼鋼管（SUS 304）

（１）屋内消火栓　　一般 ○ステンレス鋼鋼管（SUS 304）

　　　　　　　　　　地中 ○ステンレス鋼鋼管（SUS 316）

○ 機器の機能等 図示による。

○ 機器の寸法 概略寸法とする。

ガス種別

配管材料

○ 別途（○50kg　　○　　　　　　○　　　　　　　）×　　本

○

○

○

ガス漏れ警報器○

漏洩検知装置○

○

引込負担金等○

標準図（液化石油ガス容器廻り配管要領）による　　　本組。

充てん容器

集合装置

転倒防止等

メーター

電気防食

○要（○別途工事　　○本工事）　　○不要

○要　　○不要

○要　　○不要

○本工事（図示による）　○別途工事　　　　　　　　　　　　　　　　）

○親メーター（○貸与品　○　　　　）　　○子メーター（○買い取り　　　　　）

標準図（液化石油ガス容器転倒防止施工要領）の（○（a）　○（b））による。

○液化石油ガス

○都市ガス　　　ガス事業者の供給規定による。

○液化石油ガス　（1）一般

　　　　　　　　（2）地中

○都市ガス（供給者名：　　　　　　　　発熱量　　　　　　　　　　MJ/m (N)）○

○

ガ
ス
設
備

○
3

○ 石綿含有品

撤去方法　　　　　　○図示による　○

○ 保温材

支持金物等○ ダクト及び配管等の支持金物及び吊り金物は本工事にて撤去する。

○ 発生材の処理

　　（　○物品管理者に引き渡し　　○構外搬出適切処理　）とする。

石綿含有分析調査　　○本工事　　　○別途

　○金属類　（○機器類 　○ダクト　 ○配管　 ○その他の金属　）の処理は

保温材は、配管・ダクト等より分離する。

　　（　○別途　　○構外搬出適切処理　）とする。

　○特別管理産業廃棄物　 ○　　  　　　　○　　　　　　）の処理は

　　（　○別途　　○構外搬出適切処理　）とする。

　○石綿含有産業廃棄物　 ○配管用成形保温材　○フランジ用ガスケット）　の処理は

　　（　○別途　　○構外搬出適切処理　）とする。

　○上記以外のもの　　　 ○　　  　　　　○　　　　　　）の処理は

撤
去
工
事

○

○ 冷媒（フロン類） ○本工事　　○別途

　○フロン回収行程管理表の写し

　○特定家庭用機器廃棄物管理票（家電リサイクル券）の写し

の回収 冷凍機等の撤去に伴う冷媒の回収方法は、改修標準仕様書第３編２.４.３により、次の書類を監督

職員に提出する。

設計用標準水平震度

　・中間階とは地階、1階を除く各階で上層階に該当しないもの

　　○給水機器（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　○排水機器（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

○膨張タンクよりボイラー等への補給水管の保温は、標準仕様書第2編3.1.4の膨張管の項による。

2

（２）連結送水管　　一般 ○圧力配管用炭素鋼鋼管（白）（●Sch40）

　　　　　　　　　　地中 ○圧力配管用炭素鋼鋼管（白）（●Sch40）

地階・1階

株式会社 東京設計事務所

業務名/工事名

施工箇所名

図面の種類

図面番号 葉之内縮　　　尺

事 務 所 名 可児市水道部水道課

可児市虹ケ丘地内

設　計　者

---

建築機械設備工事特記仕様書

岐阜県可児市虹ケ丘地内

15項

電気・機械棟

4 AM-1

虹ケ丘配水池建設

電気・機械室築造工事

（場内配管・電気機械室築造）工事
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既設　虹ケ丘配水池
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155

147.15

153.98

鉄塔

電気室

L=35.988
i=18.062％

+147

94

虹ヶ丘四丁目

KBM.1
H=145.626

1840

312-3

B.
P

BC
.1

E .
P

NO
.2

EC
.1

NO
.3

NO
.1

IP.1

図面番号

可児市水道部水道課

縮　　　尺

図面の種類

施工箇所名

S=1:200

配置図

1/200

設　計　者 株式会社　東京設計事務所

可児市虹ケ丘地内

計画建物

6,000
法42条1項1号

全面道路

虹ヶ丘二丁目42

9425m2
可児市

場内通路

市道路

凡　例

本工事建物を示す。

計画地盤高さ +153.50

配　　置　　図

事 務 所 名

4 葉之内 AM-2

業務名/工事名
虹ケ丘配水池建設

電気・機械室築造工事

（場内配管・電気機械室築造）工事



株式会社 東京設計事務所

業務名/工事名

施工箇所名

図面の種類

図面番号  葉之内 縮　　　尺

事 務 所 名 可児市水道部水道課

可児市虹ケ丘地内

設　計　者

-

換気・衛生設備

4
,2
50

1,
2
00

2,
8
50

１ＦＬ

ＢＦＬ

軒高（水上）

G,L

VD

VD

電気室

EA=1,630m3/h

弁　室

EA=300m3/h

屋外ﾌｰﾄﾞ
換気扇用ｳｪｻﾞｰｶﾊﾞｰ、250φ用

階段

OA=1,930m3/h

給気口（建築工事）

送風機類

名称 記号 用途 系統 形式 材質 設置方法 型番 風量 静圧 電動機 台数 運転方式 備考

サイズ 相 V kW 極

（ダクト径） [m3/h] [Pa]

斜
流
・
軸
流

斜流 天井吊 300φ 1,930 180 1 100 0.3 1鋼板製 ﾀｲﾏｰ及びFE-1 排気ﾌｧﾝ 電気室、弁室排気

1.凡例

亜鉛鉄板製ダクト

特記事項

記号 名称・摘要

VD 風量調整ダンパ

風量測定口

FE

1

20

給水

G,L

ﾌﾟﾗﾝﾄ機械工事

給水栓、不凍水栓柱

ｻｰﾓｽﾀｯﾄ

機器リスト、系統図

自然給気

4 AM-3

虹ケ丘配水池建設

電気・機械室築造工事

（場内配管・電気機械室築造）工事



EA

150×150

EA

150×150

200×250 300×300

250×200
300×300

150×150

150×150

上部ﾎｲｽﾄﾚｰﾙ
搬入口

下部ｶﾞﾗﾘ(建築工事)

UP

電気室

１ ２

Ｂ

Ａ

4,
00

0

１ ２

Ｂ

Ａ

4,
00
0

UP

上
部
ﾎ
ｲｽ
ﾄ
ﾚｰ
ﾙ

地階 平面詳細図　1/50

5,
45
0

1,
05
0

3,
20

0

1,
20

0
1,
65

0

2,
85

0

１ＦＬ

ＢＦＬ

軒高（水下）

軒高（水上）

ＧＬ

１ ２
2,
20

0

55
0

4,000

Ａ Ｂ

電気室

弁室

弁室

7,000

7,000

１階 平面詳細図　1/50

断面詳細図　　1/50

電気室

弁室

7,000

土木コンクリ－ト工事範囲

搬入口

ハンドホ－ル ﾎｲｽﾄﾚｰﾙ ﾎｲｽﾄﾚｰﾙ

ﾎｲｽﾄﾚｰﾙ

ハンドホ－ル

ハンドホ－ル

配管ピット

約
2,
35
0150×150

上部搬入口

EA
GVS

電気室

1,630 CMH

815
600×200

CMH 2

OA
取付ﾎﾞｯｸｽ

弁室

GVS
1CMH300

300

350×350×300H

CMH

1

200×200

VD

VD

300×300

屋外ﾌｰﾄﾞ
換気扇用ｳｪｻﾞｰｶﾊﾞｰ、250φ用
SUS製、深形、防鳥網付
換気扇用不燃枠共

G,L

20

給水

ﾌﾟﾗﾝﾄ機械工事

固定バンド
給水栓：横水栓、自動継手付

F12-13

不凍水栓柱：本体=金属製、内部配管=ｽﾃﾝﾚｽ配管13mm

配管接続20mm、呼び長さ1.2m

SUS製

砂利布設
400×400×400H

給水栓廻り詳細図　1/30

20

給水

ﾌﾟﾗﾝﾄ機械工事

給水栓、不凍水栓柱
（詳細図参照）

株式会社 東京設計事務所

業務名/工事名

施工箇所名

図面の種類

図面番号  葉之内 縮　　　尺

事 務 所 名 可児市水道部水道課

可児市虹ケ丘地内

設　計　者

1：50

換気・衛生設備 平面図、断面図

自然給気

4 AM-4

虹ケ丘配水池建設

電気・機械室築造工事

（場内配管・電気機械室築造）工事



工事設計図
平成　　年　　月（全　5　枚）

Ⅰ．工事概要

1．工事場所

2．建物概要

（（注）延べ面積は建築基準法による表記 ）

建　物　名　称

工建物別及び屋外 事 種 別

屋　外

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

工　事　種　目

● 電灯設備

○ 動力設備

○ 電熱設備

○ 雷保護設備

○ 受変電設備

○ 電力貯蔵設備

○ 発電設備

○ 構内情報通信網設備

○ 構内交換設備

○ 映像・音響設備

○ 拡声設備

○ 誘導支援設備

○ テレビ共同受信設備

○ 監視カメラ設備

○

○

○

○ 駐車場管制設備

○ 防犯・入退室管理設備

○ 自動火災報知設備

○ 中央監視制御設備

○ 情報表示設備

○ 構内通信線路

○ テレビ電波障害防除設備

○

○ 構内配電線路 一式

一式

一式

Ⅱ．工事仕様

1．共通仕様

　○「公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）（平成25年版）」（以下「改修標準仕様書」という。）

　●「公共建築設備工事標準図（電気設備工事編）（平成25年版）」（以下「標準図」という。）

2．特記仕様

特記仕様書

備　　考
延 べ 面 積 消防法施行令

別表第一の区分（ m ）
2

新築2 階建（地下　1 　階　塔屋 -  階）

構　造 階　　　　数

3．工事種目（●印の付いたものが対象工事種目）

１）図面及び本特記仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の下記仕様書等のうち、

　　●印の付いたものを適用する。

項目及び特記事項は、●印の付いたものを適用する。

○ 適用区分

● 環境への配慮

○ 50Hz　　● 60Hz

重要機器

屋上及び塔屋

重要機器一般機器 一般機器

設計用標準水平震度

設置場所

2.0

1.5

1.0

2.0

1.5

1.0

2.0

1.5

1.5

1.5

1.0

0.6

2.0

1.5

1.0

1.5

1.0

1.0

0.6

1.0

1.5

1.0

1.5

2.0

1.0

1.0

1.5

0.4

0.6

1.0

0.6

1.0

1.5

0.6

0.6

1.0

中間階

機器種別

機器

防振支持の機器

水槽類

機器

防振支持の機器

水槽類

機器

防振支持の機器

水槽類

○　特定の施設 ○　一般の施設

● 機材の品質等

電気工事士○

○● 足場その他

電源周波数●

○ 耐震措置

○ 内部足場（ ○　　種　○　　種 ）　○ 外部足場（ ○　　種　○　　種 ）

上層階、

地下、1階

【備考】・上層階とは2～6階建の場合は最上階、7～9階建の場合は上層2階、10～12階建の場合

　　　　　は3階、13階以上の場合は上層4階とする。

電動機出力（kW）

規約効率（％）

0.4

86.0

0.75

88.5

1.5

92.0

2.2

93.0

3.7

94.0

5.5

94.0

7.5

94.5

11

94.5

15

95.0

18.5

95.5

22

95.5

30

95.5

37

95.5

45

95.5

● 電線本数、管路等

● フラッシュプレート

○ 金属管の塗装

○

天井仕上げ表示○

○ 発生材の処理等

○ 養生

○ はつり

● 工事写真

● 施工図等

インバータ装置の規約効率

　【備考】(1)規約効率は、JEM-TR 245 「汎用インバータの規約効率」により算出した値とする。

　　　　　(2)規約効率は、JIS C 4212 「高効率低圧三相かご形誘導電動機」の定格電圧200V、

　　　　　　 IP4X、6極、50Hzの電動機を駆動したときの値とする。

　　　　　機器製作図　　　　　　　　　　一式

　　　　　制御システム図　　　　　　　　一式

　　　　　試験成績書　　　　　　　　　　一式

　　　　　機器・配管固定の施工図　　　　一式

○

● 完成図等

施工調査

○ 仮設備工事

●

○

●

機器取付高さ

接地極

他工事との工事区分

項　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項

項　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項 項　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項

　　　　・中間階とは地階、1階を除く各階で上層階に該当しないもの

床上～中心

　 〃　　

鏡上端～中心

名　　　　称 測　　　点 取付高［mm］

150

　　〃　　（踊場）

　　〃　　（鏡上）

2,100～2,300

2,000～2,500

床上～中心

〃

〃

〃

台上～中心

1,300

1,100　　〃　（多機能トイレ）

スイッチ

コンセント（一般）

 　 〃　　（和室）

　　〃　　（台上） 150～200

床上～中心 900

地上～中心

300

150

ブラケット（一般）

照
明
・
コ
ン
セ
ン
ト

　　〃　　（車椅子用）

引込開閉器（低圧）

300

〃

〃

1,500開閉器箱

電磁開閉器用押しボタン

地上～中心

地上～給油口

600

1,000

接地極埋設標

給油ボックス

1,500

1,300発信器（出退表示用）　

〃

〃

〃 1,300

（天井高）　　　×0.9

（天井高）　　　×0.9

親時計

アッテネータ

子時計､スピーカ

1,500（上端1,900以下）

情報表示盤、出退表示盤　

〃

〃

〃

〃

〃

900

1,800

1,300

外部受付用インターホン子機

呼出ボタン（多機能トイレ）

復帰ボタン（　　  〃　　 ）

廊下表示灯（　　  〃　　 ）

天井下～上端

2,000

床上～操作部

床上～中心

〃

〃

〃

1,500

800～1,500

800～1,500

800～1,500発信機

副受信機

警報ベル

火報受信機（複合盤）

機器収容箱

〃 2,100

液化石油ガス検知器

端子盤（EPS・電気室）

端子盤（一般室内）

インターホン

ベル、ブザー、チャイム

集合保安器箱

電話機

床上～中心

床上～下端

天井下～上端

〃

〃

200

200

1,300

1,300

2,300

2,300

テレビ機器収容箱

〃

床上～中心

〃

床上～中心

300

300

150

テレビ端子直列ユニット（一般）

　　　　　〃　　　　　（和室）

電
力
機
器

通
信
機
器

防
災
機
器

床上～中心 1,500（上端1,900以下）分電盤､OA盤、制御盤､実験盤

積算計器 地上～窓中心

1,800～2,200

1,800～2,000

表示灯（自火報用）

床上～上端

「標準図」による。

【備考】天井高3,000mm以上の場合及び上記取付高さでは機器の使用に支障がある場合は、監督

　　　　職員と協議する。

表－２　接地極一覧表

接地の種類

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

Ｓ・ＳＲＣ造はりの貫通部

ＲＣ造はりの貫通部

ＲＣ造床・壁の貫通部

床デッキプレートの貫通部

軽量鉄骨下地天井・壁の開口部

墨出し

穴埋め補修

小便器用節水装置の制御盤以降の配管配線

煙感知器から連動制御盤を経て防煙ダンパに至る配管配線

別途自動制御盤と制御盤間の信号線の配管配線（接地共）

制御盤から別途自動制御盤への電源用配管配線（接地共）

機器付属の制御盤への電源供給及び信号線の配管配線（接地共）

別途機器付属の制御盤以降の配管配線（接地共）

別途機器等への接続（直接に接続するもの）

床天井点検口

防油堤

配線ピット及び蓋

機器の基礎

特記した基礎

架台、アンカーボルト

屋内設置

上記以外用

防火区画等貫通部 スリーブ

補強

スリーブ

補強

型枠

型枠

補強

補強

補強

スリーブ

補強・スリーブ

自動扉及び電動シャッターなどの制御装置に至る一次側電源配管配線

天井吊り形FCU及び全熱交換形換気扇と操作スイッチとの渡り配管配線（接地共）

建築電気設備 建築建築機械設備

表－３　他工事との工事区分表

開
口
部
・
貫
通
部

他工事との取合い

補強を要する切込み

補強を要しない切込み

屋上設置（架台、アンカーボルトを除く。）

屋外設置（架台、アンカーボルトを除く。）

既製間仕切壁の位置ボックス及びその取付け

自動閉鎖装置を取付ける防火戸の切込み、補強及びドアチェック、フロアヒンジ

軽量鉄骨のボックス取付け金具及びその取付け

切込み

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

記　　号

Ω以下

10Ω以下

　　Ω以下

10Ω以下

100Ω以下

10Ω以下

10Ω以下

10Ω以下

10Ω以下

100Ω以下

100Ω以下

Ω以下

Ω以下

接地抵抗値 接　　地　　極

Ｌｔ

Ｄｔ

Ａｔ

Ｏ

ｔ

ＬＨ

Ｄ

Ｄ

Ｃ

Ｂ

Ａ

Ａ・Ｃ・Ｄ

Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ○ 共同接地

○ 共同接地

○ Ａ種

○ Ｂ種

○ Ｃ種

○ Ｄ種

○ Ｄ種

○ 高圧避雷器用

○ 交換装置用

○ 通信用（10Ω）

○ 通信用（100Ω）

○ 測定用

○ 電話引込口の保安器

EB( D=14, L=1,500 又は W=40, L=1,200 )×3連－　組

EB( D=14, L=1,500 又は W=40, L=1,200 )×3連－　組

EB( D=14, L=1,500 又は W=40, L=1,200 )×3連－　組

EB( D=14, L=1,500 又は W=40, L=1,200 )×3連－　組

EB( D=14, L=1,500 又は W=40, L=1,200 )×3連－　組

EB( D=10, L=1,000 又は W=30, L=900 )×1

EB( D=14, L=1,500 又は W=40, L=1,200 )×3連－　組

EB( D=14, L=1,500 又は W=40, L=1,200 )×3連－　組

EB( D=14, L=1,500 又は W=40, L=1,200 )×3連－　組

EB( D=14, L=1,500 又は W=40, L=1,200 )×3連－　組

EB( D=10, L=1,000 又は W=30, L=900 )×1

EB( D=10, L=1,000 又は W=30, L=900 )×1

EB( D=10, L=1,500 又は W=30, L=1,200 )×1

２）機械設備工事及び建築工事を本工事に含む場合は、機械設備工事及び建築工事はそれぞれの特記仕様書を適用する。

　　なお、機械設備工事の特記仕様書は（　　／　　）図、建築工事の特記仕様書は（　　／　　）図による。

○ 風圧力

　 建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を用いる。

　 風速（Vo=　　　　 　　　　　　　　）

　 地表面粗度区分（　　　　　　　　　）

○ 積雪荷重

　 建設省告示第1455号における区域　別表（　　　　　）

　 （１）「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律」に基づく特定調達物品等に関す

　 （２）建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有すると共

　 　　　に、次の①から④を満たすものとする。

　 （３）設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分において、「規制対象外」と

　 　　　は次の①又は②に該当する材料を指し、同区分「第三種」とは次の③又は④に該当する

　 　　　材料を指す。ただし、設計図書に規定がない場合は、監督職員と協議する。

　 （１）本工事に使用する機材は、設計図書に定める品質及び性能の他、通常有すべき品質及び

　 　　　性能を有するものとする。

● 別契約の関係受注者が定置したものは無償で使用できる。

　 最大電力が500kW以上の場合においても、第一種電気工事士により施工を行うものとする。

○ 本工事で設置する。

　 「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては、同ガイドライン

　 の別紙１「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」における2の(2)手すり据置き

　 方式又は(3)手すり先行専用足場方式により行う。

　 設備機器の固定は、次に示す事項を除き、「建築設備耐震設計・施工指針　2005年版」（国土

　 交通省国土技術政策総合研究所・独立行政法人建築研究所監修）による。

　 なお、施工に先立ち、耐震強度計算書を監督職員に提出し、承諾を受けるものとする。

　 （１）設計用水平地震力

　 　　　機器の重量［kgf］に、設計用標準水平震度を乗じたものとする。

　 　　　なお、図面に記載のない場合の設計用標準水平震度は、次による。

　 　重要機器は次のものを示す。

　 　　○ 配電盤　○ 発電装置（防災用）  ○ 直流電源装置　　　　○ 交流無停電電源装置

　 　　○ 交換機　○ 自動火災報知受信機　○ 中央監視制御装置　　○　　　　　　　　　

　 （２）設計用鉛直地震力

　 　　　設計用水平地震力の1／2とし、水平地震力と同時に働くものとする。

　 分電盤、制御盤、端子盤等の2次側以降の配線経路、電線太さ、電線本数、管径等は、図面と相

　 違しても差し支えない。ただし、相違する場合は監督職員の承諾を受ける。

　 フラッシュプレートが図面に記載がない場合は、

　 下記の露出配管は塗装を行う。

○ 屋外　　　○ 屋内（          　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　 三相可変速運転用インバータ装置の規約効率は、次の数値以上とする。

　 図面において、（　）書きの室名は直天井の室を示し、それ以外は二重天井の室を示す。

　 引渡しを要するもの以外は、構外に搬出し適切処理とし、搬出処理費は別途とする。

　 既存部分の養生は、「改修標準仕様書」第１編第１章による。

　 はつり工事は、事前に走査式埋設物調査を行い、監督職員に報告すること。

　 本工事で作成する施工図等のうち、次の原図及びその複写図（１部）を監督職員に提出する。

　 ただし、製作図等で原図として提出ができないものは、原図に代わるものとしてよい。

　 なお、施工図等の著作権に係る当該建築物に限る使用権は、発注者に移譲する。

○ 提出部数　（原図サイズ　　○ Ａ１　○ 　　　　　、複写図　　　　部）

　 ＣＡＤデータの提出（ ○ 要（　　部）　○ 不要 ）

　 要の場合、オリジナルファイルも提出する。

○ 既存完成図（ＣＡＤデータ）の修正を行う。

○ 保全に関する資料

○ 建築物等の利用に関する説明書

　 Ａ４ファイル綴じ　   部

　 Ａ４ファイル綴じ　   部

　 事前調査（ ○ 本工事　　　　○ 別途　　　　　　　　）

　 調査項目（ ○ 既存資料調査　○ 　　　　　　　　　　）

　 調査範囲（ ○ 図示　　　　　○ 　　　　　　　　　　）

　 調査方法（ ○ 図示　　　　　○ 　　　　　　　　　　）

　 仮電源    （ ○ 受変電    　　　　　　　　　            ）

　 　   　　 （ ○ 発電    　 　　　　　　　　　           ）

　 仮設備期間（ ○ 図示   　　　　　　　　　　             ）

4．指定部分　　　○ 無　　　○ 有（対象部分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　●「公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）（平成25年版）」（以下「標準仕様書」という。）

　 工事写真は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「工事写真の撮り方　建築設備編」（編集：

　 （一社）公共建築協会、発行：（一財）地域開発研究所）によるほか、監督職員の指示による。

　壁付、壁掛形の機器等の標準取付高さは、図面に記載がない場合は下表による。

　　接地極が図面に記載がない場合は下表による。

表－１　機器標準取付高さ

　　他工事との工事区分が、図面に記載がない場合は下表による。

照明器具、幹線等のつりボルト用インサート

　 図面に記載がない場合は、表－１「機器標準取付高さ」による。

　 図面に記載がない場合は、表－２「接地極一覧表」による。

　 図面に記載がない場合は、表－３「他工事との工事区分表」による。

● 金属製（ステンレス、新金属を含む。）　○ 樹脂製 とする。

　 　　　　① 品質及び性能に関する試験データが整備されていること。

　 　　　　② 生産施設及び品質の管理が適切に行われていること。

　 　　　　③ 安定的な供給が可能であること。

　 　　　　④ 法令等で定めがある場合は、その許可、認可、認定又は免許を取得していること。

　 　　　　⑤ 製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

　 　　　　⑥ 販売、保守等の営業体制が整えられていること。

　 　　　る判断の基準は、「環境物品等の調達の推進に関する基本方針（平成25年２月閣議決定）」

　 　　　による。

　　 　　　　 ルデヒド発散建築材料以外の材料

　 　　　　① 建築基準法施行令第20条の７第１項に定める第一種、第二種及び第三種ホルムア

　 　　　　　 クルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、

　 　　　　　 断熱材、塗料、仕上塗材は、アセドアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発

　 　　　　　 散が極めて少ない材料で、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の

　 　　　　　 区分に応じた材料を使用する。

　 　　　　① 合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、パーティ

　 　　　　② 接着剤及び塗料は、トルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材

　 　　　　　 料を使用する。

　 　　　　③ 接着剤は、可塑性（フタル酸ジ－ｎ－プチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキシ

　 　　　　④ ①の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類は、ホルムア

　 　　　　　 材料を使用したものとする。

　 　　　　　 ルデヒド、アセドアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない

　 　　　　　 ル等を含有しない難揮発性の可塑剤を除く。）が添加されていない材料を使用する。

　 　　　　② 建築基準法施行令第20条の７第４項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

　 　　　　③ 建築基準法施行令第20条の７第１項に定める第三種ホルムアルデヒド発散建築材料

　 　　　　④ 建築基準法施行令第20条の７第３項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

　 （２）本工事に使用する機材のうち、外部機関（（一社）公共建築協会 他 ）が下記①～⑥の

　 　　　品質及び性能等を評価している機材は、その機関が発行する品質及び性能等が評価され

　 　　　いて評価された品質及び性能等の資料は、監督職員への提出を省略することができる。

　 　　　たことを示す書面の写しを、監督職員に提出し承諾を受けることにより、その機材につ
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図面番号

可児市水道部水道課

縮　　　尺

図面の種類

施工箇所名

S=1:200

配置図

1/200

設　計　者 株式会社　東京設計事務所

可児市虹ケ丘地内

計画建物

6,000
法42条1項1号

全面道路
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9425m2
可児市

場内通路

市道路

凡　例

本工事建物を示す。

計画地盤高さ +153.50
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